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我が国の酪農・肉用牛は、飼養戸数は年々減少しているものの、飼養頭数は乳

用牛・肉用牛ともに増加傾向であったが、乳用牛については令和 5 年に減少に

転じている。 
一方、中国における需要の増加、ロシアのウクライナ侵攻等を背景に、原油価

格や飼料価格が高騰するなど、畜産物の生産コストが増加している厳しい状況

が続いている。 
本会では、令和４年度より生産技術情報提供事業の一環として、家畜への遺

伝的能力を最大限に発揮させるための技術指導等を、道府県畜産会の協力のも

と、全国の畜産経営体を対象に実施しているところである。 
本資料は、令和４年と令和５年の家畜の生産技術に係るデータを収集し、分

析の結果及び畜産経営体への助言指導内容を取りまとめたものである。 
畜産物の生産コストの増加により、経営がひっ迫している厳しい状況の中、

今後、畜産経営を維持していくためには、地域全体での国産飼料生産性を向上

させ、増産による飼料コストの引き下げはもとより、家畜の飼養管理を徹底し、

不受胎や事故等による損失を最小限に抑えることが非常に重要である。 
本資料を、飼養管理に関する生産技術の一層の向上のためにご活用いただき

たい。 
末筆ながら調査・技術指導に協力いただいた道府県畜産会並びに調査結果の

集計・分析に協力いただいた家畜生産性向上対策検討委員会の委員の皆さまに

厚くお礼申し上げる。 
 
令和７年３月 
 

           公益社団法人 中 央 畜 産 会 
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Ⅰ．利用にあたって 
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１．はじめに 
 本報告書は、酪農経営ならびに肉用牛経営における家畜の生産性に関する各

種技術成績等の年間の全体成績の状況、成績階層（成績上位 25%階層と下位 

25%階層）及び機械装置の導入状況別の成績を比較し、その特徴を明らかにし

た。また、実際に指導現場で行われた指導内容について、生産技術向上のため

の助言指導として整理した。  

２．本書の利用者 
    経営指導や経営診断を実施する畜産経営支援者の方々の利用を想定し、実際

に指導現場で行われた指導内容を生産技術向上のための助言指導として取りま

とめた。より専門的な知識や深い洞察が必要な場合には、各道府県にある畜産

協会等の畜産コンサルテーションの専門組織に相談いただきたい。  

３．調査対象 
 酪農経営：対象品種はホルスタイン種（106 戸） 

 肉用牛経営：対象品種は黒毛和種（繁殖経営 120 戸、肥育経営 48 戸） 

４．集計方法及び特徴 
家畜の生産性に関する各種技術成績等については、特に技術改善が必要な成

績下位 25％階層の２か年（令和３年と令和４年）の成績の変化を捉えられる

よう、畜種ごとの集計結果の成績階層間比較（成績上位 25％、中位 50％、下

位 25％階層）を行い、表中に、令和３年の成績下位 25%階層が令和４年にど

のような成績となったか（令和４年に成績が改善したのか悪化したのか等）を

記している。 

課題と解決のための助言指導では、指導内容のカテゴリー分けを行い、現場

で多く指導された内容を集計・グラフ化し全体的な指導内容の傾向を把握でき

るようにしている。併せて、それぞれの指導内容について、家畜の生産技術向

上のためのポイントを実際に指導現場で指導された内容を交えながらとりまと

めている。 
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Ⅱ．酪農経営 
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１．集計結果の階層間比較 

（北海道） 
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3
9
.0

7
2
2
.6

3
4
9
.3

2
2

3
3
.3

2
0

3
2
.9

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
5

1
2
8
.9

1
5

1
3
3
.5

1
2

1
3
4
.9

7
8
7
.1

3
1
2
7
.7

2
2

1
0
2
.6

2
0

9
6
.6

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
5

1
0
0
.9

1
5

1
0
4
.0

1
2

1
0
4
.1

7
1
0
3
.9

3
1
0
3
.8

2
2

1
0
1
.4

2
0

1
0
0
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
5

1
2
7
.1

1
5

1
3
1
.0

1
2

1
3
2
.5

7
8
3
.9

3
1
2
4
.8

2
2

9
9
.0

2
0

9
4
.4

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
5

9
,4
7
7
.8

1
5

8
,9
5
2
.6

1
2

8
,6
5
6
.5

7
8
,8
1
5
.4

3
1
0
,1
3
7
.2

2
2

9
,9
6
5
.9

2
0

9
,5
0
9
.1

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
5

2
.7

1
5

2
.6

1
2

2
.8

7
2
.9

3
2
.1

2
2

1
.7

2
0

1
.8

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
5

1
2
3
.7

1
5

1
3
4
.3

1
2

1
3
3
.3

7
7
8
.9

3
1
3
8
.3

2
2

1
0
1
.2

2
0

9
7
.6

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
5

1
4
.6

1
5

1
4
.5

1
2

1
4
.8

7
1
4
.6

3
1
3
.5

2
2

1
4
.2

2
0

1
4
.1

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
5

4
.6

1
5

4
.4

1
2

4
.3

7
4
.2

3
4
.7

2
2

3
.2

2
0

3
.5

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
5

2
.7

1
5

2
.7

1
2

2
.7

7
2
.8

3
2
.5

2
2

2
.3

2
0

2
.4

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
5

2
4
.7

1
5

2
5
.1

1
2

2
5
.6

7
2
5
.9

3
2
3
.1

2
2

2
4
.4

2
0

2
4
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
5

6
.0

1
5

3
.8

1
2

3
.5

7
4
.3

3
4
.7

2
2

4
.1

2
0

4
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
は

、
R
0
4
年

が
2
.
1
回

、
R
0
5
年

が
2
.
2
回

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
が

増
加

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
6
戸

、
増

減
な

し
は

1
1
戸

、
減

少
（

改
善

）
し

た
農

場
は

2
2
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
3
回

（
0
.
1
～

1
回

）
の

増
加

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
3
回

（
0
.
1
～

1
.
6
回

）
の

減
少

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
.
1
回

か
ら

R
0
5
年

3
.
1
回

で
1
回

の
増

加
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
R
0
4
年

5
回

か
ら

R
0
5
年

3
.
4
回

で
1
.
6
回

の
減

少
だ

っ
た

。
・

最
も

改
善

し
た

農
場

で
は

、
分

娩
事

故
が

ゼ
ロ

で
牛

群
の

更
新

に
よ

り
牛

群
全

体
が

若
く

な
っ

た
た

め
、

受
胎

率
が

改
善

さ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
.
7
回

、
R
0
5
年

2
.
6
回

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
3
戸

で
、

中
位

階
層

に
改

善
し

た
。

・
R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
5
戸

の
う

ち
、

7
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

0
.
4
回

（
0
.
1
～

0
.
6
回

）
増

加
し

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
7
回

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
8
回

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

6
戸

は
中

位
階

層
と

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
受
胎
に
要

し
た
種
付
回
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
受
胎
に
要

し
た
種
付
回
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
頭
数

１
．
分
娩
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
5

4
8
.7

1
5

4
8
.5

1
3

4
6
.8

5
4
7
.4

2
5
9
.0

1
5

2
2
4
.9

1
5

2
4
2
.7

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
5

1
0
.5

1
5

1
1
.8

1
3

1
0
.9

5
9
.6

2
1
7
.5

1
5

9
6
.0

1
5

7
5
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
5

0
.3

1
5

2
.3

1
3

2
.6

5
4
.2

2
0
.0

1
5

0
.5

1
5

1
.3

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
5

1
1
.1

1
5

1
3
.4

1
3

1
3
.3

5
1
0
.8

2
1
4
.0

1
5

7
8
.1

1
5

8
7
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
5

4
8
.5

1
5

4
9
.1

1
3

4
7
.1

5
5
0
.4

2
6
2
.5

1
5

2
4
3
.3

1
5

2
3
2
.7

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
5

9
9
.8

1
5

1
0
1
.2

1
3

1
0
0
.5

5
1
0
7
.1

2
1
0
5
.9

1
5

1
0
7
.6

1
5

9
5
.4

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
5

4
9
.0

1
5

4
8
.4

1
3

4
6
.8

5
4
7
.6

2
5
8
.9

1
5

2
2
9
.0

1
5

2
3
6
.2

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
5

9
,2
4
2
.2

1
5

8
,9
1
2
.2

1
3

8
,7
7
1
.7

5
9
,4
2
2
.6

2
9
,8
2
5
.5

1
5

1
0
,3
7
9
.5

1
5

9
,8
4
8
.5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
5

2
.4

1
5

2
.4

1
3

2
.4

5
2
.6

2
2
.2

1
5

2
.0

1
5

2
.1

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
5

4
1
.4

1
5

4
5
.1

1
3

4
2
.4

5
4
0
.4

2
6
2
.5

1
5

2
5
2
.1

1
5

2
4
9
.6

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
5

1
4
.8

1
5

1
4
.7

1
3

1
4
.8

5
1
4
.6

2
1
4
.1

1
5

1
3
.7

1
5

1
3
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
5

4
.6

1
5

4
.7

1
3

4
.5

5
4
.3

2
5
.7

1
5

3
.0

1
5

2
.8

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
5

2
.8

1
5

2
.8

1
3

2
.8

5
2
.8

2
3
.1

1
5

2
.2

1
5

2
.2

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
5

2
4
.9

1
5

2
5
.7

1
3

2
5
.7

5
2
4
.7

2
2
5
.8

1
5

2
4
.0

1
5

2
4
.4

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
5

6
.2

1
5

3
.9

1
3

3
.5

5
2
.3

2
6
.3

1
5

5
.0

1
5

3
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
頭

数
は

、
R
0
4
年

が
1
1
5
.
3
頭

、
R
0
5
年

が
1
1
7
.
8
頭

で
あ

り
、

2
.
3
頭

微
増

し
た

。
・

分
娩

頭
数

が
減

少
（

悪
化

）
し

た
農

場
は

2
8
戸

、
増

加
（

改
善

）
し

た
農

場
は

2
8
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
9
.
6
頭

年
（

1
～

4
7
頭

）
の

減
少

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
1
3
頭

（
1
～

7
3
頭

）
の

増
加

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

3
7
6
頭

か
ら

R
0
5
年

3
2
9
頭

で
4
7
頭

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
R
0
4
年

7
7
7
頭

か
ら

R
0
5
年

8
5
0
頭

で
7
3
頭

の
増

加
だ

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

4
1
.
4
頭

、
R
0
5
年

4
5
.
1
頭

で
あ

り
、

3
.
7
頭

微
増

し
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
2
戸

で
、

中
位

階
層

に
改

善
し

た
。

・
R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
3
戸

の
う

ち
、

5
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

5
頭

（
1
～

9
頭

）
減

少
し

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

2
5
2
.
1
頭

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

2
4
9
.
6
頭

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

1
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
間
隔

１
．
分
娩
間
隔
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
5

7
5
.7

1
5

7
5
.2

1
0

7
0
.5

5
5
8
.0

4
5
4
.5

1
2
0
5
.0

1
6

1
1
9
.5

1
6

1
6
0
.9

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
5

1
8
.9

1
5

2
0
.5

1
0

2
0
.5

5
1
7
.8

4
1
2
.3

1
5
4
.0

1
6

3
7
.1

1
6

4
5
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
5

0
.8

1
5

2
.1

1
0

1
.8

5
0
.2

4
2
.8

1
3
.0

1
6

0
.3

1
6

0
.4

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
5

2
0
.2

1
5

2
1
.3

1
0

1
8
.8

5
1
6
.0

4
1
3
.8

1
7
7
.0

1
6

3
5
.3

1
6

5
5
.8

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
5

7
5
.2

1
5

7
6
.5

1
0

7
4
.0

5
6
0
.0

4
5
5
.8

1
1
8
5
.0

1
6

1
2
1
.6

1
6

1
5
1
.3

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
5

9
9
.7

1
5

1
0
3
.1

1
0

1
0
4
.9

5
1
0
2
.5

4
1
0
2
.1

1
9
0
.2

1
6

1
0
0
.7

1
6

9
6
.5

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
5

7
4
.4

1
5

7
0
.3

1
0

7
0
.6

5
5
8
.4

4
4
0
.6

1
1
8
6
.5

1
6

1
1
8
.3

1
6

1
5
3
.5

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
5

8
,9
4
1
.1

1
5

8
,4
7
0
.6

1
0

8
,2
3
4
.7

5
7
,7
4
2
.9

4
8
,7
0
0
.0

1
9
,9
1
2
.5

1
6

1
0
,2
7
3
.7

1
6

9
,7
7
1
.2

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
5

2
.3

1
5

2
.3

1
0

2
.4

5
2
.3

4
2
.4

1
2
.1

1
6

2
.0

1
6

2
.0

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
5

6
8
.1

1
5

7
0
.8

1
0

6
3
.5

5
5
1
.0

4
5
5
.3

1
2
0
6
.0

1
6

1
2
0
.3

1
6

1
6
3
.5

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
5

1
5
.4

1
5

1
4
.9

1
0

1
5
.5

5
1
5
.9

4
1
4
.1

1
1
2
.5

1
6

1
3
.2

1
6

1
3
.0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
5

4
.1

1
5

4
.3

1
0

4
.0

5
4
.4

4
5
.4

1
3
.3

1
6

3
.4

1
6

3
.2

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
5

2
.6

1
5

2
.7

1
0

2
.5

5
2
.5

4
3
.2

1
2
.2

1
6

2
.6

1
6

2
.3

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
5

2
5
.1

1
5

2
5
.2

1
0

2
5
.7

5
2
6
.2

4
2
4
.4

1
2
3
.1

1
6

2
4
.0

1
6

2
3
.8

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
5

6
.0

1
5

4
.7

1
0

4
.9

5
5
.4

4
4
.6

1
2
.9

1
6

4
.7

1
6

2
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
間

隔
は

、
R
0
4
年

が
1
4
.
1
ヵ

月
、

R
0
5
年

が
1
4
.
0
ヵ

月
で

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
増

減
し

な
か

っ
た

。
・

分
娩

間
隔

が
延

長
（

悪
化

）
し

た
農

場
は

2
8
戸

、
増

減
な

し
は

4
戸

、
短

縮
（

改
善

）
し

た
農

場
は

2
8
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
4
8
ヵ

月
（

0
.
0
7
～

1
.
4
ヵ

月
）

の
延

長
、

改
善

し
た

農
場

の
平

均
は

0
.
6
9
ヵ

月
（

0
.
0
5
～

3
.
8
ヵ

月
）

の
短

縮
だ

っ
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
R
0
4
年

1
6
.
1
ヵ

月
か

ら
R
0
5
年

1
7
.
5
ヵ

月
で

1
.
4
ヵ

月
の

延
長

し
、

初
回

授
精

月
日

の
遅

れ
か

ら
分

娩
間

隔
が

長
期

化
し

て
い

た
。

・
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
4
年

1
9
か

月
か

ら
R
0
5
年

1
5
.
2
ヵ

月
で

3
.
8
ヵ

月
の

短
縮

し
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

1
5
.
4
ヵ

月
、

R
0
5
年

1
4
.
9
ヵ

月
で

あ
り

、
0
.
5
ヵ

月
短

縮
し

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
5
戸

で
、

中
位

階
層

に
4
戸

、
上

位
階

層
に

1
戸

改
善

し
た

。
・

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
0
戸

の
う

ち
、

5
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

0
.
7
9
ヵ

月
（

0
.
1
～

1
.
4
ヵ

月
）

延
長

し
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
3
.
2
ヵ

月
、

R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
3
.
0
ヵ

月
で

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
増

減
し

な
か

っ
た

。
・

R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

6
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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比
較
集
計
（
酪
農
）
供
用
年
数

１
．
供
用
年
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
9

1
7
1
.0

1
9

1
8
4
.1

1
0

1
7
4
.0

6
1
4
5
.3

8
2
1
1
.3

1
6
8
.0

1
5

6
5
.9

1
5

6
1
.7

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
9

7
0
.8

1
9

5
8
.5

1
0

5
4
.9

6
4
9
.7

8
6
8
.1

1
1
8
.0

1
5

1
3
.3

1
5

1
2
.2

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
9

0
.5

1
9

0
.5

1
0

0
.9

6
0
.5

8
0
.1

1
0
.0

1
5

0
.7

1
5

1
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
9

5
8
.3

1
9

6
5
.4

1
0

6
6
.3

6
5
5
.7

8
7
0
.3

1
1
8
.0

1
5

1
5
.3

1
5

1
3
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
9

1
8
4
.1

1
9

1
7
7
.7

1
0

1
6
3
.5

6
1
3
9
.8

8
2
0
9
.3

1
6
8
.0

1
5

6
4
.6

1
5

6
1
.9

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
9

1
0
5
.4

1
9

9
6
.9

1
0

9
5
.9

6
9
6
.9

8
9
7
.8

1
1
0
0
.0

1
5

9
9
.6

1
5

1
0
0
.6

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
9

1
7
2
.3

1
9

1
7
8
.7

1
0

1
6
5
.2

6
1
3
8
.6

8
2
1
0
.1

1
6
2
.8

1
5

6
5
.5

1
5

5
7
.8

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
9

1
0
,1
9
8
.1

1
9

9
,6
4
7
.3

1
0

9
,9
9
0
.1

6
1
0
,0
4
4
.5

8
9
,0
7
1
.1

1
1
0
,8
2
9
.0

1
5

9
,4
1
8
.1

1
5

9
,0
9
3
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
9

1
.9

1
9

2
.0

1
0

2
.1

6
2
.2

8
1
.9

1
2
.2

1
5

2
.6

1
5

2
.4

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
9

1
8
6
.5

1
9

1
8
4
.8

1
0

1
7
1
.4

6
1
4
5
.3

8
2
1
5
.8

1
7
1
.0

1
5

5
7
.3

1
5

5
8
.1

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
9

1
4
.0

1
9

1
4
.0

1
0

1
3
.5

6
1
3
.7

8
1
4
.7

1
1
3
.6

1
5

1
4
.3

1
5

1
4
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
9

2
.5

1
9

2
.9

1
0

2
.4

6
2
.5

8
3
.1

1
5
.2

1
5

5
.4

1
5

5
.4

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
9

2
.2

1
9

2
.2

1
0

2
.1

6
2
.2

8
2
.2

1
3
.0

1
5

3
.0

1
5

3
.1

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
9

2
4
.4

1
9

2
4
.7

1
0

2
4
.2

6
2
4
.2

8
2
5
.0

1
2
7
.8

1
5

2
4
.4

1
5

2
4
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
9

5
.3

1
9

4
.0

1
0

3
.2

6
3
.1

8
4
.9

1
5
.6

1
5

6
.3

1
5

3
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
供

用
年

数
は

、
R
0
4
年

が
3
.
6
年

、
R
0
5
年

が
3
.
7
年

で
あ

り
、

0
.
1
年

短
く

な
っ

た
。

・
供

用
年

数
が

短
く

な
っ

た
（

悪
化

し
た

）
農

場
は

2
6
戸

、
変

化
な

し
は

5
戸

、
長

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

農
場

は
2
9
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
6
8
年

（
0
.
0
6
～

3
.
8
5
年

）
短

く
な

り
、

改
善

し
た

農
場

の
平

均
は

0
.
7
4
年

（
0
.
0
9
～

2
.
4
6
年

）
長

く
な

っ
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
R
0
4
年

6
.
8
年

か
ら

R
0
5
年

4
年

で
3
.
0
年

短
く

な
り

、
平

均
分

娩
間

隔
が

1
5
ヶ

月
と

長
く

特
に

4
産

以
上

の
牛

で
受

胎
が

非
常

に
良

く
な

い
こ

と
を

問
題

点
と

し
て

挙
げ

て
い

る
。

・
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
.
8
年

か
ら

R
0
5
年

5
.
2
で

2
.
4
6
年

長
く

な
っ

た
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
.
5
年

、
R
0
5
年

2
.
9
年

で
あ

り
、

0
.
4
年

長
く

な
っ

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
9
戸

で
、

中
位

階
層

に
8
戸

、
上

位
階

層
に

1
戸

改
善

し
た

。
・

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
0
戸

の
う

ち
、

6
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

0
.
1
1
年

（
0
.
0
6
～

0
.
2
2
年

）
短

か
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

5
.
4
年

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

5
.
4
年

で
あ

り
、

増
減

は
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

4
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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比
較
集
計
（
酪
農
）
産
次

１
．
産
次
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
7

1
7
0
.2

1
7

1
8
5
.8

1
2

1
9
6
.3

2
1
1
0
.5

4
1
9
1
.8

1
3
7
.0

1
5

7
5
.5

1
5

6
2
.4

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
7

7
6
.4

1
7

6
1
.0

1
2

6
9
.9

2
5
3
.0

4
4
8
.0

1
6
.0

1
5

1
3
.8

1
5

1
2
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
7

0
.4

1
7

1
.2

1
2

0
.6

2
0
.0

4
3
.3

1
0
.0

1
5

0
.3

1
5

1
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
7

6
1
.1

1
7

6
6
.8

1
2

7
0
.7

2
4
9
.0

4
7
0
.0

1
8
.0

1
5

1
5
.0

1
5

1
3
.5

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
7

1
8
5
.8

1
7

1
8
1
.2

1
2

1
9
6
.1

2
1
1
4
.5

4
1
7
3
.0

1
3
5
.0

1
5

7
4
.7

1
5

6
2
.6

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
7

1
0
5
.4

1
7

9
8
.9

1
2

9
9
.9

2
1
0
2
.9

4
9
7
.0

1
9
4
.6

1
5

9
9
.0

1
5

1
0
0
.6

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
7

1
7
3
.2

1
7

1
8
1
.4

1
2

1
9
4
.4

2
1
0
9
.2

4
1
7
8
.2

1
3
7
.5

1
5

7
4
.5

1
5

5
8
.5

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
7

1
0
,2
3
1
.3

1
7

9
,5
5
4
.9

1
2

9
,6
3
8
.5

2
1
0
,0
8
1
.3

4
9
,7
0
2
.5

1
7
,9
6
2
.0

1
5

9
,5
4
6
.6

1
5

9
,3
1
3
.5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
7

2
.0

1
7

2
.1

1
2

2
.2

2
2
.2

4
1
.9

1
2
.3

1
5

2
.4

1
5

2
.4

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
7

1
9
1
.6

1
7

1
9
0
.9

1
2

2
0
8
.3

2
1
2
2
.0

4
1
7
7
.3

1
3
7
.0

1
5

6
7
.4

1
5

5
8
.5

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
7

1
4
.1

1
7

1
3
.7

1
2

1
3
.6

2
1
3
.7

4
1
3
.9

1
1
4
.3

1
5

1
4
.1

1
5

1
4
.2

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
7

2
.9

1
7

2
.9

1
2

2
.6

2
2
.4

4
2
.7

1
6
.5

1
5

4
.7

1
5

5
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
7

2
.0

1
7

2
.2

1
2

2
.0

2
1
.9

4
2
.3

1
3
.3

1
5

3
.3

1
5

3
.2

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
7

2
4
.1

1
7

2
4
.2

1
2

2
4
.2

2
2
3
.5

4
2
4
.4

1
2
3
.7

1
5

2
4
.5

1
5

2
5
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
7

4
.0

1
7

3
.8

1
2

3
.3

2
2
.8

4
4
.8

1
5
.4

1
5

5
.1

1
5

3
.2

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
産

次
は

、
R
0
4
年

が
2
.
5
産

、
R
0
5
年

が
2
.
5
産

で
あ

り
、

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
産

次
が

減
少

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
7
戸

、
増

減
な

し
は

1
9
戸

、
増

加
（

改
善

）
し

た
農

場
は

1
4
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
2
産

（
0
.
1
～

0
.
8
産

）
の

減
少

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
3
産

（
0
.
1
～

1
.
3
産

）
の

増
加

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

3
.
1
産

か
ら

R
0
5
年

2
.
3
産

で
0
.
8
産

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
R
0
4
年

2
.
0
年

か
ら

R
0
5
年

3
.
3
産

で
1
.
3
産

の
増

加
だ

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
.
0
産

、
R
0
5
年

2
.
2
産

で
あ

り
、

0
.
2
産

微
増

し
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
5
戸

で
、

中
位

階
層

に
4
戸

、
上

位
階

層
に

1
戸

の
改

善
だ

っ
た

。
・

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
2
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

、
1
.
8
産

お
よ

び
2
.
0
産

減
少

し
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

3
.
3
産

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

3
.
2
産

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

2
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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比
較
集
計
（
酪
農
）
初
産
月
齢

１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
5

1
2
0
.3

1
5

1
2
2
.7

1
3

1
2
6
.1

1
1

1
3
5
.0

2
1
0
1
.0

1
5

1
2
6
.7

1
5

1
3
5
.8

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
5

3
7
.5

1
5

3
9
.5

1
3

4
1
.1

1
1

4
4
.9

2
2
9
.0

1
5

4
4
.9

1
5

4
2
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
5

1
.0

1
5

2
.0

1
3

2
.3

1
1

1
.8

2
0
.0

1
5

1
.5

1
5

2
.1

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
5

3
6
.1

1
5

3
9
.3

1
3

4
0
.8

1
1

4
4
.7

2
2
9
.5

1
5

4
3
.8

1
5

4
6
.5

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
5

1
2
2
.7

1
5

1
2
4
.9

1
3

1
2
8
.6

1
1

1
3
7
.0

2
1
0
0
.5

1
5

1
2
9
.2

1
5

1
3
4
.1

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
5

9
8
.2

1
5

1
0
2
.1

1
3

1
0
2
.4

1
1

1
0
1
.8

2
9
9
.6

1
5

1
0
1
.8

1
5

1
0
1
.6

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
5

1
2
0
.9

1
5

1
2
3
.5

1
3

1
2
6
.7

1
1

1
3
5
.4

2
1
0
2
.6

1
5

1
2
5
.4

1
5

1
2
7
.6

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
5

9
,4
5
1
.6

1
5

9
,0
3
2
.4

1
3

8
,8
6
7
.7

1
1

8
,9
8
5
.4

2
1
0
,1
0
3
.0

1
5

1
0
,3
6
5
.8

1
5

9
,8
5
1
.4

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
5

2
.3

1
5

2
.4

1
3

2
.4

1
1

2
.3

2
2
.2

1
5

2
.1

1
5

2
.1

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
5

1
1
6
.3

1
5

1
2
3
.8

1
3

1
2
8
.2

1
1

1
3
9
.5

2
9
5
.5

1
5

1
2
9
.1

1
5

1
3
8
.8

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
5

1
5
.0

1
5

1
4
.8

1
3

1
4
.9

1
1

1
4
.9

2
1
4
.3

1
5

1
3
.7

1
5

1
3
.6

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
5

3
.7

1
5

3
.9

1
3

3
.9

1
1

3
.9

2
4
.0

1
5

3
.6

1
5

3
.7

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
5

2
.6

1
5

2
.5

1
3

2
.5

1
1

2
.5

2
2
.6

1
5

2
.4

1
5

2
.4

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
5

2
6
.3

1
5

2
6
.9

1
3

2
7
.2

1
1

2
7
.4

2
2
4
.7

1
5

2
3
.0

1
5

2
3
.1

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
5

6
.1

1
5

4
.0

1
3

4
.5

1
1

4
.9

2
0
.4

1
5

4
.9

1
5

3
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
初

産
月

齢
は

、
R
0
4
年

が
2
4
.
4
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

が
2
4
.
6
ヵ

月
齢

で
あ

り
、

微
増

し
た

。
・

初
産

月
齢

が
遅

く
な

っ
た

（
悪

化
）

農
場

は
3
4
戸

、
増

減
な

し
は

4
戸

、
早

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

農
場

は
2
2
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
8
6
ヵ

月
（

0
.
0
5
～

3
.
5
9
ヵ

月
）

遅
く

な
り

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
7
5
ヵ

月
（

0
.
0
5
～

1
.
5
ヵ

月
）

早
く

な
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
4
.
3
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
5
年

2
7
.
9
ヵ

月
齢

で
4
ヵ

月
遅

く
な

り
、

授
精

回
数

も
増

え
る

な
ど

の
課

題
が

認
め

ら
れ

た
。

・
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
4
.
6
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
5
年

2
3
.
1
ヵ

月
齢

で
1
.
5
ヵ

月
早

く
な

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
6
.
3
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

2
6
.
9
ヵ

月
齢

あ
り

、
0
.
6
ヵ

月
遅

く
な

っ
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
2
戸

で
、

中
位

階
層

に
改

善
し

た
。

・
R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
3
戸

の
う

ち
、

1
1
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

1
.
1
2
ヵ

月
（

0
.
0
5
～

2
.
7
ヵ

月
）

遅
く

な
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

2
3
.
1
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

2
3
.
1
ヵ

月
齢

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

6
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率

１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
5

9
1
.8

1
5

9
0
.1

9
8
4
.0

2
7
4
.0

3
1
4
2
.7

3
5
6
.0

1
5

1
1
5
.9

1
5

8
4
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
5

2
6
.0

1
5

2
7
.3

9
2
9
.2

2
2
1
.5

3
3
2
.7

3
1
6
.3

1
5

4
5
.4

1
5

2
6
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
5

0
.7

1
5

0
.9

9
1
.2

2
0
.0

3
1
.0

3
0
.0

1
5

0
.5

1
5

1
.0

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
5

2
8
.3

1
5

3
1
.3

9
2
9
.7

2
2
6
.0

3
5
2
.7

3
1
5
.0

1
5

3
8
.4

1
5

2
8
.5

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
5

9
0
.1

1
5

8
7
.1

9
8
4
.8

2
6
9
.5

3
1
2
3
.7

3
5
7
.3

1
5

1
2
3
.3

1
5

8
2
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
5

9
8
.6

1
5

9
8
.3

9
1
0
0
.1

2
9
3
.5

3
8
8
.7

3
1
0
2
.7

1
5

1
0
2
.0

1
5

9
8
.8

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
5

8
8
.9

1
5

8
7
.4

9
8
3
.2

2
6
9
.6

3
1
3
1
.4

3
5
5
.9

1
5

1
1
5
.9

1
5

8
2
.0

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
5

9
,6
5
2
.3

1
5

9
,3
8
3
.6

9
9
,7
1
0
.1

2
9
,5
9
4
.5

3
8
,9
4
7
.2

3
8
,8
4
0
.5

1
5

1
0
,2
4
7
.2

1
5

9
,4
7
1
.0

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
5

2
.4

1
5

2
.3

9
2
.1

2
1
.6

3
2
.3

3
2
.9

1
5

1
.9

1
5

2
.3

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
5

8
4
.3

1
5

9
0
.5

9
8
8
.1

2
7
0
.5

3
1
3
8
.0

3
5
0
.3

1
5

1
2
6
.5

1
5

8
1
.9

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
5

1
4
.4

1
5

1
4
.4

9
1
4
.6

2
1
4
.6

3
1
3
.3

3
1
5
.2

1
5

1
3
.8

1
5

1
4
.2

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
5

3
.8

1
5

3
.9

9
3
.8

2
3
.8

3
4
.0

3
4
.2

1
5

3
.2

1
5

3
.7

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
5

2
.5

1
5

2
.5

9
2
.5

2
2
.5

3
2
.6

3
2
.4

1
5

2
.4

1
5

2
.5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
5

2
4
.9

1
5

2
5
.3

9
2
5
.4

2
2
5
.2

3
2
4
.9

3
2
5
.6

1
5

2
4
.0

1
5

2
4
.7

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
5

9
.1

1
5

5
.5

9
7
.9

2
1
1
.1

3
3
.6

3
0
.5

1
5

1
.5

1
5

0
.3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
、

R
0
4
年

が
4
.
8
％

、
R
0
5
年

が
3
.
7
％

で
あ

り
、

1
.
1
％

減
少

し
た

。
・

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

増
加

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
1
戸

、
増

減
な

し
は

3
戸

、
減

少
（

改
善

）
し

た
農

場
は

3
6
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
1
.
6
1
%
（

0
.
1
2
～

6
.
5
2
%
）

の
増

加
、

改
善

し
た

農
場

の
平

均
は

2
.
8
8
%
（

0
.
0
5
～

1
0
.
9
6
%
）

の
減

少
だ

っ
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
R
0
4
年

3
.
0
%
か

ら
R
0
5
年

9
.
5
%
で

6
.
5
2
%
増

加
し

、
乾

乳
期

の
使

用
管

理
や

栄
養

管
理

に
つ

い
て

指
導

を
行

っ
て

い
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

9
.
1
%
、

R
0
5
年

5
.
5
%
で

あ
り

、
1
.
6
ヵ

月
減

少
し

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
6
戸

で
、

中
位

階
層

に
3
戸

、
上

位
階

層
に

3
戸

改
善

し
た

。
・

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
9
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

8
.
2
％

と
1
4
.
0
％

だ
っ

た
。

両
農

場
と

も
分

娩
事

故
が

な
か

な
か

減
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
分

娩
監

視
装

置
事

故
の

設
置

を
指

導
し

て
い

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
5
％

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

0
.
5
％

で
あ

り
、

1
％

減
少

し
た

。
・

R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

1
0
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
4
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦
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１．集計結果の階層間比較 

（都府県）  
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比
較
集
計
（
酪
農
）
常
時
平
均
飼
養
頭
数

１
．
常
時
平
均
飼
養
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

1
5

2
3
.8

1
5

2
3
.1

1
4

2
2
.5

6
2
3
.0

1
3
1
.0

1
5

1
3
0
.9

1
5

1
3
4
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

1
5

6
.1

1
5

5
.5

1
4

5
.5

6
3
.7

1
6
.0

1
5

2
8
.8

1
5

3
3
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

1
5

2
.5

1
5

2
.0

1
4

2
.1

6
3
.2

1
0
.0

1
5

1
3
.1

1
5

1
0
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

1
5

9
.3

1
5

7
.1

1
4

7
.2

6
8
.5

1
6
.0

1
5

3
8
.3

1
5

3
9
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

1
5

2
3
.1

1
5

2
3
.5

1
4

2
2
.9

6
2
1
.3

1
3
1
.0

1
5

1
3
4
.4

1
5

1
3
6
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

1
5

9
8
.5

1
5

1
0
2
.8

1
4

1
0
3
.0

6
9
3
.5

1
1
0
0
.0

1
5

1
0
2
.9

1
5

1
0
4
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

1
5

2
3
.0

1
5

2
3
.3

1
4

2
2
.7

6
2
2
.3

1
3
1
.6

1
5

1
3
2
.4

1
5

1
3
9
.8

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

1
5

8
,5
3
6
.3

1
5

8
,5
8
6
.3

1
4

8
,5
6
2
.3

6
8
,4
8
5
.7

1
8
,9
2
2
.0

1
5

1
0
,1
3
2
.0

1
5

1
0
,2
4
1
.5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

1
5

2
.3

1
5

2
.1

1
4

2
.2

6
2
.3

1
1
.6

1
5

2
.3

1
5

2
.5

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

1
5

2
0
.3

1
5

1
8
.9

1
4

1
8
.2

6
1
7
.2

1
2
8
.0

1
5

1
2
0
.8

1
5

1
1
9
.2

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

1
5

1
4
.8

1
5

1
5
.0

1
4

1
5
.1

6
1
5
.5

1
1
4
.5

1
5

1
4
.4

1
5

1
4
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

1
5

3
.7

1
5

3
.9

1
4

3
.9

6
3
.6

1
3
.1

1
5

4
.6

1
5

4
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

1
5

2
.6

1
5

2
.7

1
4

2
.7

6
2
.9

1
3
.0

1
5

2
.7

1
5

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

1
5

2
5
.3

1
5

2
5
.0

1
4

2
5
.2

6
2
5
.1

1
2
2
.0

1
5

2
4
.3

1
5

2
4
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

1
1

6
.1

1
2

6
.0

1
1

6
.2

6
6
.6

1
3
.6

1
5

5
.7

1
2

5
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
平

均
飼

養
頭

数
は

R
0
4
年

6
2
.
0
頭

、
R
0
5
年

6
3
.
6
頭

で
あ

り
、

増
加

頭
数

は
1
.
6
頭

で
微

増
し

た
。

・
平

均
飼

養
頭

数
が

増
加

し
た

農
場

は
2
8
戸

、
増

減
な

し
は

6
戸

、
減

少
は

2
8
戸

だ
っ

た
。

・
増

加
し

た
農

場
の

平
均

は
5
.
7
頭

（
0
.
1
～

6
4
頭

）
、

減
少

し
た

農
場

の
平

均
は

2
.
9
頭

（
0
.
1
～

1
1
.
1
頭

）
だ

っ
た

。
・

頭
数

に
関

す
る

課
題

と
し

て
、

「
労

働
力

の
減

少
」

や
「

繁
殖

成
績

の
悪

化
」

が
あ

り
、

対
策

と
し

て
「

ヘ
ル

パ
ー

の
利

用
」

や
「

発
情

発
見

方
法

の
改

善
や

長
期

負
受

胎
牛

の
計

画
的

な
更

新
」

が
挙

げ
ら

れ
て

い
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

、
R
0
4
年

2
3
.
0
頭

、
R
0
5
年

2
3
.
3
頭

で
あ

り
、

増
加

頭
数

は
0
.
3
頭

で
微

増
し

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

1
5
戸

の
う

ち
、

増
加

が
8
戸

、
増

減
な

し
が

1
戸

、
減

少
が

6
戸

だ
っ

た
。

・
最

も
増

加
し

た
農

場
は

3
.
0
頭

の
増

加
、

最
も

減
少

し
た

農
場

は
2
.
5
頭

の
減

少
だ

っ
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

1
5
戸

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

6
戸

で
は

平
均

1
.
4
頭

（
0
.
1
～

2
.
5
頭

）
減

少
し

て
い

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
3
2
.
4
頭

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
3
9
.
8
頭

で
あ

り
、

増
加

頭
数

は
7
.
4
頭

だ
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

1
5
戸

の
う

ち
、

増
加

が
8
戸

、
増

減
な

し
が

2
戸

、
減

少
が

5
戸

だ
っ

た
。

・
最

も
増

加
し

た
農

場
は

6
4
頭

の
増

加
、

最
も

減
少

し
た

農
場

は
1
1
.
1
頭

の
減

少
だ

っ
た

。
・

最
も

減
少

し
た

農
場

で
は

、
「

資
材

高
騰

が
大

き
な

足
か

せ
と

な
っ

て
お

り
、

繁
殖

成
績

へ
影

響
が

出
て

い
る

」
と

し
て

お
り

、
対

策
と

し
て

「
添

加
剤

な
ど

は
低

価
格

な
も

の
に

代
用

し
、

繁
殖

カ
レ

ン
ダ

ー
な

ど
発

情
発

見
の

改
善

を
す

る
」

が
挙

げ
ら

れ
た

。

R
0
4
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層
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比
較
集
計
（
酪
農
）
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数

１
．
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

1
5

7
0
.7

1
5

7
1
.1

1
2

7
8
.3

7
4
1
.4

1
5
6
.0

2
3
5
.5

2
0

6
2
.6

1
7

4
1
.6

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

1
5

1
8
.0

1
5

2
0
.7

1
2

2
3
.6

7
7
.9

1
1
4
.0

2
7
.0

2
0

1
2
.0

1
7

9
.5

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

1
5

5
.1

1
5

4
.0

1
2

4
.2

7
5
.9

1
0
.0

2
5
.0

2
0

5
.8

1
7

2
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

1
5

2
2
.7

1
5

2
3
.5

1
2

2
6
.3

7
9
.4

1
1
4
.0

2
1
2
.0

2
0

1
8
.1

1
7

1
1
.6

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

1
5

7
1
.1

1
5

7
2
.3

1
2

7
9
.8

7
4
5
.7

1
5
6
.0

2
3
5
.5

2
0

6
2
.3

1
7

4
2
.2

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

1
5

1
0
0
.1

1
5

1
0
0
.3

1
2

1
0
1
.0

7
1
0
3
.6

1
1
0
0
.0

2
9
6
.5

2
0

9
8
.5

1
7

1
0
3
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

1
5

7
0
.8

1
5

7
1
.7

1
2

7
9
.1

7
4
3
.8

1
5
8
.0

2
3
4
.5

2
0

6
2
.1

1
7

4
5
.1

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

1
5

9
,3
5
1
.3

1
5

9
,3
0
8
.6

1
2

9
,2
6
7
.8

7
9
,2
0
2
.2

1
1
0
,4
1
0
.7

2
9
,0
0
2
.4

2
0

9
,5
2
2
.2

1
7

9
,0
4
0
.2

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

1
5

3
.0

1
5

2
.9

1
2

3
.1

7
3
.4

1
2
.5

2
1
.7

2
0

1
.7

1
7

1
.7

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

1
5

6
0
.6

1
5

6
2
.1

1
2

6
8
.6

7
3
6
.4

1
4
1
.0

2
3
3
.5

2
0

5
7
.6

1
7

3
4
.7

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

1
5

1
4
.8

1
5

1
5
.0

1
2

1
5
.2

7
1
5
.6

1
1
4
.0

2
1
4
.4

2
0

1
4
.2

1
7

1
4
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

1
4

3
.7

1
4

3
.6

1
2

3
.8

7
4
.0

1
3
.5

1
1
.2

2
0

4
.5

1
6

4
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

1
5

2
.7

1
5

2
.6

1
2

2
.6

7
2
.7

1
2
.5

2
2
.7

2
0

2
.6

1
7

2
.9

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

1
5

2
5
.3

1
5

2
5
.5

1
2

2
5
.3

7
2
6
.2

1
2
6
.4

2
2
6
.0

2
0

2
5
.4

1
6

2
4
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

1
4

4
.8

1
1

6
.5

8
7
.6

7
7
.9

1
0
.0

2
5
.3

1
8

4
.1

1
6

5
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
平

均
種

付
回

数
は

R
0
4
年

2
.
3
回

、
R
0
5
年

2
.
3
回

で
あ

り
、

種
付

回
数

は
増

減
し

な
か

っ
た

。
・

種
付

回
数

が
増

加
（

悪
化

）
し

た
農

場
は

2
9
戸

、
増

減
な

し
は

7
戸

、
減

少
（

改
善

）
は

2
6
戸

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
.
1
回

か
ら

R
0
5
年

3
.
5
回

で
1
.
4
回

の
増

加
で

、
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
3
年

3
.
0
回

か
ら

R
0
5
年

1
.
7
回

で
1
.
3
回

の
減

少
だ

っ
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

で
は

、
「

暑
熱

の
影

響
に

よ
り

種
付

回
数

が
増

加
」

と
し

て
お

り
、

対
策

と
し

て
「

屋
根

を
遮

熱
効

果
の

あ
る

材
質

に
し

た
」

こ
と

を
挙

げ
て

い
る

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

、
R
0
4
年

3
.
0
回

、
R
0
5
年

2
.
9
回

で
あ

り
、

種
付

回
数

は
0
.
1
回

微
減

し
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

1
5
農

場
の

う
ち

、
悪

化
が

7
戸

、
増

減
な

し
が

1
戸

、
改

善
が

7
戸

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

1
.
4
回

の
増

加
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
1
.
3
回

の
減

少
だ

っ
た

。
・

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
3
戸

で
あ

り
、

そ
の

う
ち

、
R
0
4
年

2
.
8
回

か
ら

R
0
5
年

1
.
7
回

に
改

善
し

R
0
5
年

に
上

位
階

層
と

な
っ

た
農

場
で

は
、

「
自

給
飼

料
の

改
善

や
自

家
産

牛
で

の
後

継
牛

の
育

成
」

を
行

っ
た

農
場

だ
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
7
回

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
7
回

だ
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

9
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

2
0
農

場
の

う
ち

、
悪

化
は

1
3
戸

、
増

減
な

し
は

3
戸

、
改

善
は

4
戸

だ
っ

た
。

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
0
.
9
回

の
増

加
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
0
.
7
回

の
減

少
だ

っ
た

。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
受
胎
に
要

し
た
種
付
回
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
受
胎
に
要

し
た
種
付
回
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
頭
数

１
．
分
娩
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

1
5

2
3
.8

1
5

2
3
.5

1
4

2
3
.3

8
2
3
.9

1
2
6
.0

1
5

1
3
0
.9

1
5

1
3
4
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

1
5

5
.9

1
5

5
.7

1
4

5
.6

8
5
.6

1
7
.0

1
5

2
8
.9

1
5

3
3
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

1
5

2
.7

1
5

2
.0

1
4

2
.1

8
2
.5

1
0
.0

1
5

1
3
.1

1
5

1
0
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

1
5

8
.9

1
5

7
.3

1
4

7
.4

8
7
.8

1
5
.0

1
5

3
8
.3

1
5

3
9
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

1
5

2
3
.5

1
5

2
3
.9

1
4

2
3
.6

8
2
4
.3

1
2
8
.0

1
5

1
3
4
.5

1
5

1
3
6
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

1
5

9
9
.7

1
5

1
0
2
.8

1
4

1
0
2
.4

8
1
0
3
.6

1
1
0
7
.7

1
5

1
0
3
.0

1
5

1
0
4
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

1
5

2
3
.3

1
5

2
3
.7

1
4

2
3
.4

8
2
4
.1

1
2
7
.2

1
5

1
3
2
.4

1
5

1
3
9
.8

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

1
5

8
,5
2
1
.5

1
5

8
,6
6
0
.6

1
4

8
,5
9
6
.3

8
8
,3
8
8
.9

1
9
,5
6
1
.0

1
5

9
,9
6
1
.5

1
5

1
0
,2
4
1
.5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

1
5

2
.3

1
5

2
.1

1
4

2
.2

8
2
.3

1
1
.0

1
5

2
.4

1
5

2
.5

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

1
5

1
9
.8

1
5

1
8
.0

1
4

1
7
.2

8
1
5
.4

1
2
9
.0

1
5

1
2
1
.3

1
5

1
1
9
.2

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

1
5

1
4
.7

1
5

1
5
.0

1
4

1
5
.1

8
1
5
.5

1
1
4
.0

1
5

1
4
.5

1
5

1
4
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

1
5

3
.8

1
5

3
.9

1
4

4
.0

8
3
.5

1
3
.0

1
5

4
.8

1
5

4
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

1
5

2
.6

1
5

2
.7

1
4

2
.7

8
2
.8

1
2
.3

1
5

2
.7

1
5

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

1
5

2
5
.4

1
5

2
5
.2

1
4

2
5
.1

8
2
5
.7

1
2
6
.7

1
5

2
4
.4

1
5

2
4
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

1
1

6
.1

1
2

6
.4

1
1

6
.3

6
6
.2

1
6
.9

1
5

6
.0

1
2

5
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
頭

数
は

R
0
4
年

が
5
4
.
9
頭

、
R
0
5
年

が
5
3
.
1
頭

で
あ

り
、

1
.
8
頭

減
少

し
た

。
・

分
娩

頭
数

が
増

加
し

た
農

場
は

2
8
戸

、
増

減
な

し
は

2
戸

、
減

少
は

3
2
戸

だ
っ

た
。

・
増

加
し

た
農

場
の

平
均

は
4
.
5
頭

（
0
.
7
～

2
0
頭

）
の

増
加

、
減

少
し

た
農

場
の

平
均

は
7
.
4
頭

（
1
～

4
0
頭

）
の

減
少

だ
っ

た
。

・
最

も
増

加
し

た
農

場
は

R
0
4
年

8
0
頭

か
ら

R
0
5
年

1
0
0
頭

で
2
0
頭

の
増

加
、

最
も

減
少

し
た

農
場

は
R
0
4
年

2
4
0
頭

か
ら

R
0
5
年

2
0
0
頭

で
4
0
頭

の
減

少
だ

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

1
9
.
8
頭

、
R
0
5
年

1
8
.
0
頭

だ
っ

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
1
戸

で
、

中
位

階
層

に
改

善
し

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

1
0
頭

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
4
頭

増
加

し
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
2
1
.
3
頭

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
1
9
.
2
頭

で
あ

り
、

2
.
1
頭

減
少

し
た

。
・

R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

1
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

1
5
農

場
の

う
ち

、
悪

化
は

1
0
戸

、
改

善
は

5
戸

だ
っ

た
。

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
4
0
頭

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
2
0
頭

の
増

加
だ

っ
た

。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
分
娩
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
間
隔

１
．
分
娩
間
隔
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

1
6

6
3
.9

1
6

6
2
.4

1
0

6
8
.2

8
7
4
.0

5
5
9
.2

1
2
1
.0

1
7

6
4
.2

1
5

7
2
.2

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

1
6

1
0
.9

1
6

1
1
.9

1
0

9
.4

8
1
0
.4

5
1
7
.6

1
8
.0

1
7

1
8
.7

1
5

2
2
.3

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

1
6

7
.8

1
6

7
.3

1
0

1
0
.7

8
1
2
.6

5
2
.0

1
0
.0

1
7

3
.3

1
5

2
.5

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

1
6

2
0
.1

1
6

1
9
.9

1
0

2
2
.4

8
2
5
.4

5
1
7
.6

1
6
.0

1
7

2
1
.9

1
5

2
2
.6

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

1
6

6
2
.4

1
6

6
1
.8

1
0

6
5
.9

8
7
1
.6

5
6
1
.2

1
2
3
.0

1
7

6
4
.2

1
5

7
4
.4

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

1
6

9
4
.4

1
6

1
0
1
.0

1
0

9
7
.5

8
9
7
.6

5
1
0
6
.3

1
1
0
9
.5

1
7

1
0
3
.6

1
5

1
0
5
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

1
6

6
3
.0

1
6

6
1
.9

1
0

6
6
.9

8
7
2
.6

5
6
0
.0

1
2
2
.0

1
7

6
4
.0

1
5

7
7
.6

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

1
6

8
,4
7
9
.0

1
6

8
,4
1
9
.9

1
0

8
,1
4
5
.2

8
8
,2
9
2
.1

5
8
,6
9
1
.4

1
9
,8
0
9
.0

1
7

9
,5
0
3
.9

1
5

9
,9
6
1
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

1
6

2
.6

1
6

2
.7

1
0

2
.6

8
2
.7

5
2
.8

1
2
.6

1
7

2
.1

1
5

2
.0

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

1
6

5
2
.8

1
6

4
9
.3

1
0

5
1
.0

8
5
8
.1

5
5
2
.4

1
1
7
.0

1
7

6
1
.1

1
5

6
9
.1

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

1
6

1
5
.9

1
6

1
5
.9

1
0

1
6
.4

8
1
6
.5

5
1
5
.2

1
1
3
.6

1
7

1
3
.2

1
5

1
3
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

1
6

3
.9

1
6

4
.1

1
0

3
.8

8
3
.5

5
4
.6

1
4
.2

1
7

4
.5

1
4

4
.4

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

1
6

2
.6

1
6

2
.6

1
0

2
.6

8
2
.5

5
2
.6

1
2
.3

1
7

2
.7

1
5

2
.7

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

1
6

2
5
.4

1
6

2
5
.2

1
0

2
6
.0

8
2
5
.9

5
2
4
.0

1
2
3
.0

1
7

2
5
.1

1
5

2
4
.6

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

1
4

6
.3

1
3

7
.4

8
7
.0

6
8
.1

4
8
.4

1
5
.9

1
5

6
.1

1
4

5
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
間

隔
は

、
R
0
4
年

が
1
4
.
6
ヵ

月
、

R
0
5
年

が
1
4
.
8
ヵ

月
で

あ
り

、
0
.
2
ヵ

月
微

増
し

た
。

・
分

娩
間

隔
が

延
長

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
8
戸

、
増

減
な

し
は

2
戸

、
短

縮
（

改
善

）
は

3
2
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
7
ヵ

月
（

0
.
1
～

1
.
9
ヵ

月
）

の
延

長
、

改
善

し
た

農
場

の
平

均
は

0
.
7
ヵ

月
（

0
.
1
～

2
.
9
ヵ

月
）

の
短

縮
だ

っ
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
R
0
4
年

1
4
.
0
ヵ

月
か

ら
R
0
5
年

1
5
.
9
ヵ

月
で

1
.
9
ヵ

月
の

延
長

、
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
4
年

1
6
.
5
ヵ

月
か

ら
R
0
5
年

1
3
.
6
ヵ

月
で

2
.
9
ヵ

月
の

短
縮

だ
っ

た
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

1
5
.
9
ヵ

月
、

R
0
5
年

1
5
.
9
か

月
で

あ
り

、
増

減
は

な
か

っ
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
6
戸

で
、

中
位

階
層

に
5
戸

、
上

位
階

層
に

1
戸

改
善

し
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
1
.
6
ヵ

月
の

延
長

、
最

も
改

善
し

た
農

場
は

2
.
9
か

月
の

短
縮

だ
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
3
.
2
ヵ

月
、

R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
3
.
3
ヵ

月
で

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
増

減
は

な
か

っ
た

。
・

R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

5
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

1
5
農

場
の

う
ち

、
悪

化
は

1
1
戸

、
改

善
は

2
戸

だ
っ

た
。

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
1
.
8
ヵ

月
の

延
長

、
最

も
改

善
し

た
農

場
は

0
.
7
か

月
の

短
縮

だ
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
分
娩
間
隔
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
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比
較
集
計
（
酪
農
）
供
用
年
数

１
．
供
用
年
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
3

6
2

62
.3

15
5
7.
5

1
5

58
.9

10
76
.0

5
36
.4

4
20
.8

1
40
.0

19
79
.2

17
7
4.
5

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
62

1
4.
5

6
2

15
.1

15
2
1.
3

1
5

18
.4

10
23
.3

5
5.
6

4
6.
8

1
16
.0

19
10
.2

17
1
2.
4

外
部
導
入
頭
数

頭
62

4.
5

6
2

4.
0

15
4.
1

1
5

3.
9

10
5.
2

5
3.
8

4
1.
5

1
1.
0

19
9.
4

17
8.
1

事
故
廃
用
頭
数

頭
62

1
8.
8

6
2

18
.2

15
2
4.
1

1
5

23
.2

10
30
.4

5
11
.6

4
7.
8

1
13
.0

19
17
.1

17
1
8.
5

期
末
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
4

6
2

62
.8

15
5
8.
9

1
5

58
.0

10
74
.1

5
34
.2

4
21
.3

1
44
.0

19
81
.7

17
7
6.
6

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
62

9
9.
8

6
2

10
1.
7

15
10
5.
0

1
5

10
0.
6

10
97
.2

5
96
.5

4
1
06
.6

1
11
0.
0

19
10
0
.7

17
10
2.
0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
0

6
2

63
.6

15
5
7.
9

1
5

58
.3

10
74
.7

5
35
.4

4
21
.3

1
42
.6

19
80
.2

17
7
5.
7

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
62

9,
29
9.
8

6
2

9,
25
5.
2

15
8,
73
2.
4

1
5

8,
67
1
.5

10
8,
82
8.
7

5
8,
31
4
.0

4
8,
20
1.
3

1
8,
98
0
.0

19
9,
3
64
.2

17
9,
63
4.
0

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
62

2.
3

6
2

2.
3

15
2.
5

1
5

2.
4

10
2.
4

5
2.
2

4
2.
5

1
2.
4

19
2.
3

17
2.
3

分
娩
頭
数

頭
62

5
4.
9

6
2

53
.1

15
4
9.
1

1
5

49
.3

10
64
.8

5
27
.6

4
13
.5

1
37
.0

19
72
.3

17
6
4.
1

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

62
1
4.
6

6
2

14
.8

15
1
4.
8

1
5

15
.3

10
15
.1

5
14
.8

4
15
.6

1
15
.6

19
14
.2

17
1
4.
6

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
61

4.
2

6
1

4.
1

15
2.
6

1
5

3.
1

10
2.
5

5
1.
9

4
4.
3

1
4.
9

19
5.
7

17
5.
5

産
次
　
（
平
均
値
）

産
62

2.
7

6
2

2.
6

15
2.
4

1
5

2.
5

10
2.
4

5
2.
5

4
2.
6

1
2.
6

19
3.
0

17
3.
0

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

62
2
5.
3

6
1

25
.0

15
2
5.
5

1
5

25
.4

10
25
.5

5
26
.1

4
25
.8

1
24
.0

19
25
.2

17
2
4.
6

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
56

5.
7

5
4

6.
1

11
6.
2

1
2

7.
5

9
7.
2

5
7.
3

2
7.
1

1
10
.8

19
5.
1

17
5.
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
供

用
年

数
は

、
R
0
4
年

が
4
.
2
年

、
R
0
5
年

が
4
.
1
年

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
供

用
年

数
が

減
少

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
2
戸

、
増

減
な

し
は

1
1
戸

、
増

加
（

改
善

）
し

た
農

場
は

2
2
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
7
9
年

（
0
.
1
～

3
年

）
の

減
少

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
7
年

（
0
.
1
～

2
.
8
年

）
の

増
加

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

7
年

か
ら

R
0
5
年

4
年

で
3
年

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
R
0
4
年

1
.
4
年

か
ら

R
0
5
年

4
.
2
で

2
.
8
年

の
増

加
だ

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
.
6
年

、
R
0
5
年

3
.
1
年

で
あ

り
、

0
.
5
年

微
増

し
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
5
戸

で
、

中
位

階
層

に
4
戸

、
上

位
階

層
に

1
戸

改
善

し
た

。
・

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
0
戸

の
う

ち
、

5
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

0
.
7
2
年

（
0
.
1
～

1
.
5
年

）
減

少
し

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

5
.
7
年

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

5
.
5
年

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

4
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

1
9
農

場
の

う
ち

、
悪

化
は

1
0
戸

、
改

善
は

4
戸

だ
っ

た
。

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
3
年

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
0
.
6
年

の
増

加
だ

っ
た

。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
供
用
年
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
供
用
年
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
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比
較
集
計
（
酪
農
）
産
次

１
．
産
次
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
3

6
2

62
.3

20
6
5.
2

2
0

64
.6

14
55
.3

6
52
.0

5
98
.8

1
23
.0

16
60
.0

19
5
6.
8

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
62

1
4.
5

6
2

15
.1

20
2
1.
9

2
0

20
.5

14
16
.0

6
15
.7

5
36
.2

1
5.
0

16
10
.7

19
8.
1

外
部
導
入
頭
数

頭
62

4.
5

6
2

4.
0

20
2.
5

2
0

3.
0

14
3.
1

6
0.
8

5
2.
6

1
2.
0

16
3.
3

19
3.
7

事
故
廃
用
頭
数

頭
62

1
8.
8

6
2

18
.2

20
2
4.
9

2
0

24
.2

14
18
.6

6
18
.7

5
42
.6

1
10
.0

16
14
.4

19
1
0.
4

期
末
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
4

6
2

62
.8

20
6
4.
6

2
0

63
.9

14
55
.9

6
49
.8

5
95
.0

1
20
.0

16
59
.6

19
5
6.
9

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
62

9
9.
8

6
2

10
1.
7

20
10
0.
6

2
0

10
0.
1

14
1
03
.0

6
95
.4

5
94
.8

1
87
.0

16
97
.9

19
10
0.
4

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
0

6
2

63
.6

20
6
4.
4

2
0

63
.9

14
55
.1

6
50
.0

5
97
.1

1
21
.5

16
59
.5

19
5
7.
2

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
62

9,
29
9.
8

6
2

9,
25
5.
2

20
8,
81
2.
9

2
0

8,
92
2
.3

14
8,
95
0.
9

6
8,
40
0
.9

5
8,
75
0.
4

1
9,
38
3
.0

16
9,
2
04
.6

19
8,
90
4.
6

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
62

2.
3

6
2

2.
3

20
2.
3

2
0

2.
3

14
2.
3

6
2.
5

5
2.
3

1
2.
6

16
2.
4

19
2.
3

分
娩
頭
数

頭
62

5
4.
9

6
2

53
.1

20
5
4.
5

2
0

54
.2

14
46
.7

6
40
.7

5
82
.0

1
19
.0

16
53
.5

19
4
6.
9

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

62
1
4.
6

6
2

14
.8

20
1
4.
6

2
0

14
.8

14
14
.7

6
15
.2

5
15
.0

1
15
.0

16
14
.4

19
1
5.
0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
61

4.
2

6
1

4.
1

20
3.
8

2
0

3.
7

14
3.
7

6
3.
6

5
3.
6

1
5.
2

16
4.
8

19
4.
4

産
次
　
（
平
均
値
）

産
62

2.
7

6
2

2.
6

20
2.
1

2
0

2.
2

14
2.
0

6
2.
0

5
2.
5

1
2.
9

16
3.
4

19
3.
3

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

62
2
5.
3

6
1

25
.0

20
2
5.
3

2
0

24
.7

14
24
.7

6
25
.1

5
25
.2

1
22
.7

16
25
.2

18
2
5.
1

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
56

5.
7

5
4

6.
1

17
5.
9

1
7

6.
9

12
6.
8

5
4.
3

4
6.
1

1
10
.5

15
6.
0

17
5.
9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
産

次
は

、
R
0
4
年

が
2
.
7
産

、
R
0
5
年

が
2
.
6
産

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
産

次
が

減
少

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
1
戸

、
増

減
な

し
は

1
9
戸

、
増

加
（

改
善

）
し

た
事

例
は

2
2
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
2
8
産

（
0
.
1
～

0
.
8
産

）
の

減
少

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
0
.
2
2
産

（
0
.
0
5
～

0
.
7
産

）
の

増
加

だ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

3
.
6
産

か
ら

R
0
5
年

2
.
8
産

で
0
.
8
産

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
R
0
4
年

2
.
2
年

か
ら

R
0
5
年

2
.
9
産

で
0
.
7
産

の
増

加
だ

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
.
1
産

、
R
0
5
年

2
.
2
産

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
5
戸

で
、

中
位

階
層

に
4
戸

、
上

位
階

層
に

1
戸

改
善

し
た

。
・

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
4
戸

の
う

ち
、

6
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

0
.
2
産

（
0
.
0
3
～

0
.
5
産

）
減

少
し

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

3
.
4
産

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

3
.
3
産

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

4
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

1
6
事

例
の

う
ち

、
悪

化
は

7
戸

、
改

善
は

4
戸

だ
っ

た
。

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
0
.
8
産

の
減

少
、

最
も

改
善

し
た

農
場

は
0
.
3
産

の
増

加
だ

っ
た

。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
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比
較
集
計
（
酪
農
）
初
産
月
齢

１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
3

6
2

62
.3

17
4
6.
9

1
7

45
.6

12
47
.5

4
62
.5

4
40
.3

15
72
.5

15
46
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
62

1
4.
5

6
2

15
.1

17
1
0.
7

1
7

12
.8

12
13
.8

4
19
.0

4
10
.8

15
12
.8

15
12
.4

外
部
導
入
頭
数

頭
62

4.
5

6
2

4.
0

17
1.
9

1
7

1.
7

12
1.
6

4
2.
3

4
2.
0

15
5.
9

15
1
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
62

1
8.
8

6
2

18
.2

17
1
4.
0

1
7

13
.6

12
14
.4

4
18
.8

4
13
.0

15
20
.9

15
12
.1

期
末
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
4

6
2

62
.8

17
4
5.
6

1
7

46
.5

12
48
.4

4
65
.0

4
40
.0

15
70
.2

15
46
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
62

9
9.
8

6
2

10
1.
7

17
10
1.
3

1
7

10
1.
7

12
1
01
.6

4
10
1.
5

4
99
.6

15
93
.4

15
10
4.
1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
0

6
2

63
.6

17
4
6.
1

1
7

50
.1

12
53
.8

4
64
.0

4
40
.6

15
70
.8

15
46
.8

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
62

9,
29
9.
8

6
2

9,
25
5.
2

17
9,
09
0.
9

1
7

8,
95
0
.4

12
9,
23
4.
3

4
9,
71
2
.1

4
9,
20
8.
1

15
9,
53
7.
5

15
9,
21
3.
5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
62

2.
3

6
2

2.
3

17
2.
4

1
7

2.
2

12
2.
3

4
2.
5

4
2.
2

15
2.
3

15
2
.2

分
娩
頭
数

頭
62

5
4.
9

6
2

53
.1

17
4
1.
2

1
7

39
.5

12
41
.6

4
60
.0

4
34
.9

15
64
.0

15
39
.2

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

62
1
4.
6

6
2

14
.8

17
1
4.
7

1
7

15
.0

12
15
.0

4
14
.8

4
15
.1

15
14
.5

15
14
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
61

4.
2

6
1

4.
1

17
4.
1

1
7

4.
3

12
3.
9

4
4.
0

4
5.
7

15
4.
4

15
4
.4

産
次
　
（
平
均
値
）

産
62

2.
7

6
2

2.
6

17
2.
7

1
7

2.
8

12
2.
7

4
3.
0

4
3.
1

15
2.
9

15
2
.7

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

62
2
5.
3

6
1

25
.0

17
2
8.
4

1
6

26
.8

12
27
.3

4
27
.3

4
25
.2

15
23
.1

15
23
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
56

5.
7

5
4

6.
1

15
4.
9

1
6

6.
4

11
7.
2

4
7.
4

4
3.
6

15
5.
9

14
6
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
初

産
月

齢
は

、
R
0
4
年

が
2
5
.
3
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

が
2
5
.
0
ヵ

月
齢

で
あ

り
、

微
減

し
た

。
・

初
産

月
齢

が
遅

く
な

っ
た

（
悪

化
し

た
）

農
場

は
2
3
戸

、
増

減
な

し
は

1
7
戸

、
早

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

農
場

は
2
1
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
1
.
1
ヵ

月
（

0
.
2
～

4
ヵ

月
）

遅
く

な
り

、
改

善
し

た
農

場
の

平
均

は
1
.
5
ヵ

月
（

0
.
1
～

5
.
1
か

月
）

早
く

な
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
4
.
2
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
5
年

2
8
.
2
か

月
齢

で
4
ヵ

月
の

遅
く

な
り

、
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
4
年

3
1
.
8
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
5
年

2
6
.
7
ヵ

月
齢

で
5
.
1
ヵ

月
早

く
な

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

2
8
.
4
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

2
6
.
8
ヵ

月
齢

あ
り

、
1
.
6
ヵ

月
早

く
な

っ
た

。
・

R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
4
戸

で
、

中
位

階
層

に
改

善
し

た
。

・
R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
1
2
戸

の
う

ち
、

4
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

0
.
8
8
ヵ

月
（

0
.
5
～

1
ヵ

月
）

遅
く

な
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

2
3
.
1
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

2
3
.
0
ヵ

月
齢

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

増
減

し
な

か
っ

た
。

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

4
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
初
産
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
初
産
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

- 29 -



比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率

１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

1
4

5
7
.4

1
4

5
4
.9

6
6
5
.2

4
5
4
.0

7
4
8
.1

1
5

6
0
.9

1
3

5
9
.7

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

1
4

1
5
.4

1
4

1
4
.4

6
1
8
.5

4
1
4
.5

7
1
0
.7

1
5

1
3
.5

1
3

1
6
.5

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

1
4

0
.9

1
4

1
.8

6
1
.5

4
0
.8

7
2
.3

1
5

4
.4

1
3

1
.6

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

1
4

1
8
.7

1
4

1
6
.9

6
2
0
.2

4
1
6
.8

7
1
3
.0

1
5

1
6
.0

1
3

1
6
.8

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

1
4

5
4
.9

1
4

5
4
.2

6
6
5
.0

4
5
2
.5

7
4
8
.1

1
5

6
2
.8

1
3

6
1
.1

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

1
4

9
8
.6

1
4

9
9
.3

6
1
0
3
.4

4
9
6
.7

7
9
8
.5

1
5

1
0
0
.5

1
3

1
0
1
.3

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

1
4

5
5
.0

1
4

5
8
.9

6
7
5
.2

4
7
0
.0

7
4
8
.5

1
5

6
1
.7

1
3

6
0
.0

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

1
4

9
,3
4
3
.8

1
4

9
,2
2
2
.5

6
9
,5
2
5
.5

4
9
,3
3
5
.3

7
9
,2
6
7
.2

1
5

9
,5
2
8
.3

1
3

9
,1
4
3
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

1
4

2
.5

1
4

2
.4

6
2
.4

4
2
.7

7
2
.3

1
5

2
.3

1
3

2
.0

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

1
4

4
8
.0

1
4

4
6
.1

6
5
5
.8

4
4
3
.0

7
3
9
.4

1
5

5
2
.9

1
3

5
2
.6

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

1
4

1
4
.5

1
4

1
5
.1

6
1
5
.0

4
1
4
.9

7
1
5
.1

1
5

1
4
.8

1
3

1
4
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

1
4

4
.3

1
4

4
.1

6
4
.1

4
4
.1

7
4
.3

1
4

5
.0

1
2

4
.7

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

1
4

2
.6

1
4

2
.6

6
2
.6

4
2
.7

7
2
.7

1
5

2
.7

1
3

2
.5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

1
4

2
5
.1

1
4

2
5
.0

6
2
4
.8

4
2
4
.8

7
2
5
.4

1
5

2
5
.9

1
3

2
5
.5

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

1
4

1
1
.6

1
3

9
.2

6
1
2
.4

4
1
2
.8

7
6
.5

1
5

1
.3

1
3

1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
、

R
0
4
年

が
5
.
7
％

、
R
0
5
年

が
6
.
1
％

で
あ

り
、

0
.
4
％

増
加

し
た

。
・

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

増
加

（
悪

化
）

し
た

農
場

は
2
6
戸

、
増

減
な

し
は

9
戸

、
減

少
（

改
善

）
し

た
事

例
は

2
0
戸

だ
っ

た
。

・
悪

化
し

た
農

場
の

平
均

は
2
.
9
%
（

0
.
1
～

9
.
9
%
）

の
増

加
、

改
善

し
た

農
場

の
平

均
は

2
.
9
%
（

0
.
1
～

1
5
%
）

の
減

少
だ

っ
た

。
・

最
も

悪
化

し
た

農
場

は
R
0
4
年

3
.
4
%
か

ら
R
0
5
年

1
3
.
3
%
で

9
.
9
%
の

増
加

、
最

も
改

善
し

た
農

場
は

R
0
4
年

2
0
%
か

ら
R
0
5
年

5
%
で

1
5
%
の

減
少

だ
っ

た
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
4
年

1
1
.
6
%
、

R
0
5
年

9
.
2
%
で

あ
り

、
2
.
4
%
減

少
し

た
。

・
R
0
4
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

農
場

は
7
戸

で
、

中
位

階
層

に
改

善
し

た
。

・
R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

下
層

の
6
戸

の
う

ち
、

4
戸

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

平
均

1
.
8
%
（

0
.
3
～

3
%
）

増
加

し
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
4
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
3
%
、

R
0
5
年

上
位

階
層

の
成

績
は

1
.
1
%
で

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
増

減
し

な
か

っ
た

。
・

R
0
4
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
階

層
が

変
化

し
た

5
戸

は
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
4
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

１
．
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

1
4

1
2
1
.3

1
4

1
1
7
.1

4
6

1
1
1
.1

4
6

1
1
6
.9

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

1
4

3
6
.6

1
4

3
7
.9

4
6

3
9
.0

4
6

3
5
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

1
4

1
.1

1
4

2
.0

4
6

0
.8

4
6

1
.4

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

1
4

4
1
.9

1
4

3
7
.3

4
6

3
4
.0

4
6

3
9
.4

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

1
4

1
1
7
.1

1
4

1
1
9
.8

4
6

1
1
6
.9

4
6

1
1
4
.0

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

1
4

9
6
.9

1
4

1
0
1
.9

4
6

1
0
2
.3

4
6

9
9
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

1
4

1
1
5
.4

1
4

1
1
2
.7

4
6

1
1
2
.1

4
6

1
1
4
.2

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

1
4

1
0
,2
6
8
.0

1
4

9
,8
0
7
.9

4
6

9
,8
4
1
.4

4
6

9
,3
8
3
.0

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

1
4

2
.1

1
4

2
.3

4
6

2
.1

4
6

2
.1

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

1
4

1
1
5
.1

1
4

1
1
9
.4

4
6

1
1
5
.4

4
6

1
1
7
.3

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

1
4

1
4
.2

1
4

1
4
.0

4
6

1
4
.1

4
6

1
4
.0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

1
4

3
.8

1
4

3
.7

4
6

3
.6

4
6

3
.7

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

1
4

2
.6

1
4

2
.5

4
6

2
.5

4
6

2
.5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

1
4

2
4
.1

1
4

2
4
.4

4
6

2
4
.5

4
6

2
4
.7

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

1
4

4
.2

1
4

3
.5

4
6

5
.0

4
6

3
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
農

場
は

、
R
0
4
年

、
R
0
5
年

と
も

に
2
3
.
3
%
（

1
4
/
6
0
）

だ
っ

た
。

・
導

入
農

場
1
4
戸

の
う

ち
、

1
0
戸

が
分

娩
監

視
装

置
、

7
戸

が
発

情
発

見
装

置
、

3
戸

が
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

f
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
・

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

農
家

は
7
6
.
7
%
（

4
6
/
6
0
）

だ
っ

た
。

・
未

導
入

農
場

4
6
戸

の
う

ち
、

1
5
戸

が
分

娩
監

視
装

置
、

1
7
戸

が
発

情
発

見
装

置
、

2
戸

が
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

g
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
導

入
農

場
で

は
事

故
廃

用
頭

数
が

少
な

く
（

導
入

農
場

R
0
4
年

4
1
.
9
頭

、
R
0
5
年

3
7
.
3
頭

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

3
4
.
0
頭

、
R
0
5
年

3
9
.
4
頭

）
、

1
頭

あ
た

り
の

年
間

乳
量

が
多

い
傾

向
に

あ
っ

た
（

導
入

農
場

R
0
4
年

1
0
,
2
6
8
k
g
、

R
0
5
年

8
,
8
0
8
k
g
；

未
導

入
農

場
R
0
4
年

9
,
8
4
1
k
g
、

R
0
5
年

9
,
3
8
3
k
g
）

。

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
分
娩
監
視
装
置

１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
60

11
3
.5

60
1
16
.9

2
5

15
7.
8

25
16
4
.5

35
8
1.
9

35
82
.9

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
60

3
8.
5

60
35
.7

2
5

57
.3

25
5
0.
0

35
2
5.
0

35
25
.5

外
部
導
入
頭
数

頭
60

0.
9

60
1.
6

2
5

0
.5

25
0.
9

3
5

1
.1

35
2.
0

事
故
廃
用
頭
数

頭
60

3
5.
9

60
38
.9

2
5

51
.1

25
5
3.
7

35
2
5.
0

35
28
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
60

11
6
.9

60
1
15
.3

2
5

16
4.
5

25
16
1
.8

35
8
2.
9

35
82
.2

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
60

10
1
.1

60
99
.9

2
5

10
1.
1

25
9
8.
5

35
10
1
.0

35
1
00
.8

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
60

11
2
.9

60
1
13
.9

2
5

15
8.
3

25
16
2
.2

35
8
0.
4

35
79
.4

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
40
.9

60
9,
48
2
.2

25
1
0,
22
3.
1

25
9,
78
5
.9

35
9,
73
9.
4

3
5

9
,2
65
.2

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
60

2.
1

60
2.
2

2
5

2
.2

25
2.
3

3
5

2
.1

35
2.
1

分
娩
頭
数

頭
60

11
5
.3

60
1
17
.8

2
5

16
4.
9

25
16
9
.7

35
7
9.
9

35
80
.8

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

60
1
4.
1

60
14
.0

2
5

13
.8

25
1
3.
7

35
1
4.
3

35
14
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
60

3.
6

60
3.
7

2
5

3
.7

25
3.
6

3
5

3
.6

35
3.
8

産
次
　
（
平
均
値
）

産
60

2.
5

60
2.
5

2
5

2
.6

25
2.
5

3
5

2
.5

35
2.
5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

60
2
4.
4

60
24
.6

2
5

23
.9

25
2
4.
3

35
2
4.
8

35
24
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
60

4.
8

60
3.
7

2
5

4
.3

25
3.
0

3
5

5
.2

35
4.
1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
分

娩
監

視
装

置
導

入
農

場
は

4
1
.
7
%
（

2
5
/
6
0
）

で
あ

り
、

調
査

対
象

農
場

の
約

半
数

が
導

入
し

て
い

た
。

・
導

入
農

場
2
5
戸

の
う

ち
、

1
0
戸

が
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
、

1
3
戸

が
発

情
発

見
装

置
、

4
戸

が
疾

病
・

事
故

監
視

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

f
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
・

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

農
場

は
、

5
8
.
3
%
（

3
5
/
6
0
）

だ
っ

た
。

・
未

導
入

農
場

3
5
戸

の
う

ち
、

4
戸

が
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
、

1
1
戸

が
発

情
発

見
装

置
、

1
戸

が
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

g
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
導

入
農

場
で

は
、

常
時

平
均

使
用

頭
数

が
多

か
っ

た
（

導
入

農
場

R
0
4
年

1
5
8
.
3
頭

、
R
0
5
年

1
6
2
.
2
頭

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

8
0
.
4
頭

、
R
0
5
年

7
9
.
4
頭

）
。

・
ま

た
、

導
入

農
場

は
分

娩
頭

数
が

多
い

が
（

導
入

農
場

R
0
4
年

1
6
4
.
9
頭

、
R
0
5
年

1
6
9
.
7
頭

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

7
9
.
9
頭

、
R
0
5
年

8
0
.
8
頭

）
、

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

少
な

か
っ

た
（

導
入

農
場

R
0
4
年

4
.
3
％

、
R
0
5
年

3
.
0
％

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

5
.
2
％

、
R
0
5
年

4
.
1
％

）
。

分
娩
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

分
娩
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
発
情
発
見
装
置

１
．
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

2
4

1
5
3
.1

2
4

1
5
9
.5

3
6

8
7
.1

3
6

8
8
.6

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

2
4

5
7
.1

2
4

4
7
.4

3
6

2
6
.1

3
6

2
7
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

2
4

1
.1

2
4

1
.8

3
6

0
.7

3
6

1
.4

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

2
4

5
1
.8

2
4

5
6
.5

3
6

2
5
.3

3
6

2
7
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

2
4

1
5
9
.5

2
4

1
5
2
.3

3
6

8
8
.6

3
6

9
0
.7

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

2
4

1
0
2
.4

2
4

9
8
.1

3
6

1
0
0
.2

3
6

1
0
1
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

2
4

1
5
1
.6

2
4

1
5
3
.5

3
6

8
7
.1

3
6

8
7
.4

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

2
4

1
0
,4
7
6
.0

2
4

9
,9
9
6
.6

3
6

9
,5
8
4
.2

3
6

9
,1
3
9
.2

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

2
4

2
.1

2
4

2
.1

3
6

2
.2

3
6

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

2
4

1
6
0
.0

2
4

1
6
0
.2

3
6

8
5
.6

3
6

8
9
.6

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

2
4

1
3
.9

2
4

1
3
.7

3
6

1
4
.3

3
6

1
4
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

2
4

3
.3

2
4

3
.1

3
6

3
.9

3
6

4
.1

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

2
4

2
.3

2
4

2
.4

3
6

2
.7

3
6

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

2
4

2
4
.2

2
4

2
4
.5

3
6

2
4
.6

3
6

2
4
.8

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

2
4

5
.0

2
4

4
.3

3
6

4
.7

3
6

3
.3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e
）
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
の
特
徴

・
発
情
発
見
装
置
導
入
農
家
は
4
0
％
（
2
4
/
6
0
）
で
あ
り
、
多
く
の
農
家
が
導
入
し
て
い
た
。

・
導
入
農
場
2
4
戸
の
う
ち
、
7
戸
が
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、
1
3
戸
が
分
娩
監
視
装
置
、
5
戸
が
疾
病
・
事
故
監

視
装
置
を
導
入
し
て
い
た
。

f
）
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
特
徴

・
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
な
い
農
家
は
、
6
0
％
（
3
6
/
6
0
）
だ
っ
た
。

・
未
導
入
農
場
3
6
戸
の
う
ち
、
7
戸
が
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、
1
2
戸
が
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
お
り
、

疾
病
・
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
農
場
は
な
か
っ
た
。

g
）
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
比
較

・
導
入
農
場
は
常
時
平
均
使
用
頭
数
が
多
く
（
導
入
農
場
R
0
4
年
1
5
1
.
6
頭
、
R
0
5
年
1
5
3
.
5
頭
；
未
導
入

農
場
R
0
4
年
8
7
.
1
頭
、
R
0
5
年
8
7
.
4
頭
）
、
分
娩
頭
数
も
多
か
っ
た
（
導

入
農
場
R
0
4
年
1
6
0
.
0
頭
、
R
0
5
年
1
6
0
.
2
頭
；
未
導
入
農
場
R
0
4
年
8
5
.
6
頭
、
R
0
5
年
8
9
.
6
頭
）
。

発
情
発
見
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

発
情
発
見
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
3
.5

6
0

1
1
6
.9

5
1
3
9
.2

5
1
2
7
.6

5
5

1
1
1
.2

5
5

1
1
6
.0

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
0

3
8
.5

6
0

3
5
.7

5
3
4
.2

5
4
6
.0

5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.8

外
部
導
入
頭
数

頭
6
0

0
.9

6
0

1
.6

5
1
.0

5
2
.0

5
5

0
.8

5
5

1
.5

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
0

3
5
.9

6
0

3
8
.9

5
4
6
.8

5
4
2
.4

5
5

3
4
.9

5
5

3
8
.6

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
6
.9

6
0

1
1
5
.3

5
1
2
7
.6

5
1
3
3
.2

5
5

1
1
6
.0

5
5

1
1
3
.7

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
0

1
0
1
.1

6
0

9
9
.9

5
9
2
.3

5
1
0
4
.5

5
5

1
0
1
.9

5
5

9
9
.4

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
0

1
1
2
.9

6
0

1
1
3
.9

5
1
2
9
.7

5
1
3
0
.4

5
5

1
1
1
.4

5
5

1
1
2
.4

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
0

9
,9
4
0
.9

6
0

9
,4
8
2
.2

5
1
1
,0
9
8
.4

5
1
0
,8
2
0
.0

5
5

9
,8
3
5
.7

5
5

9
,3
6
0
.5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
0

2
.1

6
0

2
.2

5
2
.2

5
2
.4

5
5

2
.1

5
5

2
.1

分
娩
頭
数

頭
6
0

1
1
5
.3

6
0

1
1
7
.8

5
1
2
3
.8

5
1
3
9
.0

5
5

1
1
4
.6

5
5

1
1
5
.9

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
0

1
4
.1

6
0

1
4
.0

5
1
3
.8

5
1
4
.1

5
5

1
4
.2

5
5

1
4
.0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
0

3
.6

6
0

3
.7

5
4
.2

5
3
.7

5
5

3
.6

5
5

3
.7

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
0

2
.5

6
0

2
.5

5
2
.7

5
2
.6

5
5

2
.5

5
5

2
.5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
0

2
4
.4

6
0

2
4
.6

5
2
3
.8

5
2
4
.5

5
5

2
4
.5

5
5

2
4
.7

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
6
0

4
.8

6
0

3
.7

5
4
.7

5
3
.8

5
5

4
.8

5
5

3
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
・

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
導

入
農

場
は

8
.
3
％

（
5
/
6
0
）

で
あ

り
、

他
の

機
械

装
置

の
導

入
割

合
に

比
べ

導
入

割
合

が
低

か
っ

た
。

・
導

入
農

場
5
戸

の
う

ち
、

3
戸

は
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
、

4
戸

は
分

娩
監

視
装

置
、

5
戸

が
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

お
り

、
機

械
装

置
を

設
置

し
て

い
る

割
合

が
高

か
っ

た
。

f
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

・
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

農
家

は
、

9
1
.
7
％

（
5
5
/
6
0
）

だ
っ

た
。

・
未

導
入

農
場

5
5
戸

の
う

ち
、

1
1
戸

は
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
、

2
1
戸

は
分

娩
監

視
装

置
、

1
9
戸

は
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
た

。

g
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
・

導
入

農
場

の
事

故
廃

用
頭

数
は

高
い

傾
向

に
あ

っ
た

（
導

入
農

場
R
0
4
年

4
6
.
8
頭

、
R
0
5
年

4
2
.
4
頭

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

3
4
.
9
頭

、
R
0
5
年

3
8
.
6
頭

）
。

・
導

入
農

場
の

常
時

平
均

使
用

頭
数

は
多

く
（

導
入

農
場

R
0
4
年

1
2
9
.
7
頭

、
R
0
5
年

1
3
0
.
4
頭

、
未

導
入

農
場

R
0
4
年

1
1
1
.
4
頭

、
R
0
5
年

1
1
2
.
4
頭

）
、

分
娩

頭
数

も
多

か
っ

た
（

導
入

農
場

R
0
4
年

1
2
3
.
8
頭

、
R
0
5
年

1
3
9
.
0
頭

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

1
1
4
.
6
頭

、
R
0
5
年

1
1
5
.
9
頭

）
。

疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

１
．
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

4
1
2
4
.5

4
1
2
5
.8

5
8

5
8
.0

5
8

5
7
.9

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

4
1
7
.5

4
2
1
.0

5
8

1
4
.3

5
8

1
4
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

4
2
0
.0

4
1
5
.8

5
8

3
.4

5
8

3
.2

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

4
3
6
.3

4
3
6
.5

5
8

1
7
.6

5
8

1
7
.0

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

4
1
2
5
.8

4
1
2
6
.0

5
8

5
8
.1

5
8

5
8
.4

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

4
9
7
.6

4
1
0
3
.1

5
8

1
0
0
.0

5
8

1
0
1
.6

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

4
1
2
4
.5

4
1
2
5
.9

5
8

5
7
.7

5
8

5
9
.3

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

4
1
0
,3
0
1
.5

4
1
0
,3
1
9
.1

5
8

9
,2
3
0
.8

5
8

9
,1
8
1
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

4
2
.3

4
2
.4

5
8

2
.3

5
8

2
.3

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

4
1
1
7
.3

4
1
0
7
.3

5
8

5
0
.6

5
8

4
9
.4

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

4
1
4
.6

4
1
5
.3

5
8

1
4
.6

5
8

1
4
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

4
4
.7

4
4
.7

5
7

4
.2

5
7

4
.1

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

4
2
.7

4
2
.6

5
8

2
.7

5
8

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

4
2
3
.9

4
2
4
.3

5
8

2
5
.4

5
7

2
5
.1

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

4
8
.9

4
6
.8

5
2

5
.4

5
0

6
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
農

場
は

、
R
0
4
年

、
R
0
5
年

と
も

に
6
.
5
%
（

4
/
6
2
）

と
少

な
い

傾
向

だ
っ

た
。

・
導

入
農

場
4
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
分

娩
監

視
装

置
、

3
戸

は
発

情
発

見
装

置
、

1
戸

は
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

f
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
・

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

農
場

は
、

9
3
.
5
％

（
5
8
/
6
2
）

だ
っ

た
。

・
未

導
入

農
場

5
8
戸

の
う

ち
、

5
戸

は
分

娩
監

視
装

置
、

8
戸

は
発

情
発

見
装

置
、

1
戸

は
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

g
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
導

入
農

場
は

、
常

時
平

均
使

用
頭

数
が

多
く

（
導

入
農

場
は

R
0
4
年

1
2
4
.
5
頭

、
R
0
5
年

1
2
5
.
9
頭

；
未

導
入

農
場

R
0
4
年

5
7
.
7
頭

、
R
0
5
年

5
9
.
3
頭

）
、

未
経

産
牛

か
ら

の
繰

入
や

外
部

導
入

頭
数

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
規

模
の

大
き

な
農

場
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
分
娩
監
視
装
置

１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.3

6
2

6
2
.3

7
6
8
.3

7
6
9
.9

5
5

6
1
.5

5
5

6
1
.3

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
2

1
4
.5

6
2

1
5
.1

7
9
.4

7
9
.1

5
5

1
5
.1

5
5

1
5
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
2

4
.5

6
2

4
.0

7
1
1
.4

7
9
.7

5
5

3
.6

5
5

3
.2

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
2

1
8
.8

6
2

1
8
.2

7
1
9
.3

7
2
0
.9

5
5

1
8
.8

5
5

1
7
.9

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.4

6
2

6
2
.8

7
6
9
.9

7
6
7
.9

5
5

6
1
.5

5
5

6
2
.1

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
2

9
9
.8

6
2

1
0
1
.7

7
1
0
1
.1

7
9
8
.2

5
5

9
9
.6

5
5

1
0
2
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
2

6
2
.0

6
2

6
3
.6

7
6
9
.0

7
6
9
.5

5
5

6
1
.1

5
5

6
2
.8

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
2

9
,2
9
9
.8

6
2

9
,2
5
5
.2

7
9
,3
5
7
.8

7
9
,3
0
6
.2

5
5

9
,2
9
2
.5

5
5

9
,2
4
8
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
2

2
.3

6
2

2
.3

7
2
.5

7
2
.7

5
5

2
.3

5
5

2
.3

分
娩
頭
数

頭
6
2

5
4
.9

6
2

5
3
.1

7
6
1
.6

7
5
6
.3

5
5

5
4
.0

5
5

5
2
.7

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
2

1
4
.6

6
2

1
4
.8

7
1
4
.8

7
1
5
.2

5
5

1
4
.5

5
5

1
4
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.2

6
1

4
.1

7
4
.2

7
3
.9

5
4

4
.2

5
4

4
.1

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
2

2
.7

6
2

2
.6

7
2
.5

7
2
.4

5
5

2
.7

5
5

2
.7

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
2

2
5
.3

6
1

2
5
.0

7
2
6
.4

7
2
5
.8

5
5

2
5
.1

5
4

2
4
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

％
5
6

5
.7

5
4

6
.1

7
6
.4

7
7
.1

4
9

5
.6

4
7

5
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
分

娩
監

視
装

置
導

入
農

場
は

、
1
1
.
3
%
（

7
/
6
2
）

だ
っ

た
。

・
導

入
農

場
7
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
、

4
戸

は
発

情
発

見
装

置
、

1
戸

は
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

f
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
・

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

農
場

は
、

8
8
.
7
%
（

5
5
/
6
2
）

だ
っ

た
。

・
未

導
入

農
場

5
5
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
、

7
戸

は
発

情
発

見
装

置
、

1
戸

は
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

g
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
導

入
農

場
は

常
時

平
均

飼
養

頭
数

が
多

い
傾

向
に

あ
り

（
導

入
農

場
0
4
年

6
9
.
0
頭

、
0
5
年

6
9
.
5
頭

；
未

導
入

農
場

0
4
年

6
1
.
1
頭

、
0
5
年

6
2
.
8
頭

）
、

分
娩

頭
数

も
多

か
っ

た
（

導
入

農
場

0
4
年

6
1
.
6
頭

、
0
5
年

5
6
.
3
頭

；
未

導
入

農
場

0
4
年

5
4
.
0
頭

、
0
5
年

5
2
.
7
頭

）
た

め
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

分
娩
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

分
娩
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
発
情
発
見
装
置

１
．
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
3

6
2

62
.3

11
7
1.
2

1
1

72
.3

51
60
.3

5
1

60
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
62

1
4.
5

6
2

15
.1

11
1
4.
6

1
1

15
.4

51
14
.5

5
1

15
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
62

4.
5

6
2

4
.0

11
7.
7

1
1

7
.1

5
1

3
.8

51
3.
3

事
故
廃
用
頭
数

頭
62

1
8.
8

6
2

18
.2

11
2
1.
3

1
1

20
.5

51
18
.3

5
1

17
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
4

6
2

62
.8

11
7
2.
3

1
1

74
.2

51
60
.3

5
1

60
.3

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
62

9
9.
8

6
2

10
1.
7

11
10
1
.6

11
10
7
.9

5
1

99
.4

51
1
00
.4

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
62

6
2.
0

6
2

63
.6

11
7
1.
4

1
1

73
.4

51
59
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較
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３．課題と解決のための助言指導 
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今後の対応に対する助言指導（指導内容と割合）
生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉
 酪農経営では、昨年と同様「繁殖記録・発情発見方法の見直し」（22%）、「施設・設備等の
環境改善」（21%）についての指導が多く、次いで、「栄養管理の改善」（17%）「分娩管理の
改善」（8%）が続いていた。「繁殖障害牛への対応」（8%）「獣医師等との連携の強化」
（7%）、「群管理方法の改善」（3%）、「作業体系の見直し」（2%）「人工授精・妊娠鑑定方
法の改善」（１%）は昨年度とほとんど同様の割合だったが割合が減っていた。北海道と都府県
でこの割合に差はなかったものの、北海道では飼養頭数及び繁殖成績ともに問題がなく現状を維
持するという回答が多く、「指導なし」が2%と昨年から大きく減少した。

 栄養管理の改善:都府県: 23件北海道: 25件合計: 48件
 繁殖記録・発情発見方法の見直し:都府県: 33件北海道: 29件合計: 62件
 獣医師等連携の強化:都府県: 15件北海道: 5件合計: 20件
 繁殖障害牛への対応:都府県: 8件北海道: 14件合計: 22件
 作業体系の見直し:都府県: 2件北海道: 5件合計: 7件
 施設・設備等の環境改善:都府県: 36件北海道: 25件合計: 61件
 群管理方法の改善:都府県: 5件北海道: 4件合計: 9件
 分娩管理の改善:都府県: 7件北海道: 15件合計: 22件
 人工授精・妊娠鑑定方法の改善:都府県: 2件北海道: 2件合計: 4件
 その他:都府県: 20件北海道: 5件合計: 25件
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【酪農】 
 

１ 「繁殖記録・発情発見方法の見直し」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

分娩間隔の長期化 ・長期不受胎牛については、獣

医師、授精師に相談の上、早

期に治療等対策すること。 

 

・牛検データを活用した繁殖管

理をし、情報の見える化を図り

農場全体で共有する。 

 

U-motion を導入している

が、活用しきれていない。機器

の性能を発揮できるようメーカ

ーや普及員と勉強会等を実施

する。 

・管理者の認識がカギ 

長期不受胎牛の早期治療にあって、飼養者は普段から

個体の管理（観察、接触、履歴など）を誰よりも把握して

おり、個体の一番の理解者でその観点から、次のステッ

プとして獣医師、授精師に第３者的視点でアドバイスを

受ける相談することを勧めることが改善の近道と考え

る。 このことを踏まえて早期に治療等対策を行う。 

・繁殖管理の見直し 

上記に関連し、農場内関係者で情報を共有し、報告や

意見を交わしあえる環境づくりも重要と考える。 またリ

アルタイムな情報収集で、発現状況の根拠などに DX

技術を活用することが重要と思われる。 特に分娩監視

装置や発情発見装置など製品化されているものの利用

により、効果的な繁殖管理を実施することが可能とな

る。発情発見装置の導入と、繁殖牛淘汰にかかる基準

の設定により、受胎率を上げることが想定される。 

２ 

種付け回数と初産月齢 ・牛検データを活用した繁殖管

理により、見える化して家族と

情報共有する。 

・分娩間隔が 16.4 か月と長い

ことで成績に影響が出ている

ので、授精適期を見逃さぬよう

に牛を観察する時間を増やし

たい。 

・数値と課題の適合性 

上記したポイントと同様で、管理者の認識が重要であ

る。繁殖管理の重要性は一概に内外生殖器に関する処

置や、対処に視点が捕らわれがちであるが、総合的な

改善（乳牛の栄養から経営収支など、その要因は多岐）

からが個々の数値を善良な方向に導かれるものと考え

る。 

３．以降の項目で挙げられる生産者の課題解決と同

様。 

３ 

繁殖障害 繁殖障害での更新が多い。 

繁殖成績が悪化、分娩間隔が

長く種付回数も多い。 

・提示される語彙による分析 

この項目は広い意味で再生産に与える障害としてとら

える語彙と思われる。 あらゆる生産指標の中で要因を

分解していくと、ある程度上位の階層に位置する課題

になると思う。 

その積み上げられた要因一つ一つをヒアリング等で情

報収集、分析するところから、課題や原因を発見するこ

とから始めるべきである。 掘り下げれば下げるほど、

その要因の中で迷走することも考えられる。 その見極

めの技術も自身の経験や、先達のアドバイスが必要と

考える。 

４ 

担当者の変更による影響 令和 2 年から飼養管理・人工

授精の主担当が経営主から息

子に変更され、繁殖成績が悪

化。令和 5 年にはさらに悪化

している。 

・支援者として中立性を保持 

生産者から求められる支援者像（コンサルタント）につ

いては、課題の解決だけにこだわるのではなく、相談者

がどのような背景で、何を求め、解決を欲しているのか

的確に押さえることが大切と考える。 

コメントされた内容は最善に導く方法であって、それら

の背景や、今後の展開に対する不安が含まれているこ

とが見受けられる。 相談者とのヒアリングにあたって

は同調、協調など相談当事者へ偏ることなく、中立な視

点を保つことが早期に課題解決に結びつくと考える。特

に承継、法人成り、新規就農事案には注意が必要であ

る。 
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２ 「施設・設備等の環境改善」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

・労働力減少への対応 

 

・省力化機器の導入 

労働力減少により、繁殖成績

の悪化と分娩事故が増え、淘

汰牛が増加し経産牛頭数の減

少を招いた。よって、分娩監視

装置等の導入を奨めた。 

 

搾乳、哺乳、給餌等では、省力

化機械が普及・定着しつつあ

るため、労働負担を軽減するこ

とができる。 

 

飼養形態や飼養規模に応じ

て、過剰な設備投資とならない

よう配慮し、計画的な省力化

機械の導入を推進し、労働力

確保による管理時間確保に努

める。 

 

 労働負担軽減を図るために、

畜産 ICT 事業等を活用した

省力化機器の導入検討を奨め

た。 

・人的要因に係る現場対応 

昨今どの業体の現場においても人的確保の課題は避

けて通れない課題である。 畜産現場において、労働の

質と対価の課題は以前から注目されている。 一方、対

乳牛に対する管理対応は専門性や機械化にコストが係

るところなど、まだ人の手に依存するところは大きいこと

から、一時的な外部労働力への依存は望めず、内部へ

過重な負担に頼るところとなる。 社会情勢から、コンプ

ライアンス、ガバナンスなどへの対応も増加する中、限

られた人員で対処するとなると、内部人材への負荷に

頼らざるおえない。 このような状況は現場において、

乳牛はもとより人命に関わる事案へ発展する要因とし

て確実に押さえておく必要がある。 また、これらのこと

から、労働負担軽減に対し、畜産 ICT 事業等を活用し

た省力化機器推奨、異業種や外部へのアウトソーシン

グ、経営規模から人的投下、ましてこれらに関わる作業

性対費用面での分岐点把握重要と考える。 

一方、規模（飼養頭数、作付け面積など）の抑制によ

る課題解決も一案として検討する余地でもある。 

２ 

観察時間の確保 ボディコンディション管理や分

娩前後の栄養管理に重点を置

き、観察時間を長くとることが

重要である。 

・支援者と経営者の着眼点と、経験の差 

畜産における乳牛観察時間の確保は非常に重要で

ある。 個体の健康状態や行動を定期的に観察するこ

とで、早期に異常を発見し、迅速に対応することができ

える。 これにより、病気の蔓延を防ぎ、全体的な生産

性を向上させることができる。 

また、観察時間を確保することで、乳牛の福祉を向上

させることも可能である。ストレスや不快感を早期に察

知し、適切な環境改善を行うことで、乳牛の飼養環境の

質を向上させることができる。 

具体的な方法としては、定期的な健康チェックや行動

観察のスケジュールを組むこと、そして観察結果を記録

し、分析することが挙げられる。 これにより長期的な健

康管理や生産性向上のためのデータを蓄積することが

可能となる。 

生産者は日々家畜とふれあい、多くの時間を共有し

ておいり、支援者が対応する場合、その差を埋めること

は難しいと思う。 その場合客観的な視点で、指導では

なく支援する心構えで対応することが望まれる。 

３ 

作業動線の再考 農場の適切な作業動線を再考

し、作業効率の向上につなげる

ことを提言する。 これにより、

日々の作業がスムーズに進

み、労働負担が軽減される。 

・作業の効率性はどの業種を問わず改善の効果に期待 

日常で些細なことでも、日々の積み重ねで大きな負

担になっている典型的な課題である。特に工業系で検

証されているので、参考にされることを勧める。 これも

現場で関わっている方、意識することが多いと考える。 

一方で酪農ヘルパー、獣医師、専門コンサルタントの意

見や提案からより作業効率の向上を確保することがで

きる。 施設での課題が多いかと思うが、新設、補改修

時に徹底して行うことで、長期利用することから、投資

費用の回収は目に見えないが確実なものと考える。 

４ 

分娩用スペースの確保 既存の畜舎の中で分娩用スペ

ースとして利用可能な場所を

探し、レイアウトを再考すること

を提言する。これにより、分娩

・家畜にとって重要な場所と認識が必要 

乳牛の飼養上、搾乳や給餌作業は日々行われる作

業で、経験、作業要領や、ノウハウはある一定レベルで

保たれていると考える。 一方分娩はこれらに比べ出現
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３ 「栄養管理の改善」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

飼料と栄養管理 ・良好な発情を促すべく、特に

夏場の採食量の確保が必要

(良質粗飼料確保、飲水設備

の整備等)。 

・暑熱対策を検討すること。 

・草地更新等を検討し、栄養価

の高い粗飼料を給与するよう

努めること。 

 

栄養状態が自給飼料の質に

左右されるようなので自給飼

料の生産調整に十分留意する

こと。 

 

1 番草の栄養価が低く、産乳

にエネルギーが取られ、繁殖

行動が微弱に関わっていると

思われる。 

 

自給飼料の品質向上が必要と

されている。地域のトウモロコ

シの奨励品種への切り替え。 

冬作のイタリアンライグラスを

奨励品種に切り替えて自給飼

料の質を向上させる。 

 

・草地更新等を検討し、栄養

価の高い粗飼料を給与するよ

う努めること。 

 

・TMR 内容の変更 

⇒粗飼料比率の高い TMR を

導入し、乾乳牛・搾乳牛への

給与 TMR の内容を一本化す

る。（乾乳牛には追加で牧草給

与） 

 

・飼料（栄養）は経費で大きなウエイトを占めることから

管理効果も大きい。 

生産費用中の大半を占める項目で、その改善で効

果は大きいものとなる。 体の維持、生産物への還元な

ど必ず充足を担保するものと考える。 一方、そのコント

ロールは難しく、少しの加減で削痩、過肥へ傾き、ゆっく

り生産障害へ繋がることとなり、その条件も多岐となり、

複合的に関わりあって拮抗し、気候、経営条件、経営者

の考え方など、決して一筋縄ではいかない項目となる。 

この項目も経費単位で要因毎に分け、課題の抽出を行

うことが必要と考える。 例えば、個体の月齢、生産状

況（乳量（分娩後日数、乳成分、産次数、妊娠の有無や

妊娠状況）、体重などの条件から必要量を計算し、基本

的な飼料給与メニューから給与量を算出、その充足率

を確認し、経費的な考慮、自給飼料利用であれば、その

栄養価や圃場の状況、生産量など条件を総合的に勘案

して、現在抱えている課題に照らし合わせるといった作

業が必要と考える。 ほか、季節要因や経営者自身の

BCS に対する考え方、個体の更新ポイントの置き方

（長命化、ピーク取りか）など、条件は多種多様でその

組み合わせも個々の経営条件によって異なる。 

 

・草地更新と栄養価の高い粗飼料の給与。 

草食動物としての視点から牧草給与の質がポイント

となる。 どのくらい良質の牧草を摂取（給与ではなく）

したかが高位生産性、乳牛の恒常性を保つかに関わっ

てくる。 特に経営内に自給飼料生産を有する者には、

細やかな草地管理（強度・簡易の草地更新のタイミン

グ）を検討し、栄養価の高い粗飼料を生産するよう努め

ることが必要である。 都道府県で奨励品種を指定して

いるため作付け品種の選定に際してはその利活用が効

率的かと思う。 

・給水管理： 

フリーストール管理下ではあまり影響を受けないが、

群飼養下では、乳牛の行動パターンは斉一化される傾

向にあり、給餌、搾乳などほぼ同一時刻に行われること

から、飲水の集中が起こり、畜舎内での不公平や乳牛

に対するストレス誘因につながる恐れがある。できるだ

け直接配管ではなくダム方式など飲水量の絶対的確保

が最善と考える。 

・TMR 利用： 

セパレート給餌に際しては個体の特性で選び食い

や、盗食など管理条件で栄養が偏る個体が出現する可

能性がある。 TMR による給餌も理想的であるが、機

器、施設の整備が必要となることから、生産者の意向に

時の管理がしやすくなり、事故

率の低減が期待できる。 

回数は少なく、当然管理者側も普段とは違う対応で違

和感を持っていると考える。  

また、乳牛にとって普段とは異なる行動となることや、

生理的負担の大きな場所となるため、特に神経質にな

ると考える必要がある。 そのスペースの確保はもちろ

んのこと、早めの室内馴致や、分娩後の母子にとって快

適な場所を提供することは、今後の生産に大きく寄与す

ると思う。 

しかし、スペース等を確保できない状況では、細やか

な観察をもって代替することを提案する。 
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沿った支援が必要である。既存の実施者については、

専門家、獣医師等のアドバイスの基で改善指導が有効

と考える。 

２ 

繁殖成績の改善 経産牛の妊娠率が前年

28.1％から当年 45.5％と大

きく改善された。 

飼料給与の改善や人工授精の

実施が効果を上げている。 

 

発情発見、適期授精を心がけ

る。また、繁殖記録などを獣医

師等に共有し、治療が必要な

牛の早期発見ができるように

連携を強化する。 

 

効率的に発情を発見できるよ

うに発情発見装置等の機械導

入を検討する。 

・長期不受胎牛の早期治療: 

牛群内のデータを数値化した上で、獣医師や授精師

に相談し、早期に治療や対策を行うことが重要であ

る。 

・分娩監視の強化: 

難産や強度の分娩介助など次期繁殖に影響すること

もある、分娩予定日には分娩巡視の強化や、分娩監

視装置の導入も検討し、活用可能な補助事業につい

て説明を行うことが有効である。 

・観察の徹底: 

従業員も含めた管理・観察の徹底とヘルパーなど作

業従事者への周知を行い、管理体制の強化を図る。 

３ 

分娩間隔の長期化 特に夏季の授精がうまくいか

ず、酷暑の影響が大きかった

ようである。 

 

・乾乳牛の繋ぎ変え 

⇒毎月振興局および家畜保健

衛生所職員が農場に立ち入り

BCS チェックを行っているが、

この際に繋ぎ変えを実施し、乾

乳牛を 1 か所にまとめて繋養

することで盗食を防止する。 

経営方針にあった分娩間隔の設定 

乳牛の栄養管理において、分娩間隔の長期化は密

接に関連し、重要な課題である。以下にその主な課題を

まとめる。 

・生産性の低下：分娩間隔が長期化すると、年間あたり

の出産回数が減少し、結果として生

産性が低下し、これは特に繁殖効率

が重要な乳牛において顕著である。 

・健康問題の増加：長期の分娩間隔は、乳牛の健康に

悪影響を及ぼす可能性がある。例え

ば、肥満や代謝性疾患のリスクが増

加することがあり適切な栄養管理が

行われないと、これらの健康問題が

さらに悪化する可能性がある。 

・経済的損失：分娩間隔の長期化は、農場の経済的な

収益にも影響を与える。生産性の低

下や健康問題の増加により、医療費

や飼料費が増加し、全体的な投下費

用の効率が低下する。 併せて、これ

らの事象に伴う作業対応や、精神的

負担も見逃せない。 

・繁殖管理の複雑化：分娩間隔が長期化すると、繁殖管

理が複雑化し、計画的な繁殖プログ

ラムの実施が難しくなる。これによ

り、繁殖効率の低下や計画外の出産

が発生する可能性が考えられる。 

長期化対策 

・適切な栄養管理: 乳牛の栄養状態を常にモニタリン

グし、必要に応じて飼料の調整を行

うことが重要である。 

・健康管理の強化:定期的な健康チェックと早期の異常

発見が、健康問題の予防に役立つ。 

・繁殖プログラムの見直し:効果的な繁殖プログラムを

導入し、分娩間隔を適切に管理する

ことが求められる。 

これらの対策を講じることで、分娩間隔の長期化によ

る課題を軽減し、乳牛の健康と生産性を向上させるこ

とが可能となる。 

４ 

暑熱の影響 夏期に経産牛の事故が相次い

だほか、乳量および発情発見

率・受胎率の極端な悪化が見

生産性だけでなく家畜としての配慮も重要 

以前から暑熱対策は乳牛損耗防止事業などで取り

組まれてきたが、特に温暖化が進むなか更なる対策が
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られ、暑熱被害が大きく、事故

原因として熱射病と診断され

て、畜舎環境の整備が必要と

考えられた。 

 

暑熱対策設備の整備及び飼養

管理の強化 

 ⇒ 設備投資計画を見直し、

令和６年度にソーカーを優先し

て導入。 

 ⇒ 毛刈りの実施提案 

・ 飼料変敗への対策 

 ⇒ 飼料タンクの定期的な清

掃の実施 

 ⇒ 夏期はカビ毒吸着剤を

添加剤として活用 

・飼料設計変更（粕類・米粉導

入）のリスク共有と、暑熱期飼

料給与の提案 

 

肝要となってきた。畜舎内の気温管理を徹底するため、

以下の対策を検討すべきである。 乳牛のための換気

扇や冷房装置の導入は、特に暑い季節において非常に

重要である。適切な換気と冷房は、乳牛の健康と生産

性を維持するために欠かせない。 以下は、乳畜舎にお

ける換気と冷房の主な方法である 

・自然換気：外気を取り入れて内部の汚れた空気を排

出する方法である。電気代がかからない

利点があるが、換気量のコントロールが難

しい場合がある。 

・機械換気：換気扇を使用して強制的に空気を循環さ

せる方法である。一定の換気量が確保で

き、特に暑熱対策に効果的である。 

・送風機の使用：乳牛に直接風を当てることで、体感温

度を下げることができる。これにより、乳牛

のストレスを軽減し、健康を保つことがで

きる。 

・散水や細霧装置：畜舎内の気温を下げるために水を

散布する方法である。これにより、乳牛が

快適に過ごせる環境を作ることができる。 

但し、敷料資材への衛生的配慮を行う必

要がある。 

・屋根の遮熱効果のある材質への変更：最近の畜舎資

材で以前に比べ、格段に効果のあがる資

材が増えている。 コストは掛かるため費

用の回収効果を検討する必要がある。 

・毛刈りなどの対策：以前推奨されていたことである

が、暑熱対策以外にも搾乳衛生上の利

点、乳牛への接触による融和性の効果が

挙げられる方法である。 

・その他：ルーメン内の恒常性を保つなど、飼料資材や

給餌の順番など多くの対応が存在する。 

これらの方法を組み合わせることで、乳牛の健康と

生産性を向上させることが可能となると考えられる。具

体的な導入事例や効果についても検討するべきであ

る。 

５ 

供用年数の延長 健康管理と飼料管理の強化を

行い、牛の寿命を延ばすことで

供用年数を延ばせる。 

経営者の乳牛に対する考え方や、牛群の持つ特徴を生

かすポイント。 

乳牛の供用年数延長は、棚卸として積み立てた経費

を決められた期間で回収し、延長した分で利益を増や

し続けるもので、酪農経営において収益の向上に直結

するものと考える。 

以下の方法が有効である。 

・適切な栄養管理：乳牛の健康を維持するために、バラ

ンスの取れた飼料を給与し、特に乾

乳期の栄養管理を徹底する。 

・繁殖管理の改善：発情の早期発見と適切な授精技術

の導入により、受胎率を向上させる

ことが重要である。 

・衛生管理の徹底：乳房炎などの疾病を予防するため

に、搾乳機器の定期的なメンテナン

スや清潔な飼養環境の維持が必要

である。 

・適切な削蹄と運動：蹄の健康を保つために定期的な削

蹄を行い、運動を促すことで肢蹄故

障を防ぐ。 

・ストレス管理：換気や冷房装置を導入し、快適な環境

を提供することで、乳牛のストレスを

軽減する。 
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・牛個体の持つ性質：飼養者に対し従順で、あらゆる環

境下に順応する飼い易い個体の選

抜も延長の要因になると考える。 

これらの対策を講じることで、乳牛の供用年数を延長

し、経済的な利益を最大化することが可能である。 一

方、生乳の品質維持、牛群の改良速度の減速などネガ

ティブな要因もあることも考慮するべきである。 

このことについては経営者の判断に委ねるところが強

い項目。 

 

４ 「分娩管理の改善」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

事故率の改善（初産での事

故を含む） 

分娩用スペースの確保: 

既存の畜舎の中で分娩用スペ

ースとして利用可能な場所を

探し、レイアウトを再考すること

を提言する。これにより、分娩

時の管理がしやすくなり、事故

率の低減が期待できる。 

 

改良を優先するため、初産か

ら乳用種を交配していることか

ら、初産での事故がやや多い

傾向にある。 

 

 

 

家畜の再生産への第一歩 

分娩前後の事故は、経営にとって大きな課題である。 

分娩時の事故には、難産や双子の出産、母牛の代謝性

疾患などが含まれる。 これらの事故は、母牛や子牛の

損失につながることがあり、経済的な損失も大きいもの

である。 分娩事故を防ぐためには、以下のような対策

が有効と思う。 

 

・分娩監視：分娩時に立ち会うことで、難産やその他の

問題に迅速に対応できる。 

・適切な飼養管理：母牛の健康状態を維持し、ストレス

を減らすことが重要である。 

・技術の導入：分娩監視カメラや遠隔監視システムを利

用することで、夜間の分娩監視が効率化さ

れる。 

・乾乳期間の管理：牛個体は生理的にも泌乳期と大き

く変わるため飼料給与など細心の注意を必

要とする。 

 

これらの対策を講じることで、分娩前後の事故リスク

を減らし、経営の安定化に寄与する。 また、初産の乳

牛における分娩は、特に注意が必要となる。初産牛は個

体の性質や分娩経験がないため、分娩時に難産やその

他の問題が発生しやすい傾向にあるため経産牛以上に

細やかな管理を要する。 

２ 

乾乳牛の繋ぎ替え 毎月振興局および家畜保健衛

生所職員が農場に立ち入り

BCS チェックを行う際に、乾

乳牛を 1 か所にまとめて繋養

することで盗食を防止する。 

普段の観察や個体の性格・気質の把握がポイント 

生産ステージの個体と、分娩に向けた個体の管理飼

養方法は大きく異なるものとなる。 特に繋養タイプの

飼養方法をとる場合、盗食や給与管理ミスによる過肥

が分娩、出産後の繁殖に影響することとなり観察が重

要となる。 また群飼養であっても同様である。 

・乳房炎の予防： 

乾乳期に適切なつなぎ替えを行うことで、乳房炎の

リスクを軽減できる。乳房炎は乳牛の健康に重大な

影響を与えるため、乾乳期に乳房・乳頭を休ませるこ

とが重要である。 

・乳生産の最適化： 

乾乳期に乳牛を適切に管理することで、次の泌乳

期における乳生産量を最大化できる。つなぎ替えに

より、乳牛の体調を整え、次の泌乳期に備えることが

できる。 

・栄養管理の改善： 

乾乳期には、乳牛の栄養管理が重要である。つな

ぎ替えを行うことで、乳牛に適切な栄養を提供し、健

康状態を維持することができる。これにより、次の泌

乳期における生産性が向上する。 



- 52 - 

・ストレスの軽減 

乾乳期に適切なつなぎ替えを行うことで、乳牛のス

トレスを軽減できる。ストレスは乳牛の健康や生産性

に悪影響を与えるため、乾乳期にリラックスできる環

境を提供することが重要である。 

 

具体的な対策 

乳牛の健康状態を定期的にチェックし、異常がな

いか確認する。 適切な栄養管理: 乾乳期に必要な

栄養を提供し、乳牛の体調を整える。乳牛がリラック

スできる環境を整え、ストレスを軽減させる。 

これらの対策を講じることで、乾乳期における乳牛

の健康と生産性を向上させることができる。 

３ 

分娩時の子牛事故率の改

善 

分娩時の子牛事故率を低く維

持するため、分娩監視装置の

導入や分娩時の管理強化を行

うことが有効である。 

クローズアップ期（乾乳期）の管理がその後を左右する

場合も 

乳牛の分娩時における子牛の事故率は、さまざまな

要因によって異なるが、一般的には 6%程度と報告さ

れている。 特に、難産や双子の出産が原因となること

が多く、この高い事故率は、分娩時の適切な介助や監

視が不足している場合に特に顕著となり、事故を減少

させるためには、以下の対策が有効と考える。 

・分娩監視：分娩時に立ち会い、必要に応じて迅速に介

助。 

・適切な飼養管理：母牛の健康状態を適切に維持し、

栄養管理を徹底する。 

・DX 技術等の導入：分娩監視カメラや遠隔監視システ

ムを利用することで、夜間の分娩監視が省力・効率化

が図れる。 

 

これらの対策を講じることで、子牛の分娩事故リス

クを軽減し、経営の安定化に寄与することが期待さ

れる。 

 

分娩後の観察とエネルギー

充足 

分娩後の観察とエネルギー充

足に意識を置いて管理し、少

なくとも分娩後 150 日以内に

授精を行い、受胎時期を早め

ることが重要である。 

分娩後の観察 

・個体の健康チェック: 分娩後すぐに乳牛の健康状態を

確認し、異常がないか観察し、特に出血や感染

症の兆候に注意が必要である。 

・食欲と飲水: 乳牛が正常に食事を摂り、水を飲んでい

るか確認し、食欲不振は健康問題のサインかも

しれない。 

・行動の変化: 乳牛の行動に変化がないか観察する。例

えば、立ち上がりにくい、歩行が不自然などの症

状が見られる場合は、早急に対処が必要であ

る。 

 

エネルギー充足 

・栄養バランス: 分娩後の乳牛には高エネルギーの飼料

が必要である。特に、エネルギー密度の高い飼

料やサプリメントを提供することで、体力の回復

を補助する。 

・ビタミンとミネラル: ビタミンやミネラルの補給も重要で

ある。特にカルシウムやマグネシウムは、分娩後

の健康維持に不可欠である。 

・水分補給: 十分な水分を摂取させることも重要であ

る。水分不足はエネルギー代謝に影響を与える

ため、常に新鮮な水を給与する。 

これらの対策を実施することで、分娩後の乳牛の健

康を維持し、次の繁殖サイクルに向けた準備を整えるこ

とができる。 
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５ 「繁殖障害牛への対応」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

繁殖障害での成牛の更新

率が高い。 

 

繁殖成績が悪化、分娩間

隔が長く種付回数も多い。 

長期不受胎牛の早期治療: 

獣医師、授精師に相談の上、

早期に治療等対策を行う。 

個体の見極めがポイント 

・栄養管理の改善： 

適切な栄養管理は、乳牛の繁殖能力に直接影響

を与える。バランスの取れた飼料を提供し、必要なビ

タミンやミネラルを補給することで、繁殖障害のリスク

を減少させることができる。 

・健康管理の強化： 

定期的な健康チェックと予防接種は、乳牛の健康

を維持し、繁殖障害を防ぐために重要である。特に、

感染症や寄生虫の管理が重要である。 

・繁殖プログラムの最適化： 

計画的な繁殖プログラムを導入し、発情周期を正

確に把握することが必要である。人工授精のタイミン

グを最適化することで、受胎率を向上させることがで

きる。 

・ストレス管理： 

乳牛のストレスを軽減することも、繁殖障害の改善

に寄与する。適切な飼育環境を整え、過密飼育を避

けることが重要である。 

・遺伝的要因の考慮： 

繁殖障害には遺伝的形質も大きく関与している場

合もありえる。遺伝的に優れた個体を選択し、繁殖プ

ログラムに組み込むことで、繁殖障害のリスクを低減

することができる。 

具体的な対策 

バランスの取れた飼料の給与: 栄養価の高い飼料を

提供し、必要なサプリメントを追加します。定期的な健

康チェック: 獣医による定期的な健康診断を実施し、早

期に異常を発見が可能となる。  

・発情周期のモニタリング: 発情周期を正確に把握

し、適切なタイミングで授精を行う。 

・ストレス軽減: 飼育環境を改善し、乳牛がリラックス

できる環境を提供する。 

・遺伝的選択: 繁殖プログラムにおいて、遺伝的に優

れた個体を選択する。 

 

これらの対策を講じることが、乳牛の繁殖障害を効果

的に改善し、健康で生産性の高い牛群を維持すること

が可能かと思う。 

２ 

低産次の繁殖障害対策: 

 

低産次の繁殖障害に対する対

策を実施することが必要であ

る。具体的には、飼料管理や健

康管理の強化が考えられる。 

特に初妊牛の繁殖障害は、子牛から未経産牛にかけ

て長期間経費を投下した中で、これから回収する段で

問題となることは一番の損失であり、経営において重要

な課題である。 

以下にその主な原因と改善方法をまとめる。 

 

主な原因 

・栄養不足：初妊牛はまだ成長期にあるため、適切な栄

養が必要であり、栄養不足は発育不良や繁

殖障害を引き起こす可能性がある。 

・健康問題：感染症や寄生虫などの健康問題が繁殖障

害の原因となることがあり、特に、子宮内膜

炎や卵巣嚢腫などの生殖器系の疾患が影

響する。 

・ストレス：環境の変化や過密飼育、過度な取り扱いな

どがストレスを引き起こし、繁殖能力に悪影

響を与えることがある。 
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・遺伝的要因：遺伝的に繁殖能力が低い個体が存在す

ることもあり、これらの個体は繁殖障害を引

き起こす原因とも考える。 

改善方法 

・適切な栄養管理： 

バランスの取れた飼料を提供し、成長期に必要な

栄養素を十分に補給する。特に、エネルギー、タンパ

ク質、ビタミン、ミネラルのバランスが重要である。 

・定期的な健康チェック： 

獣医による定期的な健康診断を実施し、早期に異

常を発見・治療する。予防接種や寄生虫駆除も重要

である。 

・ストレス管理： 

飼育環境を整え、過密飼育を避け、適切な取り扱

いを行い、ストレスを軽減することで、繁殖能力を向

上させることが可能となる。 

・遺伝的選択： 

繁殖プログラムにおいて、遺伝的に優れた個体を

選択し、繁殖障害のリスクを低減する。 

具体的な対策 

・栄養補給: 初妊牛に適した飼料を給与し、必要なサ

プリメントを追加する。 

・健康管理: 定期的な健康チェックと予防接種を実

施し、感染症や寄生虫の管理を徹底する。 

・環境改善: ストレスを軽減するために、快適な飼育

環境を提供する。 

・遺伝的管理:繁殖プログラムにおいて、遺伝的に優

れた個体を選択し、繁殖障害のリスクを低

減する。 

これらの対策を講じることで、初妊牛の繁殖障害を

効果的に改善し、健康で生産性の高い牛群を維持す

ることができる。 

 

６ 「獣医師等との連携の強化」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

分娩間隔長期化 ・長期不受胎牛については、獣

医師、授精師に相談の上、早

期に治療等対策すること。 

 

飼養管理・繁殖授精担当が息

子に代わってから繁殖成績が

悪化し出荷乳量が減少したの

で、家族内で話し合うと伴に、

獣医師等から再度指導を受け

るように奨めた。 

 

獣医師等の支援者との綿密な連携 

分娩間隔の長期化の課題 

・生産性の低下： 

分娩間隔が長期化すると、生涯出産回数が減少

し、乳生産量が低下する。 

・健康問題の増加： 

長期の分娩間隔は、乳牛の健康に悪影響を及ぼす

可能性がある。 肥満や代謝性疾患のリスクが増加

することがある。 

・経済的損失： 

生産性の低下や健康問題の増加により、医療費や

飼料費が増加し、経済効率が低下する。 

 

獣医師等連携強化の重要性 

・定期的な健康チェック： 

獣医師による定期的な健康診断を実施し、早期に

異常を発見・治療することで、健康問題を未然に防ぐ

ことが可能となる。 

・栄養管理の最適化： 

栄養士や飼料専門家と連携し、乳牛に適した栄養

管理プランを作成することで、健康状態を維持し、分

娩間隔を短縮することが可能となる。 

・繁殖プログラムの見直し： 
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繁殖専門家と協力し、効果的な繁殖プログラムを

導入することで、発情周期の管理を最適化し、受胎

率を向上させることが可能となる。 

・データの共有と分析： 

獣医師や専門家とデータを共有し、分娩間隔や健

康状態に関する情報を分析することで、問題の早期

発見と対策が可能になる。 

・具体的な対策： 

定期的な健康診断: 獣医師による定期的な健康チ

ェックを実施し、異常を早期に発見が可能となる。 

・栄養管理の強化:  

栄養士と連携し、乳牛に適した栄養プランを作成・実

施する。 

・繁殖プログラムの最適化:  

繁殖専門家と協力し、発情周期の最適化を図り、

安定的な分娩周期を確保することで、分娩間隔の

長期化を防ぐことが可能となると思われる。 

・データの共有と分析: 獣医師や専門家とデータを共

有し、問題の早期発見と対策が可能となる。 

これらの対策を講じることで、分娩間隔の長期化に

よる課題を軽減し、乳牛の健康と生産性を向上させ

ることが可能となる。 

２ 

繁殖障害対応 発情発見、適期授精を心がけ

る。また、繁殖記録などを獣医

師等に共有し、治療が必要な

牛の早期発見ができるように

支援者との連携を強化する。 

 

分娩後 40 日を目途に管理獣

医師によるフレッシュチェック

を実施 

他人任せではなく獣医師等はあくまでも支援者として

対応 

獣医師は乳牛の繁殖障害に対して重要な役割を果

たせている。 まず、定期的な健康診断を通じて乳牛の

健康状態をチェックし、異常が見つかった場合は迅速

に治療可能となる。 特に、子宮内膜炎や卵巣嚢腫など

の生殖器系の疾患は繁殖障害の原因となるため、早期

発見と治療が重要である。また、感染症の予防接種や

寄生虫駆除を計画的に実施し、乳牛の健康を維持する

ことが可能となる。 

繁殖管理においては、発情周期の正確な把握と適切

なタイミングでの授精が求められる。 栄養士と連携

し、乳牛に適した飼料設計を作成・実施することで、繁

殖能力を向上させることができる。 さらに、繁殖に関

するデータを収集・分析し、繁殖プログラムの効果を評

価し、改善点を見つけることが重要である。 

これらの連携を強化することで、乳牛の繁殖障害を

効果的に管理し、健康で生産性の高い群れを維持する

ことができる。 

３ 

繁殖管理 ・現在は初回発情の発見から

2～3 回の発情発見後に PG

投与を管理獣医師に依頼して

いる。 

⇒ 初回発情の発見をもって

PG 投与の日程調整をするよ

う指導 

 

・飼料設計変更（粕類・米粉導

入）のリスク共有と、暑熱期飼

料給与の提案 

⇒ 管理獣医師の変更に伴

い、これまで取引飼料会社に

委託していた飼料設計を獣医

師に委託し、その指導により令

和 5 年 4 月から粕類の給与

を開始した。 

支援者それぞれの役割について認識 

・獣医師の役割 

・繁殖障害の診断と治療： 

繁殖障害の原因を特定し、適切な治療を行える。例

えば、子宮内膜炎や卵巣嚢腫などの治療が含まれ

る。 

・繁殖管理の重要性発情周期の管理： 

発情周期を正確に把握し、適切なタイミングで人工

授精を行うことで、受胎率の向上を可能とする。 

・栄養管理： 

栄養士と連携し、乳牛に適した栄養プランを作成・実

施する。適切な栄養管理は繁殖能力に直接影響を与

える。 

・データの収集と分析： 

繁殖に関するデータを収集し、分析することで、繁殖

プログラムの効果を評価し、改善点が見つけられる。 

具体的な連携方法 

・定期的なミーティング:  
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獣医師、栄養士、繁殖専門家が定期的に集まり、乳

牛の健康状態や繁殖プログラムの進捗を共有する。 

・データの共有:  

健康診断や繁殖に関するデータを共有し、問題の早

期発見と対策が可能となる。 

・教育とトレーニング:  

農場スタッフに対して、乳牛の健康管理や繁殖管

理に関する教育とトレーニングを実施する。 

これらの連携を強化することで、乳牛の繁殖障害を効

果的に管理し、健康で生産性の高い群れを維持するこ

とが可能となる。 

 

７ 「群管理方法の改善」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

牛検データの活用と情報

共有: 

 

牛検データを活用して繁殖管

理を見える化し、家族と情報を

共有することで、全員が現状を

把握することが可能となる。 

 

牛検データの活用と情報共有は、牛の健康管理や繁殖

効率の向上において非常に重要である。以下のポイント

を考慮することが必要である。 

牛検データの活用 

・データの収集と分析: 牛の健康状態や生産性に関

するデータを定期的に収集・分析し、これにより、

個々の牛の健康状態や繁殖状況を把握が可能と

なる。 

・異常の早期発見: データを活用することで、健康異

常や繁殖障害の早期発見が可能になる。例えば、

体温や活動量の変化をモニタリングすることで、病

気の兆候を早期に察知できる。 

・繁殖管理の最適化: 発情周期や受胎率に関するデ

ータを分析し、繁殖管理の計画を最適化が可能と

なり、これにより、繁殖効率を向上させることができ

る。 

情報共有 

・関係者間のコミュニケーション: 農場内の関係者

（飼養者、獣医師、授精師など）間でデータや情報

を共有し、協力体制を強化する。これにより、迅速

かつ適切な対応が可能となる。 

・デジタルツールの活用: クラウドベースの管理シス

テムやモバイルアプリを活用して、リアルタイムで情

報を共有し、これにより、どこからでもデータにアク

セスし、迅速な意思決定が可能となる。 

・教育とトレーニング: 関係者に対してデータの活用

方法や最新の技術についての教育やトレーニング

を行い、スキルアップを図る。 

 

これらの取り組みを通じて、牛の健康管理と繁殖効

率の向上を図ることができる。 

２ 

TMR（Total Mixed 

Ration）の管理 

乾乳牛と搾乳牛で 2 種類の

TMR を利用しているが、粗飼

料比率が低く、泌乳量に応じた

給与量加減に融通が利かない

ため、泌乳後期牛の過肥が散

見される。 

 

乾乳牛の繋ぎ変えをしていな

いため、隣接牛房からの搾乳

TMR の盗食が疑われる。 

TMR は多様な牛群管理へ対応する選択肢 

乳牛の群管理と TMR の利用は、乳牛の健康と生

産性を向上させるために重要である。 群管理では、

乳牛を年齢や生産段階に応じて適切なグループに分

けることで、ストレスを軽減し、飼育環境を最適化す

る。これにより、乳牛の健康状態が向上し、繁殖効率

を高める。 

TMR は、すべての栄養素を均一に混ぜた飼料を

提供する方法で、乳牛が必要とする栄養素をバラン

スよく摂取できるようになり。これにより、乳生産量が

安定し、健康問題の予防にもつながる。TMR の利用

は、飼料の無駄を減らし、経済的な効率も向上させ

る。 また、TMR を利用することで、飼料の品質管理
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が容易になり、乳牛の栄養状態を一貫して維持する

ことができる。これらの方法を組み合わせることで、

乳牛の健康と生産性を最大限に引き出すことが可能

である。 

上記のメリットの他、労働負担の軽減も図れる半

面、その導入にあたっては、既存の畜舎構造や機器

の整備はある程度の資金投資を要し、その資金回収

も十分考慮しなくてはならない。 

３ 

農場のレイアウト問題: 農場レイアウト上の問題で繁殖

管理がしにくく、事故率が高い

ことにつながっている。 

農場レイアウトの改善: 

農場の適切な作業動線を再考

し、作業効率の向上につなげる

ことを提言し、これにより繁殖

管理の対応が簡便となって、

事故率の低減が期待できる。 

 

労働力減少への対応: 

労働力減少により繁殖成績が

悪化し、分娩事故が増えた場

合、分娩監視装置の導入を奨

めた。 

 

飼養管理・繁殖授精担当が息

子に代わってから繁殖成績が

悪化した場合、家族内で話し

合い、獣医師等から再度指導

を受けることが大切である。 

経営者のイメージだけでなく現場（作業者等）との意

見調整が重要 

乳牛の健康は生産性に大きな影響を与える。 

群管理では、乳牛を年齢や生産段階に応じて適切

なグループに分けることであるストレスを軽減し、

飼育環境を最適化し、これにより乳牛の健康状態

が向上し、繁殖効率も高まる。農場のレイアウトは、

乳牛の移動やアクセスのしやすさを考慮して設計

することが重要である。 例えば、飼料や水へのア

クセスが容易であること、清掃やメンテナンスが効

率的に行えることが求められる。 また、適切な換

気や温度管理ができる環境を整えることで、乳牛

の快適性を確保し、健康問題を予防し、さらに、レ

イアウトの工夫により、作業効率を向上させること

ができる。例えば、搾乳室や飼料置き場の配置を

工夫することで、作業時間を短縮し、労働コストを

削減することが可能である。これらの対策を講じる

ことで、乳牛の健康と生産性を最大限に引き出す

ことができる。 

特に乳牛の滞在時間の大半を占めるスペースと

なることからカウコンフォートを実現することが必

要と考える。 

 

８ 「作業体系の見直し」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

労働の省力化 労働力減少への対応: 

労働力減少により繁殖成績が

悪化し、分娩事故が増えた場

合、分娩監視装置の導入を奨

めた。 

飼養管理・繁殖授精の担当が

息子に代わってから繁殖成績

が悪化した場合、家族内で話

し合い、獣医師等から再度指

導を受けることが重要である。 

 

作業動線の再考: 

農場の適切な作業動線を再考

し、作業効率の向上につなげる

ことを提言する。これにより、

日々の作業がスムーズに進

み、労働負担が軽減される。 

分娩用スペースの確保: 

生産性と質を確保する 

効率的な運営と乳牛の健康維持に不可欠である。

まず、作業手順を標準化することである。 スタッフ全

員で一貫した方法で作業を行えるようになる。これに

より、作業ミスが減り、作業効率が向上し、次に作業

スケジュールを見直し、乳牛の生理的リズムに合わせ

たタイミングで作業を行うことが可能となる。 例え

ば、搾乳や給餌の時間を一定に保つことで、乳牛の

ストレスを軽減し、生産性を向上させることができる。 

また、作業の分担を見直し、スタッフの労働力を効率

的に活用することが求められる。特定の作業に特化

したチームを編成し、専門性を高めることで、作業の

質とスピードを向上させることが可能となる。さらに、

自動化技術やデジタルツールを導入することで、作

業の効率化と精度向上が期待できる。最後に、スタッ

フのスキル向上を図るため、定期的な教育とトレーニ

ングを実施するなど、これらの対策を講じることで、

乳牛の作業体系を見直し、効率的で健康的な運営を

実現することが可能となる。 

 

９ 「人工授精・妊娠鑑定方法の改善」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 
交雑種の種付けと外部導

入 

ホルスタインはほぼ種付けせ

ず、交雑種を主につけており、

繁殖など中長期的な経営方針を定めた上で検討 
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繁殖雌牛はほぼ外部導入に依

存している。 

 

 

外部機関へ授精を委託してい

るため、空胎期間がやや長め

である。 

交雑種の種付けは、乳量の増加や肉質の向上など、特

定の目的を持って行うことが重要である。 

・適切な種雄牛の選定: 交雑種の特性を最大限に引き

出すために、遺伝的に優れた種雄牛を選定する。 

・繁殖管理の徹底: 発情の早期発見と適切なタイミン

グでの授精が受胎のポイントである。 

健康管理: 交雑種は純血種と異なる健康管理が必要

な場合があるため、獣医師との連携を強化する。 

外部導入のポイント 

・導入目的の設定: 外部からの導入は、遺伝的多様性

の確保や特定の特性の強化を目的とする。 

導入先の選定: 信頼できる導入先から健康で遺伝的に

優れた個体を選ぶ。 

・検疫と健康チェック: 導入前に徹底した検疫と健康チ

ェックを行い、病気の持ち込みを防げる。 

・適応期間の確保: 新しい環境に適応するための期間

を設け、ストレスを最小限に抑えられる。 

 

１０ 「その他」 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

獣被害対策 飼料用トウモロコシやラップサ

イレージへのイノシシ被害が多

発しているため、猟友会と連携

した駆除対策を検討すること

を奨める。これにより、飼料の

損失を防ぎ、飼料自給率の向

上が期待できる。 

獣害の影響は持続的な経営において看過できないポイ

ント 

・防護柵の設置： 

電気柵: イノシシの侵入を防ぐために、電気柵を設

置するのが効果的である。電線を 2 段、3 段に分

けて張り、鼻先に触れるように設置する。トタン板や

ワイヤーメッシュ: 目隠し効果のあるトタン板や、頑

丈なワイヤーメッシュ柵も有効である。 

・環境整備： 

餌付け要因の排除: 放置された果実や野菜ク

ズ、生ゴミなどを適切に処理し、イノシシが寄り付か

ない環境を作る。隠れ場所の除去: 耕作放棄地や

雑草地を整備し、イノシシが隠れやすい場所をなく

す。 

・嫌がる匂い・音・光の利用： 

忌避剤や超音波装置: イノシシが嫌がる匂いや

音を利用して遠ざける方法もある。例えば、オオカ

ミ尿や超音波による動物撃退器、防獣ライトなど。 

・継続的な見回り： 

パトロール: 定期的に農地を見回り、イノシシの

足跡や掘り返しの跡がないか確認する。 

・地域の協力： 

集落ぐるみの対策: 隣接する農家や地域全体で

協力して防護柵を設置し、広範囲での対策が可能

となる。 

これらの対策を組み合わせることで、イノシシ被

害を効果的に防ぐことが可能となる。 

２ 

後継牛の確保 経産牛頭数を適正に維持する

ため、未経産牛には F1 を付け

る方針を継続し、経産牛には

性判別精液を利用して後継牛

を確保することが重要である。 

生産性だけではなく個体の持つ特性の考慮も 

乳牛の後継牛対策は、持続可能な畜産経営において

重要な要素である。 まず、遺伝的に優れた個体を選抜

し、繁殖プログラムに組み込むことが必要であり、これ

により健康で生産性の高い後継牛を育成することがで

きる。 次に、適切な栄養管理が不可欠で、成長期に必

要な栄養素をバランスよく提供することで、後継牛の健

全な発育を促進する。 また、健康管理も重要項目で、

定期的な健康チェックと予防接種を実施し、病気の早

期発見と治療を行う。さらに、ストレス管理も考慮する

必要がある。 
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３ 

自給飼料の質向上 冬作のイタリアンライグラスを

奨励品種に切り替えて自給飼

料の質を上げるよう指導した。 

常に飼料としてでなく生乳の生産コストとしての意識を

持つ 

乳牛における自給飼料生産は、コスト削減と持続可

能な農業経営において重要である。 まず、適切な作物

選定が必要である。地域の気候や土壌条件に適した飼

料作物を選ぶことで、高品質な飼料を安定的に生産で

き、例えば、トウモロコシやアルファルファなど長大多収

量が一般的である。 次に、栽培技術の向上が求めら

れ、適切な播種時期や施肥、灌漑管理を行うことで、収

量と品質を最大限活用でき、また、輪作を取り入れるこ

とで、土壌の肥沃度を維持し、病害虫の発生を抑制す

る必要がある。 収穫後の管理も重要と考える。適切な

乾燥と保存方法を用いることで、飼料の栄養価を保持

し、カビや腐敗を防げる。 サイレージの利用も効果的

で、発酵による保存性の向上と栄養価の維持が期待で

き、さらに、定期的な土壌分析を行い、必要な改良を加

えることで、長期的な生産性を確保できる。これらのポ

イントを押さえることで、乳牛に高品質な自給飼料を提

供し、経営の安定化と持続可能性を実現することが可

能となる。 

４ 

労働力の確保 ヘルパー利用や従業員の雇用

により、決まった日数の休日を

確保することが必要である。生

産者の体調管理やメンタルケ

アも重要である。 

人員足数の根拠と管理が重要 

畜産全般において労働力確保は、持続可能な経営に

おいて重要な課題である。 まず、労働環境の改善が必

要である。快適で安全な作業環境を提供することで、従

業員の満足度と生産性を向上させ、適切な休憩時間の

確保や労働時間の管理も重要である。 次に、労働力

の多様化を図ることが可能となり、地元の労働力だけで

なく、海外労働者や女性、高齢者の活用も検討する。こ

れにより、労働力不足を補い、多様な視点やスキルを取

り入れることができる。 牧場教育とトレーニングも欠か

ず、新しい技術や作業手順を習得するための研修を定

期的に実施し、従業員のスキルアップを図るべきであ

る。これにより、作業の効率化と品質向上が期待でき、

さらにテクノロジーの導入も効果的である。 自動化シ

ステムやデジタルツールを活用することで、作業負担を

軽減し、労働力の効率的な活用が可能になる。これらの

対策を講じることで、酪農における労働力確保を実現

し、持続可能な経営を支えることができる。 
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3
0

3
.9

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
1

1
.8

3
1

1
.9

2
7

2
.0

1
5

2
.3

4
1
.3

3
0

1
0
.8

3
0

8
.7

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
1

1
4
.6

3
1

1
4
.9

2
7

1
3
.2

1
5

1
1
.3

4
2
6
.3

3
0

8
3
.2

3
0

8
8
.3

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
1

1
0
7
.4

3
1

1
0
0
.8

2
7

9
8
.5

1
5

9
0
.9

4
1
1
6
.1

3
0

1
0
3
.7

3
0

1
0
5
.5

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
1

1
4
.4

3
1

1
4
.9

2
7

1
3
.4

1
5

1
1
.9

4
2
4
.7

3
0

8
2
.1

3
0

8
5
.8

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
8

1
.8

2
8

1
.8

2
5

1
.8

1
4

1
.9

3
1
.5

2
9

1
.7

2
9

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
1

1
1
.9

3
1

1
1
.1

2
7

9
.7

1
5

8
.6

4
2
0
.5

3
0

6
7
.1

3
0

6
8
.8

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
1

1
3
.6

3
1

1
3
.6

2
7

1
3
.7

1
5

1
4
.1

4
1
2
.8

3
0

1
2
.8

3
0

1
3
.1

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
5

6
.4

2
4

7
.0

2
1

7
.2

1
2

7
.8

3
5
.4

3
0

8
.1

2
9

8
.8

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
1

4
.1

3
1

4
.2

2
7

4
.4

1
5

4
.9

4
2
.9

3
0

4
.8

3
0

4
.7

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
7

2
6
.2

2
3

2
3
.9

1
9

2
3
.3

8
2
3
.2

4
2
6
.9

2
9

2
4
.0

2
9

2
4
.4

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
0

5
.5

2
1

8
.7

1
8

9
.8

1
0

1
0
.9

3
2
.2

2
7

7
.0

2
5

8
.5

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
1

6
.1

3
1

6
.6

2
7

6
.0

1
5

5
.5

4
1
0
.3

3
0

3
1
.7

3
0

3
0
.1

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
1

2
6
0
.9

3
1

2
6
0
.4

2
7

2
5
8
.7

1
5

2
4
5
.7

4
2
7
2
.1

3
0

2
7
8
.7

3
0

2
8
1
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
1

2
8
8
.3

3
1

2
8
7
.9

2
7

2
8
4
.5

1
5

2
7
2
.2

4
3
1
0
.9

3
0

2
9
4
.4

3
0

2
9
6
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
1

1
.1
1

3
1

1
.1
1

2
7

1
.1
1

1
5

1
.1
2

4
1
.1
5

3
0

1
.0
6

3
0

1
.0
6

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
5

3
.8

2
5

4
.3

2
1

3
.8

1
2

3
.5

4
7
.3

3
0

2
4
.0

3
0

2
5
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
5

2
6
5
.0

2
5

2
7
1
.1

2
1

2
7
1
.7

1
2

2
6
2
.3

4
2
6
8
.1

3
0

2
8
8
.7

3
0

2
9
0
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
5

2
6
7
.3

2
5

2
6
6
.7

2
1

2
6
6
.1

1
2

2
5
3
.6

4
2
7
0
.2

3
0

2
7
0
.4

3
0

2
7
4
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
5

1
.0
1

2
5

0
.9
8

2
1

0
.9
7

1
2

0
.9
6

4
1
.0
1

3
0

0
.9
4

3
0

0
.9
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
4
0
.
2
頭

、
R
0
5
年

は
4
1
.
6
頭

と
1
.
4
頭

増
加

し
た

。
全

体
の

う
ち

、
R
0
4
年

に
比

べ
増

加
（

増
頭

）
し

た
事

例
は

7
0
、

減
少

し
た

事
例

は
4
3
、

維
持

（
増

減
な

し
）

の
事

例
は

8
で

あ
っ

た
。

減
少

し
た

事
例

の
う

ち
R
0
4
年

に
比

べ
て

1
割

以
上

頭
数

が
減

少
し

た
事

例
（

1
0
）

の
原

因
に

導
入

資
金

不
足

な
ど

が
み

ら
れ

た
。

 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

1
4
.
4
頭

、
R
0
5
年

は
1
4
.
9
頭

と
0
.
5
頭

増
加

し
、

飼
養

頭
数

の
前

年
比

は
R
0
4
年

が
1
0
7
.
4
％

、
R
0
5
年

が
1
0
0
.
8
％

と
維

持
ま

た
は

や
や

増
頭

の
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

3
1
戸

の
う

ち
、

4
戸

は
R
0
5
年

に
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
2
4
.
7
頭

と
な

り
、

飼
養

頭
数

の
前

年
比

も
1
1
6
.
1
％

と
増

頭
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
残

り
2
7
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

、
平

均
1
3
.
4
頭

、
飼

養
頭

数
の

前
年

比
は

9
8
.
5
％

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
8
2
.
1
頭

、
R
0
5
年

は
8
5
.
8
頭

と
3
.
7
頭

増
加

し
た

。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数

１
．
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
8

3
5
.7

3
8

3
5
.9

2
2

3
3
.7

1
1

4
5
.0

1
3

4
1
.6

3
2
7
.7

4
7

4
2
.8

3
1

3
6
.2

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
8

4
.1

3
8

3
.6

2
2

3
.2

1
1

4
.2

1
3

4
.3

3
2
.7

4
7

6
.0

3
1

4
.3

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
8

0
.5

3
8

0
.7

2
2

0
.4

1
1

0
.0

1
3

1
.2

3
1
.7

4
7

0
.9

3
1

0
.7

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
8

4
.3

3
8

3
.3

2
2

3
.0

1
1

4
.1

1
3

3
.9

3
2
.7

4
7

5
.2

3
1

4
.2

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
8

3
5
.9

3
8

3
6
.9

2
2

3
4
.2

1
1

4
5
.1

1
3

4
3
.2

3
2
9
.3

4
7

4
4
.6

3
1

3
7
.0

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
8

1
0
1
.4

3
8

1
0
3
.4

2
2

1
0
0
.7

1
1

1
0
0
.6

1
3

1
0
6
.9

3
1
0
8
.3

4
7

1
0
4
.7

3
1

1
0
3
.3

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
8

3
5
.9

3
8

3
6
.4

2
2

3
3
.9

1
1

4
5
.1

1
3

4
2
.3

3
2
8
.4

4
7

4
3
.8

3
1

3
6
.4

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

3
8

2
.3

3
8

2
.1

2
2

2
.4

1
1

2
.4

1
3

1
.8

3
1
.3

4
7

1
.5

3
1

1
.4

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
8

2
9
.4

3
8

2
9
.6

2
2

2
6
.5

1
1

3
4
.9

1
3

3
6
.2

3
2
3
.3

4
7

3
6
.4

3
1

2
9
.5

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
8

1
3
.7

3
8

1
3
.6

2
2

1
4
.0

1
1

1
4
.0

1
3

1
3
.0

3
1
2
.9

4
7

1
2
.9

3
1

1
3
.0

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

3
5

8
.1

3
4

7
.8

1
8

8
.0

1
1

9
.5

1
3

8
.4

3
3
.7

4
3

7
.8

2
8

8
.4

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
8

4
.9

3
8

4
.9

2
2

5
.3

1
1

6
.0

1
3

4
.4

3
3
.7

4
7

4
.4

3
1

4
.3

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

3
3

2
6
.6

3
5

2
5
.3

1
9

2
5
.3

1
0

2
4
.1

1
3

2
5
.2

3
2
5
.6

4
3

2
3
.4

2
8

2
4
.7

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

3
3

4
.9

3
4

8
.9

1
9

1
0
.8

1
0

1
2
.3

1
2

7
.3

3
3
.1

4
2

6
.1

2
3

5
.1

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
8

1
4
.0

3
8

1
3
.9

2
2

1
2
.5

1
1

1
5
.5

1
3

1
6
.8

3
1
1
.0

4
7

1
7
.7

3
1

1
4
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
8

2
6
3
.1

3
8

2
6
1
.4

2
2

2
6
1
.4

1
1

2
6
2
.7

1
3

2
5
8
.3

3
2
7
4
.2

4
7

2
7
3
.7

3
1

2
6
8
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
7

2
8
2
.9

3
8

2
7
6
.2

2
2

2
7
7
.3

1
1

2
8
7
.5

1
3

2
6
8
.1

3
3
0
2
.3

4
7

3
0
2
.6

3
1

2
9
9
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
7

1
.0
6

3
8

1
.0
6

2
2

1
.0
6

1
1

1
.0
9

1
3

1
.0
5

3
1
.1
0

4
7

1
.1
1

3
1

1
.1
2

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

3
6

1
0
.8

3
5

1
2
.6

2
1

1
0
.6

1
1

1
3
.4

1
1

1
7
.8

3
7
.3

4
3

1
3
.9

3
1

1
1
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

3
6

2
6
8
.2

3
5

2
7
0
.2

2
1

2
6
9
.1

1
1

2
7
3
.3

1
1

2
6
9
.0

3
2
8
1
.7

4
3

2
8
9
.8

3
1

2
7
5
.4

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

3
5

2
5
7
.2

3
5

2
5
6
.2

2
1

2
5
7
.9

1
1

2
6
7
.4

1
1

2
4
9
.3

3
2
6
9
.5

4
3

2
8
4
.5

3
1

2
7
1
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

3
5

0
.9
4

3
5

0
.9
5

2
1

0
.9
6

1
1

0
.9
8

1
1

0
.9
4

3
0
.9
6

4
3

0
.9
8

3
1

0
.9
9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

お
よ

び
R
0
5
年

は
ど

ち
ら

も
1
.
8
回

(
受

胎
率

換
算

5
5
.
6
%
）

と
変

化
が

無
か

っ
た

（
受

胎
率

換
算

＝
1
0
0
÷

受
胎

に
要

し
た

種
付

け
回

数
）

。
全

体
の

う
ち

、
R
0
4
年

に
比

べ
種

付
回

数
が

増
加

（
悪

化
）

し
た

事
例

は
4
4
、

減
少

（
改

善
）

し
た

事
例

は
4
4
で

あ
っ

た
。

助
言

指
導

内
容

か
ら

、
種

付
回

数
が

増
加

し
た

事
例

の
う

ち
大

き
く

悪
化

し
た

事
例

の
原

因
と

し
て

、
栄

養
管

理
の

問
題

、
高

齢
牛

の
影

響
や

労
働

力
（

観
察

）
不

足
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

て
い

た
。

一
方

、
種

付
回

数
が

減
少

（
改

善
）

し
た

事
例

で
は

、
飼

養
管

理
の

改
善

や
観

察
の

強
化

、
記

録
の

徹
底

な
ど

が
あ

げ
ら

れ
て

い
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
種

付
回

数
は

2
.
3
回

（
受

胎
率

換
算

4
3
.
5
%
）

、
R
0
4
年

は
2
.
1
回

（
受

胎
率

換
算

4
7
.
6
%
）

と
0
.
2
回

減
少

し
た

。
R
0
4
年

の
下

位
2
5
%
3
8
戸

の
う

ち
、

3
戸

は
上

位
2
5
％

、
1
3
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

と
な

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
1
.
3
回

（
受

胎
率

換
算

7
6
.
9
％

）
、

1
.
8
回

（
受

胎
率

換
算

5
5
.
6
％

）
と

改
善

が
み

ら
れ

た
。

残
り

2
2
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
平

均
2
.
4
回

（
受

胎
率

換
算

4
1
.
7
％

）
で

あ
り

、
R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

1
1
戸

は
2
.
4
（

受
胎

率
換

算
4
1
.
7
％

）
と

な
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
.
5
回

（
受

胎
率

換
算

6
6
.
6
％

）
、

R
0
5
年

は
1
.
4
回

（
受

胎
率

換
算

7
1
.
4
％

）
と

ほ
ぼ

同
程

度
で

あ
っ

た
。

受
胎

に
要

し
た

種
付

回
数

が
少

な
い

農
家

で
は

、
平

均
分

娩
間

隔
も

短
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

分
娩

後
の

発
情

回
帰

が
良

好
で

あ
る

可
能

性
も

考
え

ら
れ

た
。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
受
胎
に
要

し
た
種
付
回
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
受
胎
に
要

し
た
種
付
回
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

- 66 -



比
較
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
頭
数

１
．
分
娩
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
0

1
5
.3

3
0

1
5
.6

2
6

1
3
.9

1
5

1
3
.3

4
2
7
.0

3
1

7
9
.3

3
0

8
3
.4

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
0

1
.5

3
0

1
.4

2
6

1
.2

1
5

0
.9

4
3
.0

3
1

1
0
.7

3
0

9
.7

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
0

1
.1

3
0

0
.7

2
6

0
.6

1
5

0
.4

4
1
.8

3
1

1
.6

3
0

3
.6

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
0

2
.2

3
0

2
.3

2
6

2
.4

1
5

2
.9

4
1
.5

3
1

1
0
.4

3
0

8
.8

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
0

1
5
.6

3
0

1
5
.5

2
6

1
3
.2

1
5

1
1
.7

4
3
0
.3

3
1

8
1
.2

3
0

8
7
.9

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
0

1
0
6
.3

3
0

9
8
.7

2
6

9
6
.6

1
5

8
9
.5

4
1
1
1
.9

3
1

1
0
2
.8

3
0

1
0
4
.1

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
0

1
5
.6

3
0

1
5
.6

2
6

1
3
.6

1
5

1
2
.6

4
2
8
.6

3
1

8
0
.3

3
0

8
5
.7

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
5

1
.8

2
5

1
.8

2
2

1
.8

1
1

1
.9

3
1
.9

2
9

1
.7

2
8

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
0

1
0
.9

3
0

1
1
.3

2
6

9
.4

1
5

7
.9

4
2
3
.5

3
1

6
7
.0

3
0

6
9
.6

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
0

1
4
.2

3
0

1
4
.0

2
6

1
4
.1

1
5

1
4
.2

4
1
3
.6

3
1

1
2
.7

3
0

1
2
.9

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
3

6
.6

2
3

6
.5

2
0

6
.6

1
3

6
.5

3
6
.1

3
1

8
.2

2
9

8
.8

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
0

4
.1

3
0

4
.2

2
6

4
.3

1
5

4
.7

4
3
.5

3
1

4
.8

3
0

4
.7

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
6

2
6
.8

2
3

2
4
.9

1
9

2
4
.9

1
0

2
6
.9

4
2
5
.0

3
0

2
4
.1

2
9

2
4
.4

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

1
9

5
.9

1
6

8
.6

1
6

8
.6

6
1
4
.6

2
7

7
.0

2
4

7
.8

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
0

5
.7

3
0

6
.2

2
6

5
.8

1
5

5
.5

4
9
.0

3
1

3
1
.9

3
0

3
0
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
0

2
6
1
.3

3
0

2
6
2
.6

2
6

2
6
0
.6

1
5

2
6
9
.1

4
2
7
5
.2

3
1

2
7
8
.9

3
0

2
7
9
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
0

2
8
5
.3

3
0

2
8
6
.1

2
6

2
8
2
.4

1
5

2
9
0
.6

4
3
1
0
.6

3
1

2
9
6
.4

3
0

2
9
9
.1

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
0

1
.1
0

3
0

1
.1
0

2
6

1
.1
0

1
5

1
.1
0

4
1
.1
4

3
1

1
.0
7

3
0

1
.0
7

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
4

3
.9

2
4

3
.8

2
0

3
.5

1
0

3
.3

4
5
.8

3
1

2
3
.3

3
0

2
5
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
4

2
6
4
.2

2
4

2
7
2
.6

2
0

2
7
2
.3

1
0

2
8
8
.3

4
2
7
4
.4

3
1

2
8
8
.3

3
0

2
8
8
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
4

2
6
6
.1

2
4

2
6
3
.1

2
0

2
6
2
.5

1
0

2
8
3
.7

4
2
6
5
.9

3
1

2
7
0
.7

3
0

2
7
5
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
4

1
.0
1

2
4

0
.9
6

2
0

0
.9
6

1
0

0
.9
9

4
0
.9
7

3
1

0
.9
4

3
0

0
.9
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
　

R
0
4
年

は
3
2
.
9
頭

、
R
0
5
年

は
3
3
.
4
頭

と
0
.
5
頭

増
加

し
た

。
常

時
平

均
飼

養
頭

数
に

対
す

る
分

娩
頭

数
の

割
合

（
分

娩
頭

数
÷

常
時

平
均

飼
養

頭
数

）
は

、
R
0
4
年

は
8
1
.
8
％

（
3
2
.
9
/
4
0
.
2
）

、
R
0
5
年

は
8
0
.
3
％

（
3
3
.
4
/
4
1
.
6
）

と
ほ

と
ん

ど
変

化
は

無
か

っ
た

。
 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
分

娩
頭

数
は

1
0
.
9
頭

、
R
0
5
年

は
1
1
.
3
頭

と
0
.
4
頭

増
加

し
た

。
R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

3
0
戸

の
う

ち
、

4
戸

は
R
0
5
年

に
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
2
3
.
5
頭

と
な

っ
た

。
残

り
2
6
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
9
.
4
頭

に
な

り
、

R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

1
5
戸

は
7
.
9
頭

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

 
　

R
0
4
年

は
6
7
.
0
頭

、
R
0
5
年

は
6
9
.
6
頭

と
2
.
6
頭

増
加

し
た

。
平

均
種

付
回

数
（

R
0
4
年

：
1
.
7
回

 
v
s
 
R
0
5
年

：
1
.
7
回

）
お

よ
び

分
娩

間
隔

（
R
0
4
年

：
1
2
.
7
ヵ

月
 
v
s
 
R
0
5
年

：
1
2
.
9
ヵ

月
）

に
大

き
な

差
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

分
娩

頭
数

増
加

の
要

因
は

飼
養

頭
数

（
R
0
4
年

と
R
0
5
年

の
期

首
飼

養
頭

数
　

R
0
4
年

：
7
9
.
3
頭

 
v
s
 
R
0
5
年

：
8
3
.
4
頭

）
の

影
響

と
考

え
ら

れ
た

。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
間
隔

１
．
分
娩
間
隔
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
1

2
6
.9

3
1

2
7
.3

1
8

2
8
.8

1
0

2
9
.8

1
1

2
7
.4

2
1
4
.0

3
0

4
4
.3

3
0

4
3
.9

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
1

3
.1

3
1

3
.0

1
8

3
.3

1
0

3
.9

1
1

2
.5

2
2
.5

3
0

6
.2

3
0

4
.5

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
1

0
.6

3
1

0
.6

1
8

0
.8

1
0

0
.5

1
1

0
.4

2
0
.0

3
0

1
.9

3
0

0
.8

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
1

3
.3

3
1

3
.7

1
8

3
.8

1
0

4
.7

1
1

3
.9

2
2
.0

3
0

4
.9

3
0

4
.6

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
1

2
7
.3

3
1

2
7
.2

1
8

2
9
.2

1
0

2
9
.5

1
1

2
6
.4

2
1
4
.5

3
0

4
7
.5

3
0

4
4
.6

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
1

1
0
0
.0

3
1

9
7
.1

1
8

9
6
.9

1
0

9
4
.9

1
1

9
5
.8

2
1
0
5
.6

3
0

1
1
1
.4

3
0

1
0
1
.3

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
1

2
7
.1

3
1

2
7
.3

1
8

2
9
.0

1
0

2
9
.7

1
1

2
6
.8

2
1
4
.3

3
0

4
5
.9

3
0

4
4
.2

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
7

2
.0

2
7

1
.8

1
6

2
.0

1
0

2
.0

9
1
.7

2
1
.4

2
6

1
.7

2
7

1
.6

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
1

1
9
.6

3
1

1
9
.5

1
8

2
0
.1

1
0

2
1
.1

1
1

2
0
.2

2
1
1
.0

3
0

4
0
.1

3
0

3
8
.0

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
1

1
5
.3

3
1

1
4
.2

1
8

1
5
.0

1
0

1
5
.1

1
1

1
3
.2

2
1
2
.1

3
0

1
2
.1

3
0

1
2
.3

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
9

7
.1

2
8

7
.4

1
6

6
.9

1
0

7
.3

1
0

8
.4

2
6
.8

2
8

6
.5

2
7

7
.8

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
1

4
.6

3
1

4
.6

1
8

4
.7

1
0

5
.0

1
1

4
.7

2
3
.2

3
0

4
.3

3
0

4
.5

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
7

2
6
.1

2
6

2
6
.2

1
4

2
6
.0

8
2
4
.8

1
0

2
6
.7

2
2
5
.4

2
9

2
4
.3

2
8

2
4
.0

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
2

5
.8

2
1

6
.7

1
3

6
.8

9
6
.1

7
7
.5

1
0
.0

2
5

5
.9

2
2

5
.1

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
1

9
.7

3
1

9
.6

1
8

9
.2

1
0

8
.7

1
1

1
1
.0

2
6
.0

3
0

1
8
.7

3
0

1
7
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
1

2
6
5
.3

3
1

2
6
4
.2

1
8

2
6
2
.9

1
0

2
6
5
.3

1
1

2
6
4
.8

2
2
7
3
.2

3
0

2
7
0
.2

3
0

2
7
7
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
1

2
8
2
.9

3
1

2
7
5
.0

1
8

2
7
6
.0

1
0

2
8
7
.1

1
1

2
6
9
.5

2
2
9
6
.9

3
0

2
9
3
.0

3
0

3
0
4
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
1

1
.0
7

3
1

1
.0
5

1
8

1
.0
6

1
0

1
.0
9

1
1

1
.0
3

2
1
.0
9

3
0

1
.0
9

3
0

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
9

7
.4

2
9

7
.9

1
7

8
.6

9
9
.0

1
1

7
.3

1
2
.0

2
7

1
4
.5

2
8

1
4
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
9

2
7
4
.1

2
9

2
7
4
.8

1
7

2
7
5
.2

9
2
6
4
.2

1
1

2
7
2
.2

1
2
9
8
.0

2
7

2
8
3
.1

2
8

2
8
4
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
9

2
6
1
.2

2
9

2
5
8
.6

1
7

2
6
0
.8

9
2
6
2
.5

1
1

2
5
3
.5

1
2
7
8
.0

2
7

2
7
4
.3

2
8

2
7
6
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
9

0
.9
6

2
9

0
.9
4

1
7

0
.9
5

9
0
.9
9

1
1

0
.9
3

1
0
.9
3

2
7

0
.9
7

2
8

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
1
3
.
4
ヵ

月
、

R
0
5
年

は
1
3
.
3
ヵ

月
で

ほ
と

ん
ど

変
化

は
無

か
っ

た
。

全
体

の
う

ち
、

R
0
4
年

に
比

べ
分

娩
間

隔
が

悪
化

し
た

事
例

は
7
4
、

改
善

し
た

事
例

は
4
5
で

あ
っ

た
。

こ
れ

ら
の

う
ち

、
R
0
5
年

に
分

娩
間

隔
が

大
幅

に
改

善
し

た
（

2
ヵ

月
以

上
減

少
）

し
た

事
例

の
多

く
は

R
0
4
年

に
分

娩
間

隔
が

長
か

っ
た

事
例

が
多

い
も

の
の

、
助

言
指

導
内

容
か

ら
飼

養
管

理
の

改
善

、
観

察
や

記
録

の
強

化
の

効
果

と
考

え
ら

れ
た

。
一

方
、

分
娩

間
隔

が
大

幅
に

悪
化

し
た

（
2
ヵ

月
以

上
増

加
）

し
た

事
例

で
は

、
助

言
指

導
内

容
か

ら
観

察
不

足
と

考
え

ら
れ

た
。

 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
分

娩
間

隔
は

1
5
.
3
ヵ

月
、

R
0
5
年

は
1
4
.
2
ヵ

月
と

1
.
1
ヵ

月
減

少
し

た
。

R
0
4
年

3
1
戸

の
う

ち
、

1
3
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層

に
な

り
改

善
が

み
ら

れ
た

。
こ

の
う

ち
、

中
位

5
0
％

階
層

の
1
1
戸

は
、

分
娩

間
隔

が
1
3
.
2
ヵ

月
と

2
.
1
ヵ

月
減

少
し

、
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
が

2
.
0
回

（
受

胎
率

換
算

5
0
.
0
%
）

か
ら

1
.
7
回

（
受

胎
率

換
算

5
8
.
8
％

）
に

改
善

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

事
例

の
分

娩
間

隔
の

減
少

は
受

胎
性

の
向

上
が

要
因

の
1
つ

と
考

え
ら

れ
た

。
一

方
、

R
0
5
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

事
例

は
、

受
胎

に
要

し
た

平
均

種
付

回
数

が
2
.
0
回

（
受

胎
率

換
算

5
0
.
0
％

）
と

変
わ

ら
な

い
こ

と
か

ら
、

分
娩

間
隔

が
悪

化
し

た
原

因
の

1
つ

と
し

て
分

娩
後

の
発

情
回

帰
の

遅
れ

が
考

え
ら

れ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
1
2
.
1
ヵ

月
、

R
0
5
年

は
1
2
.
3
ヵ

月
と

ほ
と

ん
ど

変
化

が
な

か
っ

た
。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
供
用
年
数

１
．
供
用
年
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

2
7

2
6
.4

2
7

2
8
.5

1
5

3
1
.6

1
1
0
.0

6
2
8
.0

2
2
8
.0

2
7

4
1
.5

2
7

4
8
.4

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

2
7

3
.4

2
7

3
.1

1
5

3
.0

1
1
.0

6
5
.3

2
0
.5

2
7

5
.1

2
7

4
.9

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

2
7

1
.4

2
7

0
.6

1
5

0
.9

1
0
.0

6
0
.7

2
0
.0

2
7

0
.5

2
7

0
.6

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

2
7

2
.6

2
7

3
.0

1
5

3
.5

1
1
.0

6
4
.0

2
2
.0

2
7

4
.4

2
7

5
.4

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

2
7

2
8
.5

2
7

2
9
.3

1
5

3
1
.9

1
1
0
.0

6
3
0
.0

2
2
6
.5

2
7

4
2
.7

2
7

4
8
.3

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

2
7

1
1
1
.4

2
7

1
0
3
.5

1
5

1
0
3
.0

1
1
0
0
.0

6
1
0
3
.7

2
9
4
.4

2
7

1
0
3
.4

2
7

1
0
1
.2

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

2
7

2
7
.5

2
7

2
8
.8

1
5

3
1
.7

1
1
0
.0

6
2
9
.0

2
2
7
.3

2
7

4
2
.1

2
7

4
8
.3

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
2

1
.8

2
2

1
.7

1
0

1
.8

1
1
.6

6
1
.5

2
2
.0

2
7

1
.8

2
7

1
.8

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

2
7

2
3
.2

2
7

2
3
.6

1
5

2
6
.3

1
7
.0

6
2
2
.0

2
2
3
.5

2
7

3
4
.7

2
7

3
8
.7

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

2
7

1
3
.4

2
7

1
3
.2

1
5

1
3
.4

1
1
5
.5

6
1
2
.8

2
1
3
.4

2
7

1
3
.1

2
7

1
3
.1

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
7

3
.0

2
3

5
.3

1
5

3
.5

1
0
.5

6
7
.1

2
1
3
.3

2
7

1
2
.5

2
7

1
2
.8

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

2
7

4
.0

2
7

4
.1

1
5

3
.9

1
4
.7

6
4
.3

2
7
.4

2
7

5
.0

2
7

5
.4

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
6

2
4
.8

2
5

2
5
.8

1
5

2
6
.6

1
2
6
.2

5
2
4
.5

2
2
7
.3

2
4

2
2
.8

2
6

2
3
.6

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

1
8

5
.7

1
7

9
.2

9
1
0
.1

4
9
.9

2
1
2
.9

2
4

4
.3

2
3

6
.1

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

2
7

9
.9

2
7

1
1
.4

1
5

1
2
.1

1
8
.0

6
1
0
.7

2
1
1
.5

2
7

1
7
.6

2
7

1
7
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

2
7

2
6
2
.1

2
7

2
6
3
.1

1
5

2
6
2
.1

1
2
4
8
.9

6
2
7
8
.7

2
2
7
0
.7

2
7

2
7
8
.3

2
7

2
7
6
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

2
7

2
8
3
.6

2
7

2
8
2
.8

1
5

2
7
9
.6

1
2
9
9
.0

6
2
9
6
.7

2
2
9
5
.2

2
7

3
0
5
.5

2
7

3
0
2
.0

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

2
7

1
.0
8

2
7

1
.0
8

1
5

1
.0
7

1
1
.2
1

6
1
.0
6

2
1
.0
9

2
7

1
.1
0

2
7

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
4

7
.1

2
5

8
.5

1
3

9
.5

6
8
.3

2
1
0
.5

2
6

1
2
.1

2
6

1
5
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
4

2
8
1
.3

2
5

2
7
2
.9

1
3

2
7
1
.0

6
2
9
3
.0

2
2
7
7
.7

2
6

2
8
4
.4

2
6

2
8
1
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
4

2
7
2
.5

2
5

2
6
0
.0

1
3

2
5
9
.2

6
2
7
0
.4

2
2
8
2
.4

2
6

2
7
8
.0

2
6

2
7
4
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
4

0
.9
7

2
5

0
.9
6

1
3

0
.9
7

6
0
.9
2

2
1
.0
1

2
6

0
.9
8

2
6

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
7
.
7
年

、
R
0
5
年

は
8
.
0
年

と
0
.
3
年

増
加

し
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
供

用
年

数
は

3
.
0
年

、
R
0
5
年

は
5
.
3
年

と
2
.
3
年

長
く

な
っ

た
。

2
7
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

1
3
.
3
年

と
な

り
、

6
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

7
.
1
年

と
な

っ
た

。
一

方
、

1
5
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
あ

り
3
.
5
年

で
あ

っ
た

。
供

用
年

数
は

廃
用

と
な

っ
た

経
産

牛
の

更
新

年
数

の
平

均
値

で
あ

り
、

長
け

れ
ば

良
い

わ
け

で
は

な
く

繁
殖

成
績

や
遺

伝
的

能
力

を
考

慮
し

て
適

切
に

更
新

す
る

必
要

が
あ

る
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
1
2
.
5
年

、
R
0
5
年

は
1
2
.
8
年

と
0
.
3
年

長
く

な
っ

た
。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
産
次

１
．
産
次
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
0

2
9
.3

3
0

3
1
.2

2
4

3
4
.3

6
2
3
.8

6
1
8
.7

3
0

4
4
.7

3
0

4
6
.0

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
0

3
.9

3
0

3
.5

2
4

3
.8

6
3
.3

6
2
.5

3
0

5
.0

3
0

3
.8

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
0

1
.1

3
0

1
.0

2
4

1
.2

6
1
.3

6
0
.0

3
0

0
.3

3
0

0
.7

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
0

3
.1

3
0

2
.9

2
4

2
.9

6
2
.8

6
2
.8

3
0

5
.2

3
0

5
.7

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
0

3
1
.2

3
0

3
2
.8

2
4

3
6
.4

6
2
5
.7

6
1
8
.3

3
0

4
4
.9

3
0

4
4
.9

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
0

1
1
1
.9

3
0

1
0
6
.4

2
4

1
0
9
.0

6
1
1
0
.8

6
9
6
.0

3
0

1
0
0
.4

3
0

9
6
.9

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
0

3
0
.4

3
0

3
2
.0

2
4

3
5
.4

6
2
4
.8

6
1
8
.6

3
0

4
4
.8

3
0

4
5
.4

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
9

1
.8

2
9

1
.7

2
3

1
.6

6
1
.5

6
1
.8

2
8

1
.9

2
7

1
.9

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
0

2
5
.4

3
0

2
6
.3

2
4

2
9
.1

6
1
9
.2

6
1
5
.3

3
0

3
6
.0

3
0

3
7
.3

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
0

1
3
.0

3
0

1
3
.3

2
4

1
3
.2

6
1
3
.6

6
1
3
.8

3
0

1
3
.7

3
0

1
3
.4

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
6

5
.9

2
2

5
.2

1
6

5
.4

4
6
.2

6
4
.7

2
9

9
.3

2
9

9
.7

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
0

2
.8

3
0

3
.2

2
4

2
.9

6
2
.8

6
4
.4

3
0

6
.3

3
0

6
.2

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
8

2
6
.6

2
8

2
5
.6

2
3

2
5
.3

6
2
5
.0

5
2
7
.1

2
3

2
3
.3

2
7

2
5
.3

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
3

6
.3

2
1

6
.0

1
6

6
.0

4
1
0
.9

5
5
.9

2
5

4
.7

2
3

9
.7

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
0

1
1
.3

3
0

1
2
.6

2
4

1
3
.8

6
9
.8

6
8
.0

3
0

1
8
.6

3
0

1
6
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
0

2
6
8
.6

3
0

2
6
5
.6

2
4

2
6
2
.7

6
2
4
7
.0

6
2
7
7
.3

3
0

2
6
6
.1

3
0

2
6
4
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
0

2
9
0
.9

3
0

2
8
8
.9

2
4

2
8
3
.4

6
2
6
0
.2

6
3
1
1
.0

2
9

2
9
8
.2

3
0

2
8
7
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
0

1
.0
9

3
0

1
.0
9

2
4

1
.0
8

6
1
.0
6

6
1
.1
3

2
9

1
.1
0

3
0

1
.0
9

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
6

9
.1

2
6

1
1
.5

2
3

1
1
.9

6
6
.7

3
8
.3

3
0

1
2
.9

3
0

1
4
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
6

2
8
5
.5

2
6

2
7
4
.9

2
3

2
7
3
.3

6
2
6
0
.6

3
2
8
6
.5

3
0

2
6
9
.7

3
0

2
7
0
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
6

2
7
9
.1

2
6

2
6
5
.4

2
3

2
6
5
.2

6
2
5
6
.5

3
2
6
6
.6

2
9

2
7
2
.9

3
0

2
6
3
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
6

0
.9
8

2
6

0
.9
7

2
3

0
.9
7

6
0
.9
9

3
0
.9
4

2
9

0
.9
9

3
0

0
.9
8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

お
よ

び
R
0
5
年

は
ど

ち
ら

も
4
.
6
産

と
変

化
が

無
か

っ
た

。
 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
産

次
は

2
.
8
産

、
R
0
5
年

は
3
.
2
産

と
0
.
4
産

増
加

し
た

。
3
0
戸

の
う

ち
、

6
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

と
な

り
4
.
4
産

と
多

く
な

っ
た

。
残

り
2
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

2
.
9
産

と
な

っ
た

。
産

次
が

減
少

す
る

要
因

は
増

頭
に

よ
る

育
成

牛
繰

入
の

影
響

や
高

齢
牛

の
淘

汰
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
が

6
.
3
産

、
R
0
5
年

が
6
.
2
産

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

無
か

っ
た

。
た

だ
し

、
上

位
2
5
％

階
層

は
R
0
4
年

、
R
0
5
年

共
に

供
用

年
数

が
長

い
傾

向
が

あ
り

（
R
0
4
年

：
9
.
3
年

、
R
0
5
年

：
9
.
7
年

）
、

受
胎

に
要

し
た

種
付

回
数

も
多

い
傾

向
が

あ
る

こ
と

か
ら

（
R
0
4
年

：
1
.
9
回

、
R
0
5
年

：
1
.
9
回

）
、

繁
殖

成
績

や
遺

伝
的

能
力

を
考

慮
し

適
切

に
更

新
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
初
産
月
齢
デ
ー
タ

１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

2
7

2
8
.3

2
7

2
9
.7

1
4

2
9
.4

3
4
3
.3

9
3
1
.3

2
3
8
.0

2
7

4
0
.6

2
8

3
2
.8

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

2
7

3
.6

2
7

2
.8

1
4

2
.8

3
7
.3

9
2
.8

2
5
.5

2
7

5
.0

2
8

3
.1

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

2
7

1
.1

2
7

0
.9

1
4

1
.4

3
3
.3

9
0
.4

2
0
.0

2
7

1
.5

2
8

0
.9

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

2
7

3
.3

2
7

4
.5

1
4

5
.1

3
1
0
.3

9
3
.6

2
4
.0

2
7

4
.3

2
8

3
.5

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

2
7

2
9
.7

2
7

2
8
.9

1
4

2
8
.6

3
4
3
.7

9
3
1
.0

2
3
9
.5

2
7

4
2
.8

2
8

3
3
.3

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

2
7

1
0
5
.5

2
7

9
6
.3

1
4

9
5
.2

3
9
6
.8

9
1
0
0
.8

2
1
0
3
.9

2
7

1
0
9
.2

2
8

1
0
0
.1

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

2
7

2
9
.0

2
7

2
9
.3

1
4

2
9
.1

3
4
3
.5

9
3
1
.0

2
3
8
.8

2
7

4
1
.8

2
8

3
3
.1

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
2

2
.1

2
2

1
.9

9
2
.0

3
2
.1

9
1
.8

2
1
.8

2
6

1
.7

2
7

1
.8

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

2
7

2
3
.3

2
7

2
2
.9

1
4

2
2
.5

3
3
6
.7

9
2
3
.2

2
3
3
.0

2
7

3
4
.6

2
8

2
6
.7

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

2
7

1
4
.4

2
7

1
3
.8

1
4

1
3
.9

3
1
4
.4

9
1
3
.7

2
1
3
.0

2
7

1
3
.0

2
8

1
3
.4

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
3

6
.7

2
4

6
.7

1
2

6
.5

3
5
.5

8
6
.9

2
6
.1

2
6

7
.4

2
6

8
.6

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

2
7

4
.1

2
7

4
.1

1
4

4
.4

3
4
.2

9
3
.9

2
3
.4

2
7

4
.5

2
8

4
.8

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
7

2
9
.7

2
5

2
6
.8

1
4

2
8
.7

3
2
9
.4

9
2
4
.9

2
2
2
.2

2
7

2
1
.9

2
8

2
1
.0

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

1
7

7
.5

1
8

1
0
.7

8
7
.0

3
8
.2

8
1
4
.0

1
1
6
.3

2
4

6
.1

2
2

6
.1

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

2
7

1
0
.9

2
7

1
0
.9

1
4

1
0
.9

3
1
1
.7

9
1
0
.9

2
1
4
.5

2
7

1
5
.9

2
8

1
3
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

2
7

2
5
0
.9

2
7

2
5
2
.0

1
4

2
5
1
.2

3
2
2
7
.2

9
2
5
7
.8

2
2
8
0
.4

2
7

2
7
9
.2

2
8

2
7
5
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

2
6

2
6
6
.2

2
7

2
5
8
.0

1
4

2
5
3
.7

3
2
2
7
.1

9
2
5
6
.9

2
3
2
4
.3

2
7

3
0
5
.9

2
8

3
0
4
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

2
6

1
.0
5

2
7

1
.0
4

1
4

1
.0
3

3
1
.0
2

9
1
.0
0

2
1
.1
6

2
7

1
.1
0

2
8

1
.1
1

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
5

8
.8

2
7

8
.9

1
4

8
.3

3
1
0
.7

9
8
.8

2
1
6
.5

2
7

1
2
.7

2
7

1
1
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
5

2
6
5
.3

2
7

2
6
6
.0

1
4

2
5
8
.3

3
2
2
7
.9

9
2
6
7
.2

2
3
0
0
.6

2
7

2
8
8
.7

2
7

2
8
2
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
4

2
5
4
.3

2
7

2
5
0
.2

1
4

2
3
8
.0

3
2
0
4
.4

9
2
5
3
.7

2
3
0
3
.2

2
7

2
8
2
.4

2
7

2
7
3
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
4

0
.9
4

2
7

0
.9
5

1
4

0
.9
3

3
0
.8
9

9
0
.9
6

2
1
.0
1

2
7

0
.9
8

2
7

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
5
.
0
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

は
2
4
.
6
ヵ

月
齢

と
0
.
4
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

の
初

産
月

齢
は

2
9
.
7
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

は
2
6
.
8
ヵ

月
齢

と
2
.
9
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
2
7
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

で
2
2
.
2
ヵ

月
齢

、
9
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

で
2
4
.
9
ヵ

月
齢

と
な

っ
た

。
1
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

平
均

2
8
.
7
ヵ

月
齢

に
な

り
、

R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

3
戸

は
2
9
.
4
ヵ

月
齢

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
1
.
9
ヵ

月
齢

、
R
0
5
年

は
2
1
.
0
ヵ

月
齢

と
0
.
9
ヵ

月
早

期
化

し
た

。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率

１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

2
4

5
2
.3

2
4

5
4
.4

1
1

6
8
.9

9
5
4
.7

9
5
0
.4

1
2
1
.0

2
4

2
5
.4

2
3

3
2
.3

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

2
4

8
.0

2
4

8
.3

1
1

1
2
.7

9
6
.8

9
5
.0

1
5
.0

2
4

3
.6

2
3

3
.5

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

2
4

2
.0

2
4

2
.4

1
1

4
.4

9
2
.8

9
1
.0

1
0
.0

2
4

1
.1

2
3

0
.3

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

2
4

7
.9

2
4

6
.7

1
1

8
.8

9
8
.1

9
6
.1

1
4
.0

2
4

2
.5

2
3

3
.1

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

2
4

5
4
.4

2
4

5
8
.4

1
1

7
7
.2

9
5
6
.1

9
5
0
.3

1
2
2
.0

2
4

2
7
.6

2
3

3
3
.0

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

2
4

1
0
3
.8

2
4

1
0
1
.5

1
1

1
0
3
.0

9
1
0
0
.5

9
9
7
.9

1
1
0
4
.8

2
4

1
0
9
.9

2
3

1
0
2
.0

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

2
4

5
3
.4

2
4

5
6
.4

1
1

7
3
.0

9
5
5
.4

9
5
0
.4

1
2
1
.5

2
4

2
6
.5

2
3

3
2
.6

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
4

1
.9

2
4

1
.9

1
1

2
.0

9
2
.0

9
1
.8

1
1
.4

2
3

1
.8

2
3

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

2
4

4
1
.9

2
4

4
5
.0

1
1

5
6
.9

9
4
4
.9

9
4
1
.8

1
1
9
.0

2
4

2
2
.0

2
3

2
6
.6

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

2
4

1
3
.5

2
4

1
3
.4

1
1

1
3
.2

9
1
3
.2

9
1
3
.4

1
1
3
.2

2
4

1
3
.3

2
3

1
3
.3

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
1

7
.3

2
2

8
.1

1
1

7
.7

9
7
.8

9
8
.3

1
7
.6

2
2

6
.9

1
9

8
.9

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

2
4

4
.5

2
4

4
.5

1
1

4
.5

9
4
.8

9
4
.4

1
4
.0

2
4

4
.4

2
3

4
.5

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
3

2
4
.9

2
1

2
6
.2

9
2
4
.3

7
2
4
.4

8
2
7
.9

1
3
3
.5

2
2

2
4
.3

2
0

2
4
.1

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
4

1
3
.5

2
1

1
3
.7

1
1

2
0
.4

9
2
2
.2

9
7
.1

1
0
.0

2
4

0
.0

2
3

0
.0

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

2
4

1
9
.5

2
4

1
8
.8

1
1

2
3
.8

9
1
7
.9

9
1
7
.3

1
9
.0

2
4

1
0
.1

2
3

1
2
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

2
4

2
7
9
.4

2
4

2
7
9
.6

1
1

2
7
8
.3

9
2
7
9
.1

9
2
8
1
.7

1
2
6
0
.8

2
4

2
5
2
.0

2
3

2
5
9
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

2
4

2
9
2
.2

2
4

2
9
6
.3

1
1

2
9
5
.5

9
2
9
8
.6

9
2
9
0
.1

1
3
0
1
.1

2
3

2
8
6
.7

2
3

2
8
9
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

2
4

1
.0
5

2
4

1
.0
6

1
1

1
.0
6

9
1
.0
7

9
1
.0
3

1
1
.1
6

2
3

1
.1
1

2
3

1
.1
2

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
3

1
5
.1

2
4

1
5
.4

1
1

1
8
.5

9
1
5
.0

9
1
5
.4

1
7
.0

2
1

7
.5

2
1

1
1
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
3

2
9
0
.9

2
4

2
9
0
.0

1
1

2
9
4
.3

9
2
9
4
.6

9
2
9
1
.6

1
2
5
7
.4

2
1

2
6
6
.1

2
1

2
6
2
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
3

2
7
2
.2

2
4

2
7
7
.3

1
1

2
8
2
.9

9
2
8
5
.6

9
2
7
1
.5

1
2
6
7
.9

2
0

2
6
6
.5

2
1

2
5
7
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
3

0
.9
4

2
4

0
.9
6

1
1

0
.9
6

9
0
.9
7

9
0
.9
3

1
1
.0
4

2
0

0
.9
7

2
1

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
5
.
9
％

、
R
0
5
年

は
7
.
6
％

と
1
.
7
％

上
昇

（
悪

化
）

し
た

。
R
0
4
年

お
よ

び
R
0
5
年

の
デ

ー
タ

を
保

有
し

て
い

る
農

場
に

お
い

て
、

R
0
4
年

よ
り

低
下

（
改

善
）

し
た

事
例

は
3
1
、

上
昇

（
悪

化
）

し
た

事
例

は
4
2
で

あ
っ

た
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
1
3
.
5
％

、
R
0
5
年

は
1
3
.
7
％

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

無
か

っ
た

。
R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

2
4
戸

の
う

ち
、

1
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

で
0
％

と
な

り
、

9
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

で
7
.
1
％

と
な

っ
た

。
上

位
2
5
％

お
よ

び
中

位
5
0
％

階
層

と
な

っ
た

農
家

は
、

R
0
5
年

も
成

績
が

下
位

2
5
％

階
層

の
農

家
と

比
較

し
て

常
時

平
均

飼
養

頭
数

が
少

な
い

傾
向

が
あ

る
こ

と
か

ら
（

上
位

2
5
％

：
2
1
.
5
頭

、
中

位
5
0
％

：
5
0
.
4
頭

 
v
s
 
下

位
2
5
％

：
7
3
.
0
頭

）
、

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

高
い

原
因

の
1
つ

と
し

て
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

が
多

い
こ

と
に

よ
る

分
娩

観
察

不
足

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

お
よ

び
R
0
5
年

は
0
.
0
％

と
変

化
が

な
か

っ
た

。

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
4
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

- 72 -



比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
頭
数

１
．
去
勢
出
荷
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
1

1
6
.1

3
1

1
6
.8

2
4

1
4
.1

6
1
2
.7

7
2
6
.3

3
4

7
5
.9

3
1

7
9
.5

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
1

1
.8

3
1

1
.6

2
4

1
.3

6
1
.3

7
2
.6

3
4

1
1
.0

3
1

8
.5

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
1

1
.0

3
1

0
.6

2
4

0
.4

6
0
.2

7
1
.1

3
4

1
.4

3
1

3
.3

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
1

2
.0

3
1

2
.0

2
4

2
.2

6
2
.2

7
1
.4

3
4

9
.9

3
1

8
.1

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
1

1
6
.8

3
1

1
7
.0

2
4

1
3
.6

6
1
2
.0

7
2
8
.6

3
4

7
8
.5

3
1

8
3
.2

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
1

1
0
7
.3

3
1

9
9
.2

2
4

9
6
.3

6
9
1
.9

7
1
0
9
.1

3
4

1
0
4
.2

3
1

1
0
2
.8

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
1

1
6
.5

3
1

1
7
.0

2
4

1
3
.9

6
1
2
.5

7
2
7
.5

3
4

7
7
.3

3
1

8
1
.3

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
7

1
.9

2
7

1
.8

2
1

1
.9

5
2
.1

6
1
.8

3
1

1
.7

2
9

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
1

1
2
.6

3
1

1
2
.9

2
4

9
.9

6
8
.7

7
2
3
.4

3
4

6
3
.8

3
1

6
5
.9

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
1

1
4
.1

3
1

1
3
.6

2
4

1
3
.8

6
1
4
.1

7
1
3
.1

3
4

1
2
.7

3
1

1
2
.9

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
3

6
.3

2
3

6
.8

1
8

7
.5

5
1
0
.6

5
4
.0

3
4

8
.3

3
0

8
.7

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
1

4
.0

3
1

4
.0

2
4

4
.3

6
4
.7

7
3
.0

3
4

4
.9

3
1

4
.8

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
8

2
5
.5

2
6

2
5
.8

1
9

2
6
.1

3
2
8
.4

7
2
5
.0

3
3

2
4
.0

3
0

2
4
.3

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
1

5
.7

1
8

8
.8

1
4

1
0
.7

4
6
.2

4
2
.0

2
9

6
.9

2
4

7
.8

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
1

4
.8

3
1

6
.9

2
4

5
.6

6
3
.5

7
1
1
.1

3
4

3
1
.0

3
1

3
0
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
1

2
6
2
.2

3
1

2
6
1
.1

2
4

2
5
7
.0

6
2
2
1
.9

7
2
7
5
.1

3
4

2
7
6
.4

3
1

2
8
0
.7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
1

2
8
3
.5

3
1

2
7
8
.9

2
4

2
7
2
.3

6
2
5
2
.0

7
3
0
1
.6

3
4

2
9
5
.5

3
1

2
9
8
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
1

1
.0
9

3
1

1
.0
8

2
4

1
.0
7

6
1
.1
5

7
1
.1
0

3
4

1
.0
7

3
1

1
.0
7

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
6

4
.6

2
7

4
.3

2
0

3
.8

6
4
.0

7
5
.6

3
4

2
2
.7

3
1

2
4
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
6

2
7
0
.5

2
7

2
7
4
.6

2
0

2
7
2
.5

6
2
5
7
.4

7
2
8
0
.3

3
4

2
8
7
.4

3
1

2
8
9
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
6

2
6
5
.7

2
7

2
6
2
.7

2
0

2
6
0
.8

6
2
5
3
.9

7
2
6
7
.9

3
4

2
7
0
.9

3
1

2
7
4
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
6

0
.9
8

2
7

0
.9
5

2
0

0
.9
5

6
0
.9
8

7
0
.9
6

3
4

0
.9
4

3
1

0
.9
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷

頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
1
5
.
8
頭

、
R
0
5
年

は
1
5
.
6
頭

と
0
.
2
頭

減
少

し
た

。

b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
4
.
8
頭

、
R
0
5
年

は
6
.
9
頭

と
2
.
1
頭

増
加

し
た

。
R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

3
1
戸

の
う

ち
、

7
戸

は
中

位
5
0
%
階

層
と

な
り

1
1
.
1
頭

と
な

っ
た

。
残

り
2
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

平
均

5
.
6
頭

に
な

り
、

R
0
5
年

に
出

荷
頭

数
が

減
少

し
た

6
戸

は
3
.
5
頭

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
3
1
.
0
頭

、
R
0
5
年

は
3
0
.
5
頭

と
0
.
5
頭

減
少

し
た

。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
日
齢

１
．
去
勢
出
荷
日
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
0

3
7
.8

3
0

3
9
.3

1
4

4
4
.4

6
4
0
.5

1
5

3
5
.3

1
2
9
.0

3
1

3
3
.5

3
0

2
8
.5

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
0

3
.6

3
0

3
.4

1
4

3
.6

6
4
.7

1
5

3
.1

1
5
.0

3
1

4
.0

3
0

3
.8

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
0

1
.6

3
0

2
.7

1
4

4
.1

6
1
.8

1
5

1
.1

1
8
.0

3
1

0
.5

3
0

0
.7

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
0

3
.7

3
0

3
.5

1
4

4
.9

6
6
.5

1
5

2
.4

1
2
.0

3
1

3
.7

3
0

3
.1

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
0

3
9
.3

3
0

4
1
.9

1
4

4
7
.2

6
4
0
.5

1
5

3
7
.1

1
4
0
.0

3
1

3
4
.3

3
0

2
9
.8

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
0

1
0
7
.5

3
0

1
0
4
.7

1
4

1
0
3
.5

6
1
0
0
.9

1
5

1
0
3
.6

1
1
3
7
.9

3
1

1
0
4
.6

3
0

1
0
4
.6

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
0

3
8
.6

3
0

4
0
.6

1
4

4
5
.9

6
4
0
.5

1
5

3
6
.1

1
3
4
.5

3
1

3
4
.0

3
0

2
9
.1

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
7

1
.6

2
7

1
.6

1
3

1
.5

6
1
.5

1
3

1
.7

1
1
.7

2
7

1
.9

2
9

1
.9

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
0

3
2
.4

3
0

3
2
.5

1
4

3
5
.1

6
3
4
.2

1
5

3
0
.3

1
2
9
.0

3
1

2
8
.4

3
0

2
3
.9

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
0

1
3
.0

3
0

1
3
.1

1
4

1
2
.9

6
1
2
.8

1
5

1
3
.2

1
1
3
.9

3
1

1
3
.6

3
0

1
3
.6

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
9

7
.1

2
7

8
.0

1
3

8
.5

5
9
.3

1
3

7
.6

1
6
.6

2
8

6
.6

2
6

8
.1

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
0

4
.0

3
0

4
.3

1
4

4
.6

6
4
.4

1
5

4
.1

1
3
.0

3
1

4
.9

3
0

4
.9

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
9

2
3
.5

2
6

2
3
.8

1
3

2
3
.9

6
2
3
.7

1
2

2
3
.5

1
2
5
.6

2
7

2
7
.3

2
6

2
4
.1

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
4

6
.5

2
1

8
.0

9
7
.7

4
1
4
.1

1
1

7
.5

1
1
6
.1

2
1

3
.8

2
3

8
.2

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
0

1
5
.2

3
0

1
5
.1

1
4

1
7
.1

6
1
6
.7

1
5

1
3
.7

1
9
.0

3
1

1
3
.9

3
0

1
1
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
0

2
9
1
.6

3
0

2
8
4
.8

1
4

2
9
1
.9

6
2
9
3
.2

1
5

2
7
9
.6

1
2
6
3
.0

3
1

2
3
3
.3

3
0

2
3
0
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
0

3
1
5
.4

3
0

3
1
2
.9

1
4

3
2
6
.8

6
3
3
3
.1

1
5

3
0
3
.0

1
2
6
6
.0

3
0

2
6
2
.8

3
0

2
5
8
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
0

1
.0
8

3
0

1
.1
0

1
4

1
.1
2

6
1
.1
4

1
5

1
.0
9

1
1
.0
1

3
0

1
.1
1

3
0

1
.1
3

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
8

1
1
.9

2
8

1
3
.7

1
3

1
4
.5

6
1
2
.3

1
4

1
3
.1

1
1
1
.0

2
9

1
1
.1

2
9

9
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
8

2
9
4
.3

2
8

2
9
0
.1

1
3

2
9
3
.1

6
2
9
4
.6

1
4

2
8
8
.4

1
2
7
5
.0

2
9

2
5
2
.6

2
9

2
4
5
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
8

2
8
9
.7

2
8

2
8
6
.4

1
3

2
9
1
.3

6
2
8
7
.9

1
4

2
8
3
.6

1
2
6
3
.0

2
8

2
5
3
.0

2
9

2
4
1
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
8

0
.9
9

2
8

0
.9
9

1
3

0
.9
9

6
0
.9
8

1
4

0
.9
8

1
0
.9
6

2
8

0
.9
8

2
9

0
.9
9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷
日
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
6
9
.
1
日

齢
、

R
0
5
年

は
2
6
9
.
4
日

齢
と

ほ
と

ん
ど

変
化

が
な

か
っ

た
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
2
9
1
.
6
日

、
R
0
5
年

は
2
8
4
.
8
日

と
6
.
8
日

早
期

化
し

た
。

3
0
戸

の
う

ち
、

1
戸

は
上

位
2
5
%
階

層
、

2
6
3
.
0
日

齢
と

な
り

、
1
5
戸

は
中

位
5
0
%
階

層
、

2
7
9
.
6
日

齢
と

な
っ

た
。

残
り

1
4
戸

は
R
0
5
年

も
下

位
2
5
%

階
層

、
2
9
1
.
9
日

齢
に

な
り

、
R
0
5
年

に
出

荷
日

齢
が

晩
期

化
し

た
6
戸

は
2
9
3
.
2
日

齢
で

あ
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
3
3
.
3
日

齢
、

R
0
5
年

は
2
3
0
.
5
日

齢
と

2
.
8
日

早
期

化
し

た
。

上
位

2
5
％

階
層

の
出

荷
日

齢
体

重
は

R
0
4
年

が
1
.
1
1
k
g
/
日

、
R
0
5
年

が
1
.
1
3
k
g
/
日

と
全

体
平

均
（

R
0
4
年

:
1
.
0
9
k
g
/
日

、
R
0
5
年

：
1
.
0
8
k
g
/

日
）

に
比

べ
て

や
や

増
体

が
良

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

- 74 -



比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
体
重

１
．
去
勢
出
荷
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
2

4
3
.8

3
2

4
5
.5

2
2

4
4
.5

1
2

5
3
.0

9
5
2
.4

1
6
.0

3
0

2
9
.5

3
0

2
9
.5

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
2

6
.3

3
2

6
.5

2
2

8
.2

1
2

1
1
.5

9
3
.0

1
0
.0

3
0

3
.6

3
0

3
.3

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
2

1
.0

3
2

1
.6

2
2

1
.7

1
2

2
.3

9
1
.3

1
1
.0

3
0

0
.7

3
0

0
.5

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
2

5
.7

3
2

5
.8

2
2

5
.8

1
2

7
.0

9
6
.4

1
2
.0

3
0

3
.7

3
0

3
.4

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
2

4
5
.5

3
2

4
7
.7

2
2

4
8
.6

1
2

5
9
.8

9
5
0
.3

1
5
.0

3
0

3
0
.2

3
0

3
0
.0

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
2

1
0
5
.0

3
2

9
9
.6

2
2

1
0
0
.8

1
2

1
0
1
.3

9
9
8
.4

1
8
3
.3

3
0

1
0
2
.8

3
0

1
0
0
.9

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
2

4
4
.8

3
2

4
6
.6

2
2

4
6
.5

1
2

5
6
.3

9
5
1
.3

1
5
.5

3
0

2
9
.9

3
0

2
9
.8

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
9

1
.9

2
9

1
.9

2
0

1
.9

1
0

1
.6

8
1
.7

1
1
.6

3
0

1
.6

3
0

1
.6

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
2

3
5
.7

3
2

3
6
.1

2
2

3
5
.9

1
2

4
4
.3

9
4
0
.3

1
3
.0

3
0

2
4
.3

3
0

2
3
.9

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
2

1
4
.0

3
2

1
3
.8

2
2

1
3
.7

1
2

1
3
.6

9
1
3
.8

1
1
3
.6

3
0

1
3
.1

3
0

1
3
.1

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
8

7
.7

3
0

8
.0

2
0

8
.0

1
0

8
.4

9
8
.0

1
9
.0

2
8

7
.7

2
5

8
.1

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
2

4
.7

3
2

4
.5

2
2

4
.2

1
2

4
.2

9
4
.8

1
7
.3

3
0

4
.3

3
0

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
9

2
5
.5

2
9

2
5
.5

2
0

2
5
.1

1
1

2
5
.2

9
2
6
.6

2
7

2
3
.5

2
4

2
3
.6

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
5

6
.5

2
6

8
.6

1
8

8
.7

9
6
.4

7
6
.0

1
2
5
.0

2
3

5
.0

2
3

8
.2

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
2

1
6
.6

3
2

1
6
.1

2
2

1
6
.0

1
2

1
9
.9

9
1
7
.8

1
3
.0

3
0

1
2
.3

3
0

1
1
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
2

2
4
6
.9

3
2

2
4
8
.9

2
2

2
3
9
.8

1
2

2
4
0
.8

9
2
7
1
.2

1
2
5
0
.3

3
0

2
8
4
.2

3
0

2
8
3
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
2

2
4
7
.9

3
2

2
5
3
.8

2
2

2
3
5
.1

1
2

2
3
3
.0

9
2
9
2
.2

1
3
2
0
.7

3
0

3
3
0
.1

3
0

3
3
0
.0

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
2

1
.0
2

3
2

1
.0
3

2
2

1
.0
0

1
2

0
.9
9

9
1
.0
8

1
1
.2
8

3
0

1
.1
6

3
0

1
.1
6

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
9

1
4
.7

3
1

1
4
.5

2
2

1
3
.8

1
2

1
6
.1

8
1
8
.1

1
2
.0

2
7

9
.3

2
7

1
0
.0

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
9

2
6
5
.6

3
1

2
6
6
.0

2
2

2
5
9
.3

1
2

2
5
6
.5

8
2
8
2
.0

1
2
8
4
.5

2
7

2
9
0
.3

2
7

2
8
8
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
9

2
4
3
.5

3
1

2
4
4
.0

2
2

2
3
1
.8

1
2

2
3
1
.3

8
2
6
9
.9

1
3
0
5
.0

2
7

2
9
8
.0

2
7

2
9
7
.1

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
9

0
.9
2

3
1

0
.9
2

2
2

0
.9
0

1
2

0
.9
0

8
0
.9
6

1
1
.0
7

2
7

1
.0
3

2
7

1
.0
3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
9
3
.
1
k
g
、

R
0
5
年

は
2
9
0
.
8
k
g
と

2
.
3
k
g
減

少
し

た
。

b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
2
4
7
.
9
k
g
、

R
0
5
年

は
2
5
3
.
8
k
g
と

5
.
9
k
g
増

加
し

た
。

3
2
戸

の
う

ち
、

9
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

と
な

り
2
9
2
.
2
k
g
と

な
っ

た
。

残
り

2
2
戸

は
R
0
5
年

も
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
あ

り
（

平
均

2
3
5
.
1
k
g
）

、
R
0
5
年

に
出

荷
体

重
が

減
少

し
た

1
2
戸

は
2
3
3
.
0
k
g
で

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

R
0
5
年

も
下

位
2
5
%
階

層
の

2
2
戸

は
出

荷
日

齢
が

2
3
9
.
8
日

と
や

や
早

い
こ

と
か

ら
、

出
荷

体
重

が
低

い
原

因
の

一
つ

に
出

荷
日

齢
の

影
響

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
3
3
0
.
1
k
g
、

R
0
5
年

は
3
3
0
.
0
k
g
と

ほ
と

ん
ど

変
化

が
無

か
っ

た
。

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
％

の
階

層
は

出
荷

日
齢

も
長

い
が

（
R
0
4
年

：
2
8
4
.
2
日

齢
、

R
0
5
年

：
2
8
3
.
9
日

齢
 
v
s
 
全

体
R
0
4
年

：
2
6
9
.
1
日

齢
、

R
0
5
年

：
2
6
9
.
4
日

齢
）

、
出

荷
日

齢
体

重
も

重
い

傾
向

が
あ

り
、

発
育

も
良

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

（
R
0
4
年

：
1
.
1
6
k
g
/
日

、
R
0
5
年

：
1
.
1
6
k
g
/
日

 
v
s
 
全

体
R
0
4
年

：
1
.
0
9
k
g
/
日

、
R
0
5
年

：
1
.
0
8
k
g
/
日

）
。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

- 75 -



比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
日
齢
体
重

１
．
去
勢
出
荷
日
齢
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
0

4
5
.5

3
0

4
8
.7

1
8

5
4
.9

8
5
4
.4

1
0

4
1
.3

2
3
0
.5

3
1

2
7
.0

3
0

2
9
.3

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
0

6
.7

3
0

6
.9

1
8

8
.9

8
7
.3

1
0

3
.9

2
4
.0

3
1

2
.8

3
0

3
.2

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
0

2
.6

3
0

2
.7

1
8

2
.9

8
1
.8

1
0

2
.8

2
0
.0

3
1

0
.7

3
0

0
.4

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
0

6
.1

3
0

6
.1

1
8

6
.1

8
7
.0

1
0

7
.0

2
2
.0

3
1

2
.8

3
0

3
.5

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
0

4
8
.7

3
0

5
2
.2

1
8

6
0
.6

8
5
6
.4

1
0

4
1
.0

2
3
2
.5

3
1

2
7
.8

3
0

2
9
.4

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
0

1
1
1
.0

3
0

1
0
2
.5

1
8

1
0
3
.8

8
1
0
0
.4

1
0

9
9
.9

2
1
0
3
.9

3
1

1
0
3
.1

3
0

9
9
.9

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
0

4
7
.2

3
0

5
0
.4

1
8

5
7
.8

8
5
5
.4

1
0

4
1
.1

2
3
0
.6

3
1

2
7
.6

3
0

2
9
.4

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
7

2
.0

2
7

1
.9

1
7

2
.0

7
2
.0

8
1
.8

2
1
.6

2
8

1
.7

2
9

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
0

3
7
.5

3
0

3
8
.9

1
8

4
3
.8

8
4
2
.1

1
0

3
3
.0

2
2
4
.5

3
1

2
2
.6

3
0

2
4
.1

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
0

1
3
.8

3
0

1
3
.8

1
8

1
3
.8

8
1
3
.7

1
0

1
3
.4

2
1
4
.8

3
1

1
3
.3

3
0

1
3
.3

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
8

7
.5

2
8

7
.1

1
7

7
.4

8
6
.8

9
7
.7

2
1
.9

2
7

6
.4

2
7

7
.8

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
0

4
.4

3
0

4
.2

1
8

4
.1

8
4
.2

1
0

4
.5

2
3
.7

3
1

4
.5

3
0

4
.8

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
9

2
5
.1

2
7

2
5
.5

1
7

2
5
.1

8
2
6
.0

8
2
5
.9

2
2
7
.8

2
7

2
6
.4

2
5

2
2
.7

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
5

8
.2

2
5

1
1
.1

1
6

1
1
.7

7
8
.2

8
1
1
.2

1
0
.0

2
0

4
.0

2
2

6
.7

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
0

1
6
.6

3
0

1
6
.3

1
8

1
8
.6

8
1
8
.3

1
0

1
3
.2

2
1
1
.5

3
1

1
1
.9

3
0

1
2
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
0

2
7
7
.8

3
0

2
7
6
.5

1
8

2
7
4
.8

8
2
7
5
.3

1
0

2
8
2
.1

2
2
6
4
.9

3
1

2
6
3
.5

3
0

2
6
0
.7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
0

2
6
9
.4

3
0

2
7
5
.7

1
8

2
5
9
.7

8
2
5
1
.1

1
0

2
9
7
.0

2
3
1
2
.5

3
1

3
1
2
.3

3
0

3
0
9
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
0

0
.9
7

3
0

1
.0
0

1
8

0
.9
5

8
0
.9
2

1
0

1
.0
5

2
1
.1
8

3
1

1
.1
9

3
0

1
.1
9

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
9

1
3
.3

2
8

1
5
.4

1
8

1
7
.3

8
1
9
.1

9
1
1
.4

1
1
7
.0

2
8

9
.3

2
8

1
0
.2

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
9

2
8
4
.4

2
8

2
8
4
.7

1
8

2
8
4
.2

8
2
8
2
.4

9
2
8
6
.2

1
2
8
1
.0

2
8

2
7
2
.9

2
8

2
7
2
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
9

2
5
3
.5

2
8

2
5
8
.4

1
8

2
5
1
.9

8
2
4
4
.9

9
2
6
7
.0

1
2
9
7
.0

2
8

2
8
2
.2

2
8

2
8
2
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
9

0
.8
9

2
8

0
.9
1

1
8

0
.8
9

8
0
.8
8

9
0
.9
3

1
1
.0
6

2
8

1
.0
4

2
8

1
.0
4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷
日
齢
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
　

R
0
4
年

は
1
.
0
9
k
g
/
日

齢
、

R
0
5
年

は
1
.
0
8
k
g
/
日

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

な
か

っ
た

。
 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
0
.
9
7
k
g
/
日

、
R
0
5
年

は
1
.
0
0
k
g
/
日

と
0
.
0
3
k
g
/
日

増
加

し
た

。
3
0
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
1
.
1
8
k
g
/
日

、
1
0
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
1
.
0
5
k
g
/
日

と
な

っ
た

。
残

り
1
8
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

0
.
9
5
k
g
/
日

で
あ

り
、

R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

8
戸

は
0
.
9
2
k
g
/
日

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

お
よ

び
R
0
5
年

は
ど

ち
ら

も
1
.
1
9
k
g
/
日

と
変

化
が

無
か

っ
た

。
上

位
2
5
％

階
層

の
出

荷
日

齢
は

全
体

平
均

に
比

べ
て

や
や

早
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
（

上
位

2
5
%
階

層
　

R
0
4
年

：
2
6
3
.
5
日

、
R
0
5
年

：
2
6
0
.
7

日
 
v
s
 
全

体
平

均
　

R
0
4
年

：
2
6
9
.
1
日

、
R
0
5
年

：
2
6
9
.
4
日

）
、

出
荷

体
重

が
重

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

（
上

位
2
5
%
階

層
　

R
0
4
年

：
3
1
2
.
3
k
g
、

R
0
5
年

：
3
0
9
.
9
k
g
 
v
s
 
全

体
平

均
　

R
0
4
年

：
2
9
3
.
1
k
g
、

R
0
5
年

：
2
9
0
.
8
k
g
）

。外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
頭
数

１
．
雌
出
荷
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
0

1
8
.6

3
0

2
0
.2

1
4

1
6
.7

3
1
3
.3

1
2

2
7
.3

2
8

8
0
.0

2
9

8
2
.5

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
0

2
.7

3
0

1
.9

1
4

1
.6

3
1
.0

1
2

2
.5

2
8

1
1
.0

2
9

9
.6

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
0

1
.0

3
0

0
.6

1
4

0
.2

3
0
.3

1
2

1
.1

2
8

1
.9

2
9

3
.6

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
0

2
.1

3
0

2
.2

1
4

1
.4

3
2
.3

1
2

2
.9

2
8

1
1
.3

2
9

8
.9

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
0

2
0
.2

3
0

2
0
.4

1
4

1
7
.1

3
1
2
.3

1
2

2
8
.0

2
8

8
1
.6

2
9

8
6
.8

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
0

1
0
8
.8

3
0

9
9
.3

1
4

9
9
.6

3
9
0
.0

1
2

1
0
3
.0

2
8

1
0
2
.3

2
9

1
0
3
.7

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
0

1
9
.6

3
0

2
0
.4

1
4

1
7
.1

3
1
2
.8

1
2

2
7
.7

2
8

8
0
.9

2
9

8
4
.6

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
8

1
.8

2
8

1
.8

1
3

1
.8

3
1
.5

1
1

1
.8

2
7

1
.7

2
8

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
0

1
5
.5

3
0

1
6
.4

1
4

1
2
.9

3
1
0
.7

1
2

2
3
.3

2
8

6
6
.1

2
9

6
8
.2

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
0

1
3
.5

3
0

1
3
.6

1
4

1
3
.8

3
1
3
.3

1
2

1
3
.2

2
8

1
2
.8

2
9

1
2
.9

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
7

7
.3

2
4

7
.3

9
7
.7

3
5
.7

1
1

8
.2

2
7

8
.2

2
8

9
.2

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
0

4
.3

3
0

4
.4

1
4

4
.3

3
5
.0

1
2

4
.4

2
8

4
.7

2
9

4
.7

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
7

2
6
.4

2
4

2
4
.0

1
0

2
3
.7

2
2
5
.1

1
1

2
4
.2

2
8

2
4
.1

2
8

2
4
.5

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
1

4
.1

2
1

6
.3

1
0

8
.1

3
1
3
.5

8
4
.7

2
4

7
.3

2
6

6
.5

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
0

7
.7

3
0

8
.4

1
4

6
.9

3
6
.3

1
2

1
0
.8

2
8

3
0
.8

2
9

3
0
.2

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
0

2
6
3
.8

3
0

2
6
4
.3

1
4

2
5
2
.3

3
2
6
3
.7

1
2

2
7
3
.0

2
8

2
7
6
.0

2
9

2
7
7
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
0

2
9
0
.9

3
0

2
9
3
.2

1
4

2
8
1
.5

3
2
8
3
.2

1
2

3
0
1
.3

2
8

2
9
3
.1

2
9

2
9
4
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
0

1
.1
1

3
0

1
.1
2

1
4

1
.1
3

3
1
.0
8

1
2

1
.1
1

2
8

1
.0
6

2
9

1
.0
6

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

3
0

3
.2

2
6

6
.2

1
4

3
.8

3
1
.7

1
2

9
.0

2
8

2
5
.4

2
9

2
6
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

3
0

2
6
7
.4

2
6

2
7
4
.5

1
4

2
7
2
.1

3
2
9
8
.2

1
2

2
7
7
.3

2
8

2
8
8
.1

2
9

2
8
7
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

3
0

2
6
6
.3

2
6

2
6
6
.9

1
4

2
6
6
.5

3
2
7
4
.7

1
2

2
6
7
.3

2
8

2
7
0
.1

2
9

2
7
3
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

3
0

1
.0
0

2
6

0
.9
8

1
4

0
.9
8

3
0
.9
2

1
2

0
.9
8

2
8

0
.9
4

2
9

0
.9
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
出
荷
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
出
荷
頭

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
雌
出
荷
頭

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
1
2
.
1
頭

、
R
0
5
年

は
1
3
.
1
頭

と
1
.
0
頭

増
加

し
た

。

b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
3
.
2
頭

、
R
0
5
年

は
6
.
2
頭

と
3
.
0
頭

増
加

し
た

。
3
0
戸

の
う

ち
、

1
2
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
9
.
0
頭

と
な

っ
た

。
1
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
3
.
8
頭

で
あ

り
、

R
0
5
年

に
出

荷
頭

数
が

減
少

し
た

3
戸

は
1
.
7
頭

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
5
.
4
頭

、
R
0
5
年

は
2
6
.
8
頭

と
1
.
4
頭

増
加

し
た

。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
日
齢

１
．
雌
出
荷
日
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

2
8

4
7
.6

2
8

5
0
.4

1
2

5
6
.3

2
4
8
.5

1
4

5
0
.5

1
2
4
.0

2
8

2
9
.7

2
9

3
0
.7

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

2
8

6
.9

2
8

6
.7

1
2

5
.3

2
4
.5

1
4

8
.9

1
0
.0

2
8

3
.8

2
9

3
.9

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

2
8

2
.1

2
8

2
.4

1
2

1
.8

2
3
.0

1
4

3
.2

1
0
.0

2
8

0
.3

2
9

0
.6

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

2
8

6
.1

2
8

5
.5

1
2

7
.8

2
4
.5

1
4

4
.1

1
1
.0

2
8

3
.5

2
9

3
.3

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

2
8

5
0
.4

2
8

5
4
.0

1
2

5
5
.5

2
5
1
.5

1
4

5
8
.4

1
2
3
.0

2
8

3
0
.2

2
9

3
1
.9

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

2
8

1
0
5
.4

2
8

1
0
2
.9

1
2

9
9
.1

2
1
0
6
.0

1
4

1
0
8
.3

1
9
5
.8

2
8

1
0
2
.2

2
9

1
0
4
.1

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

2
8

4
9
.1

2
8

5
2
.2

1
2

5
5
.9

2
5
0
.0

1
4

5
4
.5

1
2
3
.7

2
8

2
9
.9

2
9

3
1
.3

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
7

1
.7

2
7

1
.7

1
1

1
.7

2
1
.8

1
4

1
.7

1
1
.3

2
8

2
.0

2
8

1
.9

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

2
8

3
9
.0

2
8

4
2
.5

1
2

4
6
.4

2
4
3
.5

1
4

4
3
.4

1
2
3
.0

2
8

2
4
.1

2
9

2
5
.2

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

2
8

1
3
.4

2
8

1
3
.4

1
2

1
3
.4

2
1
2
.8

1
4

1
3
.2

1
1
3
.5

2
8

1
3
.5

2
9

1
3
.6

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
8

7
.6

2
5

8
.3

1
1

8
.3

2
4
.8

1
2

8
.5

1
1
0
.0

2
5

7
.7

2
6

8
.9

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

2
8

4
.1

2
8

4
.2

1
2

4
.3

2
3
.8

1
4

4
.2

1
4
.2

2
8

5
.2

2
9

5
.0

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
7

2
4
.7

2
6

2
5
.2

1
1

2
6
.3

2
2
3
.6

1
3

2
4
.6

1
2
2
.0

2
2

2
7
.1

2
6

2
4
.4

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
5

8
.5

2
4

9
.0

1
0

1
1
.8

2
1
1
.1

1
2

8
.1

1
0
.0

1
9

4
.4

2
3

6
.7

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

2
8

1
8
.4

2
8

1
8
.5

1
2

1
9
.3

2
2
0
.0

1
4

1
9
.3

1
1
6
.0

2
8

1
1
.9

2
9

1
2
.2

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

2
8

2
8
5
.1

2
8

2
8
2
.1

1
2

2
8
5
.9

2
2
8
0
.5

1
4

2
7
9
.5

1
2
6
6
.0

2
8

2
4
4
.0

2
9

2
3
2
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

2
8

3
0
5
.7

2
8

3
0
3
.6

1
2

3
0
3
.1

2
3
0
9
.5

1
4

3
0
3
.7

1
3
2
8
.0

2
7

2
7
2
.2

2
9

2
5
9
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

2
8

1
.0
7

2
8

1
.0
8

1
2

1
.0
6

2
1
.1
1

1
4

1
.0
9

1
1
.2
3

2
7

1
.1
0

2
9

1
.1
2

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
8

1
4
.6

2
7

1
6
.7

1
2

1
8
.2

2
1
7
.5

1
4

1
6
.1

1
8
.0

2
8

8
.5

2
9

1
0
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
8

3
0
2
.5

2
7

2
9
1
.9

1
2

2
9
8
.6

2
3
0
7
.5

1
4

2
8
8
.5

1
2
6
0
.0

2
8

2
4
2
.4

2
9

2
4
3
.4

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
8

2
8
5
.1

2
7

2
8
0
.3

1
2

2
8
1
.1

2
2
9
7
.0

1
4

2
8
1
.2

1
2
5
8
.0

2
7

2
4
7
.4

2
9

2
3
8
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
8

0
.9
4

2
7

0
.9
6

1
2

0
.9
4

2
0
.9
6

1
4

0
.9
7

1
0
.9
9

2
7

1
.0
0

2
9

0
.9
8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
出
荷
日
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
出
荷
日

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
雌
出
荷
日

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
7
9
.
2
日

齢
、

R
0
5
年

は
2
7
8
.
5
日

齢
と

0
.
7
日

早
期

化
し

た
。

　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
3
0
2
.
5
日

齢
、

R
0
5
年

は
2
9
1
.
9
日

齢
と

1
0
.
6
日

早
期

化
し

た
。

2
8
戸

の
う

ち
、

1
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
6
0
.
0
日

齢
と

な
り

、
1
4
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
2
8
8
.
5
日

齢
と

な
っ

た
。

1
2
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

2
9
8
.
6
日

齢
に

な
り

、
R
0
5
年

に
出

荷
日

齢
が

晩
期

化
し

た
2
戸

は
3
0
7
.
5
日

齢
で

あ
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
4
2
.
4
日

齢
、

R
0
5
年

は
2
4
3
.
4
日

齢
と

1
.
0
日

晩
期

化
し

た
。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
体
重

１
．
雌
出
荷
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

2
8

3
5
.4

2
8

3
6
.1

1
5

2
8
.6

8
2
7
.3

1
1

4
6
.9

1
5
6
.0

2
8

2
8
.6

2
8

3
2
.4

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

2
8

4
.8

2
8

4
.0

1
5

4
.1

8
3
.9

1
1

4
.1

1
4
.0

2
8

3
.1

2
8

3
.1

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

2
8

0
.5

2
8

0
.8

1
5

0
.8

8
1
.0

1
1

0
.8

1
0
.0

2
8

1
.3

2
8

0
.7

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

2
8

4
.6

2
8

4
.5

1
5

4
.3

8
4
.4

1
1

5
.0

1
6
.0

2
8

2
.9

2
8

3
.7

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

2
8

3
6
.1

2
8

3
6
.3

1
5

2
9
.2

8
2
7
.8

1
1

4
6
.8

1
5
4
.0

2
8

3
0
.2

2
8

3
2
.5

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

2
8

1
0
1
.8

2
8

9
8
.6

1
5

9
7
.3

8
9
8
.3

1
1

1
0
0
.5

1
9
6
.4

2
8

1
0
7
.6

2
8

9
9
.9

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

2
8

3
5
.8

2
8

3
6
.3

1
5

2
8
.9

8
2
7
.5

1
1

4
7
.0

1
5
6
.2

2
8

2
9
.4

2
8

3
2
.4

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
6

2
.1

2
6

2
.1

1
3

2
.2

6
2
.1

1
1

1
.9

1
2
.3

2
6

1
.6

2
7

1
.6

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

2
8

2
8
.2

2
8

2
7
.9

1
5

2
0
.7

8
2
0
.0

1
1

3
7
.9

1
4
8
.0

2
8

2
3
.7

2
8

2
5
.9

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

2
8

1
4
.4

2
8

1
3
.8

1
5

1
4
.0

8
1
3
.6

1
1

1
3
.6

1
1
3
.3

2
8

1
3
.2

2
8

1
3
.3

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
7

7
.4

2
6

8
.0

1
4

7
.8

7
8
.4

1
0

9
.6

1
3
.0

2
6

6
.5

2
3

7
.9

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

2
8

5
.2

2
8

5
.0

1
5

4
.8

8
5
.3

1
1

5
.5

1
3
.5

2
8

4
.2

2
8

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
5

2
5
.1

2
6

2
5
.0

1
3

2
5
.9

7
2
7
.1

1
1

2
3
.9

1
2
4
.1

2
7

2
3
.7

2
3

2
4
.8

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
1

6
.0

2
1

8
.2

1
1

1
0
.6

5
7
.0

9
6
.1

1
2
.0

2
2

6
.7

2
2

8
.4

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

2
8

1
3
.1

2
8

1
2
.5

1
5

9
.5

8
1
0
.3

1
1

1
6
.4

1
1
9
.0

2
8

1
1
.7

2
8

1
2
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

2
8

2
5
7
.0

2
8

2
5
9
.1

1
5

2
5
1
.4

8
2
6
6
.6

1
1

2
7
3
.5

1
2
2
8
.0

2
8

2
8
3
.7

2
8

2
8
1
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

2
8

2
6
0
.2

2
8

2
6
4
.4

1
5

2
4
4
.0

8
2
5
6
.2

1
1

2
8
9
.3

1
2
6
3
.0

2
8

3
2
1
.2

2
8

3
2
1
.0

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

2
8

1
.0
3

2
8

1
.0
3

1
5

0
.9
9

8
0
.9
7

1
1

1
.0
6

1
1
.1
5

2
8

1
.1
3

2
8

1
.1
4

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

2
8

1
0
.4

2
7

1
1
.4

1
5

7
.6

8
7
.5

1
1

1
6
.0

1
1
9
.0

2
8

8
.9

2
8

1
0
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

2
8

2
6
0
.2

2
7

2
7
1
.2

1
5

2
6
7
.6

8
2
7
4
.3

1
1

2
7
6
.1

1
2
7
2
.0

2
8

2
9
2
.4

2
8

2
9
2
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

2
8

2
3
4
.8

2
7

2
4
8
.2

1
5

2
3
0
.6

8
2
3
5
.8

1
1

2
6
8
.7

1
2
8
8
.0

2
8

3
0
3
.2

2
8

3
0
1
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

2
8

0
.9
1

2
7

0
.9
2

1
5

0
.8
7

8
0
.8
6

1
1

0
.9
8

1
1
.0
6

2
8

1
.0
4

2
8

1
.0
3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
出
荷
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
出
荷
体

重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
雌
出
荷
体

重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
2
7
1
.
4
k
g
、

R
0
5
年

は
2
6
8
.
2
k
g
と

3
.
2
k
g
減

少
し

た
。

b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
4
年

は
2
3
4
.
8
k
g
、

R
0
5
年

は
2
4
8
.
2
k
g
と

1
3
.
4
k
g
増

加
し

た
。

2
8
戸

の
う

ち
、

1
戸

は
上

位
2
5
%
階

層
、

2
8
8
.
0
k
g
と

な
り

、
1
1
戸

は
中

位
5
0
%
階

層
、

2
6
8
.
7
k
g
と

な
っ

た
。

残
り

1
5
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

2
3
0
.
6
k
g
に

な
り

、
R
0
5
年

に
出

荷
体

重
が

減
少

し
た

8
戸

は
2
3
5
.
8
k
g
で

あ
っ

た
。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
3
0
3
.
2
k
g
、

R
0
5
年

は
3
0
1
.
2
k
g
と

2
.
0
k
g
減

少
し

た
。

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
％

の
階

層
は

出
荷

日
齢

は
長

い
傾

向
は

あ
る

も
の

の
（

R
0
4
年

：
2
9
2
.
4
日

齢
、

R
0
5
年

：
2
9
2
.
8
日

齢
 
v
s
 
全

体
R
0
4
年

：
2
7
9
.
2
日

齢
、

R
0
5
年

：
2
7
8
.
5
日

齢
）

、
出

荷
日

齢
体

重
も

多
い

傾
向

が
あ

る
た

め
（

R
0
4
年

：
1
.
0
4
k
g
/
日

、
R
0
5
年

：
1
.
0
3
k
g
/
日

 
v
s
 
全

体
R
0
4
年

：
0
.
9
7
k
g
/
日

、
R
0
5
年

：
0
.
9
7
k
g
/
日

）
、

発
育

が
良

い
傾

向
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
日
齢
体
重

１
．
雌
出
荷
日
齢
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
0

5
4
.1

3
0

5
6
.0

1
7

5
9
.4

9
6
7
.9

1
2

5
4
.1

1
2
3
.0

3
0

2
8
.7

3
3

3
2
.2

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
0

7
.6

3
0

7
.7

1
7

1
0
.0

9
1
5
.0

1
2

4
.8

1
2
.0

3
0

3
.0

3
3

3
.4

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
0

2
.0

3
0

3
.8

1
7

3
.4

9
4
.3

1
2

4
.8

1
0
.0

3
0

1
.2

3
3

0
.4

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
0

7
.7

3
0

7
.3

1
7

8
.1

9
1
0
.7

1
2

6
.7

1
1
.0

3
0

3
.0

3
3

3
.8

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
0

5
6
.0

3
0

6
0
.3

1
7

6
4
.6

9
7
6
.6

1
2

5
7
.1

1
2
4
.0

3
0

3
0
.0

3
3

3
2
.2

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
0

1
0
1
.9

3
0

1
0
1
.4

1
7

9
9
.2

9
9
6
.7

1
2

1
0
4
.3

1
1
0
4
.3

3
0

1
0
7
.2

3
3

1
0
1
.2

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
0

5
5
.1

3
0

5
8
.1

1
7

6
2
.0

9
7
2
.2

1
2

5
5
.5

1
2
3
.5

3
0

2
9
.4

3
3

3
2
.2

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

2
6

2
.0

2
6

2
.0

1
4

2
.1

7
2
.1

1
1

2
.0

1
1
.5

2
7

1
.7

3
0

1
.7

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
0

4
3
.7

3
0

4
4
.3

1
7

4
6
.2

9
5
5
.3

1
2

4
4
.0

1
1
4
.0

3
0

2
3
.9

3
3

2
5
.5

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
0

1
4
.0

3
0

1
3
.8

1
7

1
4
.1

9
1
3
.6

1
2

1
3
.4

1
1
3
.0

3
0

1
3
.2

3
3

1
3
.3

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

3
0

7
.3

2
9

7
.7

1
7

7
.8

9
8
.8

1
1

7
.5

1
8
.8

2
6

7
.4

3
0

8
.6

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
0

4
.8

3
0

4
.6

1
7

4
.4

9
4
.6

1
2

4
.8

1
5
.4

3
0

4
.6

3
3

5
.1

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
9

2
5
.2

2
9

2
5
.4

1
7

2
5
.8

9
2
6
.0

1
1

2
4
.9

1
2
4
.7

2
7

2
5
.4

2
9

2
4
.3

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
5

8
.9

2
5

1
2
.0

1
4

1
1
.5

7
1
0
.4

1
0

1
2
.2

1
1
7
.6

2
0

5
.1

2
4

8
.3

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
0

1
9
.5

3
0

1
8
.9

1
7

1
9
.9

9
2
2
.7

1
2

1
8
.4

1
8
.0

3
0

1
2
.0

3
3

1
2
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
0

2
7
0
.8

3
0

2
7
2
.7

1
7

2
6
8
.2

9
2
7
2
.8

1
2

2
7
8
.1

1
2
8
4
.0

3
0

2
6
8
.9

3
3

2
6
2
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
0

2
6
7
.9

3
0

2
7
1
.7

1
7

2
5
6
.6

9
2
5
5
.9

1
2

2
9
0
.2

1
3
0
6
.0

3
0

3
0
8
.2

3
3

3
0
0
.8

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
0

1
.0
0

3
0

1
.0
0

1
7

0
.9
7

9
0
.9
5

1
2

1
.0
4

1
1
.0
8

3
0

1
.1
5

3
3

1
.1
5

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

3
0

1
6
.6

3
0

1
7
.2

1
7

1
8
.4

9
1
8
.8

1
2

1
6
.4

1
7
.0

3
0

8
.6

3
3

1
0
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

3
0

2
8
3
.6

3
0

2
8
3
.0

1
7

2
7
9
.3

9
2
8
7
.8

1
2

2
8
7
.8

1
2
8
9
.0

3
0

2
6
9
.1

3
3

2
6
8
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

3
0

2
4
7
.9

3
0

2
5
6
.3

1
7

2
4
1
.9

9
2
4
3
.3

1
2

2
7
3
.2

1
2
9
8
.0

3
0

2
8
6
.9

3
3

2
8
2
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

3
0

0
.8
8

3
0

0
.9
1

1
7

0
.8
7

9
0
.8
5

1
2

0
.9
6

1
1
.0
3

3
0

1
.0
7

3
3

1
.0
5
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分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
出
荷
日
齢
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
出
荷
日

齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
の
雌
出
荷
日

齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
4
年

、
R
0
5
年

共
に

0
.
9
7
k
g
/
日

と
変

化
が

な
か

っ
た

。
　 b
）

R
0
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
5
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

 
R
0
4
年

は
0
.
8
8
k
g
/
日

、
R
0
5
年

は
0
.
9
1
k
g
/
日

と
0
.
0
3
k
g
/
日

増
加

し
た

。
3
0
戸

の
う

ち
、

1
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
1
.
0
3
k
g
/
日

と
な

り
、

1
2
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
0
.
9
6
k
g
/
日

と
な

っ
た

。
残

り
の

1
7
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

0
.
8
7
k
g
/
日

で
あ

り
、

R
0
5
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
9
戸

は
0
.
8
5
k
g
/
日

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
4
年

は
1
.
0
7
k
g
/
日

、
R
0
5
年

は
1
.
0
5
k
g
/
日

と
0
.
0
2
k
g
/
日

減
少

し
た

。
上

位
2
5
％

階
層

の
出

荷
日

齢
は

R
0
4
年

が
2
6
9
.
1
日

、
R
0
5
年

が
2
6
8
.
8
日

と
全

体
平

均
（

R
0
4
年

：
2
7
9
.
2
日

、
R
0
5
年

：
2
7
8
.
5
日

）
に

比
べ

て
出

荷
日

齢
が

早
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

１
．
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
12
1

3
9.
5

1
21

40
.9

1
22
.0

1
24
.0

12
0

39
.6

12
0

4
1.
0

頭
12
1

5.
1

1
21

4.
5

1
4.
0

1
0
.0

12
0

5.
1

12
0

4.
6

頭
12
1

1.
0

1
21

1.
4

1
0.
0

1
0
.0

12
0

1.
0

12
0

1.
4

頭
12
1

4.
7

1
21

4.
5

1
2.
0

1
1
.0

12
0

4.
7

12
0

4.
6

頭
12
1

4
0.
9

1
21

42
.3

1
24
.0

1
23
.0

12
0

41
.0

12
0

4
2.
5

％
12
1

10
4.
7

1
21

10
1.
7

1
1
09
.1

1
95
.8

12
0

10
4.
7

12
0

10
1.
8

頭
12
1

4
0.
2

1
21

41
.6

1
24
.4

1
23
.7

12
0

40
.4

12
0

4
1.
7

回
11
2

1.
8

1
12

1.
8

1
1.
3

1
1
.3

11
1

1.
8

11
1

1.
8

頭
12
1

3
2.
9

1
21

33
.4

1
19
.0

1
23
.0

12
0

33
.0

12
0

3
3.
5

ヵ
月

12
1

1
3.
4

1
21

13
.3

1
13
.3

1
13
.5

12
0

13
.4

12
0

1
3.
3

年
11
1

7.
7

1
08

8.
0

1
10
.3

1
10
.0

11
0

7.
6

10
7

8.
0

産
12
1

4.
6

1
21

4.
6

1
3.
9

1
4
.2

12
0

4.
6

12
0

4.
6

ヵ
月
齢

11
1

2
5.
0

1
10

24
.6

1
21
.5

1
22
.0

11
0

25
.0

10
9

2
4.
7

％
96

5
.9

9
3

7.
6

1
5.
0

1
0.
0

95
6.
0

92
7
.7

出
荷
頭
数

頭
12
1

1
5.
8

1
21

15
.6

1
11
.0

1
16
.0

12
0

15
.8

12
0

1
5.
6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
12
1

26
9.
1

1
21

26
9.
4

1
2
84
.0

1
26
6
.0

12
0

26
9.
0

12
0

26
9.
5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
12
0

29
3.
1

1
21

29
0.
8

1
3
02
.0

1
32
8
.0

11
9

29
3.
0

12
0

29
0.
5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

12
0

1
.0
9

1
21

1.
08

1
1.
06

1
1.
23

11
9

1.
09

12
0

1
.0
8

出
荷
頭
数

頭
11
4

1
2.
1

1
15

13
.1

1
4.
0

1
8
.0

11
3

12
.2

11
4

1
3.
2

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
11
4

27
9.
2

1
15

27
8.
5

1
2
96
.0

1
26
0
.0

11
3

27
9.
0

11
4

27
8.
7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
11
3

27
1.
4

1
15

26
8.
2

1
2
83
.0

1
25
8
.0

11
2

27
1.
3

11
4

26
8.
3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/日

11
3

0
.9
7

1
15

0.
97

1
0.
96

1
0.
99

11
2

0.
97

11
4

0
.9
6
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事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

全
体

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

e
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
し

て
い

る
経

営
は

R
0
4
年

、
R
0
5
年

と
も

に
0
.
8
％

（
1
/
1
2
1
）

と
少

な
い

傾
向

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
1
戸

の
農

家
は

、
他

の
機

械
装

置
の

導
入

は
し

て
い

な
か

っ
た

。

f
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

調
査

対
象

農
場

の
多

く
（

1
2
1
戸

中
1
2
0
戸

）
は

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
か

っ
た

。
こ

れ
ら

1
2
0
戸

の
う

ち
、

3
1
戸

が
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

お
り

、
1
5
戸

が
発

情
発

見
装

置
、

1
2
戸

が
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

た
。

g
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
導

入
し

て
い

る
経

営
は

導
入

し
て

い
な

い
経

営
に

比
べ

、
常

時
飼

養
頭

数
が

や
や

少
な

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

（
導

入
農

場
R
0
4
年

：
2
4
.
4
頭

、
R
0
5
年

：
2
3
.
7
頭

 
v
s
 
未

導
入

農
場

R
0
4
年

：
4
0
.
4
頭

、
R
0
5
年

：
4
1
.
7
頭

）
。

子
牛

の
出

荷
日

齢
体

重
に

大
き

な
差

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
監
視
装
置

１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

3
1

5
6
.7

3
1

5
8
.6

9
0

3
3
.5

9
0

3
4
.8

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

3
1

7
.9

3
1

7
.4

9
0

4
.1

9
0

3
.6

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

3
1

0
.7

3
1

2
.9

9
0

1
.1

9
0

0
.9

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

3
1

6
.8

3
1

5
.1

9
0

4
.0

9
0

4
.3

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

3
1

5
8
.6

3
1

6
3
.8

9
0

3
4
.8

9
0

3
4
.9

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

3
1

1
0
1
.7

3
1

1
0
5
.1

9
0

1
0
5
.8

9
0

1
0
0
.6

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

3
1

5
7
.7

3
1

6
1
.1

9
0

3
4
.2

9
0

3
4
.8

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

3
0

1
.9

3
0

1
.9

8
2

1
.8

8
2

1
.8

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

3
1

4
6
.5

3
1

4
7
.7

9
0

2
8
.2

9
0

2
8
.5

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

3
1

1
3
.2

3
1

1
3
.3

9
0

1
3
.5

9
0

1
3
.4

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

2
7

7
.7

2
7

7
.7

8
4

7
.6

8
1

8
.2

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

3
1

4
.6

3
1

4
.5

9
0

4
.5

9
0

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

2
7

2
4
.5

3
0

2
4
.5

8
4

2
5
.2

8
0

2
4
.7

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

2
7

5
.5

2
4

5
.9

6
9

6
.1

6
9

8
.2

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

3
1

2
2
.0

3
1

2
1
.8

9
0

1
3
.6

9
0

1
3
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

3
1

2
7
4
.7

3
1

2
7
2
.9

9
0

2
6
7
.2

9
0

2
6
8
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

3
1

2
9
4
.9

3
1

2
8
9
.9

8
9

2
9
2
.4

9
0

2
9
1
.1

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

3
1

1
.0
8

3
1

1
.0
6

8
9

1
.0
9

9
0

1
.0
9

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

3
1

1
7
.3

3
0

1
8
.7

8
3

1
0
.2

8
5

1
1
.2

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

3
1

2
8
2
.6

3
0

2
8
0
.5

8
3

2
7
7
.9

8
5

2
7
7
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

3
1

2
6
9
.6

3
0

2
6
6
.7

8
2

2
7
2
.1

8
5

2
6
8
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

3
1

0
.9
6

3
0

0
.9
5

8
2

0
.9
7

8
5

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

全
体

分
娩
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

分
娩
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

e
）
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
の
特
徴

　
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
の
う
ち
、
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
2
5
.
8
％
（
8
/
3
1
）
、
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
1
6
.
1
％

（
5
/
3
1
）
で
あ
っ
た
。

f
）
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
特
徴

　
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
う
ち
、
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
7
.
8
％
（
7
/
9
0
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
7
.
8
％

（
7
/
9
0
）
で
あ
っ
た
。

g
）
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
比
較

　
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
導
入
し
て
い
な
い
経
営
と
比
べ
、
R
0
4
年
、
R
0
5
年
と
も
に
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
（
導
入
農
場
R
0
4
年
：

5
7
.
7
頭
、
R
0
5
年
：
6
1
.
1
頭
 
v
s
 
未
導
入
農
場
R
0
4
年
：
3
4
.
2
頭
、
R
0
5
年
：
3
4
.
8
頭
）
。
ま
た
、
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
農
場
で
は
、
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が
や
や

低
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
（
導
入
農
場
R
0
4
年
：
5
.
5
％
、
R
0
5
年
：
5
.
9
％
 
v
s
 
未
導
入
農
場
R
0
4
年
：
6
.
1
%
、
R
0
5
年
：
8
.
2
％
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
分
娩
監
視
装
置
の
導
入
は
労

力
低
減
だ
け
で
な
く
、
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
低
減
効
果
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
発
情
発
見
装
置

１
．
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

1
5

3
7
.3

1
5

3
7
.4

1
0
6

3
9
.8

1
0
6

4
1
.4

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

1
5

4
.1

1
5

3
.7

1
0
6

5
.2

1
0
6

4
.7

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

1
5

0
.4

1
5

0
.3

1
0
6

1
.1

1
0
6

1
.6

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

1
5

4
.4

1
5

3
.2

1
0
6

4
.8

1
0
6

4
.7

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

1
5

3
7
.4

1
5

3
8
.2

1
0
6

4
1
.4

1
0
6

4
2
.9

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

1
5

1
0
0
.5

1
5

1
0
2
.1

1
0
6

1
0
5
.3

1
0
6

1
0
1
.7

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

1
5

3
7
.4

1
5

3
7
.5

1
0
6

4
0
.6

1
0
6

4
2
.2

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

1
5

2
.1

1
5

1
.8

9
7

1
.8

9
7

1
.8

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

1
5

3
1
.1

1
5

3
1
.1

1
0
6

3
3
.1

1
0
6

3
3
.7

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

1
5

1
4
.0

1
5

1
3
.4

1
0
6

1
3
.3

1
0
6

1
3
.3

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

1
2

6
.5

1
2

6
.7

9
9

7
.8

9
6

8
.2

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

1
5

4
.3

1
5

4
.4

1
0
6

4
.6

1
0
6

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

1
4

2
4
.4

1
3

2
5
.8

9
7

2
5
.1

9
7

2
4
.5

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

1
3

3
.5

9
4
.0

8
3

6
.3

8
4

8
.0

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

1
5

1
4
.0

1
5

1
5
.2

1
0
6

1
6
.0

1
0
6

1
5
.6

出
荷
日
齢
　
（平

均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

1
5

2
6
0
.5

1
5

2
6
0
.8

1
0
6

2
7
0
.3

1
0
6

2
7
0
.7

出
荷
体
重
　
（平

均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

1
5

2
8
3
.9

1
5

2
8
5
.1

1
0
5

2
9
4
.4

1
0
6

2
9
1
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（平

均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

1
5

1
.1
0

1
5

1
.1
0

1
0
5

1
.0
9

1
0
6

1
.0
8

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

1
5

1
1
.1

1
5

1
1
.8

9
9

1
2
.3

1
0
0

1
3
.4

出
荷
日
齢
　
（平

均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

1
5

2
6
4
.6

1
5

2
7
7
.2

9
9

2
8
1
.4

1
0
0

2
7
8
.7

出
荷
体
重
　
（平

均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

1
5

2
5
9
.0

1
5

2
6
7
.9

9
8

2
7
3
.3

1
0
0

2
6
8
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（平

均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

1
5

0
.9
9

1
5

0
.9
7

9
8

0
.9
7

1
0
0

0
.9
6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

全
体

発
情
発
見
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

発
情
発
見
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

e）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

う
ち

、
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
5
3
.3

％
（
8
/
1
5
）
、

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
2
0
.0

％
（
3
/
1
5
）
で

あ
っ

た
。

f）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

う
ち

、
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
2
1
.7

％
（
2
3
/
1
0
6
）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
1
1
.3

％
（
1
2
/
1
0
6
）
で

あ
っ

た
。

g）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
は

導
入

し
て

い
な

い
経

営
と

比
べ

、
R
0
4
年

、
R
0
5
年

と
も

に
受

胎
に

要
し

た
種

付
け

回
数

に
大

き
な

差
は

無
く

（
導

入
農

場
R
0
4
年

：
2
.1

回
、

R
0
5

年
：
1
.8

回
 v

s 
未

導
入

農
場

R
0
4
年

：
1
.8

回
、

R
0
5
年

：
1
.8

回
）
、

分
娩

間
隔

も
大

き
な

差
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
（
導

入
農

場
R
0
4
年

：
1
4
.0

ヶ
月

、
R
0
5
年

：
1
3
.4

ヶ
月

 v
s 

未
導

入
農

場
R
0
4
年

：
1
3
.3

ヶ
月

、
R
0
5
年

：
1
3
.3

ヶ
月

）
。

た
だ

し
、

助
言

指
導

内
容

か
ら

繁
殖

性
に

課
題

が
あ

っ
た

農
場

が
繁

殖
性

改
善

の
た

め
に

導
入

し
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

た
。

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用
年
数
　
（平

均
値
）

産
次
　
（平

均
値
）

初
産
月
齢
　
（平

均
値
）

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

前
年
比
　
（期

末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（平

均
値
）
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較 対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
2
1

3
9
.5

1
2
1

4
0
.9

1
2

4
1
.3

1
2

4
4
.0

1
0
9

3
9
.3

1
0
9

4
0
.5

頭
1
2
1

5
.1

1
2
1

4
.5

1
2

6
.6

1
2

4
.4

1
0
9

4
.9

1
0
9

4
.6

頭
1
2
1

1
.0

1
2
1

1
.4

1
2

1
.5

1
2

0
.7

1
0
9

0
.9

1
0
9

1
.5

頭
1
2
1

4
.7

1
2
1

4
.5

1
2

5
.3

1
2

5
.1

1
0
9

4
.6

1
0
9

4
.5

頭
1
2
1

4
0
.9

1
2
1

4
2
.3

1
2

4
4
.0

1
2

4
4
.0

1
0
9

4
0
.5

1
0
9

4
2
.1

％
1
2
1

1
0
4
.7

1
2
1

1
0
1
.7

1
2

1
0
9
.0

1
2

1
0
1
.8

1
0
9

1
0
4
.3

1
0
9

1
0
1
.7

頭
1
2
1

4
0
.2

1
2
1

4
1
.6

1
2

4
2
.7

1
2

4
3
.9

1
0
9

4
0
.0

1
0
9

4
1
.3

回
1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.8

1
2

1
.5

1
2

1
.5

1
0
0

1
.9

1
0
0

1
.8

頭
1
2
1

3
2
.9

1
2
1

3
3
.4

1
2

3
5
.7

1
2

3
6
.5

1
0
9

3
2
.6

1
0
9

3
3
.0

ヵ
月

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.3

1
2

1
2
.8

1
2

1
2
.6

1
0
9

1
3
.5

1
0
9

1
3
.4

年
1
1
1

7
.7

1
0
8

8
.0

1
2

8
.1

1
1

9
.3

9
9

7
.6

9
7

7
.9

産
1
2
1

4
.6

1
2
1

4
.6

1
2

4
.4

1
2

4
.3

1
0
9

4
.6

1
0
9

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
1

2
5
.0

1
1
0

2
4
.6

1
2

2
3
.4

1
2

2
3
.8

9
9

2
5
.2

9
8

2
4
.8

％
9
6

5
.9

9
3

7
.6

8
4
.5

5
7
.1

8
8

6
.1

8
8

7
.6

出
荷
頭
数

頭
1
2
1

1
5
.8

1
2
1

1
5
.6

1
2

1
6
.4

1
2

1
8
.0

1
0
9

1
5
.7

1
0
9

1
5
.3

出
荷
日
齢
　
（平

均
値
）

日
1
2
1

2
6
9
.1

1
2
1

2
6
9
.4

1
2

2
8
3
.5

1
2

2
8
3
.1

1
0
9

2
6
7
.5

1
0
9

2
6
7
.9

出
荷
体
重
　
（平

均
値
）

kg
1
2
0

2
9
3
.1

1
2
1

2
9
0
.8

1
2

3
1
6
.8

1
2

3
1
7
.1

1
0
8

2
9
0
.4

1
0
9

2
8
7
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（平

均
値
）

kg
/
日

1
2
0

1
.0
9

1
2
1

1
.0
8

1
2

1
.1
2

1
2

1
.1
2

1
0
8

1
.0
8

1
0
9

1
.0
8

出
荷
頭
数

頭
1
1
4

1
2
.1

1
1
5

1
3
.1

1
1

1
4
.4

1
1

1
3
.5

1
0
3

1
1
.9

1
0
4

1
3
.1

出
荷
日
齢
　
（平

均
値
）

日
1
1
4

2
7
9
.2

1
1
5

2
7
8
.5

1
1

2
8
9
.6

1
1

2
8
7
.9

1
0
3

2
7
8
.1

1
0
4

2
7
7
.5

出
荷
体
重
　
（平

均
値
）

kg
1
1
3

2
7
1
.4

1
1
5

2
6
8
.2

1
1

2
8
6
.1

1
1

2
8
3
.7

1
0
2

2
6
9
.8

1
0
4

2
6
6
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（平

均
値
）

kg
/
日

1
1
3

0
.9
7

1
1
5

0
.9
7

1
1

0
.9
9

1
1

0
.9
9

1
0
2

0
.9
7

1
0
4

0
.9
6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

全
体

疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
る
経
営

疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
 

導
入
し
て
い
な
い
経
営

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
4
年
成
績
⑤

R
0
5
年
成
績
⑥

項
目

単
位

供
用
年
数
　
（平

均
値
）

産
次
　
（平

均
値
）

初
産
月
齢
　
（平

均
値
）

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（期

末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

e
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
う

ち
、

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
は

4
1
.
7
％

（
5
/
1
2
）

、
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
2
5
.
0
％

（
3
/
1
2
）

、
で

あ
っ

た
。

f
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
疾

病
・

事
故

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
う

ち
、

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
は

2
3
.
9
％

（
2
6
/
1
0
9
）

、
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
1
1
.
0
％

（
1
2
/
1
0
9
）

、
で

あ
っ

た
。

g
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
で

は
導

入
し

て
い

な
い

経
営

に
比

べ
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
少

な
い

こ
と

か
ら

（
導

入
農

場
R
0
4
年

：
1
.
5
回

、
R
0
5
年

：
1
.
5
回

v
s
未

導
入

農
場

R
0
4
年

：
1
.
9
回

、
R
0
5
年

：
1
.
8
回

）
、

繁
殖

性
向

上
の

効
果

も
期

待
で

き
る

と
考

え
ら

れ
た

。

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（平

均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌
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３．課題と解決のための助言指導 
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今後の対応に対する助言指導（指導内容と割合）
生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉
 今回の調査では、「栄養管理の改善」が14％、「行動観察方法の改善」が13％、「分娩管理の
改善」が14％と家畜生産に係る項目への指導が半数近くに上った。これは、近年繁殖雌牛で、発
情の見逃し等による種付け回数の増加や生時体重の増加等に伴う分娩事故等の増加により、分娩
間隔の改善や分娩時の対応、また子牛の育成管理に対する指導が増えていることが要因であると
思われる。
 次に、「施設・設備等の環境改善」が11％と割合が多くなっており、規模拡大による飼養密度
の増加により過密ストレスで生産性の低下が懸念される。一方、ICT機器等を活用し省力化を推進
するなどの対策も進んでいるようである。
 また、昨今の飼料価格・資材価格の高騰により、自給粗飼料の増産について指導を行っている
例が多く見られた。飼料生産機械や牧草地等を確保できる経営に対しては有効であるが、新規投
資による場合は過剰投資にならないか、また、粗飼料生産に対しての知識を十分に持っているか
等に注意をし指導を行うことが重要となる。
 
 肉用牛繁殖経営は、黒毛和種で令和５年度第２四半期（令和５年７月～９月）に約21年ぶりに
肉用子牛生産者補給金の交付があり、経営状態が厳しい経営体が多くなる見込みのため、今後も
継続した指導が望まれる。
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項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩後初回人工授精日数の短縮 分娩前後の増し飼いの実施を指
導。

分娩前後の2～3ヵ月は、時期によって母牛に濃厚飼料を1～3kg程度増飼
し、妊娠末期の胎子の良好な発育と、分娩後に十分な乳量・乳質の母乳を子
牛に授乳できる状態に導くとともに、卵胞の発育を正常にすることが重要とな
る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・虚弱な子牛が生まれる
・初乳量や移行抗体の減少
 　 → 子牛が虚弱になる
・母牛の発情回帰の遅れ体重の回復が遅れ、泌乳性の減少
・初回排卵・発情回帰の遅れ

2

受胎率の向上
（栄養成分等）

種付け回数が多い母牛については
ビタミンＡやβカロチン等の不足が
原因の場合もあり、血液検査で血
中濃度を確認。不足が認められた
母牛にはヘイキューブやビタミン剤
などの投与を行い定期的に検査を
実施することも必要。

稲わらのみを粗飼料として継続的に給与した場合、分娩後にビタミンＡ欠乏
状態となる可能性があり、繁殖障害の発生率が高くなる。ビタミン剤や乾牧
草、サイレージを給与することにより、ビタミンＡ欠乏状態が改善し、分娩後の
繁殖機能の回復や、受胎性改善が期待できる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・卵巣機能不全など繁殖障害の発生率の増加

3

受胎率の向上
（ボディコンディションスコア（ＢＣＳ）
の確認）

母牛の体型に応じた栄養管理を指
導。

定期的にＢＣＳを確認し、牛の状態に応じた飼料給与を行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰による不受胎

4

受胎率の向上
（自給ホールクロップサイレージ（Ｗ
ＣＳ）の利用）

開封時にカビが見られる場合は、
ラップの巻き数を増やす（10重巻き
を推奨）、発酵促進剤（乳酸菌等）
の添加を検討。また、ラップ開封後
は遅くとも2日以内で使いきるこ
と。

サイレージや夏場の濃厚飼料などにカビが生えた場合、そのまま給与するとカ
ビ毒の影響により、体調不良や繁殖障害の原因となる。カビの生えた飼料を
与えないように注意するとともに、ラップサイレージ生産時にカビの生えにくい
処置をする、保管場所にカラス等の害獣が近づかないようにする等の対策が
必要。

◎実施しなかった場合のデメリット
・体調不良や繁殖障害の原因

5

受胎率の向上
（自給粗飼料等の飼料分析）

自家産乾牧草やＷＣＳ等の飼料分
析の実施を指導。

自家産乾牧草やＷＣＳの生産は、栄養成分が一定でないため、圃場毎に成分
分析を行うことで、栄養不足・過剰等の対策を行う。
また、給与前には品質（発酵品質やカビ等）を確認する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・エネルギー不足によるケトーシス(潜在性)の発症
・エネルギー過剰による過肥により繁殖障害等の発症
・硝酸態窒素やカビ毒等の過剰摂取による流産や不受胎

6

管理者の変更等による飼養状況の
バラつき

給与量等を記録。 法人等、飼養管理者が同一でない場合、飼養管理マニュアルの作成や給与
量等を定期的に目合わせするとともに記録しておくことで、栄養状態等の管
理を行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

7

受胎率の向上
（栄養成分等）

繁殖成績を良くしていくため、まず
は、母牛が過肥ぎみであるので、飼
料内容の検証などを行い適正な栄
養度に戻し受胎率の向上を図る。

過肥の繁殖雌牛では排卵しないといった症状が出ることがあり、卵胞嚢腫を
発症している場合もある。
定期的にＢＣＳを確認し、牛の状態に応じた飼料給与を行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養過剰は不受胎の原因

8

月齢毎の飼養管理の改善 母牛の年齢（月齢）に応じた栄養管
理を指導。

概ね３産目までの若い牛は、自身も発育途中にあり、その分余計に栄養を必
要とする。年齢で必要な栄養量が変化するので、ＢＣＳを見ながら配合飼料の
調整を行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

成績に関する考察（今後の対応に対する助言指導）

１．栄養管理の改善（母牛）

１-２．栄養管理の改善（子牛）
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項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

出荷前の飼養管理 出荷時に過肥にしないよう飼養管
理を見直すよう指導。

ＢＣＳを確認し、濃厚飼料と粗飼料のバランスを見直す。（良質な粗飼料を給
与する）

◎実施しなかった場合のデメリット
・過肥になると、肥育牛ではロース芯面積の抑制の原因となったり、繁殖雌牛
では、初回種付け時の受胎性低下の原因となり、出荷時の販売価格に影響が
懸念される。

2

子牛の発育向上 子牛事故防止のため、初乳をしっ
かり与えることを指導。

出生後なるべく６時間以内に初乳を飲ませる。ただし、哺乳欲が乏しい場合、
胃内に羊水が含まれている可能性があるため、マッサージ等で子牛の起立や
排便を促すことも重要となる。
また、併せて初乳製剤の投与も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛への免疫移行が十分に行われない
　→子牛が虚弱になり、発育不全になる

3

子牛の発育向上 冬場（寒冷期）の栄養管理　→冬場
（寒冷時）は体温維持のためのエネ
ルギーが必要となることで、エネル
ギーバランスが崩れ、病気のまん延
や発育低下の要因となるため注意
が必要→カロリー含量が高く、タン
パク含量の低いエサ（中圧トウモロ
コシ等）を追加すること

子牛は親牛に比べ寒さに弱いことから、体温を維持するカロリーを補填する
ため配合飼料の給与量を１～２割程度増加させることが必要（地域によって外
気温に差があるため給与量が変わるので注意）。
また、冬季の管理としては飼料の増飼だけではなく、牛舎の換気（アンモニア
対策）、敷料の増加（コンクリートが外気温低下により冷たくなる）、ヒーターや
子牛用ジャケット等の活用により寒冷ストレスから守ることが重要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の死亡事故等による経済損失

4

子牛の発育向上 子牛の育成方法の見直し、改善⇒
早期からのスターター給与の徹底。

早い時期からルーメン絨毛の発達を目的に、スターターを数粒ずつ口の中に
入れる等で、スターターの味に早めに慣らす。
また、生後３ヵ月齢までの子牛の胃はデリケートなので、乾牧草を与える際は
できるだけ良質で柔らかいものを裁断して与えるようにする。

◎実施しなかった場合のデメリット
・胃の発達が遅れることにより発育不全になる

5

子牛の発育向上 飲用水を準備することを指導。 生後間もない子牛では、母乳が栄養摂取源となるが、胃に入るとレンニンと反
応して凝固し固形となるため、飲用水を与えないと水分不足となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・水分不足により、発育不全になる

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

経営移譲されたばかりで、技術が
未熟

前経営者の指導を仰ぎながら、観
察・巡回を実施する。

経営移譲されたばかりだと、異常行動等の判断ができない場合が多いので、
前経営者や関係機関からの指導で、異常行動、発情、疾病の発見ができるよ
うにサポートする必要がある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・発見の遅れによる、分娩間隔の長期化、疾病の慢性化や死亡等の原因

2

分娩間隔が長い 巡回の頻度を増やす、記録等によ
る発情間隔の確認、監視カメラや発
情発見装置の導入により受精適期
を見逃さないようにする。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用によって発情発見に努める。
また、分娩前後の増し飼いを実施し、分娩後の発情回帰を促すことで、発情
発見・受胎率の向上を図る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の損失）

3

畑作は中止し専業になったが、高齢
で後継者もなく労働力が不足の状
態

牛舎を巡回する回数を増やし、個
体の観察に努めること。

巡回の回数増が行えれば理想的だが、高齢で労働力不足であれば回数増加
が難しい場合もある。
飼料給与の前後に数分ずつでも観察時間を設けることで、事故等の発生を
未然に防ぐよう取り組む。

◎実施しなかった場合のデメリット
・事故数の増加
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の損失）

２．行動観察方法の改善

１-２．栄養管理の改善（子牛）
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4

牛舎と自宅が離れている（約１０㎞） 分娩事故防止のため、分娩監視装
置を設置している。

自宅と牛舎の距離が大きく離れている場合、分娩監視装置のみだと分娩事故
対応のみとなるため、ＷＥＢカメラ等を設置することで、分娩以外の緊急時に
も対応できるよう対策を行うことが望ましい。

◎実施しなかった場合のデメリット
・分娩事故以外の事故発生に伴う経済損失

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

牛伝染性リンパ腫（ＢＬＶ）の対応 ＢＬＶ陰性育成牛の外部導入および
内部保留を図り、ＢＬＶ陽性牛の持
ち込み防止。

近年、牛伝染性リンパ腫の発症牛や、と畜場での全廃棄といった事例が多数
報告されている。
分離飼育ができる環境であれば、ＢＬＶ陰性牛と陽性牛を分離して飼養するこ
とが望ましい。
また、牛舎内に害虫除けのネットの設置や牛舎周辺にアブトラップ等の設置、
消毒等を実施する。
陽性母牛から初乳を介して感染する場合もあるので、免疫因子を含有した初
乳製剤の使用も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・牛伝染性リンパ腫蔓延の可能性
・牛の死亡等による経済損失
・吸血昆虫によるストレスが原因での生産性の低下

2

冬季の子牛事故（呼吸器病）増加 子牛の冬場の事故対策については
カーボンヒーターや子牛ジャケット
を今後も活用し、さらに衛生管理を
徹底する。

哺乳中の子牛が快適に過ごせる気温は13～25℃で、13℃を下回ると体温
を維持するためにエネルギーを余計に消費するようになり、発育や増体にも
影響が出る。また、哺乳子牛の下限臨界温度は５℃、出生直後の新生子牛で
は９℃であり、この気温を下回ると、起立不能、震え、意識混濁などの症状を
示し、死に至る場合もある。
牛舎全体の保温対策も必要だが、牛舎を閉め切ると呼吸器病等が蔓延しや
すい環境となるため、換気の良い状態を保ちつつ、冷たい風が当たらない環
境を作ることが必要。
対策としては、子牛ジャケットやヒーターの他、ネックウォーマーも推奨され
る。
また、敷料の量を増やし、子牛の腹等を冷やさないようにするなどの対策も必
要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の死亡事故等による経済損失

3

流産の防止 異常産４種混合ワクチンの接種（ア
カバネ病、チュウザン病、アイノウイ
ルス感染症、ピートンウイルス感染
症）。
サシバエ駆除や牛舎周辺の除草
→ワクチンでは対応できないウイル
スも存在するため、原因のウイルス
を媒介する吸血昆虫対策として春
先から開始すると効果的である。

ウイルス感染による異常産は、一度発生してから対策を講じようとしても、農
場内ですでに蔓延し、これから分娩予定の子牛の流産や奇形等が発生する
ため治療法がない。
そのため予防としてはワクチン接種が効果的となる。
また、ウイルスを保有する可能性のあるウシヌカカ等吸血昆虫の発生予防とし
て、牛舎周辺の除草や消毒等を行い、感染リスクを減らすことも必要である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・流産や出生子牛の奇形・死亡等で販売子牛がいなくなることによる経済損
失

4

子牛が疾病に罹りやすい 子牛事故防止のため、初乳をしっ
かり与え、牛房の消毒など飼養管
理を徹底する。

初乳を十分に摂取できていない子牛は、移行抗体の獲得が不十分なため、感
染症や下痢といった疾病に罹りやすい。そのため、分娩後の早い段階で初乳
を摂取できているか確認し、できていない場合や初産等で乳量が少ない母牛
等は、初乳製剤の使用も検討する。母牛にも定期的に呼吸器病等のワクチン
を接種することで免疫を補強し、初乳から子牛に移行する免疫の効果を高め
ることも効果的である。
また、牛房の環境にも影響されやすいので、分娩前には消毒等を実施し、牛
房内を清潔に保つようにする。
母牛の妊娠末期の栄養不足は、分娩後の初乳の量や質に影響するだけでな
く、子牛の胸腺発達に影響することから、母牛の妊娠末期の飼料設計を確認
する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛への免疫移行が十分に行われない
　→子牛が虚弱になり、発育不全になる
・牛房内が清潔でない場合、呼吸器病や下痢、群飼の場合は、真菌症等感染
症蔓延の原因
・子牛の胸腺委縮等による感染症リスクの増大
・子牛の死亡事故等による経済損失

３．疾病対策
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5

子牛の衛生対策 哺育ゲージを使用する場合、消毒
が不十分だと疾病が蔓延しやすく
なるので、注意する。

哺育ゲージ等は、１頭飼養後に消毒を行わないと真菌症等が継続して発生し
やすくなる。
使用後は消毒を行い、真菌症等の疾病が蔓延しないようにすることが重要。
クリプトスポリジウム症等の場合、通常の消毒では効果が少ないので、熱湯消
毒後２～６ヵ月の乾燥、石灰乳塗布を行う等の対策を行うこと。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の発育の遅れ等による収益性の低下
・農場全体への疾病蔓延の危険

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩間隔が長い 高齢牛やリピートブリーダーが疑わ
れる牛は淘汰する。

受胎率の悪い高齢牛やリピートブリーダーが疑われる牛については、血統が
良いなどの理由で淘汰しない場合が目立つが、経営を圧迫する要因となって
いるため、一定の期間受胎しない場合は淘汰するなどの基準を設定しておく
ことが重要。
高齢牛は泌乳量の低下等により子牛の発育に影響するとの懸念から敬遠さ
れる場合もあるが、繁殖性が高い牛も存在するので、年齢のみで判断するの
ではなく、総合的に判断することが重要。

◎実施しなかった場合のデメリット
・収益性の低下

2

繁殖雌牛の血統 優良子牛の生産のために、血統的
に優秀な雌牛の外部導入や受精卵
を活用して血統構成を変えていくこ
とも検討する。

近年では、改良速度が速くなり、古い種雄牛の血統は敬遠される場合があ
る。
しかし、血統が優秀でも種牛性や気性等が牛群に合わない血統も存在する
ため、優秀な血統を求めすぎて、予算を超える繁殖雌牛を無理に導入したり、
預託で導入した場合にはその後の償還に苦慮しないよう計画的な導入の必
要がある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・収益性の低下

3

流産が多い 特定の牛を中心に流産を繰り返し
ている。疾病の可能性もある為、専
門機関（県、NOSAIなど）に相談し
検査する。

流産については、母牛に起因するものか、疾病等に起因するものか生産者で
は判断できないため、獣医師等に相談し、早めの解決を図ることが重要。
また、ワクチンが有効な疾病については、獣医師に相談の上、ワクチン接種を
実施する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾病の慢性化による経済的損失

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

牛舎が古く、狭い
換気も行いにくい

牛舎改築は難しいものの、少しでも
作業がしやすく発情観察もしやすく
なるよう、内部造作を工夫する。子
牛牛舎の夏場の換気、冬場の保温
に留意する。

牛舎構造の改善は難しいが、配置換え等により動線の確保等、牛舎の環境改
善を図ることが望ましい。また、換気については、窓等改善の余地があるか、
空気の流れが滞らないように改善するなど工夫が必要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・動線の確保ができていないと、人・牛ともに怪我の原因となる
・換気がうまく行えないと、夏場は暑熱により飼養牛の採食量が低下するとと
もに、ストレス等により受胎率の低下が懸念される。冬場はアンモニアガスの
滞留により、呼吸器疾病の蔓延等が懸念される

2

牛舎の収容頭数が上限近く、密飼
い状態になっている

牛舎の新築をし、飼養環境の改善
を図っている。

近年の規模拡大により、密飼い状態の牛舎も多くなった。新牛舎の建設は、
資材高騰により経営の圧迫が懸念されるので、パドックや簡易牛舎、放牧等
の利用は効果的である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の発生・慢性化
・群飼の場合、負け牛が発生しやすくなる

3

子牛の採食量が少なく、発育不良 飼槽の高さ、深さ、ません棒の高
さ、水槽の高さ等を、哺乳期、育成
期等の各発育ステージ又、個体ご
とに確認し、改善することで性別又
は個体のバラツキを改善するよう指
導した。

飼槽や水槽の大きさ・高さなど、子牛の発育ステージに併せた器具機材を使
用することが重要。
飼槽代わりのバケツが深く口が飼料に届きにくい場合などもあり、その際は、
バケツを浅いものにしたり、バケツの上に洗面器を乗せ子牛が採食しやすい
環境を作るなどの工夫をする。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足による子牛の発育不良
・栄養不足による免疫低下が原因となる疾病の発生

４．淘汰・更新の促進

５．施設・設備等の環境改善
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4

規模拡大による分娩時の事故等の
防止

観察頻度の増加や分娩監視装置
等IcT機器等の活用を提案。

規模拡大により発情発見・分娩時の対応が難しくなっている事例が増加して
いる。
巡回頻度の増加等が人手不足により難しい場合は、IcT機器等の導入も検
討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・分娩時の子牛死亡等事故による経済損失

5

飼養環境による子牛の発育阻害要
因の排除
　→牛舎内に一時堆肥保管場所が
ある

定期的に堆肥を除去し、アンモニア
ガス等の影響を最小限に抑えるこ
と。換気扇は堆肥保管場所へ向け
て、新鮮な空気を牛舎内へ取り込
むように。

牛舎構造の改善は難しいが、配置換え等により動線の確保等、牛舎の環境改
善を図ることが望ましい。また、換気については、窓等改善の余地があるか、
空気の流れが滞らないように改善するなど工夫が必要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・換気がうまく行えないと、特に冬場はアンモニアガスの滞留により、呼吸器疾
病の蔓延等が懸念される

6

飼養場所が狭い、労働力不足 子牛の飼養場所がないことや労働
力を考慮すると、キャトルステーショ
ンの再利用を検討することも必要。

飼養密度が高いと、ストレスや疾病蔓延の原因となるので、キャトルステー
ション等が利用できる場合には活用を検討する。
特に畜舎の新築や増築が土地面積的に不可能な場合は、積極的に活用する
と、労働力の軽減効果も見込まれる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・過密ストレスによる生産性の低下
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾病の慢性化による経済的損失

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

事故や廃用が多い 繁殖管理や飼養管理について獣医
師から従業員への指導を行ない、
技術と意識を向上させる。

分娩事故や繁殖障害等による廃用・淘汰は収益に甚大な影響を与える。
日頃の観察頻度を上げるとともに、牛に異常があった場合は、即座に獣医師
に連絡をするよう習慣を付ける。

◎実施しなかった場合のデメリット
・母牛や子牛の死亡による経済的損失
・早期治療で完治が見込める疾病の慢性化による経済的損失

2

分娩間隔が長い（授精回数が多
い、受胎しない）

受胎に要した種付け回数を個体毎
に管理し、獣医師の診療が必要な
場合は早めの治療を行うなど生産
性を重要視し、子牛頭数の確保に
努める。

日頃の発情看視の頻度を上げ、発情発見を見逃さないようにするとともに、
繁殖記録を残す。可能であれば飼料設計を確認し、獣医師とこれら情報を共
有する。牛に異常があった場合は、即座に獣医師に連絡をするよう習慣を付
ける。

◎実施しなかった場合のデメリット
・空胎期間が長くなることによる経済損失（１回の発情を見逃すと、3～4万円
の損失）
・早期治療で完治が見込める疾病の慢性化による経済損失

3

連続あるいは間欠的に流産や異常
産を繰り返す繁殖雌牛がいる

家畜保健衛生所の診断によると「ネ
オスポラ症」が原因であることが判
明した。対策として、タヌキの農場
内や畜舎への侵入を防止するとと
もに罠を設置し捕獲し、飼料がタヌ
キの糞便内オーシストに汚染されな
いようにし、胎盤や流死産胎子を除
去する。また、流産や異常産を繰り
返すネオスポラ抗体陽性牛を淘汰
（とうた）し、経産牛更新を行う。

野生動物の侵入により、給餌施設・給水設備等が汚染される恐れがあるの
で、牛舎・飼料保管場所・貯水施設への害獣侵入対策や、飼槽・ウオーター
カップ等の給水設備の定期清掃を実施する。
疾病が蔓延した場合には、左記のように陽性牛の淘汰や牛舎消毒により清浄
化を図る。
また、ワクチンが有効な疾病については、獣医師に相談の上、ワクチン接種を
実施する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾病の慢性化による経済的損失

4

子牛事故率の低減（クリプトスポリ
ジウム）

クリプトスポリジウムの駆虫
　→100ppmの二酸化塩素水で、
畜舎（特に床）を消毒する。
　→子牛や母牛の体表を30ppm
程度で消毒するとより効果的であ
る。

クリプトスポリジウム症は一度の対策で清浄化に至る事例は少なく、下痢の発
症を減らすことにより被害を軽減することが対策の目的となる。
厚い殻に覆われた原虫には、多くの消毒薬は効果がなく、熱湯や乾燥による
消毒が有効。
熱湯消毒の場合、72℃の熱湯を約１分間かけ続ける必要があり、温度管理に
注意。熱湯消毒ののちに、２～６ヵ月程度の乾燥を実施。最後に消毒した箇所
に石灰乳を塗布し原虫を封じ込める。
上記は時間が掛かるため、簡易な方法としては、コクシジウムの消毒に使用す
るオルソ剤を希釈した石灰乳に用い使用する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・水溶性下痢症により脱水症状を引き起こすことによる収益性の低下
・農場全体への疾病蔓延の危険

６．獣医師等との連携強化
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項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

繁殖成績の改善 記録・記帳の実施、
繁殖管理システムの活用。

分娩日や種付日、治療履歴を記録しておくことで、正確な発情予定日、分娩
予定日等を確認し、分娩間隔の短縮や分娩事故の低減を図る。
また、繁殖管理システムを活用することで、簡素化を図る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・記憶だけでは、発情発見や種付日が不明確になり、その結果、分娩間隔の
長期化等を引き起こす要因となる

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩時の事故率の低減 分娩前の巡回を増やす、分娩監視
装置やカメラの設置等、ＩＣＴ機器の
導入も検討。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用によって分娩時に立ち会う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・母牛、子牛の死亡や予後不良の原因

2

分娩後の初回種付けの遅れ 分娩後の発情発見に努めるととも
に、初回種付けが遅れている牛に
ついては産後60日以上が経過して
いるものは、獣医師に診てもらう。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用によって発情発見に努める。分娩前後の増し
飼いを実施し、初回排卵および子宮の回復を促す。

◎実施しなかった場合のデメリット
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下

3

分娩後の疾病 分娩の直前におが粉等の敷料を入
れ替えると、分娩時に埃が立ち、
腟・子宮内に埃が入ることで、子宮
内膜炎等の疾病の原因となるの
で、敷き藁を敷料にし、直前に入れ
替えないようにする。

分娩時には清潔な敷料を使用することは重要であるが、敷料の種類によって
は子宮内膜炎等、疾病の原因となる場合もある。
分娩時には、分娩房を清潔にするだけでなく、埃が立ちにくい環境を整えるこ
とも重要。また、分娩後に後産が排出されているか確認することで、子宮内膜
炎の早期発見につながる。助産等をする場合は、手の消毒を徹底する（場合
によっては手袋を使用）。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子宮内膜炎等、疾病の発症
・疾病による分娩間隔の長期化や廃用

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

群で飼養している子牛の育成にバ
ラツキがある、疾病も発生しやすい

群編成ストレスの軽減による免疫
低下を抑制。
母牛と一緒にいるときに群編成し、
部屋を移動する場合も、群のメン
バーは変更しないことが理想。

子牛は群編成する際、ストレスがかかる（群編成ストレス）ため、群編成ストレ
スの軽減による免疫低下抑制が重要となる。
群を編成する際は、全頭同じタイミングでの群編成や日齢・体高・体重等の近
い子牛で群編成することが重要となる。牛房を移動する場合も、群のメンバー
は変更しないことが理想である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛は群編成の度に免疫が低下→呼吸器疾病や真菌症等、疾病の原因と
なる（免疫は群編成後約２週間で半分程度になり、元に戻るまで３週間程度必
要）
・日齢が大きく離れていると、食い負けやいじめの原因となる

2

哺乳ロボットを介した疾病の蔓延 子牛の異常等が発生すれば、速や
かにかかりつけの獣医師又は家畜
保健所に相談し、早期に対応。

哺乳ロボットを使用した際には、ゴム製乳頭を介して真菌症や呼吸器疾病が
蔓延することがある。
これは、ストレス等により子牛の免疫力が下がった際に発症しやすいので、で
きる限り子牛にストレスを与えないように注意する。
哺乳ロボットを使用する際には群編成を行うが、群を編成する際は、全頭同
じタイミングでの群編成や日齢・体高・体重等の近い子牛で群編成することが
重要となる。牛房を移動する場合も、群のメンバーは変更しないことが理想で
ある。
なお、単純に哺乳量等が足りず、栄養不足により免疫力が低下している場合
もあるので、子牛の哺乳量等も確認すること。
また、哺乳ロボットのゴム製乳頭は自動洗浄されるが、ホース等も含め定期
的に手洗浄を行うことも重要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛は群編成の度に免疫が低下→呼吸器疾病や真菌症等、疾病の原因と
なる（免疫は群編成後約２週間で半分程度になり、元に戻るまで３週間程度必
要）
・疾病等による発育不全や死亡による販売子牛の経済的損失

９．群管理方法の改善

７．記録等による管理方法の改善

８．分娩管理の改善
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3

群で負けて、受胎率も低い母牛が
いる

受胎率の向上（弱い牛のフォ
ロー）、
弱い牛（足を引っ張る牛）の対策、
乗駕痕（尾根部が禿げたり、腰角に
傷）のある牛は、群の中で地位が低
い（弱い）牛のサイン。

群飼に合わない繁殖雌牛は、単房に移すことが望ましいが、牛房に仕切りを
入れる、スタンチョン設置により採食行動を他の牛に邪魔されないようにする
など対策を講じる。
また、密飼いにより過密ストレスがかからないよう注意する。（飼養面積6㎡/
頭以上）

◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下
・若い繁殖雌牛の場合は発育不全

4

繁殖雌牛の観察管理不足 群での管理時には乗駕行動の有無
の確認が重要である。

群管理時には、繁殖雌牛の乗駕行動により発情の発見につながるので、可能
な場合は複数人で観察・巡回を行うようにする。また、乗駕以外の発情兆候
（外陰部の変化、発情粘液、乗駕痕の確認）も確認するとともに、発情看視前
には発情周期を確認し、発情予定牛を重点的に観察する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

受胎率が悪い 発情の見逃しを防止し、適期の種
付けを心がける。
受胎率の高い種雄牛の精液の利
用、受精卵移植を行う。
発情発見装置等の使用も検討す
る。

近年は、飼養頭数増加に伴う発情見逃し等により分娩間隔が長くなっている
可能性がある。
観察・巡回の頻度を上げることで発情兆候を見逃さないことが重要になるが、
労働力不足等で実施が困難な場合は、発情発見装置等の導入を検討する。
発情記録から発情予定日を確認し、発情の見逃しを極力少なくする。
エネルギー不足や粗蛋白質の過不足は発情微弱や受胎率の低下につながる
ことから、飼料分析を行い飼料設計を確認する。また、受胎率の高い種雄牛
の精液の利用、受精卵移植も効果的である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済損失
（１回の発情を逃すと、3～4万円の損失）

2

分娩事故の対応 初産の場合、小型の系統を種付け
し事故を防ぐ。

近年は、育種改良が進み、脂肪交雑・枝肉重量共に育種価の高い、いわゆる
「質量兼備型」の種雄牛が多くなってきた。
そのため出生時体重の大きい牛が増え、それに伴い分娩事故が発生した場
合、子牛のみならず繁殖雌牛が死亡する事例もある。
特に未経産牛の場合は、その牛自体が成長途中のため、分娩難易度が高く
なるので、小型の種雄牛を交配するなどの対策が必要である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛、繁殖雌牛の死亡等による経済損失

3

種付け時に井戸水を使用している
が、子宮内膜炎等がたまに起こる

人工授精時などの水は水道水を使
うこと。（井戸水や山水は雑菌が入
り、子宮内膜炎の原因となることが
ある。）

井戸水等の水質検査は、事業等で飲料水として使用する際には義務付けら
れているが、個人で使用する際は義務付けがないため、大腸菌や生体に有害
な化合物が含まれている場合がある。
人工授精時の洗浄等に使用する場合は必ず定期的な水質検査を受けるか、
水道水を使用すること。
（容器等もきれいなものを使用する）
牛舎に水道がない場合は、自宅から水道水を持参するなどすること。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子宮内膜炎等の発症による経済損失
・母牛、子牛の治療に係る経済損失や販売時の価格の減少

4

受精卵採卵・移植は、母牛のホルモ
ンコントロールをするためダメージ
が大きく、その後の空胎期間長期
化と淘汰率が高くなるので、ET採
卵・移植は極力控えた事により繁殖
成績が向上し始めた。

採卵牛は、ホルモン処理等により母
体のダメージも大きく抵抗力等が
低下するので、過度な採卵に留意
するように指導

同一産次における連続採卵は過剰排卵（SOV）処置に反応すれば何度も実
施可能だが、一般的に2～3回以上の連続採卵は生産効率が落ちると言われ
ている。
また、同一産次における連続採卵は最低1～2ヵ月の間隔を空けて実施する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・過度の採卵による繁殖雌牛の生産性低下による経済損失

10．種付け方法の改善
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項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

畜産以外の仕事量が多く、管理が
疎かになっている

農繁期など、作業量が増加する期
間は臨時で雇用するなどの対策を
検討。
畜産部門以外の収入が少ない場合
は、畜産専業に移行することも検
討。
また、農業機械やICT機器の導入
により、効率化を図る。

畜産以外の農業を兼業で実施している経営も多く、農繁期では観察時間不
足や飼養管理不足からその間の成績が悪くなる経営が一定数いる。
畜産以外の作業を、他の農家へ委託するなどの対策も必要となる。
農業機械については高額な物も多いため、過大投資にならないか、畜産クラ
スター事業等補助事業の活用等、経営の負担にならないよう対策が必要で
ある。
また、労働力が絶対的に不足している場合においては、規模縮小し効率化を
図ることで、成績向上に繋がる場合もある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・観察時間不足による受胎率の低下や疾病の見逃し

2

規模拡大により作業量が増加した
が、労働力は増えていない

従業員への指示連携がうまくいっ
ていないので、作業マニュアルを作
るなど飼養管理をきちんと行なえる
ようにする。

規模拡大により、新規で従業員を雇用したり、従業員を増やした場合、コミュ
ニケーション不足により、業務内容が適切に伝わらない場合があるので、作
業マニュアル等を整備し、誰でも同レベルの作業を行えるようにすることが重
要。
また、従業員教育の一環として、農場HACCPやJGAPの実施も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・作業内容のバラツキが原因での分娩間隔の長期化や疾病治療の長期化等

3

労働力不足への対応 一部放牧による労働力の削減
→委託先がなく、飼料生産の労働
力が足りていない現状を放牧によ
り緩和する。

放牧を導入することで、省力的かつ低コストな生産体系を実現することがで
きる。
また、牛が運動することで足腰が強くなるなど健康な状態となり、繁殖牛にお
いては分娩事故減少の見込みがある。
耕作放棄地などで放牧を行うことで、未利用な土地の活用や景観保全にもつ
ながる。
ただし、放牧を開始するにあたり、牛を放牧に慣れさせる技術や電気牧柵など
の放牧地の管理に関係する技術等を習得する必要があるほか、特に耕作放
棄地など近くに住宅地がある場合には、周辺住民の放牧への理解醸成を図る
必要がある等の課題がある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・観察時間不足による受胎率の低下や疾病の見逃し

4

労働力不足への対応 発情発見装置をもっと活用すること
（今は全く機能していない）。

分娩・行動監視装置等のＩＣＴ機器や自動給餌機等の省力化機器の導入によ
り労働力の効率化を図ることも重要となる。
ただし、使用しない（活用できない）機器の導入は、導入コスト・月額コストの
発生により経営を圧迫する場合があるので注意すること。

◎実施しなかった場合のデメリット
・作業内容のバラツキが原因での分娩間隔の長期化や疾病治療の長期化等
・観察時間不足による受胎率の低下や疾病の見逃し

11．労働力不足への対応
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Ⅲ．肉用牛肥育 
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対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

4
3
.0

1
3

4
1
.5

1
2

3
8
.8

7
3
1
.3

1
7
5
.0

1
3

3
6
8
.2

1
3

3
7
0
.2

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

2
4
.0

1
3

2
3
.0

1
2

2
1
.5

7
1
4
.6

1
4
1
.0

1
3

2
2
6
.4

1
3

2
1
8
.4

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

0
.0

1
3

0
.0

1
2

0
.0

7
0
.0

1
0
.0

1
3

2
.3

1
3

0
.8

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

0
.8

1
3

0
.5

1
2

0
.5

7
0
.4

1
0
.0

1
3

4
.8

1
3

5
.4

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

2
4
.7

1
3

2
5
.0

1
2

2
4
.3

7
1
9
.6

1
3
3
.0

1
3

2
2
1
.8

1
3

2
1
0
.5

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

4
1
.5

1
3

3
9
.1

1
2

3
5
.4

7
2
5
.9

1
8
3
.0

1
3

3
7
0
.2

1
3

3
7
3
.4

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
6
.2

1
3

8
6
.7

1
2

8
4
.8

7
7
6
.0

1
1
1
0
.7

1
3

1
0
0
.4

1
3

1
0
1
.7

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

4
2
.4

1
3

4
0
.4

1
2

3
7
.2

7
2
8
.6

1
7
9
.0

1
3

3
6
9
.9

1
3

3
7
3
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
3

9
.2

1
3

9
.2

1
2

9
.3

7
9
.5

1
8
.7

1
2

8
.9

1
2

9
.0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
3

2
9
3
.2

1
3

2
9
6
.4

1
2

2
9
6
.7

7
2
9
1
.9

1
2
9
2
.5

1
2

2
8
8
.5

1
2

2
9
3
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
3

3
0
.0

1
3

3
0
.4

1
2

3
0
.4

7
3
1
.0

1
3
1
.3

1
3

2
9
.4

1
2

2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
3

7
9
7
.1

1
3

8
0
3
.6

1
2

8
0
1
.1

7
7
7
9
.6

1
8
3
2
.9

1
3

7
7
9
.9

1
2

7
9
0
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
3

6
3
3
.5

1
3

6
4
4
.0

1
2

6
4
0
.3

7
6
5
0
.9

1
6
8
8
.4

1
3

6
4
3
.7

1
2

6
1
1
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
3

0
.8
0

1
3

0
.8
0

1
2

0
.8
0

7
0
.7
7

1
0
.7
7

1
3

0
.7
9

1
2

0
.8
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
3

5
2
0
.3

1
3

5
2
0
.5

1
2

5
1
9
.2

7
5
0
6
.4

1
5
3
6
.1

1
3

5
0
2
.7

1
2

5
1
3
.0

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

9
8
.6

1
3

9
9
.6

1
2

9
9
.6

7
1
0
0
.0

1
1
0
0
.0

1
3

9
6
.8

1
2

9
5
.7

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

9
7
.7

1
3

9
6
.5

1
2

9
6
.5

7
9
4
.3

1
9
7
.0

1
3

8
9
.7

1
2

9
2
.2

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

3
9
.4

3
9
.7

3
9
.7

3
9
.7

9
9
.2

9
9
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

3
2
5
1
.1

3
2
6
6
.6

3
2
6
6
.6

3
2
6
6
.6

9
2
6
3
.2

9
2
7
0
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

3
3
0
.6

3
3
1
.8

3
3
1
.8

3
3
1
.8

9
2
9
.6

9
2
9
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

3
6
3
8
.5

3
6
5
4
.8

3
6
5
4
.8

3
6
5
4
.8

9
7
1
1
.6

9
7
2
5
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

3
6
4
3
.0

3
6
7
3
.3

3
6
7
3
.3

3
6
7
3
.3

9
6
1
8
.6

9
6
2
4
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

3
0
.6
1

3
0
.5
9

3
0
.5
9

3
0
.5
9

9
0
.7
3

9
0
.7
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

3
4
1
1
.3

3
4
2
2
.6

3
4
2
2
.6

3
4
2
2
.6

9
4
6
1
.1

9
4
7
1
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

3
9
6
.9

3
9
1
.3

3
9
1
.3

3
9
1
.3

9
9
7
.1

9
9
9
.1

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

3
9
2
.1

3
8
8
.2

3
8
8
.2

3
8
8
.2

9
9
4
.2

9
9
3
.8

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
0

1
.3

1
0

2
.4

1
0

2
.4

5
3
.3

1
2

1
.6

1
3

1
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
1
6
8
.
3
頭

に
対

し
、

R
5
年

②
1
6
7
頭

は
、

微
減

(
1
.
3
頭

)
し

た
。

R
5
年

度
版

デ
ー

タ
と

比
較

し
、

全
体

の
平

均
頭

数
が

1
0
頭

前
後

高
く

な
っ

て
い

る
が

、
対

象
デ

ー
タ

数
の

増
加

(
R
5
:
4
8
→

R
6
:
5
3
)
の

影
響

と
考

え
ら

れ
た

。

b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
4
2
.
4
頭

は
、

R
5
年

④
で

は
4
0
.
4
頭

と
な

り
、

2
頭

減
じ

た
(
デ

ー
タ

数
1
3
)
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
7
.
2
頭

(
デ

ー
タ

数
1
2
)
に

対
し

、
R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
頭

数
が

減
じ

た
も

の
)

⑥
2
8
.
6
頭

(
デ

ー
タ

数
7
）

は
、

8
割

弱
(
8
.
6
頭

分
少

な
い

)
で

あ
っ

た
。

一
方

、
R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

に
上

が
っ

た
も

の
(
頭

数
が

増
え

た
も

の
)
⑦

7
9
頭

(
デ

ー
タ

数
1
)
は

、
⑤

3
7
.
2
頭

の
2
倍

以
上

多
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
3
6
9
.
9
頭

に
対

し
、

R
5
年

⑩
3
7
3
.
8
頭

は
、

3
.
9
頭

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
1
3
)
。

R
5
年

度
版

デ
ー

タ
と

比
較

し
、

全
体

的
に

2
3
～

2
6
頭

高
く

な
っ

て
い

る
が

、
対

象
デ

ー
タ

数
の

増
加

（
R
5
:
1
2
→

R
6
:
1
3
）

の
影

響
と

考
え

ら
れ

た
。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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（
修

正
済

）
比

較
集

計
（

肥
育

）
去

勢
肥

育
開

始
月

齢

１
．
去
勢
肥
育
開
始
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
4

2
0
6
.6

1
4

2
0
5
.1

1
1

1
7
3
.3

4
1
8
0
.0

3
3
2
1
.7

1
8

1
3
4
.8

1
9

1
3
8
.1

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
4

1
2
7
.0

1
4

1
2
3
.9

1
1

1
0
6
.5

4
1
1
2
.0

3
1
8
7
.3

1
8

7
8
.8

1
9

7
7
.6

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
4

0
.0

1
4

0
.0

1
1

0
.0

4
0
.0

3
0
.0

1
8

1
.7

1
9

0
.5

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
4

2
.8

1
4

2
.6

1
1

2
.4

4
1
.8

3
3
.7

1
8

1
.9

1
9

2
.1

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
4

1
2
5
.7

1
4

1
2
0
.4

1
1

1
0
1
.7

4
1
0
5
.3

3
1
8
9
.0

1
8

7
7
.9

1
9

8
0
.5

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
4

2
0
5
.1

1
4

2
0
5
.9

1
1

1
7
5
.7

4
1
8
5
.0

3
3
1
6
.3

1
8

1
3
5
.4

1
9

1
3
3
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
4

9
7
.2

1
4

9
8
.9

1
1

9
9
.5

4
1
0
2
.7

3
9
6
.5

1
8

1
0
0
.3

1
9

9
6
.8

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
4

2
0
6
.4

1
4

2
0
6
.4

1
1

1
7
5
.7

4
1
8
2
.5

3
3
1
9
.0

1
8

1
3
5
.1

1
9

1
3
5
.9

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
4

9
.6

1
4

9
.6

1
1

9
.7

4
9
.5

3
9
.2

1
8

8
.2

1
9

8
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
4

2
9
9
.4

1
4

3
0
0
.6

1
1

3
0
2
.6

4
3
2
2
.2

3
2
9
3
.2

1
8

2
8
7
.0

1
9

2
9
7
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
4

2
9
.7

1
4

2
9
.7

1
1

2
9
.9

4
2
9
.5

3
2
9
.2

1
8

2
9
.4

1
9

2
9
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
4

7
8
5
.8

1
4

7
8
5
.6

1
1

7
8
7
.3

4
8
3
9
.8

3
7
7
9
.3

1
8

8
1
6
.5

1
9

8
2
3
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
4

6
1
3
.0

1
4

6
1
4
.2

1
1

6
1
3
.0

4
6
0
6
.4

3
6
1
8
.5

1
8

6
4
3
.5

1
9

6
3
4
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
4

0
.8
0

1
4

0
.8
0

1
1

0
.8
0

4
0
.8
5

3
0
.7
9

1
8

0
.8
2

1
9

0
.8
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
4

5
0
4
.0

1
4

5
0
7
.6

1
1

5
0
9
.4

4
5
4
5
.5

3
5
0
1
.0

1
8

5
3
7
.3

1
9

5
3
8
.9

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
4

9
8
.4

1
4

9
8
.2

1
1

9
8
.1

4
9
7
.6

3
9
8
.3

1
8

9
8
.2

1
9

9
7
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
4

9
6
.5

1
4

9
3
.9

1
1

9
3
.5

4
9
8
.4

3
9
5
.1

1
8

9
7
.1

1
9

9
6
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

8
9
.5

8
9
.6

5
9
.7

2
1
0
.0

3
9
.5

4
6
.6

5
7
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

8
2
7
0
.9

8
2
7
1
.4

5
2
6
9
.7

2
2
8
5
.7

3
2
7
4
.2

4
2
0
6
.5

5
2
4
3
.2

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

8
2
9
.5

8
2
9
.9

5
3
0
.1

2
2
9
.6

3
2
9
.6

4
2
8
.3

5
3
0
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

8
6
9
9
.8

8
7
0
2
.7

5
6
9
9
.8

2
7
6
8
.1

3
7
0
7
.7

4
6
8
5
.9

5
7
3
3
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

8
6
0
8
.8

8
6
1
5
.7

5
6
1
8
.1

2
5
9
8
.4

3
6
1
1
.5

4
6
6
3
.5

5
6
7
5
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

8
0
.7
1

8
0
.7
1

5
0
.7
1

2
0
.8
1

3
0
.7
1

4
0
.7
2

5
0
.7
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

8
4
5
2
.5

8
4
5
3
.8

5
4
5
3
.0

2
4
9
6
.3

3
4
5
5
.0

4
4
6
3
.7

5
4
9
4
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

8
9
5
.8

8
9
5
.8

5
9
4
.6

2
9
9
.7

3
9
7
.6

4
9
7
.2

5
9
2
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

8
9
5
.0

8
9
2
.3

5
9
2
.1

2
9
9
.7

3
9
2
.7

4
9
7
.8

5
9
4
.6

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
1

1
.8

1
2

1
.0

9
0
.9

4
1
.2

3
1
.2

1
4

1
.3

1
6

1
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
8
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

②
9
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヶ

月
晩

期
化

し
た

。
肥

育
開

始
体

重
は

、
4
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
9
.
6
ヵ

月
齢

は
、

R
5
年

④
で

も
同

値
で

あ
っ

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
1
4
)
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
.
7
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
1
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
月

齢
が

晩
期

化
し

た
も

の
)
⑥

9
.
5
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
、

な
ぜ

か
0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
、

R
0
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
9
.
2
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
)
は

、
0
.
5
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
肥

育
開

始
体

重
は

、
⑤

3
0
2
.
6
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
9
.
6
 
k
g
高

く
、

⑦
は

9
.
4
 
k
g
低

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
8
.
2
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

⑩
8
.
5
ヵ

月
齢

は
、

0
.
3
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
肥

育
開

始
体

重
は

、
1
0
.
4
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育

開
始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
肥
育
開
始
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
肥
育

開
始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

去
勢

肥
育

開
始

体
重

１
．
去
勢
肥
育
開
始
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
2

1
2
3
.4

1
2

1
1
9
.6

1
1

1
1
5
.5

8
1
1
3
.5

1
1
6
5
.0

1
2

1
5
0
.7

1
2

1
8
8
.7

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
2

7
1
.1

1
2

7
3
.5

1
1

7
1
.0

8
6
8
.8

1
1
0
1
.0

1
2

8
5
.5

1
2

1
0
9
.9

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
2

0
.0

1
2

0
.0

1
1

0
.0

8
0
.0

1
0
.0

1
2

2
.5

1
2

0
.8

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
2

1
.7

1
2

1
.8

1
1

1
.5

8
1
.5

1
5
.0

1
2

3
.0

1
2

2
.8

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
2

7
3
.3

1
2

6
9
.4

1
1

6
6
.7

8
6
4
.6

1
9
9
.0

1
2

8
7
.4

1
2

1
1
0
.2

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
2

1
1
9
.6

1
2

1
2
1
.8

1
1

1
1
8
.2

8
1
1
6
.1

1
1
6
2
.0

1
2

1
4
8
.3

1
2

1
8
6
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
2

9
7
.1

1
2

1
0
0
.8

1
1

1
0
1
.0

8
1
0
0
.2

1
9
8
.2

1
2

9
5
.4

1
2

8
7
.5

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
2

1
2
1
.5

1
2

1
2
0
.7

1
1

1
1
6
.8

8
1
1
4
.8

1
1
6
3
.5

1
2

1
4
9
.4

1
2

1
8
8
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
2

9
.1

1
2

9
.1

1
1

9
.1

8
9
.2

1
8
.9

1
2

8
.2

1
2

8
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
2

3
2
6
.0

1
2

3
3
2
.1

1
1

3
3
4
.1

8
3
3
6
.2

1
3
0
9
.3

1
2

2
5
4
.5

1
2

2
5
9
.5

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
2

2
9
.6

1
2

2
9
.6

1
1

2
9
.6

8
2
9
.4

1
2
9
.1

1
2

2
9
.3

1
2

3
0
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
2

8
4
2
.0

1
2

8
4
7
.3

1
1

8
5
2
.6

8
8
6
5
.0

1
7
8
9
.0

1
2

7
6
0
.3

1
2

7
5
3
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
2

6
2
3
.2

1
2

6
2
1
.4

1
1

6
2
1
.9

8
6
1
5
.2

1
6
1
6
.0

1
2

6
4
5
.0

1
2

6
5
5
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
2

0
.8
3

1
2

0
.8
1

1
1

0
.8
1

8
0
.8
4

1
0
.7
8

1
2

0
.7
8

1
2

0
.7
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
2

5
4
5
.5

1
2

5
5
1
.5

1
1

5
5
4
.6

8
5
6
2
.2

1
5
1
8
.2

1
2

5
0
0
.8

1
2

4
9
4
.1

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
2

9
7
.8

1
2

9
7
.3

1
1

9
7
.7

8
9
8
.6

1
9
2
.8

1
2

9
8
.3

1
2

9
8
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
2

9
5
.3

1
2

9
7
.6

1
1

9
8
.2

8
9
9
.1

1
9
1
.3

1
2

9
5
.1

1
2

9
1
.5

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

2
9
.5

2
9
.4

1
9
.6

1
9
.6

1
9
.2

7
7
.7

7
8
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

2
2
8
5
.8

2
2
9
0
.6

1
3
0
1
.7

1
3
0
1
.7

1
2
7
9
.4

7
2
2
8
.1

7
2
4
2
.1

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

2
2
9
.2

2
2
9
.5

1
2
9
.2

1
2
9
.2

1
2
9
.8

7
2
9
.0

7
3
0
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

2
7
5
4
.4

2
7
6
2
.8

1
8
1
0
.4

1
8
1
0
.4

1
7
1
5
.2

7
6
8
4
.0

7
6
8
4
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

2
5
9
8
.8

2
6
1
1
.4

1
5
9
6
.7

1
5
9
6
.7

1
6
2
6
.0

7
6
4
6
.7

7
6
6
7
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

2
0
.7
9

2
0
.7
8

1
0
.8
5

1
0
.8
5

1
0
.7
0

7
0
.7
1

7
0
.6
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

2
4
8
3
.1

2
4
9
1
.2

1
5
1
0
.5

1
5
1
0
.5

1
4
7
1
.9

7
4
5
3
.7

7
4
5
5
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

2
9
2
.9

2
8
8
.0

1
9
9
.3

1
9
9
.3

1
7
6
.7

7
9
7
.4

7
9
7
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

2
8
7
.2

2
9
4
.7

1
9
9
.3

1
9
9
.3

1
9
0
.0

7
9
4
.2

7
9
2
.8

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
1

1
.5

1
1

1
.6

1
0

1
.5

8
1
.2

1
3
.1

8
2
.1

8
3
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
2
9
4
.
6
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

②
2
9
8
.
6
 
k
g
は

、
4
 
k
g
増

加
し

た
。

肥
育

開
始

月
齢

は
、

0
.
1
ヶ

月
晩

期
化

し
て

い
た

。

b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
2
6
 
k
g
は

、
R
5
年

④
で

は
3
3
2
.
1
 
k
g
と

な
り

、
6
.
1
 
k
g
増

加
し

た
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
3
4
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
1
1
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
体

重
が

増
加

し
た

も
の

)
⑥

3
3
6
.
2
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
8
)
は

2
.
1
 
k
g
高

く
、

R
0
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
3
0
9
.
3
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
1
)
は

2
4
.
8
 
k
g
低

か
っ

た
。

肥
育

開
始

月
齢

は
、

⑤
9
.
1
ヶ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
1
 
ヵ

月
晩

期
化

、
⑦

は
0
.
2
カ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
2
5
4
.
5
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
2
5
9
.
5
 
k
g
は

、
5
 
k
g
増

加
し

た
。

肥
育

開
始

月
齢

は
、

0
.
4
ヶ

月
晩

期
化

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育

開
始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
肥
育
開
始
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
肥
育

開
始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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(修
正

済
)比

較
集

計
（

肥
育

）
去

勢
出

荷
月

齢

１
．
去
勢
出
荷
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

1
3
2
.3

1
3

1
3
1
.0

9
9
8
.7

3
2
2
.7

4
2
0
3
.8

1
3

2
2
6
.2

1
3

1
8
6
.5

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

7
2
.1

1
3

6
9
.8

9
4
7
.8

3
5
.7

4
1
1
9
.5

1
3

1
3
9
.5

1
3

1
1
1
.8

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

2
.3

1
3

0
.8

9
0
.0

3
0
.0

4
2
.5

1
3

0
.0

1
3

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

1
.5

1
3

1
.3

9
0
.7

3
0
.7

4
2
.8

1
3

2
.9

1
3

1
.6

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

7
4
.2

1
3

7
3
.3

9
5
5
.0

3
1
2
.7

4
1
1
4
.5

1
3

1
3
4
.6

1
3

1
1
1
.6

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

1
3
1
.0

1
3

1
2
7
.0

9
9
0
.8

3
1
5
.0

4
2
0
8
.5

1
3

2
2
8
.1

1
3

1
8
5
.1

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
7
.0

1
3

9
0
.2

9
8
5
.0

3
5
7
.8

4
1
0
1
.7

1
3

9
8
.7

1
3

9
7
.1

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

1
3
1
.8

1
3

1
2
9
.0

9
9
4
.7

3
1
8
.8

4
2
0
6
.1

1
3

2
2
7
.3

1
3

1
8
6
.0

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
3

8
.8

1
3

8
.9

9
9
.1

3
9
.2

4
8
.5

1
3

8
.8

1
3

9
.0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
3

2
9
2
.2

1
3

2
9
4
.2

9
2
9
6
.6

3
2
6
2
.7

4
2
8
8
.7

1
3

2
8
2
.2

1
3

2
8
7
.6

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
3

3
0
.7

1
3

3
1
.0

9
3
1
.6

3
3
3
.7

4
2
9
.6

1
3

2
8
.4

1
3

2
8
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
3

8
1
2
.6

1
3

8
1
2
.6

9
8
0
9
.7

3
7
5
5
.0

4
8
1
9
.2

1
3

7
6
7
.5

1
3

7
7
3
.3

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
3

6
6
6
.1

1
3

6
7
4
.4

9
6
8
7
.3

3
7
4
6
.3

4
6
4
5
.3

1
3

5
9
7
.3

1
3

5
9
2
.0

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
3

0
.7
8

1
3

0
.7
7

9
0
.7
5

3
0
.6
6

4
0
.8
2

1
3

0
.8
1

1
3

0
.8
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
3

5
3
5
.4

1
3

5
3
4
.1

9
5
3
0
.0

3
4
9
6
.7

4
5
4
3
.5

1
3

4
9
7
.6

1
3

4
9
9
.9

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

9
9
.5

1
3

9
8
.5

9
9
8
.8

3
1
0
0
.0

4
9
8
.0

1
3

9
6
.9

1
3

9
7
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

9
8
.7

1
3

9
5
.2

9
9
4
.0

3
8
6
.7

4
9
7
.8

1
3

9
4
.2

1
3

9
3
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

4
9
.1

4
8
.7

3
9
.5

2
9
.8

1
6
.2

9
8
.3

8
8
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

4
2
5
7
.4

4
2
5
6
.0

3
2
7
0
.3

2
2
6
9
.0

1
2
1
3
.0

9
2
4
6
.1

8
2
5
9
.9

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

4
3
1
.4

4
3
1
.7

3
3
2
.3

2
3
3
.3

1
2
9
.7

9
2
8
.5

8
2
9
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

4
6
6
4
.5

4
6
8
8
.1

3
6
7
5
.3

2
6
4
1
.0

1
7
2
6
.3

9
7
1
3
.0

8
7
2
3
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

4
6
7
8
.8

4
6
9
9
.5

3
6
9
4
.9

2
7
1
5
.5

1
7
1
3
.5

9
6
1
4
.5

8
6
1
5
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

4
0
.6
0

4
0
.6
2

3
0
.5
9

2
0
.5
2

1
0
.7
1

9
0
.7
6

8
0
.7
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

4
4
4
2
.7

4
4
5
5
.3

3
4
3
6
.5

2
4
1
5
.0

1
5
1
1
.5

9
4
6
5
.0

8
4
6
9
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

4
9
8
.5

4
9
5
.5

3
9
3
.9

2
9
0
.9

1
1
0
0
.0

9
9
5
.5

8
9
5
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

4
9
4
.6

4
9
2
.0

3
9
0
.9

2
8
6
.4

1
9
5
.3

9
9
4
.7

8
9
3
.9

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

9
1
.6

1
0

2
.5

6
3
.1

2
8
.2

4
1
.6

1
2

1
.6

1
0

0
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
2
9
.
4
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

②
2
9
.
5
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

4
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
0
.
7
ヵ

月
齢

は
、

R
5
年

④
で

は
3
1
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
3
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
1
.
6
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
9
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
月

齢
が

晩
期

化
し

た
も

の
)
⑥

3
3
.
7
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
、

2
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
9
.
6
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
、

2
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
8
0
9
.
7
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
5
4
.
7
 
k
g
低

く
、

⑦
は

9
.
5
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
、

R
5
年

⑩
い

ず
れ

も
2
8
.
4
ヵ

月
齢

で
あ

っ
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

R
4
年

⑨
7
6
7
.
5
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
は

5
.
8
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷

月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

去
勢

出
荷

生
体

重

１
．
去
勢
出
荷
生
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

2
2
3
.2

1
3

2
2
2
.2

1
0

2
3
3
.6

2
6
7
.0

2
1
6
9
.0

1
3

1
2
7
.7

1
2

1
2
0
.8

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

1
3
2
.8

1
3

1
2
8
.3

1
0

1
3
2
.6

2
3
3
.5

2
9
4
.5

1
3

7
9
.8

1
2

6
7
.4

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

2
.3

1
3

0
.8

1
0

1
.0

2
0
.0

2
0
.0

1
3

0
.0

1
2

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

3
.7

1
3

3
.5

1
0

3
.3

2
1
.5

2
5
.5

1
3

1
.7

1
2

1
.7

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

1
3
2
.4

1
3

1
2
8
.9

1
0

1
3
6
.6

2
3
4
.0

2
1
0
2
.0

1
3

7
9
.1

1
2

7
0
.9

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

2
2
2
.2

1
3

2
1
8
.8

1
0

2
2
7
.3

2
6
5
.0

2
1
5
6
.0

1
3

1
2
6
.7

1
2

1
1
5
.6

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
6
.4

1
3

8
9
.7

1
0

8
7
.0

2
9
6
.0

2
8
7
.4

1
3

9
9
.2

1
2

9
5
.3

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

2
2
3
.5

1
3

2
2
2
.7

1
0

2
3
1
.8

2
6
6
.0

2
1
6
3
.3

1
3

1
2
7
.4

1
2

1
1
8
.2

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
2

8
.8

1
2

8
.9

1
0

8
.8

2
9
.6

2
9
.1

1
3

9
.0

1
2

9
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
2

2
6
1
.0

1
2

2
6
1
.5

1
0

2
5
7
.1

2
2
5
6
.4

2
2
8
3
.8

1
3

3
1
4
.6

1
2

3
2
4
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
3

2
9
.3

1
2

2
9
.8

1
0

2
9
.9

2
3
1
.4

2
2
9
.0

1
3

2
9
.8

1
2

2
9
.5

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
3

7
3
0
.5

1
2

7
3
8
.7

1
0

7
3
2
.6

2
7
1
0
.0

2
7
6
9
.1

1
3

8
6
1
.6

1
2

8
6
8
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
3

6
4
6
.4

1
2

6
3
3
.3

1
0

6
4
2
.8

2
6
6
5
.4

2
5
8
6
.0

1
3

6
3
3
.6

1
2

6
2
1
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
3

0
.7
6

1
2

0
.7
6

1
0

0
.7
5

2
0
.6
8

2
0
.8
1

1
3

0
.8
6

1
2

0
.8
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
3

4
7
3
.6

1
2

4
8
3
.0

1
0

4
8
1
.4

2
4
5
9
.1

2
4
9
1
.1

1
3

5
6
0
.8

1
2

5
6
3
.0

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

9
8
.0

1
2

9
7
.8

1
0

9
8
.5

2
1
0
0
.0

2
9
4
.5

1
3

9
8
.9

1
2

9
7
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

9
1
.3

1
2

9
0
.6

1
0

8
9
.7

2
7
5
.2

2
9
5
.6

1
3

9
9
.0

1
2

9
8
.0

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

1
0

8
.6

1
0

8
.6

8
8
.4

1
1
0
.0

1
9
.3

2
9
.4

1
9
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

1
0

2
3
5
.1

1
0

2
5
0
.8

8
2
4
3
.2

1
2
4
7
.0

1
2
7
2
.2

2
2
9
8
.3

1
3
0
1
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

1
0

2
9
.6

1
0

2
9
.8

8
2
9
.9

1
3
3
.9

1
2
9
.1

2
2
8
.8

1
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

1
0

6
7
2
.6

1
0

6
8
0
.2

8
6
6
9
.3

1
5
9
4
.0

1
7
0
2
.4

2
7
9
1
.5

1
8
1
0
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

1
0

6
3
7
.3

1
0

6
4
4
.1

8
6
5
2
.8

1
7
2
8
.0

1
6
0
1
.0

2
5
8
9
.3

1
5
9
6
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

1
0

0
.6
9

1
0

0
.6
7

8
0
.6
6

1
0
.4
8

1
0
.7
2

2
0
.8
4

1
0
.8
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

1
0

4
3
9
.7

1
0

4
4
6
.4

8
4
4
3
.3

1
3
8
6
.0

1
4
5
4
.9

2
5
0
7
.1

1
5
1
0
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

1
0

9
5
.7

1
0

9
5
.4

8
9
4
.6

1
8
1
.8

1
9
7
.9

2
9
2
.0

1
9
9
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

1
0

9
2
.6

1
0

9
2
.1

8
9
0
.9

1
7
2
.7

1
9
5
.8

2
9
9
.3

1
9
9
.3

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
1

1
.3

1
1

3
.1

8
3
.2

1
0
.0

2
4
.0

1
1

1
.5

1
2

1
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
7
9
8
.
9
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

②
8
0
3
.
9
 
k
g
は

、
5
 
k
g
増

加
し

た
。

出
荷

月
齢

は
0
.
1
ヶ

月
晩

期
化

し
て

い
た

が
、

肥
育

日
数

は
5
.
4
日

間
短

期
化

し
て

い
た

。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
7
3
0
.
5
 
k
g
は

、
R
5
年

④
で

は
7
3
8
.
7
 
k
g
と

な
り

、
8
.
2
 
k
g
増

加
し

た
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
7
3
2
.
6
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
1
0
）

に
対

し
て

、
R
0
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
出

荷
生

体
重

が
減

少
し

た
も

の
)
⑥

7
1
0
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

は
2
2
.
6
 
k
g
低

く
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
7
6
9
.
1
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
2
）

は
、

3
6
.
5
 
k
g
高

か
っ

た
。

出
荷

月
齢

は
、

⑤
2
9
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

1
.
5
ヵ

月
晩

期
化

し
、

⑦
は

0
.
9
カ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
肥

育
日

数
は

、
⑤

6
4
2
.
8
日

間
に

対
し

、
⑥

は
2
2
.
6
日

長
期

化
し

、
⑦

は
5
6
.
8
日

短
期

化
し

て
い

た
。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
8
6
1
.
6
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
8
6
8
.
9
 
k
g
は

、
7
.
3
 
k
g
増

加
し

た
。

出
荷

月
齢

は
0
.
3
ヶ

月
早

期
化

し
、

肥
育

日
数

は
1
2
日

間
短

期
化

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

生
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷
生
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
出
荷

生
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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（
修

正
済

）
比

較
集

計
（

肥
育

）
去

勢
肥

育
日

数

１
．
去
勢
肥
育
日
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

1
3
9
.8

1
3

1
3
8
.2

1
0

1
4
0
.9

6
5
4
.7

1
6
5
.0

1
3

2
4
4
.7

1
2

2
1
8
.2

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

7
7
.2

1
3

7
4
.2

1
0

7
0
.1

6
2
8
.5

1
4
5
.0

1
3

1
5
1
.2

1
2

1
3
0
.5

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

2
.3

1
3

0
.8

1
0

1
.0

6
0
.0

1
0
.0

1
3

0
.0

1
2

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

1
.9

1
3

1
.2

1
0

1
.3

6
0
.3

1
1
.0

1
3

2
.8

1
2

2
.5

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

7
9
.2

1
3

7
4
.7

1
0

7
5
.6

6
2
8
.5

1
4
3
.0

1
3

1
4
8
.0

1
2

1
3
1
.3

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

1
3
8
.2

1
3

1
3
7
.3

1
0

1
3
5
.1

6
5
4
.3

1
6
6
.0

1
3

2
4
5
.1

1
2

2
1
4
.9

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
7
.1

1
3

9
1
.9

1
0

8
7
.3

6
8
3
.2

1
1
0
1
.5

1
3

9
8
.3

1
2

9
6
.9

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

1
3
9
.4

1
3

1
3
8
.8

1
0

1
3
8
.0

6
5
4
.5

1
6
5
.5

1
3

2
4
5
.1

1
2

2
1
6
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
2

8
.3

1
1

8
.4

1
0

8
.3

6
8
.3

1
8
.9

1
3

9
.3

1
2

9
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
2

2
7
2
.6

1
1

2
7
2
.0

1
0

2
6
9
.9

6
2
6
2
.8

1
2
9
3
.5

1
3

2
9
8
.8

1
2

3
0
1
.0

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
3

3
0
.4

1
1

3
1
.1

1
0

3
1
.2

6
3
1
.8

1
2
9
.6

1
3

2
8
.6

1
2

2
8
.5

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
3

7
9
0
.2

1
1

7
9
8
.0

1
0

7
9
2
.9

6
7
8
0
.2

1
8
4
8
.7

1
3

7
7
4
.9

1
2

7
7
5
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
3

6
9
4
.1

1
1

6
9
2
.9

1
0

6
9
9
.1

6
7
1
6
.9

1
6
3
0
.0

1
3

5
8
6
.8

1
2

5
7
6
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
3

0
.7
8

1
1

0
.7
6

1
0

0
.7
5

6
0
.7
2

1
0
.8
8

1
3

0
.8
1

1
2

0
.8
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
3

5
2
0
.7

1
1

5
2
9
.2

1
0

5
2
7
.4

6
5
1
8
.9

1
5
4
7
.1

1
3

4
9
8
.3

1
2

4
9
8
.0

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

9
9
.8

1
1

9
8
.6

1
0

9
8
.9

6
9
8
.6

1
9
5
.3

1
3

9
6
.4

1
2

9
6
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

9
4
.5

1
1

9
4
.7

1
0

9
4
.4

6
9
1
.9

1
9
7
.7

1
3

9
3
.6

1
2

9
2
.3

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

7
8
.3

7
8
.2

5
7
.8

3
8
.0

8
9
.3

8
9
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

7
2
2
9
.0

7
2
4
7
.2

5
2
3
4
.3

3
2
2
8
.5

8
2
7
5
.2

8
2
7
5
.5

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

7
3
0
.3

7
3
0
.7

5
3
1
.1

3
3
1
.9

8
2
8
.9

8
2
9
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

7
6
7
4
.0

7
6
9
2
.1

5
6
8
3
.8

3
6
4
9
.5

8
7
1
7
.0

8
7
2
8
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

7
6
6
7
.0

7
6
8
4
.1

5
7
0
9
.3

3
7
2
6
.5

8
5
9
5
.1

8
5
9
7
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

7
0
.6
7

7
0
.6
5

5
0
.6
3

3
0
.5
8

8
0
.7
4

8
0
.7
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

7
4
4
6
.8

7
4
5
6
.1

5
4
5
7
.5

3
4
3
2
.2

8
4
6
2
.2

8
4
6
8
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

7
9
7
.1

7
9
7
.3

5
9
6
.4

3
9
3
.9

8
9
4
.9

8
9
5
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

7
9
5
.2

7
9
4
.9

5
9
3
.6

3
9
0
.9

8
9
2
.8

8
9
3
.3

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

8
1
.9

9
2
.7

6
3
.7

3
5
.5

1
1
.5

1
3

1
.3

1
1

0
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
6
3
0
.
1
日

に
対

し
、

R
5
年

②
6
2
4
.
7
日

は
、

5
.
4
日

間
短

期
化

し
た

。
出

荷
月

齢
は

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
は

5
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

 b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
9
4
.
1
日

は
、

R
5
年

で
は

6
9
2
.
1
日

と
な

り
、

2
日

間
短

期
化

し
た

。
R
4
年

と
R
5
の

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
％

階
層

⑤
6
9
9
.
1
日

(
デ

ー
タ

数
1
0
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
肥

育
日

数
が

長
期

化
し

た
も

の
)

⑥
7
1
6
.
9
日

(
デ

ー
タ

数
6
）

は
1
7
.
8
日

間
長

期
化

し
、

R
5
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

6
3
0
日

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
6
9
.
1
日

間
短

期
化

し
た

。
出

荷
月

齢
は

、
⑤

3
1
.
2
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
6
ヵ

月
晩

期
化

し
、

⑦
は

1
.
6
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
7
9
2
.
9
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
2
.
7
 
k
g
低

く
、

⑦
は

5
6
.
1
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
5
8
6
.
8
日

に
対

し
、

R
5
年

⑩
5
7
6
.
5
日

は
、

1
0
.
3
日

間
短

期
化

し
た

。
出

荷
月

齢
は

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
0
.
7
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育

日
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
肥
育
日
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
肥
育

日
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

去
勢

１
日

当
た

り
増

体
重

１
．
去
勢
１
日
当
た
り
増
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
5

2
3
2
.7

1
5

2
3
0
.3

8
2
0
9
.1

4
9
5
.5

6
2
7
8
.8

1
3

1
2
8
.2

1
2

1
1
8
.8

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
5

1
3
5
.1

1
5

1
3
1
.3

8
1
1
7
.9

4
5
7
.0

6
1
6
0
.2

1
3

7
9
.7

1
2

7
0
.5

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
5

2
.0

1
5

0
.7

8
1
.3

4
0
.0

6
0
.0

1
3

0
.0

1
2

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
5

3
.2

1
5

3
.3

8
3
.3

4
1
.3

6
3
.7

1
3

2
.1

1
2

1
.2

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
5

1
3
6
.3

1
5

1
3
5
.7

8
1
2
0
.1

4
5
8
.3

6
1
6
8
.0

1
3

7
7
.2

1
2

6
9
.6

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
5

2
3
0
.3

1
5

2
2
3
.4

8
2
0
4
.9

4
9
3
.0

6
2
6
7
.3

1
3

1
2
8
.5

1
2

1
1
8
.6

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
5

9
6
.5

1
5

9
0
.4

8
8
7
.1

4
8
0
.7

6
9
3
.3

1
3

9
9
.7

1
2

9
7
.4

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
5

2
3
2
.1

1
5

2
2
7
.8

8
2
0
8
.7

4
9
4
.1

6
2
7
3
.3

1
3

1
2
8
.6

1
2

1
1
8
.9

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
5

9
.0

1
4

9
.1

8
9
.0

4
9
.3

6
9
.2

1
3

9
.2

1
2

9
.3

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
5

2
8
5
.3

1
4

2
8
2
.5

8
2
8
1
.8

4
3
0
1
.3

6
2
8
3
.6

1
3

3
0
3
.9

1
2

3
1
5
.9

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
5

2
9
.9

1
4

3
0
.0

8
3
0
.8

4
3
0
.9

6
2
9
.0

1
3

2
9
.2

1
2

2
9
.0

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
5

7
5
5
.6

1
4

7
5
7
.0

8
7
5
5
.0

4
7
6
7
.6

6
7
5
9
.6

1
3

8
4
3
.3

1
2

8
4
8
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
5

6
3
6
.2

1
4

6
3
6
.4

8
6
6
3
.6

4
6
6
0
.6

6
6
0
0
.3

1
3

6
0
8
.8

1
2

6
0
0
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
5

0
.7
4

1
4

0
.7
5

8
0
.7
1

4
0
.7
1

6
0
.7
9

1
3

0
.8
9

1
2

0
.8
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
5

4
8
9
.4

1
4

4
9
2
.3

8
4
9
6
.6

4
5
0
3
.0

6
4
8
6
.7

1
3

5
4
6
.4

1
2

5
4
8
.2

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
5

9
7
.7

1
4

9
7
.1

8
9
8
.0

4
9
6
.9

6
9
6
.0

1
3

9
7
.3

1
2

9
6
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
5

9
4
.5

1
4

9
0
.9

8
9
2
.2

4
9
5
.4

6
8
9
.3

1
3

9
8
.1

1
2

9
7
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

1
0

9
.2

1
0

9
.0

4
8
.9

1
9
.6

5
9
.2

4
9
.2

4
9
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

1
0

2
6
3
.4

1
0

2
6
2
.7

4
2
5
2
.4

1
2
9
1
.0

5
2
6
9
.7

4
2
8
0
.7

4
2
8
7
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

1
0

3
0
.1

1
0

2
9
.9

4
3
1
.1

1
3
2
.7

5
2
9
.1

4
2
8
.7

4
2
9
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

1
0

6
7
4
.6

1
0

6
7
9
.8

4
6
5
4
.4

1
6
8
8
.0

5
6
9
9
.8

4
7
3
6
.5

4
7
8
2
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

1
0

6
3
4
.3

1
0

6
3
4
.7

4
6
7
6
.1

1
7
0
3
.0

5
6
0
3
.7

4
5
9
4
.8

4
6
0
8
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

1
0

0
.6
5

1
0

0
.6
6

4
0
.5
9

1
0
.5
6

5
0
.7
2

4
0
.7
6

4
0
.8
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

1
0

4
4
0
.6

1
0

4
4
4
.2

4
4
3
6
.3

1
4
4
4
.0

5
4
5
0
.6

4
4
7
8
.7

4
5
0
4
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

1
0

9
6
.0

1
0

9
5
.7

4
9
1
.9

1
1
0
0
.0

5
9
7
.8

4
8
9
.6

4
9
4
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

1
0

9
1
.6

1
0

9
2
.1

4
8
8
.4

1
1
0
0
.0

5
9
3
.7

4
9
6
.9

4
9
7
.8

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
2

1
.2

1
3

2
.8

6
3
.9

2
8
.2

6
2
.0

1
3

1
.9

1
2

0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
0
.
8
1
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
5
年

②
0
.
8
0
 
k
g
/
日

は
、

0
.
0
1
 
k
g
/
日

減
少

し
て

い
た

。
肥

育
日

数
は

5
.
4
日

間
短

期
化

し
た

が
、

出
荷

生
体

重
は

5
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
0
.
7
4
 
k
g
/
日

は
、

R
5
年

④
で

は
0
.
7
5
 
k
g
/
日

と
な

り
、

0
.
0
1
 
k
g
/
日

増
加

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
0
.
7
1
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
8
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
増

体
量

が
低

下
し

た
も

の
)
⑥

0
.
7
1
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
同

値
で

あ
り

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

0
.
7
9
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
6
）

は
0
.
0
8
 
k
g
/
日

高
か

っ
た

。
肥

育
日

数
は

、
⑤

6
6
3
.
6
日

に
対

し
、

⑥
は

3
日

間
短

期
化

し
、

⑦
は

6
3
.
3
日

間
短

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
7
5
5
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
2
.
6
 
k
g
高

く
、

⑦
は

4
.
6
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
0
.
8
9
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
5
年

⑩
も

0
.
8
9
 
k
g
/
日

と
同

値
で

あ
っ

た
。

肥
育

日
数

は
8
.
7
日

間
短

期
化

し
た

が
、

出
荷

生
体

重
は

4
.
8
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
１
日

当
た
り
増
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
１
日
当
た
り
増
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
１
日

当
た
り
増
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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（
修

正
済

）
比

較
集

計
（

肥
育

）
去

勢
枝

肉
重

量

１
．
去
勢
枝
肉
重
量
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

2
0
3
.5

1
3

2
0
0
.6

1
1

2
0
9
.0

3
1
1
1
.3

1
9
5
.0

1
3

1
1
3
.5

1
2

1
2
4
.0

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

1
2
4
.0

1
3

1
1
6
.2

1
1

1
1
9
.4

3
5
5
.3

1
4
4
.0

1
3

6
8
.9

1
2

6
8
.4

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

0
.0

1
3

0
.0

1
1

0
.0

3
0
.0

1
0
.0

1
3

0
.0

1
2

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

3
.0

1
3

2
.9

1
1

3
.4

3
1
.0

1
0
.0

1
3

1
.6

1
2

1
.3

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

1
2
3
.8

1
3

1
1
9
.2

1
1

1
2
7
.3

3
6
4
.0

1
4
4
.0

1
3

6
7
.1

1
2

7
2
.3

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

2
0
0
.6

1
3

1
9
4
.6

1
1

1
9
7
.7

3
1
0
1
.7

1
9
5
.0

1
3

1
1
3
.7

1
2

1
1
8
.8

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
5
.6

1
3

8
8
.6

1
1

8
4
.6

3
9
3
.1

1
1
0
0
.0

1
3

9
9
.7

1
2

9
5
.3

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

2
0
2
.9

1
3

1
9
9
.8

1
1

2
0
4
.7

3
1
0
6
.5

1
9
5
.0

1
3

1
1
3
.8

1
2

1
2
1
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
2

9
.0

1
2

9
.0

1
1

9
.5

3
9
.4

1
3
.9

1
3

8
.9

1
2

9
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
2

2
6
8
.5

1
2

2
6
6
.9

1
1

2
7
9
.0

3
2
7
0
.3

1
1
3
3
.6

1
3

3
1
1
.6

1
2

3
2
5
.9

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
3

2
9
.2

1
2

2
9
.7

1
1

2
9
.8

3
3
0
.4

1
2
8
.2

1
3

2
9
.7

1
2

2
9
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
3

7
3
1
.2

1
2

7
3
8
.5

1
1

7
3
8
.2

3
7
2
5
.7

1
7
4
1
.7

1
3

8
5
9
.2

1
2

8
6
7
.5

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
3

6
3
7
.7

1
2

6
2
5
.1

1
1

6
1
4
.7

3
6
4
0
.6

1
7
3
9
.0

1
3

6
3
2
.8

1
2

6
2
5
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
3

0
.7
6

1
2

0
.7
6

1
1

0
.7
6

3
0
.7
1

1
0
.8
2

1
3

0
.8
7

1
2

0
.8
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
3

4
7
0
.1

1
2

4
7
8
.1

1
1

4
7
4
.4

3
4
6
4
.8

1
5
1
9
.2

1
3

5
6
1
.0

1
2

5
6
4
.2

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

9
7
.7

1
2

9
7
.8

1
1

9
7
.6

3
1
0
0
.0

1
1
0
0
.0

1
3

9
8
.0

1
2

9
7
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

9
1
.4

1
2

9
0
.4

1
1

8
9
.6

3
8
1
.9

1
1
0
0
.0

1
3

9
7
.7

1
2

9
7
.9

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

1
0

8
.8

1
0

9
.0

8
9
.5

2
9
.8

1
4
.3

2
9
.3

1
9
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

1
0

2
3
7
.6

1
0

2
5
7
.2

8
2
6
6
.8

2
2
6
2
.0

1
1
4
7
.5

2
2
9
5
.2

1
3
0
1
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

1
0

2
9
.5

1
0

2
9
.7

8
2
9
.8

2
3
1
.4

1
2
9
.0

2
2
9
.3

1
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

1
0

6
7
0
.9

1
0

6
7
4
.1

8
6
6
6
.1

2
6
2
9
.4

1
6
6
6
.6

2
7
8
6
.5

1
8
1
0
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

1
0

6
2
7
.1

1
0

6
3
1
.2

8
6
1
8
.1

2
6
5
6
.0

1
7
4
8
.5

2
6
1
0
.5

1
5
9
6
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

1
0

0
.6
9

1
0

0
.6
7

8
0
.6
5

2
0
.5
7

1
0
.6
9

2
0
.8
1

1
0
.8
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

1
0

4
3
3
.9

1
0

4
3
7
.4

8
4
3
0
.6

2
4
0
3
.7

1
4
6
6
.6

2
5
1
5
.1

1
5
1
0
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

1
0

9
5
.0

1
0

9
4
.8

8
9
3
.6

2
8
8
.0

1
1
0
0
.0

2
9
4
.5

1
9
9
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

1
0

9
1
.8

1
0

9
1
.7

8
8
9
.9

2
8
2
.0

1
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

1
9
9
.3

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
1

1
.0

1
1

2
.7

1
0

3
.0

2
0
.0

1
1

1
.3

1
1

1
.2

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
5
1
8
.
4
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

5
2
2
.
7
 
k
g
は

、
4
.
3
 
k
g
増

加
し

た
。

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
1
.
2
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

2
.
2
％

増
加

し
て

い
た

。

 
b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
4
7
0
.
1
 
k
g
は

、
R
5
年

④
で

は
4
7
8
.
1
 
k
g
と

な
り

、
8
.
0
 
k
g
増

加
し

た
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
4
7
4
.
4
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
1
1
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
枝

肉
重

量
が

減
少

し
た

も
の

)
⑥

4
6
4
.
8
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

は
9
.
6
 
k
g
低

く
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
5
1
9
.
2
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
1
）

は
4
4
.
8
 
k
g
高

か
っ

た
。

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
、

⑤
9
7
.
6
％

に
対

し
、

⑥
も

⑦
も

2
.
4
％

高
か

っ
た

。
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
⑤

8
9
.
6
％

に
対

し
、

⑥
は

7
.
7
％

低
く

、
⑦

は
1
0
.
4
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
5
6
1
.
0
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
5
6
4
.
2
 
k
g
は

、
3
.
2
 
k
g
増

加
し

た
。

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
0
.
7
％

低
下

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

0
.
2
％

増
加

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
枝
肉

重
量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
枝
肉
重
量
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
枝
肉

重
量
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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（
修

正
済

）
比

較
集

計
（

肥
育

）
去

勢
歩

留
等

級
A率

１
．
去
勢
歩
留
等
級
A
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

2
2
0
.7

1
3

2
1
8
.5

5
2
7
9
.4

3
2
3
3
.3

4
2
6
2
.0

3
9
7
.3

2
1

1
0
3
.0

1
9

9
4
.4

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

1
3
3
.2

1
3

1
2
2
.2

5
1
6
5
.4

3
1
3
5
.7

4
1
3
7
.0

3
5
0
.3

2
1

6
0
.6

1
9

5
0
.9

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

0
.0

1
3

0
.0

5
0
.0

3
0
.0

4
0
.0

3
0
.0

2
1

0
.0

1
9

0
.5

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

2
.7

1
3

2
.8

5
4
.6

3
5
.0

4
3
.0

3
0
.3

2
1

1
.2

1
9

1
.0

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

1
3
2
.7

1
3

1
2
6
.3

5
1
6
9
.4

3
1
3
7
.3

4
1
3
9
.5

3
5
9
.0

2
1

6
2
.0

1
9

5
2
.8

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

2
1
8
.5

1
3

2
1
1
.5

5
2
7
0
.8

3
2
2
6
.7

4
2
5
6
.5

3
8
8
.3

2
1

1
0
0
.3

1
9

9
2
.0

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
8
.5

1
3

9
6
.2

5
9
7
.9

3
9
8
.3

4
9
5
.8

3
9
2
.0

2
1

9
6
.7

1
9

9
0
.2

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

2
1
9
.6

1
3

2
1
5
.0

5
2
7
5
.1

3
2
3
0
.0

4
2
5
9
.3

3
9
2
.8

2
1

1
0
1
.9

1
9

9
3
.2

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
2

9
.0

1
2

9
.1

5
9
.0

3
8
.9

4
9
.1

3
9
.0

2
0

8
.9

1
9

8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
2

2
9
8
.7

1
2

3
0
2
.2

5
2
9
6
.3

3
3
0
0
.5

4
2
9
8
.9

3
3
1
6
.4

2
0

2
9
0
.8

1
9

2
8
6
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
2

2
8
.9

1
2

2
9
.0

5
2
9
.0

3
2
9
.1

4
2
9
.0

3
2
8
.9

2
1

2
9
.9

1
9

2
9
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
2

7
8
8
.9

1
2

7
9
7
.5

5
7
9
3
.7

3
8
1
6
.8

4
7
8
3
.7

3
8
2
2
.3

2
1

8
0
3
.0

1
9

7
9
4
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
2

6
0
6
.9

1
2

6
0
3
.1

5
6
0
0
.6

3
6
0
0
.3

4
6
0
3
.5

3
6
0
6
.7

2
1

6
5
3
.7

1
9

6
3
9
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
2

0
.8
1

1
2

0
.8
2

5
0
.8
2

3
0
.8
4

4
0
.8
0

3
0
.8
3

2
1

0
.8
1

1
9

0
.8
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
2

5
0
7
.2

1
2

5
1
5
.6

5
5
1
2
.0

3
5
2
6
.3

4
5
0
9
.5

3
5
2
9
.8

2
1

5
2
3
.1

1
9

5
1
7
.4

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

8
6
.9

1
2

9
5
.1

5
9
1
.2

3
9
0
.1

4
9
6
.2

3
1
0
0
.0

2
1

1
0
0
.0

1
9

1
0
0
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

8
3
.8

1
2

9
1
.4

5
8
4
.0

3
9
0
.0

4
9
5
.4

3
9
8
.4

2
1

9
6
.3

1
9

9
6
.5

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

8
9
.4

8
9
.3

3
9
.1

1
9
.3

3
9
.4

1
9
.6

9
8
.7

8
8
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

8
2
6
8
.3

8
2
6
8
.7

3
2
6
9
.9

1
2
7
2
.2

3
2
7
4
.1

1
2
7
6
.9

9
2
4
1
.2

8
2
4
8
.5

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

8
2
9
.5

8
2
9
.1

3
2
9
.2

1
2
9
.1

3
2
8
.6

1
2
8
.9

9
2
9
.7

8
3
0
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

8
6
9
0
.8

8
6
8
2
.5

3
7
0
6
.4

1
7
0
2
.4

3
6
8
9
.7

1
6
6
4
.7

9
6
8
7
.7

8
6
8
4
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

8
6
1
2
.0

8
5
9
9
.9

3
6
1
0
.0

1
6
0
1
.0

3
5
8
5
.0

1
5
8
4
.0

9
6
3
8
.0

8
6
5
9
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

8
0
.6
9

8
0
.6
9

3
0
.7
2

1
0
.7
2

3
0
.7
1

1
0
.6
6

9
0
.7
0

8
0
.6
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

8
4
4
6
.4

8
4
4
4
.1

3
4
5
8
.4

1
4
5
4
.9

3
4
5
3
.6

1
4
2
1
.4

9
4
4
8
.5

8
4
4
9
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

8
9
3
.2

8
9
3
.6

3
9
0
.6

1
9
7
.9

3
9
5
.2

1
9
4
.2

9
9
6
.8

8
9
4
.1

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

8
8
7
.1

8
9
1
.5

3
9
0
.3

1
9
5
.8

3
9
4
.0

1
9
1
.3

9
9
5
.9

8
9
0
.3

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
3

1
.2

1
3

1
.2

5
1
.9

3
2
.0

4
1
.0

3
0
.5

1
5

1
.4

1
4

2
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
9
5
.
8
％

に
対

し
、

R
5
年

②
9
7
.
0
％

は
、

1
.
2
％

増
加

し
た

。
枝

肉
重

量
は

、
4
.
3
 
k
g
増

加
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
2
.
2
％

増
加

し
て

い
た

。

  
b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
8
6
.
9
％

は
、

R
5
年

④
で

は
9
5
.
1
％

と
な

り
、

8
.
2
％

増
加

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
1
.
2
％

(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
9
0
.
1
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
1
.
1
％

低
く

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
6
.
2
％

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
5
％

高
く

、
R
0
5
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
8
.
8
％

高
か

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
⑤

5
1
2
.
0
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
4
.
3
 
k
g
高

く
、

⑦
は

2
.
5
 
k
g
低

く
、

⑧
は

1
7
.
8
 
k
g
高

か
っ

た
。

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

⑤
8
4
％

に
対

し
、

⑥
は

6
％

高
く

、
⑦

は
1
1
.
4
％

高
く

、
⑧

は
1
4
.
4
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
、

R
5
年

⑩
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
R
4
年

⑨
5
2
3
.
1
 
k
g
に

対
し

、
5
.
7
 
k
g
減

少
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
0
.
2
％

増
加

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
歩
留

等
級
A
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
歩
留
等
級
A
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
歩
留

等
級
A
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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（
修

正
済

）
比

較
集

計
（

肥
育

）
去

勢
肉

質
等

級
４

・
５

率

１
．
去
勢
肉
質
等
級
４
・
５
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

2
0
2
.5

1
3

2
0
3
.0

6
3
1
9
.0

2
3
3
7
.0

3
1
2
1
.0

2
2
2
.5

1
8

9
7
.5

1
4

6
5
.6

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

1
2
6
.3

1
3

1
2
8
.2

6
1
9
9
.7

2
2
0
2
.5

3
7
6
.3

2
1
2
.0

1
8

5
4
.7

1
4

3
6
.1

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

0
.0

1
3

0
.0

6
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

1
8

0
.0

1
4

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

2
.5

1
3

2
.5

6
4
.8

2
2
.5

3
0
.7

2
0
.5

1
8

0
.9

1
4

0
.8

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

1
2
3
.2

1
3

1
2
2
.8

6
1
9
6
.5

2
2
0
8
.0

3
7
3
.7

2
1
5
.0

1
8

5
6
.3

1
4

3
7
.9

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

2
0
3
.0

1
3

2
0
5
.8

6
3
1
7
.3

2
3
2
9
.0

3
1
2
3
.0

2
1
9
.0

1
8

9
4
.9

1
4

6
3
.0

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
9
.0

1
3

9
9
.9

6
1
0
0
.1

2
9
9
.5

3
1
0
2
.0

2
8
4
.4

1
8

9
6
.4

1
4

8
7
.1

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

2
0
2
.9

1
3

2
0
5
.6

6
3
1
8
.2

2
3
3
3
.0

3
1
2
2
.0

2
2
1
.5

1
8

9
6
.4

1
4

6
4
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
1

9
.0

1
1

9
.1

6
9
.1

2
9
.2

3
9
.1

2
9
.0

1
8

8
.8

1
4

8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
1

2
9
5
.6

1
1

2
9
8
.8

6
2
9
2
.2

2
2
8
7
.1

3
3
0
4
.1

2
3
1
0
.7

1
8

2
9
2
.5

1
4

2
9
5
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
2

2
9
.0

1
1

2
8
.9

6
2
8
.9

2
2
8
.9

3
2
8
.9

2
2
8
.9

1
8

2
9
.9

1
4

2
9
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
2

7
7
5
.4

1
1

7
8
1
.9

6
7
6
6
.0

2
7
6
6
.2

3
7
9
2
.2

2
8
1
4
.1

1
8

8
0
5
.1

1
4

8
0
9
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
2

6
3
0
.6

1
1

6
0
3
.3

6
6
0
2
.2

2
6
0
2
.0

3
6
0
4
.3

2
6
0
5
.0

1
8

6
3
9
.6

1
4

6
3
1
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
2

0
.8
0

1
1

0
.8
0

6
0
.7
9

2
0
.8
0

3
0
.8
1

2
0
.8
3

1
8

0
.8
1

1
4

0
.8
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
2

4
9
6
.8

1
1

5
0
4
.5

6
4
9
4
.5

2
4
9
0
.6

3
5
1
1
.3

2
5
2
4
.3

1
8

5
2
7
.2

1
4

5
2
6
.4

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

8
8
.7

1
1

9
5
.8

6
9
4
.4

2
9
2
.8

3
9
5
.9

2
1
0
0
.0

1
8

9
9
.6

1
4

9
9
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

7
7
.7

1
1

9
0
.4

6
8
4
.2

2
7
0
.6

3
9
6
.3

2
1
0
0
.0

1
8

1
0
0
.0

1
4

1
0
0
.0

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

8
9
.4

8
9
.5

5
9
.5

1
8
.7

1
9
.3

8
8
.3

5
8
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

8
2
5
7
.2

8
2
6
7
.7

5
2
7
2
.6

1
2
5
8
.1

1
2
4
8
.6

8
2
4
0
.6

5
2
5
4
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

8
2
9
.6

8
2
9
.7

5
2
9
.6

1
2
8
.6

1
2
9
.3

8
2
9
.3

5
2
9
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

8
6
9
1
.5

8
6
8
9
.0

5
7
0
3
.2

1
7
0
1
.6

1
6
4
4
.4

8
6
9
7
.4

5
7
1
4
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

8
6
1
1
.9

8
6
1
5
.3

5
6
1
2
.6

1
6
0
3
.0

1
6
1
1
.0

8
6
3
9
.8

5
6
4
7
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

8
0
.7
1

8
0
.6
9

5
0
.7
1

1
0
.7
4

1
0
.6
5

8
0
.7
2

5
0
.7
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

8
4
4
3
.4

8
4
4
6
.3

5
4
5
8
.6

1
4
4
8
.5

1
4
1
9
.7

8
4
5
5
.6

5
4
6
8
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

8
9
4
.7

8
9
4
.4

5
9
4
.5

1
9
7
.1

1
8
5
.7

8
9
5
.9

5
9
8
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

8
8
8
.5

8
8
7
.8

5
8
9
.1

1
8
5
.0

1
7
1
.4

8
9
6
.9

5
9
8
.3

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
3

1
.1

1
3

1
.3

6
1
.7

2
1
.0

3
0
.6

2
2
.4

1
2

1
.1

1
1

2
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
9
2
.
9
％

に
対

し
、

R
5
年

②
9
5
.
1
％

は
、

2
.
2
％

増
加

し
た

。
枝

肉
重

量
は

、
4
.
3
 
k
g
増

加
し

、
歩

留
等

級
A
率

は
、

1
.
2
％

増
加

し
て

い
た

。     
b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
7
7
.
7
％

は
、

R
5
年

④
で

は
9
0
.
4
％

と
な

り
、

1
2
.
7
％

増
加

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
8
4
.
2
％

(
デ

ー
タ

数
6
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
7
0
.
6
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
1
3
.
6
％

低
く

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
6
.
3
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
1
2
.
1
％

高
く

、
R
0
5
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
1
5
.
8
％

高
か

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
⑤

4
9
4
.
5
k
g
に

対
し

、
⑥

は
3
.
9
 
k
g
低

く
、

⑦
は

1
6
.
8
 
k
g

高
く

、
⑧

は
2
9
.
8
 
k
g
高

か
っ

た
。

歩
留

等
級

A
率

は
、

⑤
9
4
.
4
％

に
対

し
、

⑥
は

1
.
6
％

低
く

、
⑦

は
1
.
5
％

高
く

、
⑧

は
5
.
6
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
、

R
5
年

⑩
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
R
4
年

⑨
5
2
7
.
2
 
k
g
に

対
し

、
0
.
8
 
k
g
減

少
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
0
.
1
％

減
少

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
去
勢
肉
質

等
級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
去
勢
肉
質
等
級
４
・
５
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
去
勢
肉
質

等
級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
肥

育
開

始
月

齢

１
．
雌
肥
育
開
始
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

8
1
9
6
.6

8
1
9
5
.1

8
1
9
5
.1

3
2
8
6
.3

7
2
0
3
.6

6
2
7
6
.3

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

8
1
2
1
.0

8
1
1
5
.0

8
1
1
5
.0

3
1
7
9
.0

7
1
1
3
.1

6
1
5
3
.7

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

8
0
.0

8
0
.0

8
0
.0

3
0
.0

7
4
.3

6
1
.7

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

8
1
.8

8
2
.5

8
2
.5

3
5
.0

7
3
.1

6
2
.5

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

8
1
2
0
.8

8
1
1
6
.8

8
1
1
6
.8

3
1
7
4
.7

7
1
1
6
.7

6
1
5
6
.5

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

8
1
9
5
.1

8
1
9
0
.9

8
1
9
0
.9

3
2
8
5
.7

7
2
0
1
.1

6
2
7
2
.7

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

8
9
5
.2

8
8
6
.9

8
8
6
.9

3
9
7
.7

7
9
6
.0

6
9
8
.4

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

8
1
9
6
.5

8
1
9
4
.7

8
1
9
4
.7

3
2
8
6
.1

7
2
0
2
.2

6
2
7
4
.3

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

6
9
.2

6
9
.1

6
9
.1

3
9
.2

7
8
.2

5
7
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

6
2
9
1
.6

6
2
8
2
.4

6
2
8
2
.4

3
2
7
6
.3

7
2
4
9
.1

5
2
4
3
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

7
3
0
.0

6
3
0
.8

6
3
0
.8

3
3
0
.7

7
2
8
.6

5
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

7
7
5
1
.7

6
7
5
0
.4

6
7
5
0
.4

3
7
4
8
.5

7
7
4
2
.6

5
7
6
4
.3

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

7
6
7
2
.1

6
6
5
8
.5

6
6
5
8
.5

3
6
5
3
.7

7
6
1
9
.3

5
6
6
1
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

7
0
.7
5

6
0
.7
2

6
0
.7
2

3
0
.7
3

7
0
.8
0

5
0
.7
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

7
4
8
0
.9

6
4
8
5
.3

6
4
8
5
.3

3
4
8
4
.1

7
4
8
8
.7

5
5
1
1
.2

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

8
8
5
.6

6
9
8
.2

6
9
8
.2

3
9
7
.4

7
9
8
.3

5
9
7
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

8
7
7
.0

6
8
9
.2

6
8
9
.2

3
8
0
.4

7
9
4
.2

5
9
0
.2

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

8
9
.6

8
9
.8

8
9
.8

3
1
0
.0

7
7
.6

6
7
.3

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

8
2
5
3
.1

8
2
7
0
.1

8
2
7
0
.1

3
2
6
8
.0

7
2
2
7
.2

6
2
2
8
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

8
3
0
.4

8
3
0
.6

8
3
0
.6

3
3
1
.7

7
2
8
.3

6
2
9
.5

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

8
6
6
1
.9

8
6
6
5
.1

8
6
6
5
.1

3
6
6
8
.9

7
6
9
1
.2

6
7
0
9
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

8
6
3
2
.0

8
6
3
5
.0

8
6
3
5
.0

3
6
6
1
.7

7
6
3
1
.9

6
6
7
3
.9

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

8
0
.6
5

8
0
.6
3

8
0
.6
3

3
0
.6
1

7
0
.7
3

6
0
.7
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

8
4
2
4
.8

8
4
2
9
.6

8
4
2
9
.6

3
4
3
6
.7

7
4
5
7
.1

6
4
7
1
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

8
9
4
.3

8
9
4
.6

8
9
4
.6

3
9
3
.5

7
9
7
.9

6
9
9
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

8
8
9
.1

8
8
8
.7

8
8
8
.7

3
8
2
.3

7
9
6
.5

6
9
6
.5

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

8
0
.7

8
2
.7

8
2
.7

3
1
.2

6
2
.0

5
1
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
8
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

②
9
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヶ

月
晩

期
化

し
た

。
肥

育
開

始
体

重
は

、
6
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
9
.
6
ヵ

月
齢

は
、

R
5
年

④
で

は
9
.
8
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
2
ヶ

月
晩

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
8
)
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
.
8
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
8
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
月

齢
が

晩
期

化
し

た
も

の
)
⑥

1
0
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
、

0
.
2
ヵ

月
晩

期
化

し
て

い
た

。
肥

育
開

始
体

重
は

、
⑤

2
7
0
.
1
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
2
.
1
 
k
g
低

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

7
.
6
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

⑩
7
.
3
ヵ

月
齢

は
、

0
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
肥

育
開

始
体

重
は

、
1
.
6
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
肥
育
開

始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
肥
育
開
始
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
肥
育
開

始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
肥

育
開

始
体

重

１
．
雌
肥
育
開
始
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
2
5
3
.0

6
2
4
6
.2

4
2
4
2
.0

2
2
0
1
.0

2
2
5
4
.5

6
1
0
9
.2

6
1
4
8
.7

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
1
4
8
.2

6
1
4
5
.2

4
1
4
6
.0

2
1
1
9
.5

2
1
4
3
.5

6
6
0
.7

6
7
9
.0

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

6
1
.7

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
2
.8

6
3
.2

4
2
.5

2
1
.0

2
4
.5

6
1
.7

6
1
.2

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
1
5
2
.2

6
1
4
4
.0

4
1
4
4
.3

2
1
1
2
.5

2
1
4
3
.5

6
6
2
.3

6
7
8
.3

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
2
4
6
.2

6
2
4
4
.2

4
2
4
1
.3

2
2
0
7
.0

2
2
5
0
.0

6
1
0
5
.8

6
1
4
9
.8

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
7
.9

6
9
9
.6

4
1
0
0
.3

2
1
0
2
.6

2
9
8
.3

6
9
3
.5

6
9
9
.3

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
2
5
0
.1

6
2
4
5
.6

4
2
4
2
.3

2
2
0
4
.0

2
2
5
2
.3

6
1
0
8
.1

6
1
4
9
.1

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

6
9
.1

6
9
.1

4
9
.2

2
9
.5

2
9
.1

5
8
.0

5
7
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

6
3
1
2
.3

6
3
1
1
.0

4
3
1
6
.7

2
3
2
9
.3

2
2
9
9
.7

5
2
4
8
.0

5
2
3
6
.3

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

6
2
9
.5

6
2
9
.0

4
2
8
.6

2
2
8
.7

2
2
9
.8

6
2
9
.8

5
3
0
.0

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

6
8
2
0
.7

6
8
1
9
.9

4
8
3
1
.1

2
8
6
0
.2

2
7
9
7
.5

6
7
3
0
.9

5
7
5
3
.5

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

6
6
1
9
.1

6
6
0
9
.5

4
5
9
1
.6

2
5
8
3
.7

2
6
4
5
.3

6
7
0
4
.6

5
6
7
9
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

6
0
.8
2

6
0
.8
4

4
0
.8
8

2
0
.9
2

2
0
.7
8

6
0
.7
4

5
0
.7
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

6
5
3
0
.5

6
5
3
2
.7

4
5
3
7
.3

2
5
5
4
.3

2
5
2
3
.5

6
4
7
6
.2

5
5
0
4
.2

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
9
7
.3

6
9
6
.0

4
9
6
.2

2
9
8
.7

2
9
5
.6

6
9
9
.0

5
9
9
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
9
3
.7

6
9
5
.3

4
9
5
.4

2
9
8
.1

2
9
5
.1

6
9
1
.0

5
8
9
.7

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
9
.4

6
9
.4

4
9
.6

2
9
.4

2
9
.0

6
8
.0

6
7
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
8
9
.8

6
2
8
7
.6

4
2
9
3
.4

2
2
9
8
.6

2
2
7
6
.2

6
2
0
2
.2

6
2
1
8
.1

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
2
9
.7

6
3
0
.1

4
3
0
.2

2
2
9
.4

2
3
0
.1

6
2
9
.7

6
3
0
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
7
4
5
.9

6
7
6
7
.3

4
7
8
6
.2

2
7
9
1
.8

2
7
2
9
.6

6
6
6
1
.4

6
6
6
2
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
1
6
.4

6
6
3
0
.7

4
6
2
6
.2

2
6
0
7
.4

2
6
3
9
.8

6
6
6
0
.5

6
6
8
8
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.7
4

6
0
.7
7

4
0
.7
9

2
0
.8
1

2
0
.7
2

6
0
.7
0

6
0
.6
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
8
4
.5

6
4
9
8
.5

4
5
1
0
.0

2
5
0
9
.4

2
4
7
5
.7

6
4
3
2
.2

6
4
4
2
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
9
5
.8

6
9
3
.6

4
9
6
.3

2
9
9
.7

2
8
8
.4

6
9
5
.7

6
9
4
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
9
5
.7

6
9
6
.1

4
9
6
.7

2
9
9
.7

2
9
5
.0

6
9
3
.5

6
8
7
.8

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

5
1
.8

6
1
.3

4
0
.7

2
0
.4

2
2
.6

5
1
.3

5
0
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
2
5
6
.
1
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

②
2
6
2
.
1
 
k
g
は

、
6
 
k
g
増

加
し

た
。

肥
育

開
始

月
齢

は
、

0
.
1
ヶ

月
晩

期
化

し
て

い
た

。

b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
2
8
9
.
8
 
k
g
は

、
R
5
年

④
で

は
2
8
7
.
6
 
k
g
と

な
り

、
2
.
2
 
k
g
減

少
し

た
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
2
9
3
.
4
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
体

重
が

増
加

し
た

も
の

)
⑥

2
9
8
.
6
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
は

5
.
2
 
k
g
高

く
、

R
0
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
7
6
.
2
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
は

1
7
.
2
 
k
g
低

か
っ

た
。

肥
育

開
始

月
齢

は
、

⑤
9
.
6
ヶ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
2
 
ヵ

月
早

期
化

、
⑦

は
0
.
6
カ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
2
0
2
.
2
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
2
1
8
.
1
 
k
g
は

、
1
5
.
9
 
k
g
増

加
し

た
。

肥
育

開
始

月
齢

は
、

0
.
2
ヶ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
肥
育
開

始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
肥
育
開
始
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
肥
育
開

始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
出

荷
月

齢

１
．
雌
出
荷
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

7
1
8
9
.4

7
1
8
3
.4

5
1
8
1
.4

3
1
5
3
.3

1
2
1
4
.0

1
1
6
3
.0

6
1
4
6
.5

6
2
1
5
.8

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

7
1
0
5
.9

7
1
0
4
.3

5
1
0
2
.2

3
8
7
.7

1
1
5
3
.0

1
6
6
.0

6
8
8
.8

6
1
1
9
.8

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

7
0
.0

7
0
.0

5
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

7
1
.4

7
2
.4

5
2
.8

3
3
.3

1
1
.0

1
2
.0

6
2
.0

6
1
.5

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

7
1
1
0
.4

7
1
0
6
.1

5
1
0
7
.4

3
9
6
.3

1
1
0
6
.0

1
1
0
0
.0

6
9
3
.2

6
1
3
1
.7

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

7
1
8
3
.4

7
1
7
9
.1

5
1
7
3
.4

3
1
4
1
.3

1
2
6
0
.0

1
1
2
7
.0

6
1
4
0
.2

6
2
0
2
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

7
9
3
.9

7
8
6
.1

5
8
0
.7

3
6
7
.7

1
1
2
1
.5

1
7
7
.9

6
9
4
.8

6
9
1
.6

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

7
1
8
7
.1

7
1
8
3
.2

5
1
7
7
.4

3
1
4
7
.3

1
2
5
0
.3

1
1
4
5
.0

6
1
4
3
.1

6
2
0
9
.2

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
9
.2

5
9
.1

4
9
.2

3
9
.2

1
9
.0

6
8
.6

6
8
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
2
8
7
.6

5
2
7
9
.0

4
2
7
4
.9

3
2
6
9
.8

1
2
9
5
.6

6
2
6
4
.8

6
2
6
0
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

6
3
0
.6

5
3
1
.6

4
3
2
.2

3
3
2
.7

1
2
9
.4

6
2
8
.3

6
2
8
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

6
7
5
2
.5

5
7
5
5
.3

4
7
5
4
.0

3
7
3
6
.6

1
7
6
0
.4

6
7
5
0
.0

6
7
3
5
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

6
6
9
7
.8

5
6
8
8
.9

4
7
0
6
.1

3
7
1
6
.7

1
6
2
0
.0

6
5
9
8
.2

6
6
0
1
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

6
0
.7
3

5
0
.7
0

4
0
.6
9

3
0
.6
6

1
0
.7
5

6
0
.8
1

6
0
.8
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

6
4
8
3
.1

5
4
9
3
.3

4
4
9
3
.8

3
4
8
2
.1

1
4
9
1
.5

6
4
8
5
.4

6
4
7
7
.5

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

7
8
4
.6

5
9
8
.1

4
9
8
.5

3
9
8
.5

1
9
6
.8

6
9
8
.6

6
9
7
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

7
7
6
.3

5
8
9
.6

4
8
7
.3

3
8
3
.4

1
9
8
.9

6
9
5
.8

6
9
0
.7

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

7
9
.6

7
9
.6

5
9
.6

3
9
.9

1
9
.6

1
9
.6

6
7
.8

6
8
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

7
2
5
0
.1

7
2
6
9
.2

5
2
6
7
.2

3
2
7
4
.1

1
2
9
0
.0

1
2
5
8
.6

6
2
2
6
.8

6
2
4
5
.2

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

7
3
0
.9

7
3
1
.0

5
3
1
.8

3
3
2
.8

1
2
9
.9

1
2
8
.0

6
2
7
.9

6
2
8
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

7
6
5
9
.0

7
6
6
9
.3

5
6
6
6
.2

3
6
6
0
.1

1
7
4
5
.0

1
6
0
9
.4

6
6
9
8
.2

6
6
6
8
.5

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

7
6
4
8
.5

7
6
5
0
.4

5
6
7
4
.9

3
6
9
7
.0

1
6
1
8
.0

1
5
6
0
.0

6
6
1
1
.6

6
6
1
0
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

7
0
.6
3

7
0
.6
2

5
0
.6
0

3
0
.5
6

1
0
.7
4

1
0
.6
2

6
0
.7
7

6
0
.6
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

7
4
2
5
.8

7
4
3
3
.0

5
4
3
3
.0

3
4
3
0
.0

1
4
6
2
.0

1
4
0
3
.8

6
4
5
3
.8

6
4
3
7
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

7
9
5
.3

7
9
4
.9

5
9
5
.9

3
9
3
.9

1
9
9
.1

1
8
5
.7

6
9
6
.3

6
9
4
.8

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

7
9
1
.0

7
9
0
.2

5
8
9
.5

3
8
6
.7

1
9
8
.1

1
8
5
.7

6
9
8
.4

6
9
1
.7

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

6
0
.7

7
3
.2

5
4
.1

3
6
.2

1
0
.4

1
1
.4

5
1
.6

5
0
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
2
9
.
4
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

②
2
9
.
8
ヵ

月
齢

は
、

0
.
4
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

8
.
4
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
0
.
9
ヵ

月
齢

は
、

R
5
年

④
で

は
3
1
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
1
.
8
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
月

齢
が

晩
期

化
し

た
も

の
)
⑥

3
2
.
8
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
、

1
.
0
ヵ

月
晩

期
化

し
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
9
.
9
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
、

1
.
9
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
6
6
6
.
2
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
6
.
1
 
k
g
低

く
、

⑦
は

7
8
.
8
 
k
g
高

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
2
7
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
5
年

⑩
2
8
.
6
ヵ

月
齢

は
、

0
.
7
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

R
4
年

⑨
6
9
8
.
2
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
は

2
9
.
7
 
k
g
低

く
な

っ
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
出
荷
月

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
出
荷
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
出
荷
月

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
出

荷
生

体
重

１
．
雌
出
荷
生
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
8
2
.0

6
7
8
.7

4
1
0
1
.0

3
1
0
3
.0

2
3
4
.0

6
1
7
7
.2

6
2
0
4
.8

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
4
1
.3

6
3
5
.2

4
4
6
.3

3
4
7
.0

2
1
3
.0

6
1
1
3
.3

6
1
2
1
.0

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
0
.3

6
0
.7

4
0
.5

3
0
.7

2
1
.0

6
3
.7

6
1
.2

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
4
4
.3

6
4
5
.0

4
5
5
.0

3
5
8
.7

2
2
5
.0

6
1
1
4
.2

6
1
1
2
.2

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
7
8
.7

6
6
8
.2

4
9
1
.8

3
9
0
.7

2
2
1
.0

6
1
7
2
.7

6
2
1
2
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
2
.0

6
7
8
.5

4
9
3
.2

3
9
0
.9

2
4
9
.2

6
9
7
.6

6
1
0
3
.2

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
8
0
.7

6
7
3
.4

4
9
6
.5

3
9
6
.9

2
2
7
.4

6
1
7
5
.9

6
2
1
1
.1

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
8
.7

5
8
.7

3
7
.5

2
9
.3

2
1
0
.6

5
9
.2

5
9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
2
5
0
.8

5
2
4
5
.4

3
2
2
1
.1

2
2
6
4
.8

2
2
8
2
.0

5
3
1
1
.0

5
3
0
8
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

5
2
9
.6

5
3
0
.9

3
3
0
.5

2
3
1
.7

2
3
1
.5

6
2
9
.1

5
2
8
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

5
7
1
2
.4

5
7
2
7
.5

3
7
3
3
.4

2
7
2
9
.2

2
7
1
8
.6

6
8
1
1
.9

5
8
2
8
.5

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

5
6
3
5
.3

5
6
7
5
.8

3
7
0
1
.7

2
6
8
3
.0

2
6
3
7
.0

6
6
5
3
.5

5
6
0
6
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

5
0
.7
4

5
0
.7
4

3
0
.7
3

2
0
.6
9

2
0
.7
6

6
0
.8
4

5
0
.8
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

5
4
6
5
.7

5
4
8
0
.4

3
4
8
8
.2

2
4
7
2
.8

2
4
6
8
.7

6
5
2
3
.0

5
5
3
7
.5

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
8
2
.6

5
9
9
.4

3
9
8
.9

2
9
8
.4

2
1
0
0
.0

6
9
7
.8

5
9
6
.7

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
8
2
.6

5
9
1
.8

3
8
6
.3

2
7
9
.5

2
1
0
0
.0

6
8
6
.3

5
9
7
.3

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
8
.5

6
8
.8

4
8
.4

3
9
.7

2
9
.5

6
9
.4

6
9
.0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
2
9
.9

6
2
4
1
.1

4
2
2
3
.4

3
2
4
8
.7

2
2
7
6
.5

6
2
6
8
.3

6
2
7
7
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
2
9
.9

6
3
0
.4

4
3
0
.3

3
3
0
.7

2
3
0
.8

6
2
9
.4

6
2
9
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
6
3
7
.2

6
6
4
1
.2

4
6
1
9
.2

3
6
0
3
.4

2
6
8
5
.2

6
7
5
4
.8

6
7
7
8
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
5
1
.8

6
6
5
9
.8

4
6
6
6
.6

3
6
3
9
.3

2
6
4
6
.0

6
6
0
9
.3

6
6
3
6
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.6
3

6
0
.6
1

4
0
.5
9

3
0
.5
6

2
0
.6
4

6
0
.8
0

6
0
.7
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
1
7
.6

6
4
2
2
.3

4
4
1
3
.0

3
3
9
5
.1

2
4
4
0
.9

6
4
8
8
.3

6
4
9
9
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
9
3
.1

6
9
2
.8

4
9
1
.3

3
8
8
.3

2
9
6
.0

6
9
5
.3

6
9
7
.4

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
8
9
.6

6
8
9
.7

4
8
6
.5

3
8
2
.0

2
9
6
.0

6
9
5
.1

6
9
9
.6

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

5
0
.5

5
3
.6

3
0
.5

3
0
.5

2
8
.2

6
2
.2

6
0
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
6
9
6
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

②
7
0
4
.
4
 
k
g
は

、
8
.
4
 
k
g
増

加
し

た
。

出
荷

月
齢

は
0
.
4
ヶ

月
晩

期
化

し
、

肥
育

日
数

は
8
.
8
日

間
長

期
化

し
て

い
た

。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
6
3
7
.
2
 
k
g
は

、
R
5
年

④
で

は
6
4
1
.
2
 
k
g
と

な
り

、
4
 
k
g
増

加
し

た
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
6
1
9
.
2
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
て

、
R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
出

荷
生

体
重

が
減

少
し

た
も

の
)
⑥

6
0
3
.
4
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

は
1
5
.
8
 
k
g
低

く
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
6
8
5
.
2
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
2
）

は
、

6
6
 
k
g
高

か
っ

た
。

出
荷

月
齢

は
、

⑤
3
0
.
3
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
4
ヵ

月
晩

期
化

し
、

⑦
は

0
.
5
カ

月
晩

期
化

し
て

い
た

。
肥

育
日

数
は

、
⑤

6
6
6
.
6
日

間
に

対
し

、
⑦

は
2
7
.
3
日

短
期

化
し

、
⑦

は
2
0
.
6
日

短
期

化
し

て
い

た
。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
7
5
4
.
8
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
7
7
8
.
4
 
k
g
は

、
2
3
.
6
 
k
g
増

加
し

た
。

出
荷

月
齢

は
0
.
5
ヶ

月
早

期
化

し
、

肥
育

日
数

は
2
6
.
9
日

間
長

期
化

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
出
荷
生

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
出
荷
生
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
出
荷
生

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
肥

育
日

数

１
．
雌
肥
育
日
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
1
8
4
.2

6
1
8
1
.2

4
1
6
0
.0

4
1
6
0
.0

2
2
2
3
.5

6
2
2
7
.5

6
2
2
6
.5

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
9
0
.8

6
9
4
.2

4
7
9
.3

4
7
9
.3

2
1
2
4
.0

6
1
5
1
.8

6
1
3
0
.7

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
5
.0

6
1
.7

4
2
.5

4
2
.5

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
1
.7

6
2
.2

4
2
.3

4
2
.3

2
2
.0

6
2
.8

6
2
.5

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
9
7
.2

6
9
6
.3

4
8
2
.5

4
8
2
.5

2
1
2
4
.0

6
1
4
8
.7

6
1
3
4
.0

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
1
8
1
.2

6
1
7
8
.5

4
1
5
7
.0

4
1
5
7
.0

2
2
2
1
.5

6
2
2
7
.8

6
2
2
0
.7

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
3
.9

6
8
4
.8

4
7
7
.2

4
7
7
.2

2
1
0
0
.1

6
9
7
.4

6
9
3
.4

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
1
8
3
.0

6
1
7
9
.8

4
1
5
8
.5

4
1
5
8
.5

2
2
2
2
.5

6
2
2
8
.2

6
2
2
3
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
7
.6

5
7
.7

4
7
.4

4
7
.4

1
9
.2

6
9
.7

6
9
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
2
3
5
.8

5
2
3
2
.7

4
2
1
8
.4

4
2
1
8
.4

1
2
9
0
.0

6
3
0
2
.0

6
3
0
0
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

5
3
0
.7

5
3
1
.4

4
3
1
.6

4
3
1
.6

1
3
0
.4

6
2
8
.5

6
2
8
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

5
7
3
6
.5

5
7
4
8
.9

4
7
3
4
.6

4
7
3
4
.6

1
8
0
6
.0

6
7
7
3
.3

6
7
6
9
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

5
7
0
1
.1

5
7
2
5
.7

4
7
3
8
.5

4
7
3
8
.5

1
6
7
4
.5

6
5
7
0
.7

6
5
7
3
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

5
0
.7
1

5
0
.7
2

4
0
.7
0

4
0
.7
0

1
0
.7
8

6
0
.8
3

6
0
.8
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

5
4
9
2
.8

5
5
0
5
.8

4
5
0
0
.1

4
5
0
0
.1

1
5
2
8
.8

6
4
9
3
.5

6
4
9
0
.9

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
8
3
.3

5
9
9
.7

4
1
0
0
.0

4
1
0
0
.0

1
9
8
.4

6
9
7
.8

6
9
8
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
8
2
.3

5
9
1
.3

4
8
9
.5

4
8
9
.5

1
9
8
.9

6
9
4
.6

6
9
6
.2

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
8
.2

6
8
.1

4
7
.5

4
7
.5

2
9
.2

6
9
.5

6
9
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
3
4
.1

6
2
3
5
.3

4
2
2
4
.6

4
2
2
4
.6

2
2
5
6
.8

6
2
7
9
.5

6
2
7
3
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
3
0
.6

6
3
1
.0

4
3
1
.3

4
3
1
.3

2
3
0
.3

6
2
8
.6

6
2
8
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
6
5
5
.2

6
6
7
0
.9

4
6
6
8
.7

4
6
6
8
.7

2
6
7
5
.4

6
7
2
3
.8

6
6
9
4
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
7
9
.5

6
6
9
6
.1

4
7
2
3
.3

4
7
2
3
.3

2
6
4
1
.8

6
5
8
2
.3

6
5
8
4
.0

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.6
2

6
0
.6
3

4
0
.6
1

4
0
.6
1

2
0
.6
6

6
0
.7
6

6
0
.7
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
3
8
.0

6
4
4
7
.2

4
4
5
2
.0

4
4
5
2
.0

2
4
3
7
.5

6
4
6
3
.8

6
4
4
7
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
9
5
.3

6
9
6
.6

4
9
5
.5

4
9
5
.5

2
9
8
.8

6
9
3
.5

6
9
5
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
9
2
.3

6
9
2
.6

4
9
2
.0

4
9
2
.0

2
9
3
.8

6
9
4
.4

6
9
1
.9

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

4
1
.0

5
4
.4

3
6
.6

3
6
.6

2
1
.0

6
1
.4

6
0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
6
2
3
.
6
日

に
対

し
、

R
5
年

②
6
3
2
.
4
日

は
、

8
.
8
日

間
短

期
化

し
た

。
出

荷
月

齢
は

0
.
4
ヵ

月
晩

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
は

8
.
4
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

 b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
6
7
9
.
5
日

は
、

R
5
年

④
で

は
6
9
6
.
1
日

と
な

り
、

1
6
.
6
日

間
長

期
化

し
た

。
R
4
年

と
R
5
の

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
％

階
層

⑤
7
2
3
.
3
日

(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
肥

育
日

数
が

長
期

化
し

た
も

の
)
⑥

7
2
3
.
3
日

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
同

値
で

あ
り

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

6
4
1
.
8
日

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
8
1
.
5
日

間
短

期
化

し
た

。
出

荷
月

齢
は

、
⑤

3
1
.
3
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

同
値

で
あ

り
、

⑦
は

1
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
6
6
6
.
7
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
同

値
で

あ
り

、
⑦

は
6
.
7
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
5
8
2
.
3
日

に
対

し
、

R
5
年

⑩
5
8
4
日

は
、

1
.
7
日

間
長

期
化

し
た

。
出

荷
月

齢
は

0
.
2
ヶ

月
晩

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
2
9
.
2
 
k
g
減

少
し

て
い

た
。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
肥
育
日

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
肥
育
日
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
肥
育
日

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
１

日
当

た
り

増
体

重

１
．
雌
１
日
当
た
り
増
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
1
8
4
.5

6
1
7
8
.3

5
1
4
5
.2

1
4
3
.0

1
3
4
4
.0

6
1
6
6
.8

6
1
5
9
.8

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
9
8
.5

6
9
6
.2

5
7
8
.2

1
1
3
.0

1
1
8
6
.0

6
1
0
4
.8

6
9
0
.8

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
0
.0

6
0
.0

5
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
0
.7

6
2
.7

5
2
.4

1
0
.0

1
4
.0

6
3
.2

6
0
.7

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
1
0
4
.0

6
1
0
6
.2

5
8
9
.8

1
1
6
.0

1
1
8
8
.0

6
1
0
5
.2

6
8
9
.5

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
1
7
8
.3

6
1
6
5
.7

5
1
3
1
.2

1
4
0
.0

1
3
3
8
.0

6
1
6
3
.3

6
1
6
0
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
3
.3

6
8
0
.2

5
7
6
.6

1
9
3
.0

1
9
8
.3

6
9
8
.3

6
9
9
.9

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
1
8
1
.8

6
1
7
2
.0

5
1
3
8
.2

1
4
1
.8

1
3
4
1
.0

6
1
6
5
.9

6
1
6
0
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
9
.2

5
9
.1

4
9
.1

1
9
.5

1
9
.2

5
7
.9

6
9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
2
8
7
.6

5
2
7
9
.0

4
2
7
6
.3

1
2
3
4
.0

1
2
9
0
.0

5
2
7
2
.7

6
3
0
7
.1

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

5
3
1
.0

5
3
1
.6

4
3
1
.9

1
3
4
.0

1
3
0
.4

6
2
8
.7

6
2
8
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

5
7
5
3
.1

5
7
5
5
.3

4
7
4
2
.6

1
6
9
8
.0

1
8
0
6
.0

6
7
9
0
.8

6
8
2
4
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

5
6
6
0
.7

5
6
8
8
.9

4
6
9
2
.5

1
7
4
6
.0

1
6
7
4
.5

6
6
7
1
.4

6
5
9
7
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

5
0
.7
1

5
0
.7
0

4
0
.6
8

1
0
.6
2

1
0
.7
8

6
0
.8
4

6
0
.8
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

5
4
8
6
.7

5
4
9
3
.3

4
4
8
4
.5

1
4
5
4
.0

1
5
2
8
.8

6
5
1
5
.0

6
5
3
4
.8

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
8
2
.1

5
9
8
.1

4
9
8
.1

1
1
0
0
.0

1
9
8
.4

6
9
8
.8

6
9
5
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
8
0
.6

5
8
9
.6

4
8
7
.3

1
6
0
.0

1
9
8
.9

6
9
1
.4

6
9
6
.7

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
9
.6

6
9
.6

5
9
.8

1
1
0
.0

1
8
.8

6
7
.9

6
9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
6
2
.6

6
2
6
5
.7

5
2
6
4
.3

1
2
4
7
.0

1
2
7
3
.0

6
2
2
4
.9

6
2
7
3
.2

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
3
1
.1

6
3
1
.2

5
3
1
.3

1
3
3
.9

1
3
0
.3

6
2
8
.5

6
2
9
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
6
4
7
.9

6
6
5
6
.7

5
6
3
9
.3

1
5
9
4
.0

1
7
4
4
.0

6
7
4
0
.4

6
7
7
2
.3

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
5
3
.3

6
6
5
5
.8

5
6
5
6
.2

1
7
2
8
.0

1
6
5
3
.6

6
6
2
9
.1

6
6
2
5
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.5
9

6
0
.6
0

5
0
.5
7

1
0
.4
8

1
0
.7
3

6
0
.8
2

6
0
.8
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
2
1
.1

6
4
2
8
.1

5
4
1
7
.9

1
3
8
6
.0

1
4
7
9
.5

6
4
8
2
.5

6
5
0
1
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
9
5
.0

6
9
4
.2

5
9
3
.0

1
8
1
.8

1
1
0
0
.0

6
9
5
.6

6
9
7
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
9
0
.1

6
8
8
.9

5
8
6
.7

1
7
2
.7

1
1
0
0
.0

6
9
9
.1

6
9
7
.1

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

5
0
.3

6
3
.7

5
4
.0

1
0
.0

1
2
.0

5
2
.3

6
0
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
0
.
7
1
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
5
年

②
0
.
7
 
k
g
/
日

は
、

0
.
0
1
 
k
g
/
日

減
少

し
て

い
た

。
肥

育
日

数
は

8
.
8
日

間
長

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
は

8
.
4
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
0
.
5
9
 
k
g
/
日

は
、

R
5
年

④
で

は
0
.
6
 
k
g
/
日

と
な

り
、

0
.
0
1
 
k
g
/
日

増
加

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
0
.
5
7
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
増

体
量

が
低

下
し

た
も

の
)
⑥

0
.
4
8
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
0
.
0
9
 
k
g
/
日

低
く

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

0
.
7
3
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
0
.
1
6
 
k
g
/
日

高
か

っ
た

。
肥

育
日

数
は

、
⑤

6
5
6
.
2
日

に
対

し
、

⑥
は

7
1
.
8
日

間
長

期
化

し
、

⑦
は

2
.
6
日

間
短

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
6
3
9
.
3
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
4
5
.
3
 
k
g
低

く
、

⑦
は

1
0
4
.
7
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
0
.
8
2
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
5
年

⑩
も

0
.
8
 
k
g
/
日

と
0
.
0
2
 
k
g
/
日

低
か

っ
た

。
肥

育
日

数
は

3
.
8
日

間
短

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
は

3
1
.
9
 
k
g
増

加
し

て
い

た
。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
１
日
当
た

り
増
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
１
日
当
た
り
増
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
１
日
当
た

り
増
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
枝

肉
重

量

１
．
雌
枝
肉
重
量
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
1
0
3
.5

6
9
6
.2

5
1
1
1
.0

4
1
2
7
.3

1
2
2
.0

6
2
2
0
.7

6
2
4
6
.8

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
5
5
.7

6
4
4
.3

5
5
2
.6

4
6
0
.0

1
3
.0

6
1
2
8
.5

6
1
3
8
.2

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
0
.0

6
0
.0

5
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

6
5
.0

6
1
.7

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
0
.5

6
0
.7

5
0
.4

4
0
.5

1
2
.0

6
4
.3

6
2
.2

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
6
2
.5

6
5
8
.3

5
6
6
.0

4
7
5
.0

1
2
0
.0

6
1
3
2
.8

6
1
3
5
.0

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
9
6
.2

6
8
1
.5

5
9
7
.2

4
1
1
1
.8

1
3
.0

6
2
1
7
.0

6
2
4
9
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
0
.3

6
7
6
.5

5
8
9
.0

4
9
0
.1

1
1
3
.6

6
9
7
.9

6
1
0
1
.0

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
1
0
0
.2

6
8
8
.8

5
1
0
4
.2

4
1
1
9
.6

1
1
2
.2

6
2
1
9
.4

6
2
4
8
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
9
.8

5
9
.7

4
9
.9

3
9
.2

1
9
.1

6
8
.7

6
8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
2
8
8
.6

5
2
7
8
.3

4
2
7
9
.9

3
2
7
5
.9

1
2
7
2
.0

6
2
9
5
.8

6
2
9
5
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

5
2
9
.9

5
3
1
.0

4
3
0
.1

3
3
0
.6

1
3
4
.7

6
2
9
.3

6
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

5
7
2
5
.1

5
7
3
0
.5

4
7
2
8
.4

3
7
3
8
.5

1
7
3
9
.0

6
8
1
3
.0

6
8
1
9
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

5
6
0
9
.6

5
6
4
6
.2

4
6
1
3
.0

3
6
5
2
.3

1
7
7
9
.0

6
6
2
4
.9

6
6
2
1
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

5
0
.7
3

5
0
.7
3

4
0
.7
7

3
0
.7
2

1
0
.6
0

6
0
.8
3

6
0
.8
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

5
4
6
4
.2

5
4
7
1
.8

4
4
6
6
.8

3
4
7
3
.9

1
4
9
2
.0

6
5
3
3
.6

6
5
3
9
.2

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
8
1
.9

5
9
9
.4

4
9
9
.2

3
9
8
.9

1
1
0
0
.0

6
9
7
.8

6
9
7
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
8
1
.9

5
9
0
.8

4
8
8
.5

3
8
4
.7

1
1
0
0
.0

6
9
3
.6

6
9
8
.0

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
9
.5

6
9
.6

5
9
.6

4
9
.7

1
9
.6

6
9
.0

6
8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
5
6
.4

6
2
6
2
.7

5
2
5
7
.0

4
2
5
5
.8

1
2
9
1
.0

6
2
8
1
.6

6
2
7
4
.1

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
3
0
.2

6
3
0
.4

5
3
0
.0

4
3
0
.3

1
3
2
.7

6
2
9
.4

6
2
9
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
6
4
1
.8

6
6
4
0
.9

5
6
3
1
.4

4
6
1
8
.7

1
6
8
8
.0

6
7
5
0
.6

6
7
7
3
.8

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
2
9
.7

6
6
3
2
.3

5
6
1
8
.2

4
6
2
5
.5

1
7
0
3
.0

6
6
1
9
.8

6
6
3
5
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.6
2

6
0
.6
0

5
0
.6
1

4
0
.5
9

1
0
.5
6

6
0
.7
6

6
0
.7
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
1
3
.1

6
4
1
4
.7

5
4
0
8
.9

4
4
0
1
.7

1
4
4
4
.0

6
4
9
4
.4

6
5
0
8
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
9
3
.1

6
9
1
.9

5
9
0
.2

4
8
9
.8

1
1
0
0
.0

6
9
5
.8

6
9
7
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
8
8
.0

6
8
8
.2

5
8
5
.8

4
8
4
.3

1
1
0
0
.0

6
9
5
.5

6
9
9
.1

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

6
0
.5

6
3
.0

5
0
.3

4
0
.4

1
1
6
.4

6
2
.4

6
1
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
4
5
2
.
9
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

4
5
9
.
6
 
k
g
は

、
6
.
7
 
k
g
増

加
し

た
。

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
0
.
8
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

0
.
7
％

減
少

し
て

い
た

。

 
b
）

R
4
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
4
1
3
.
1
 
k
g
は

、
R
5
年

④
で

は
4
1
4
.
7
 
k
g
と

な
り

、
1
.
6
 
k
g
増

加
し

た
。

R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
4
0
8
.
9
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
枝

肉
重

量
が

減
少

し
た

も
の

)
⑥

4
0
1
.
7
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
）

は
7
.
2
 
k
g
低

く
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
4
4
4
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
1
）

は
3
5
.
1
 
k
g
高

か
っ

た
。

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
、

⑤
9
0
.
2
％

に
対

し
、

⑥
は

0
.
4
％

低
く

、
⑦

は
9
.
8
％

高
か

っ
た

。
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
⑤

8
5
.
8
％

に
対

し
、

⑥
は

1
.
5
％

低
く

、
⑦

は
1
4
.
2
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
4
9
4
.
4
 
k
g
に

対
し

、
R
5
年

⑩
5
0
8
.
8
 
k
g
は

、
1
4
.
4
 
k
g
増

加
し

た
。

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
1
.
7
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

3
.
6
％

増
加

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
枝
肉
重

量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
枝
肉
重
量
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
枝
肉
重

量
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
歩

留
等

級
A率

１
．
雌
歩
留
等
級
A
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
1
7
2
.7

6
1
6
7
.7

3
1
6
6
.3

3
1
6
6
.3

2
1
5
1
.5

1
2
0
4
.0

8
2
1
0
.3

1
1

2
0
2
.0

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
1
0
2
.7

6
8
9
.2

3
8
8
.3

3
8
8
.3

2
8
0
.5

1
1
0
9
.0

8
1
1
0
.4

1
1

1
1
5
.2

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

8
3
.8

1
1

0
.9

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
1
.8

6
1
.5

3
2
.3

3
2
.3

2
0
.0

1
2
.0

8
2
.6

1
1

2
.5

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
1
0
5
.8

6
9
8
.7

3
9
9
.3

3
9
9
.3

2
9
2
.0

1
1
1
0
.0

8
1
1
8
.3

1
1

1
1
6
.0

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
1
6
7
.7

6
1
5
6
.7

3
1
5
3
.0

3
1
5
3
.0

2
1
4
0
.0

1
2
0
1
.0

8
2
0
3
.5

1
1

1
9
9
.5

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
7
.5

6
9
3
.9

3
9
1
.8

3
9
1
.8

2
9
4
.7

1
9
8
.5

8
9
2
.1

1
1

9
1
.7

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
1
7
0
.7

6
1
6
2
.6

3
1
6
0
.6

3
1
6
0
.6

2
1
4
5
.8

1
2
0
2
.5

8
2
0
6
.8

1
1

2
0
0
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
9
.1

5
9
.0

3
8
.9

3
8
.9

1
9
.1

1
9
.2

8
8
.7

1
0

8
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
3
0
5
.9

5
3
0
2
.0

3
3
0
3
.3

3
3
0
3
.3

1
2
9
8
.1

1
3
0
1
.8

8
2
7
8
.8

1
0

2
6
9
.3

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

5
2
9
.0

5
2
8
.8

3
2
8
.7

3
2
8
.7

1
2
8
.5

1
2
9
.1

8
2
9
.8

1
0

2
9
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

5
7
9
7
.6

5
7
9
0
.2

3
7
9
3
.5

3
7
9
3
.5

1
7
5
7
.1

1
8
1
3
.3

8
7
7
6
.7

1
0

7
7
6
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

5
6
0
5
.4

5
6
0
1
.2

3
6
0
3
.3

3
6
0
3
.3

1
5
9
1
.0

1
6
0
5
.0

8
6
4
2
.4

1
0

6
5
3
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

5
0
.8
1

5
0
.8
1

3
0
.8
2

3
0
.8
2

1
0
.7
8

1
0
.8
4

8
0
.7
8

1
0

0
.7
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

5
5
1
4
.1

5
5
1
0
.6

3
5
1
6
.6

3
5
1
6
.6

1
4
7
6
.3

1
5
2
6
.9

8
5
0
8
.7

1
0

5
1
4
.9

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
7
9
.8

5
9
4
.6

3
9
3
.8

3
9
3
.8

1
1
0
0
.0

1
9
1
.8

8
9
8
.4

1
0

9
6
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
7
7
.0

5
9
4
.7

3
9
5
.2

3
9
5
.2

1
9
5
.2

1
9
2
.9

8
9
5
.5

1
0

9
6
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
9
.5

6
9
.5

3
9
.4

3
9
.4

2
9
.6

1
9
.3

8
8
.7

1
1

8
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
7
4
.1

6
2
6
9
.3

3
2
7
6
.7

3
2
7
6
.7

2
2
5
8
.7

1
2
6
8
.3

8
2
5
7
.9

1
1

2
5
3
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
2
9
.5

6
2
9
.4

3
2
9
.3

3
2
9
.3

2
2
9
.6

1
2
9
.2

8
2
9
.7

1
1

3
0
.0

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
6
9
5
.1

6
6
9
7
.6

3
7
2
9
.2

3
7
2
9
.2

2
6
3
5
.7

1
7
2
6
.7

8
6
9
9
.1

1
1

7
1
3
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
1
0
.2

6
6
0
6
.0

3
6
0
5
.3

3
6
0
5
.3

2
6
0
7
.0

1
6
0
6
.0

8
6
3
9
.4

1
1

6
5
5
.0

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.6
9

6
0
.7
0

3
0
.7
4

3
0
.7
4

2
0
.6
2

1
0
.7
5

8
0
.6
9

1
1

0
.7
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
5
0
.0

6
4
5
4
.0

3
4
7
8
.9

3
4
7
8
.9

2
4
0
8
.5

1
4
7
0
.4

8
4
6
0
.4

1
1

4
7
2
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
8
6
.7

6
9
0
.0

3
8
2
.7

3
8
2
.7

2
9
5
.9

1
1
0
0
.0

8
1
0
0
.0

1
1

1
0
0
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
8
6
.4

6
8
9
.6

3
9
1
.9

3
9
1
.9

2
8
9
.4

1
8
3
.3

8
9
8
.1

1
1

9
6
.5

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

6
1
.1

6
1
.1

3
1
.5

3
1
.5

2
0
.0

1
1
.8

7
1
.7

1
0

2
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
9
4
.
7
％

に
対

し
、

R
5
年

②
9
5
.
5
％

は
、

0
.
8
％

増
加

し
た

。
枝

肉
重

量
は

、
6
.
7
 
k
g
増

加
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
0
.
7
％

減
少

し
て

い
た

。

  
b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
8
6
.
7
％

は
、

R
5
年

④
で

は
9
0
％

と
な

り
、

3
.
3
％

増
加

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
8
2
.
7
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
8
2
.
7
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
同

値
で

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
5
.
9
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
1
3
.
2
％

高
か

っ
た

。
R
0
5
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
1
7
.
3
％

高
か

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
⑤

4
7
8
.
9
k
g
に

対
し

、
⑥

は
同

値
で

、
⑦

は
7
0
.
4
 
k
g
低

く
、

⑧
は

8
.
5
 
k
g
低

か
っ

た
。

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

⑤
9
1
.
9
％

に
対

し
、

⑥
は

同
値

で
、

⑦
は

2
.
5
％

低
く

、
⑧

は
8
.
6
％

低
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
、

R
5
年

⑩
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
R
4
年

⑨
4
6
0
.
4
 
k
g
に

対
し

、
1
1
.
6
 
k
g
増

加
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
1
.
6
％

減
少

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
歩
留
等

級
A
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
歩
留
等
級
A
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
歩
留
等

級
A
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

雌
肉

質
等

級
４

・
５

率

１
．
雌
肉
質
等
級
４
・
５
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

6
2
2
8
.8

6
2
3
4
.3

3
3
7
2
.0

2
1
3
4
.0

1
2
2
.0

8
1
7
8
.4

7
1
3
5
.1

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

6
1
4
2
.7

6
1
3
8
.0

3
2
2
0
.7

2
8
1
.5

1
3
.0

8
9
9
.3

7
7
4
.0

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

6
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

8
0
.0

7
0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

6
2
.3

6
3
.2

3
4
.0

2
2
.5

1
2
.0

8
1
.9

7
0
.9

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

6
1
3
4
.8

6
1
4
5
.0

3
2
3
0
.3

2
7
9
.5

1
2
0
.0

8
1
0
1
.8

7
7
7
.1

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

6
2
3
4
.3

6
2
2
4
.2

3
3
5
8
.3

2
1
3
3
.5

1
3
.0

8
1
7
4
.0

7
1
3
1
.1

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

6
9
4
.8

6
8
1
.9

3
9
2
.6

2
1
0
0
.1

1
1
3
.6

8
9
7
.5

7
8
7
.0

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

6
2
3
1
.7

6
2
2
9
.2

3
3
6
5
.2

2
1
3
3
.8

1
1
2
.2

8
1
7
6
.4

7
1
3
3
.3

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

5
9
.0

5
9
.1

3
9
.2

1
8
.9

1
9
.1

8
8
.3

7
8
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

5
2
8
6
.6

5
2
8
7
.8

3
2
8
5
.9

1
3
0
9
.3

1
2
7
2
.0

8
2
7
1
.9

7
2
6
9
.1

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

5
2
9
.4

5
3
0
.1

3
2
8
.9

1
2
9
.1

1
3
4
.7

8
2
9
.1

7
2
9
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

5
7
5
1
.6

5
7
5
8
.4

3
7
5
4
.7

1
7
8
9
.0

1
7
3
9
.0

8
7
8
7
.1

7
7
8
9
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

5
6
2
0
.4

5
6
3
8
.2

3
5
9
8
.7

1
6
1
6
.0

1
7
7
9
.0

8
6
3
3
.2

7
6
5
8
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

5
0
.7
5

5
0
.7
5

3
0
.7
8

1
0
.7
8

1
0
.6
0

8
0
.8
2

7
0
.7
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

5
4
8
2
.2

5
4
9
2
.5

3
4
8
4
.1

1
5
1
8
.2

1
4
9
2
.0

8
5
1
5
.9

7
5
2
2
.4

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

6
7
9
.7

5
9
5
.9

3
9
5
.5

1
9
2
.8

1
1
0
0
.0

8
9
8
.3

7
9
6
.8

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

6
7
3
.4

5
8
8
.0

3
8
2
.9

1
9
1
.3

1
1
0
0
.0

8
9
6
.3

7
9
8
.0

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

6
9
.5

6
9
.5

3
9
.4

2
9
.4

1
9
.6

8
8
.2

7
8
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

6
2
6
2
.0

6
2
6
6
.7

3
2
6
3
.1

2
2
6
0
.0

1
2
9
1
.0

8
2
4
8
.0

7
2
5
4
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

6
3
0
.2

6
2
9
.8

3
2
8
.7

2
3
0
.1

1
3
2
.7

8
2
9
.0

7
3
0
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

6
6
6
7
.8

6
6
7
2
.5

3
6
7
5
.1

2
6
6
1
.0

1
6
8
8
.0

8
7
1
7
.0

7
7
4
2
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

6
6
2
8
.7

6
6
1
9
.8

3
5
8
6
.7

2
6
2
8
.0

1
7
0
3
.0

8
6
3
3
.2

7
6
6
4
.9

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

6
0
.6
5

6
0
.6
6

3
0
.7
0

2
0
.6
4

1
0
.5
6

8
0
.7
4

7
0
.7
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

6
4
3
1
.5

6
4
3
8
.0

3
4
3
8
.8

2
4
3
3
.7

1
4
4
4
.0

8
4
7
2
.2

7
4
8
8
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

6
9
2
.9

6
9
2
.6

3
9
3
.8

2
8
7
.1

1
1
0
0
.0

8
9
7
.7

7
9
8
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

6
8
1
.4

6
8
9
.2

3
8
5
.8

2
8
8
.8

1
1
0
0
.0

8
1
0
0
.0

7
1
0
0
.0

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

6
0
.8

6
3
.9

3
1
.2

2
1
.6

1
1
6
.4

6
1
.8

6
3
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

①
9
3
.
1
％

に
対

し
、

R
5
年

②
9
2
.
4
％

は
、

0
.
7
％

減
少

し
た

。
枝

肉
重

量
は

、
6
.
7
 
k
g
増

加
し

、
歩

留
等

級
A
率

は
、

0
.
8
％

増
加

し
て

い
た

。     
b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
8
1
.
4
％

は
、

R
5
年

④
で

は
8
9
.
2
％

と
な

り
、

7
.
8
％

増
加

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
8
5
.
8
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

な
く

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
8
8
.
8
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
3
％

高
く

、
R
0
5
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
1
4
.
2
％

高
か

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
⑤

4
3
8
.
8
k
g
に

対
し

、
⑥

は
な

く
、

⑦
は

5
.
1
 
k
g
低

く
、

⑧
は

5
.
2
 
k
g
高

か
っ

た
。

歩
留

等
級

A
率

は
、

⑤
9
3
.
8
％

に
対

し
、

⑥
は

な
く

、
⑦

は
6
.
7
％

低
く

、
⑧

は
6
.
2
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
4
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
4
年

⑨
、

R
5
年

⑩
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
枝

肉
重

量
は

、
R
4
年

⑨
4
7
2
.
2
 
k
g
に

対
し

、
1
6
.
3
 
増

加
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
0
.
3
％

増
加

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
雌
肉
質
等

級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
雌
肉
質
等
級
４
・
５
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
雌
肉
質
等

級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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比
較

集
計

（
肥

育
）

事
故

率

１
．
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
3

1
6
8
.7

5
3

1
6
7
.5

1
3

1
4
8
.8

1
3

1
4
6
.3

3
2
6
5
.7

1
1
6
5
.0

5
1
1
3
.2

5
1
0
7
.8

1
1

6
0
.9

1
6

9
7
.3

頭
5
3

1
0
0
.8

5
3

9
7
.3

1
3

8
5
.7

1
3

8
8
.2

3
1
5
3
.7

1
1
0
1
.0

5
7
4
.2

5
6
3
.0

1
1

3
3
.1

1
6

5
2
.8

頭
5
3

0
.6

5
3

0
.2

1
3

2
.3

1
3

0
.8

3
3
.3

1
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

1
1

0
.0

1
6

0
.0

頭
5
3

2
.3

5
3

2
.2

1
3

3
.8

1
3

1
.6

3
5
.0

1
5
.0

5
1
.2

5
0
.0

1
1

0
.0

1
6

0
.0

頭
5
3

1
0
0
.3

5
3

9
7
.3

1
3

8
6
.7

1
3

8
3
.0

3
1
4
7
.0

1
9
9
.0

5
6
3
.4

5
6
4
.2

1
1

3
4
.5

1
6

5
8
.5

頭
5
3

1
6
7
.5

5
3

1
6
5
.5

1
3

1
4
6
.3

1
3

1
5
0
.7

3
2
7
0
.7

1
1
6
2
.0

5
1
2
2
.8

5
1
0
6
.6

1
1

5
9
.5

1
6

9
1
.6

％
5
3

9
8
.2

5
3

9
6
.0

1
3

9
7
.8

1
3

1
0
1
.6

3
1
0
1
.8

1
9
8
.2

5
1
0
4
.9

5
9
8
.3

1
1

9
6
.8

1
6

9
5
.6

頭
5
3

1
6
8
.3

5
3

1
6
7
.0

1
3

1
4
7
.9

1
3

1
4
9
.6

3
2
6
8
.2

1
1
6
3
.5

5
1
2
0
.7

5
1
0
7
.5

1
1

6
0
.3

1
6

9
4
.5

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
1

8
.9

5
0

9
.0

1
2

8
.8

1
1

8
.9

3
8
.4

1
8
.9

3
9
.0

5
9
.2

1
0

9
.0

1
5

9
.3

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
5
1

2
9
4
.6

5
0

2
9
8
.6

1
2

2
9
1
.6

1
1

3
0
1
.4

3
2
9
4
.1

1
3
0
9
.3

3
3
0
2
.0

5
3
0
5
.4

1
0

3
0
2
.3

1
5

3
0
4
.2

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
2

2
9
.4

5
0

2
9
.5

1
3

2
9
.3

1
1

2
9
.4

3
2
9
.7

1
2
9
.1

3
2
9
.5

5
2
9
.2

1
0

3
0
.1

1
5

2
9
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

7
9
8
.9

5
0

8
0
3
.9

1
3

8
0
8
.8

1
1

8
2
2
.6

3
8
0
7
.6

1
7
8
9
.0

3
8
4
2
.7

5
8
1
9
.5

1
0

7
9
9
.0

1
5

8
0
1
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
5
2

6
3
0
.1

5
0

6
2
4
.7

1
3

6
4
4
.4

1
1

6
2
2
.9

3
6
4
7
.7

1
6
1
6
.0

3
6
2
3
.0

5
6
0
8
.0

1
0

6
4
0
.4

1
5

6
1
4
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

5
2

0
.8
1

5
0

0
.8
0

1
3

0
.8
4

1
1

0
.8
3

3
0
.7
9

1
0
.7
8

3
0
.8
7

5
0
.8
4

1
0

0
.7
8

1
5

0
.8
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
5
2

5
1
8
.4

5
0

5
2
2
.7

1
3

5
2
5
.0

1
1

5
3
9
.6

3
5
4
5
.4

1
5
1
8
.2

3
5
4
4
.1

5
5
3
3
.4

1
0

5
2
1
.7

1
5

5
2
0
.8

歩
留
等
級
A
率

％
5
3

9
5
.8

5
0

9
7
.0

1
3

9
7
.7

1
1

9
6
.4

3
9
7
.2

1
9
2
.8

3
9
6
.4

5
9
5
.9

1
1

8
9
.8

1
5

9
8
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
5
3

9
2
.9

5
0

9
5
.1

1
3

9
1
.3

1
1

9
7
.2

3
9
5
.6

1
9
1
.3

3
9
8
.2

5
9
7
.5

1
1

8
7
.6

1
5

9
5
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

8
.9

2
4

9
.0

8
8
.7

8
8
.7

2
7
.7

1
9
.2

2
9
.2

4
9
.0

4
9
.5

9
9
.3

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
4

2
5
6
.1

2
4

2
6
2
.1

8
2
5
3
.1

8
2
6
5
.1

2
2
4
6
.2

1
2
7
9
.4

2
2
7
9
.6

4
2
6
7
.3

4
2
4
9
.9

9
2
6
0
.4

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
4

2
9
.4

2
4

2
9
.8

8
2
9
.2

8
2
9
.8

2
2
9
.8

1
2
9
.8

2
2
9
.6

4
3
0
.0

4
3
1
.0

9
3
0
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

6
9
6
.0

2
4

7
0
4
.4

8
7
2
9
.7

8
7
4
5
.5

2
7
2
0
.8

1
7
1
5
.2

2
7
1
2
.9

4
7
7
4
.2

4
6
3
5
.4

9
6
9
8
.8

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
4

6
2
3
.6

2
4

6
3
2
.4

8
6
2
6
.7

8
6
4
1
.3

2
6
6
9
.8

1
6
2
6
.0

2
6
2
1
.0

4
6
3
7
.3

4
6
5
4
.3

9
6
3
2
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
4

0
.7
1

2
4

0
.7
0

8
0
.7
6

8
0
.7
5

2
0
.7
1

1
0
.7
0

2
0
.7
0

4
0
.8
0

4
0
.6
0

9
0
.7
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
4

4
5
2
.9

2
4

4
5
9
.6

8
4
7
9
.4

8
4
8
9
.8

2
4
9
1
.7

1
4
7
1
.9

2
4
5
2
.7

4
5
0
7
.4

4
4
0
9
.6

9
4
5
4
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
4
.7

2
4

9
5
.5

8
9
6
.7

8
9
5
.2

2
8
8
.4

1
7
6
.7

2
9
9
.6

4
9
6
.4

4
9
4
.8

9
9
3
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

9
3
.1

2
4

9
2
.4

8
9
5
.4

8
9
7
.7

2
9
2
.7

1
9
0
.0

2
9
8
.3

4
1
0
0
.0

4
8
8
.8

9
9
0
.5

％
4
6

1
.4

4
7

1
.6

1
3

3
.1

1
3

1
.2

3
3
.3

1
3
.1

5
1
.2

5
0
.0

1
1

0
.0

1
6

0
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

 
R
4
年

①
1
.
4
％

に
対

し
、

R
5
年

②
1
.
6
％

は
、

0
.
2
％

増
加

し
た

。
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
1
.
3
頭

減
少

し
、

出
荷

頭
数

は
3
頭

減
少

し
て

い
た

。

b
）

R
4
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
5
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
4
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
.
1
％

は
、

R
5
年

④
で

は
1
.
2
％

と
な

り
、

1
.
9
％

減
少

し
た

。
R
4
年

と
R
5
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
.
3
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
5
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
と

い
う

よ
り

事
故

率
が

低
下

し
た

も
の

）
⑥

3
.
1
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
0
.
2
％

低
く

、
R
5
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
1
.
2
％

(
デ

ー
タ

数
5
）

は
2
.
1
％

低
く

、
R
0
5
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
は

0
％

(
デ

ー
タ

数
5
）

で
あ

っ
た

。
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
⑤

2
6
8
.
2
頭

に
対

し
、

⑥
は

1
0
4
.
7
頭

低
く

、
⑦

は
1
4
7
.
5
頭

低
く

、
⑧

は
1
6
0
.
7
頭

低
か

っ
た

。
出

荷
頭

数
は

、
⑤

1
4
7
頭

に
対

し
、

⑥
4
8
頭

低
く

、
⑦

は
8
3
.
6
頭

低
く

、
⑧

は
8
2
.
8
頭

低
か

っ
た

。

c
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
4
年

⑨
お

よ
び

R
5
年

⑩
い

ず
れ

も
0
％

で
あ

っ
た

。
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
4
年

⑨
6
0
.
3
頭

に
対

し
、

R
5
年

⑩
は

3
4
.
2
頭

増
加

し
て

い
た

。
出

荷
頭

数
は

、
R
4
年

⑨
3
4
.
5
頭

に
対

し
、

R
5
年

⑩
は

2
4
頭

増
加

し
て

い
た

。

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

R
0
5
年
の
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
成
績
⑩

R
0
4
年
成
績
①

R
0
5
年
成
績
②

R
0
4
年
成
績
③

R
0
5
年
成
績
④

R
0
5
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
5
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
5
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
4
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
5
年
に
成
績

が
悪
化
し
た
も
の
⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
4
年
の
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
4
年
の
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
肥
育
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

頭
53

16
8.
7

53
16
7
.5

4
28
2.
8

4
27
6
.5

49
15
9.
3

49
15
8
.6

頭
53

10
0.
8

53
97
.3

4
16
2.
8

4
15
5
.0

49
95
.8

49
92
.6

頭
53

0.
6

53
0.
2

4
7.
5

4
2.
5

49
0.
0

49
0.
0

頭
53

2.
3

53
2.
2

4
4.
5

4
3.
5

49
2.
1

49
2.
1

頭
53

10
0.
3

53
97
.3

4
17
2.
0

4
14
7
.8

49
94
.4

49
93
.2

頭
53

16
7.
5

53
16
5
.5

4
27
6.
5

4
28
2
.8

49
15
8.
6

49
15
5
.9

％
53

9
8.
2

53
96
.0

4
9
7.
2

4
10
2
.4

49
98
.2

49
95
.5

頭
53

16
8.
3

53
16
7
.0

4
27
9.
6

4
27
9
.6

49
15
9.
2

49
15
7
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

51
8.
9

50
9.
0

4
8.
6

4
8.
8

47
8.
9

46
9.
0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
51

29
4.
6

50
29
8
.6

4
29
6.
3

4
30
6
.8

47
29
4.
4

46
29
7
.9

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

52
2
9.
4

50
29
.5

4
2
9.
6

4
29
.4

48
2
9.
4

46
29
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
52

79
8.
9

50
80
3
.9

4
84
1.
9

4
83
5
.9

48
79
5.
4

46
80
1
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
52

63
0.
1

50
62
4
.7

4
63
8.
1

4
62
4
.1

48
62
9.
4

46
62
4
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

52
0
.8
1

50
0.
80

4
0
.8
6

4
0.
85

48
0
.8
1

46
0.
80

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
52

51
8.
4

50
52
2
.7

4
54
4.
7

4
55
2
.4

48
51
6.
2

46
52
0
.1

歩
留
等
級
A
率

％
53

9
5.
8

50
97
.0

4
9
8.
9

4
97
.7

49
9
5.
5

46
96
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
53

9
2.
9

50
95
.1

4
9
6.
8

4
97
.1

49
9
2.
6

46
94
.9

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

24
8.
9

24
9.
0

3
8.
7

3
8.
4

21
9.
0

21
9.
1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
24

25
6.
1

24
26
2
.1

3
27
2.
7

3
26
1
.0

21
25
3.
7

21
26
2
.3

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

24
2
9.
4

24
29
.8

3
2
9.
2

3
29
.4

21
2
9.
5

21
29
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
24

69
6.
0

24
70
4
.4

3
72
6.
2

3
75
4
.5

21
69
1.
7

21
69
7
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
24

62
3.
6

24
63
2
.4

3
62
2.
3

3
63
8
.7

21
62
3.
8

21
63
1
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

24
0
.7
1

24
0.
70

3
0
.7
3

3
0.
77

21
0
.7
0

21
0.
69

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
24

45
2.
9

24
45
9
.6

3
47
8.
6

3
49
7
.5

21
44
9.
3

21
45
4
.1

歩
留
等
級
A
率

％
24

9
4.
7

24
95
.5

3
8
9.
2

3
99
.8

21
9
5.
5

21
94
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
24

9
3.
1

24
92
.4

3
9
6.
0

3
92
.6

21
9
2.
7

21
92
.3

％
46

1.
4

47
1.
6

4
2.
5

4
2.
3

42
1.
4

43
1.
6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

e
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
導

入
区

の
R
4
年

③
に

対
し

、
R
5
年

④
を

比
較

し
た

場
合

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
2
7
9
.
6
頭

は
同

値
、

出
荷

頭
数

1
7
2
→

1
4
7
.
8
は

2
4
.
2
頭

減
少

し
た

。
肥

育
出

荷
成

績
は

、
例

数
の

多
い

肥
育

去
勢

雄
の

数
字

で
説

明
す

る
。

肥
育

開
始

月
齢

8
.
6

→
8
.
8
は

0
.
2
ヵ

月
晩

期
化

、
肥

育
開

始
体

重
2
9
6
.
3
→

3
0
6
.
8
は

1
0
.
5
 
k
g
増

加
、

出
荷

月
齢

2
9
.
6
→

2
9
.
4
は

0
.
2
ヵ

月
早

期
化

、
出

荷
生

体
重

8
4
1
.
9
→

8
3
5
.
9
は

6
 
k
g
減

少
、

肥
育

日
数

6
3
8
.
1
→

8
2
4
.
1
は

1
4
日

間
短

期
化

、
枝

肉
重

量
5
4
4
.
7

→
5
5
2
.
4
は

7
.
7
 
k
g
増

加
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

9
8
.
9
→

9
7
.
7
は

1
.
2
％

減
少

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
9
6
.
8
→

9
7
.
1
は

0
.
3
％

増
加

。
全

体
の

事
故

率
2
.
5
→

2
.
3
は

0
.
2
％

減
少

。

f
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

非
導

入
区

の
R
4
年

⑤
に

対
し

、
R
5
年

⑥
を

比
較

し
た

場
合

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
1
5
9
.
2
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1
5
7
.
8
は

1
.
4
頭
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出

荷
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数
9
4
.
4
→

9
3
.
2
は

1
.
2
頭

減
少

し
た

。
肥

育
出

荷
成

績
は

、
例

数
の

多
い

肥
育

去
勢

雄
の

数
字

で
説

明
す

る
。

肥
育

開
始

月
齢

8
.
9
→

9
.
0
は

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

、
肥

育
開

始
体

重
2
9
4
.
4
→

2
9
7
.
9
は

3
.
5
 
k
g
増

加
、

出
荷

月
齢

2
9
.
4
→

2
9
.
6
は

0
.
2
ヵ

月
晩

期
化

、
出

荷
生

体
重

7
9
5
.
4
→

8
0
1
.
1
は

5
.
7
 
k
g
増

加
、

肥
育

日
数

6
2
9
.
4
→

6
2
4
.
8
は

4
.
6
日

間
短

期
化

、
枝

肉
重

量
5
1
6
.
2
→

5
2
0
.
1
は

3
.
9
 
k
g
増

加
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

9
5
.
5
→

9
6
.
9
は

1
.
4
％

増
加

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
9
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.
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9
4
.
9
は

2
.
3
％

増
加

。
全

体
の

事
故

率
1
.
4
→

1
.
6
は

0
.
2
％

増
加

。

g
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
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経
営

の
比

較
全
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や
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導

入
区
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入
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で
は
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数
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荷
生

体
重
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枝

肉
重
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が

顕
著
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く
、

肉
質

等
級

も
高

い
傾

向
。

た
だ

し
事

故
率

が
や

や
高

い
。

（
以

下
、

詳
細

）
R
5
年

の
全

体
平

均
②

と
導

入
区

④
、

非
導

入
区

⑥
を

比
較

し
た

場
合

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
全
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平

均
1
6
7
頭

に
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し
、

導
入
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、
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1
2
.
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く
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入
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は
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、
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0
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5
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成
績
②
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績
③
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0
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績
④
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0
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績
⑤

飼
養
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況
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首
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養
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数

外
部
導
入
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数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入
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３．生産技術向上のための助言指導 
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今後の対応に対する助言指導（指導内容と割合）
生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉
肥育に係わる指導として、令和5年度は子牛価格は60万円前後と一時期よりは低下傾向ではある
が、飼料費・資材費等が高騰する中で、例年通り「栄養管理の改善」が１７％と前年の１４％よ
り増加し、関連して、枝肉販売価格を確保するために「肉質歩留等級の改善」１１％、「出荷牛
選定の改善」９％、「枝肉重量増加の促進」８％も合計２８％と前年の２２％より増加した。加
えて事故・廃用のリスクも意識され、「事故防止の行動観察の徹底」１３％「獣医師との連携強
化」１２％、合計２５％と、前年の２１％より増加した。一方で、「施設・設備等の環境改善」
６％、「群編成の改善」４％と低下しているが、ともすればコスト増加につながるとは言え、飼
養環境・管理に係わる部分の重要性は変わらないので、指導に当たっては十分留意する必要があ
る。肥育特有の「もと牛選択の改善は」１０％とほぼ横ばいであった。
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【肉用牛肥育】 

 

１．栄養管理の改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

7-1 

(法人経営 期首１月） 

特徴 

 ※肥育素牛は、県内の家畜市場から

黒毛和種の去勢を導入、価格帯は市場

平均もしくはやや低い価格のものを導

入している。 

 ※導入後は粗飼料中心の給与体系を

実施、早い段階から濃厚飼料で追い込

むようなやり方はしない。 

 ※肥育素牛を生産した繁殖農家・母牛

のデータから、肥育途中での体重、格付

け明細等のデータを長年パソコンで管

理分析している。 

 ※出荷成績については、脂肪交雑等

の肉質に関するものについては問題な

いが、枝肉が小さい傾向にある。 

 

課題 

 ※枝肉相場の影響を少なくし安定した

収益を確保するため、枝肉重量を大きく

することが課題。 

※枝肉重量の大きさに関係するものとしては、①肥

育素牛の血統・大きさ・日齢ＤＧ ②飼料摂取量 ③

飼養環境が考えられる。 

 

※①該当するような肥育素牛は、セリ市場で競合す

る場合が多く高値で取引されるため、経営主が狙っ

ている価格帯では導入が難しいが、 

 血統だけでなく繁殖農家における子牛の育成管理

も大きく影響するので、いままで蓄積したデータをも

とに育成の上手な繁殖農家の子牛 

 を導入すること。 

 

※飼料摂取量を急激に増やすことは危険なので、導

入後粗飼料による飼い直しを徹底し、ピーク時の飼

料摂取量を少しでも多くする。 

 

※飼養環境については、牛がリラックスできる環境を

作り常に牛が寝ている環境づくりに努めること。 

課題として書かれているように、枝肉重量が物足り

な い 。 530kg 程 度 を 目 標 に 、 ま ず は せ め て

500kg 越えを目指す。そのためには、肥育期を通

じた通算の日増体量で 0.8kg 以上を維持する必

要があり、肥育期全般、特に肥育前期の飼料構成

を再度確認することが重要。導入子牛の飼い直し、

腹作りを意識して粗飼料を多給しているかと思う

が、この時期、必要以上に日増体量を抑えてしまう

とその後の肉質や増体にも影響することが知られ

ていることから、0.75kg 程度を目処に飼料内容

を見直す。その際には、粗飼料の質にも留意する。

また、600 頭規模で事故率が２％前後と言うことな

ので、年間 10 頭以上の事故牛が出ていることにな

る。どの時期にどのような原因で起こっているのか

をもう一度確認し、その原因に即した飼養管理の

見直しを獣医師や指導機関等のアドバイスを受け

ながら対策を実施する。 

30-1 

１．出荷生体重が 14.2kg 減少、枝肉重

量が 10.4kg 減少 

２．肥育日数が 1.5 日増加 

３．歩留等級 A 率が 6.1％減少、肉質等

級４・５率が 6.1％減少 

１．県指標 790kg に対し、55.6kg 重い  県指標

530kg に対し、28.4kg 重い 

  牛舎が山間で夏の暑さより冬の寒さ対策が重要

となっており、寒さが厳しくなる予報があれば事前に

生菌剤の投与で腸内の正常細菌叢を補強する予防

措置を講じている 

 

２．県指標 548 日（18 ヵ月）に対し、132.5 日長い 

  肉屋とのコラボで取り組んでいる独自ブランド和

牛肉を提供する必要があるので、極端な肥育期間の

短縮は難しい 

  和牛去勢肥育の預託業者に確認のうえ、肥育期

間の短縮に通ずる飼養管理方法取得の検証肥育を

行うことを提案（R5 年までの預託牛の肥育日数

630.9 日） 

 

３．県指標 100％に対し、6.1％少ない 

  出荷 49 頭の内訳は、A5 が 44 頭、A4 が 2 頭、

B4 が 3 頭（歩留基準値 71.2～71.9） 

  B4の歩留基準値について、①ばらの厚さ（7.4～

8.0cm）は十分にあるが、②皮下脂肪の厚さ（2.8～

4.5cm）が平均を上回っていたので、その点を念頭

に置き飼料給与の見直しを検討する 

  ※胸最長筋面積は 51～60cm2、枝肉重量は

529.8～577.8kg 

肥育期間が 31 ヶ月以上と長期化している。肥育開

始時体重も 340kg 前後と多少月齢のいった大柄

な牛を導入していると思われる。皮下脂肪が厚く、

日増体量も 0.75kg ということで、肥育前期での

飼い直しが不十分のまま濃厚飼料多給に移ってし

まい、肥育後期も食い込みが低下したにもかかわ

らず、無駄に出荷を後ろ倒しにしているという可能

性が考えられる。指導にもあるように、30 ヶ月前後

で出荷しても十分な枝肉重量と肉質は得られると

考えられるので、飼料・資材高の今日、一部試験的

に早期出荷に向けた飼養管理メニューを導入し

て、委託先と枝肉重量と肉質について確認すること

が望まれる。その際に、特に肥育前期の飼い方を

中心に見直すことがポイントと思われる。 

34-2 

特徴 

・肥育雌牛については、32 ヶ月肥育の

新たなブランド牛を取組み始めた。 

・事故発生防止のため、牛の観察や早

期治療などに取り組み死亡牛は０であっ

た。 

・今年度の導入計画を見直し、導入牛を 7 頭程度増

やし、肥育回転率（経営面・技術面）の均等化を図

る。 

・良質な粗飼料給与や食い込み（残渣）の確認、飼槽

や給水口の衛生管理などに留意し管理する。 

雌牛肥育では、枝肉重量が 500kg を越え出荷月

齢を伸ばした令和 5 年度では 560kg と去勢をも

上回った。また日増体重も 0.9kg と肥育後期の喰

い止まりも生じていないように見受けられる。た

だ、一方で歩留まり等級 A 率が 0.889 から

0.857 と低下しており、この体重増加が枝肉価値
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課題 

・肥育回転率からすると導入頭数が７頭

程度少なかった。 

・去勢については肥育日数は短くなった

が、枝肉重量、歩留まり、肉質は若干低

下。 

・雌については、肥育日数は増えたが、

枝肉重量、肉質等級は良くなった。 

・枝肉価格が低調な状況で、枝肉格付

け、枝肉重量の低下は収入減に拍車を

かけることになる。 

の向上につながっていないことに留意すべき。肥育

後期の体重増加が皮下脂肪や筋間脂肪の増加に

よるものだとしたならば、飼料高・資材高の今日、も

う一度雌の肥育期間についてどこが最適なのか、

指導機関の助言も聞きながら検討することは必要

ではないか。去勢については、早期出荷の試みは

重要であるが、肉質等級の低下を見ると、日増体

重がまだ 0.9kg あるので雌とは反対に、もう少し

伸ばしてもいいのではないか。去勢、雌牛ともに出

荷までの日増体重は良い水準を維持しているの

で、肥育前・中期については十分な技術を持たれ

ていると思われるが、歩留まり等級が若干物足りな

い原因を検討して、肥育前期の増体が 0.75 程度

確保されているかを確認する。特に、既存の牛舎で

増頭する際には１房当たりの頭数に留意し、競合が

生じないよう１頭あたり５m2 の面積と 90cm～

100cm 程度の飼槽幅を確保する。 

41-11 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①肥育成績改善 

 

②資金繰り 

 

③経営方針の確認 

①規模拡大により、管理不足となり肥育成績が低迷

しました。飼養頭数を見直しながら雇用もするなど対

処して、飼養環境は改善されているようでした。現在

は、ＪＡの指導に基づき飼料を見直して管理している

とのことでしたので、現在の飼料メニューや管理体

制を記録して、肥育成績を検証するまでは頻繁に変

えないように注意してください。 

 

②コロナ資金などの償還が始まるため、今後も年

380 万円程度の償還財源が必要です。飼養頭数の

見直しを行っており、出荷月齢を 28 ヵ月台から 30

ヶ月へ改善していく予定ですので、今後販売頭数が

大きく変動します。販売頭数の変動に注意しながら

計画的に償還財源の確保に努めてください。 

 【販売頭数】R3：116頭 ⇒ R4：150頭 ⇒ R5：

133 頭予定 

 

③飼養規模や所得目標など改めて経営方針を確認

してください。肥育経営を継続していくためには、枝

肉重量の増加と肉質の向上が欠かせません。まず

は、県平均を目標にして肥育技術改善に努めてくだ

さい。また、労働力も確保できましたので、引き続き

自給飼料増産にも積極的に努めてください。 

肥育開始体重と開始月齢の関係を見ると、資質的

には問題が無いもと牛を導入していると推測され

る。その分、出荷時体重、日増体重、枝肉重量や肉

質等級にもの足りなさを感じる。しかし、現場での

指導内容にもあるように、飼料の見直しに取り組ま

れているとのことなので、指導機関の助言を得なが

ら１年の成果をしっかり検証することが重要。飼養

管理の大要が固まるまでは、小手先での個体毎の

微修正は我慢することが肝要。また、同じように残

飼の計測と残飼が多い牛房の重点的な個体観察

を行い、すべての牛が想定通りに食い込めている

かチェックして、個体成績との摺り合わせを行う。 

やはり、日増体重が不足しているので、粗飼料の質

に留意しながら、肥育前期に 0.75kg 程度の増体

を確保しながら十分食い込める牛を作ることが１つ

のポイントと思われる。 

 

２．もと牛選択の改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

14-2 

肥育成績は良好 

ブランド維持のため血統を吟味して素

牛を導入しているため素畜費が高い。 

高止まりの素畜費低減のため酪農家との連携で地

域一貫生産された和牛子牛の導入も視野にいれる。 

価格の安い交雑種の導入も検討。 

生産者が抱える課題から推察されるように、肥育

開始体重がＲ４年 311.8kg、Ｒ５年 339.0kg と高

い水準にある。その分、枝肉重量が 568.6kg と

583.0kg と重く、日増体重も 0.98 と 0.84 と高

い水準を確保している一方で、令和５年には出荷

月齢が 29.6 月から 30.4 月と増加傾向である。

歩留や肉質成績を見る限り、肥育技術としては一

定の水準を保持していると推察されるが、一番の

問題はＲ４年 4.5％、Ｒ５年 3.2％という事故率の

高さである。毎年５頭前後の牛を倒していることに
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なるので、その発生時期と原因を指導機関やかか

りつけの獣医師等と分析し、行動監視の強化等の

具体的な対応方針を定めることが急務と思われ

る。子牛価格については、経済合理性が第一であ

ることを前提に、過去のデータから肥育開始体重と

最終成績を詳査し、血統情報を参考にしながらも、

ブランド的にどこまで下げられるか、自分の技術を

確認する。 

34-3 

特徴 

・自家配合及び食品副産物（エコフィー

ド）利用による生産コストの削減。 

・安価な子牛の積極的な市場導入によ

る生産コストの削減。 

 

課題 

・肥育回転率からすると導入牛は 20 頭

程度必要（実際の導入 13 頭） 

・出荷成績の低下と販売高の減少。 

・枝肉価格の低迷により収入は大きく減

少。枝肉重量・上位格付けが良くないと

より影響は大きい。最重要課題。 

・今年度の導入牛を計画より増頭し回転率を安定さ

せる。 

・増体、枝肉重量減少している事から、自家配合飼

料の成分分析の実施と飼料計算実施。また、安定し

た飼料成分を給与する。 

・導入素牛の再検討（安価な子牛導入のメリットとデ

メリットを改めて考える） 

肥 育 開 始 月 齢 が 12 月 で 肥 育 開 始 体 重 が

284.0kg と 234.0kg ということで、子牛市場で

安価を基準に導入していることが推察される。一つ

の経営判断とは理解するが、あまりに小さい牛を

大きく育てるのは困難で、何よりも病歴等何らかの

瑕疵を持つリスクが高いので慎重な判断が求めら

れる。結果として出荷月齢が遅く、肥育日数も長期

化している割には枝肉重量が得られておらず、肉

質等級の年次変動も大きいことから、安定した経

営が難しくなっていると思われる。なお、計画以上

の増頭を図る際には、牛舎規模等を考えて表年と

裏年を作らないよう、急激な増頭は避けることが望

ましい。 

41-15 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①繁殖成績の改善 

 

 

 

②肥育成績の改善（増体） 

①分娩間隔については、15 ヶ月台となっており、まだ

まだ改善が必要です。 

 

 ・飼料給与内容などを再度確認し、必要に応じ振興

センター等に飼料分析を依頼してください。 

 

 ・長期不受胎牛がないよう定期的に妊娠鑑定を行

ってください。 

 

 ・現在 40 頭程度飼養されていますが、労働力や畜

舎収容力などを考慮し、適正な飼育頭数について検

討ください。 

 

②密飼緩和や素牛の見直しなどにより、増体も改善

傾向にありますが、枝肉重量 493 ㎏と県平均と比較

すると 25 ㎏程度小さいため、まだまだ改善が必要

です。 

 

 ・自家産子牛の育成については、JA とともに見直

し、飼料給与プログラムを作り直してください。 

 

 ・導入牛については、前期は粗飼料の食い込みが

重要ですので、粗飼料、濃厚飼料の給与量を計量し

て飼料プログラム通りか確認してください。中期・後

期の給与量を定期的に計量して確認してください。 

一貫経営のメリットは、自家生産のもと牛は無駄な

化粧肉を付ける必要も無いことから育成から肥育

前期へ無駄な飼い直しをせずにスムーズに移行で

きることが上げられる。一方で、市場導入牛につい

ては新しい牛舎環境への馴致も含めて、一定の飼

い直し期間が不可欠である。また、市場導入牛と自

家育成牛の間で体格差がある場合、いきなり同じ

牛房で管理すると不必要な闘争行動も生じやす

い。疾病対策としてのワクチンスケジュールも含め

て、この時期の飼養管理プログラムの確立は重要

である。そのためにも個体毎のデータや観察記録

を指導機関やかかりつけ獣医師等と共有し、最終

的な枝肉重量、肉質等の結果と併せて検証するこ

とが重要である。日増体量からも、もう少し食い込

ませて、増体を図ることはできるのではないか。 

41-17 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①導入価格の低減 

 

 

 

①貴経営の導入価格は県平均よりも１０万円以上高

い牛が導入されています。現在の飼料高を考える

と、まずは導入価格を抑えた上で、枝肉重量を上げ

ることが重要です。また、子牛相場が落ち着いている

状況ですが、過肥ではない子牛を導入するよう注意

が必要です。 

 

 

一般に、発育が良く（１日当たり増体重が多い）もと

牛ほど、枝肉重量が重く、ロース芯面積も大きい傾

向があり、反対に増体が悪いもと牛は脂肪交雑が

低くなる傾向があると言われている。その意味で

は、良いもと牛を導入し。上手に肥育されているこ

とが伺える。今日の飼料高・資材高の中では飼料

に質を落とすことではなく、無駄の削減を第一に考

えることが重要であり、指導にもあるように残飼が
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②事故防止、飼料掃き寄せ等による経

費低減 

 

②今後、導入価格の高い牛が出荷予定です。事故

が発生してしまうと収入の大きな損失となりますの

で、毎日の作業や牛の観察を確実に実施してくださ

い。また、飼料高のため少しでも飼料の食い漏れの

ないよう掃き寄せを行うにし、経費低減を行ってくだ

さい。このような日頃の管理作業を自分で確認でき

るように、飼養環境状況をチェックシートを活用し、

記録確認を行うようにしてください。 

出ないようにこまめに掃き寄せることや個体観察に

も続いた給餌が重要であり、また、出荷記録を基に

指導機関等とも相談しながら肥育期間の短縮に取

り組むことも重要。 

 

３．群編成の改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

4-1 

飼養頭数 50～60 頭程度の県内中規

模程度の肉用牛肥育経営である。 

飼養牛はすべて黒毛和種去勢牛で、全

頭導入、導入牛についてはすべて県内

産である。 

肥育素牛は、価格・体重・日齢におい

て、県平均と同程度の牛を導入してい

る。 

肥育成績では、上物率 100％、A5 率

90.6％、平均 BMS№10.3、平均枝肉

重量 550.1ｋｇ。 

平均枝肉重量は県内平均程度の素牛を

導入していることもあり県平均より 10ｋ

ｇ程度大きい程度だが、Ａ５率は県平均

より約 20％程度高い。 

粗飼料のうち、稲わらについてはすべて

収穫しており、導入初期の素牛には購

入粗飼料（チモシー）も併せて給与して

いる。 

牛舎が古いため、牛のサイズに合わなく

なってきており、昨年より飼養頭数を減

頭している。令和６年で調整完了予定。 

肥育成績については特に問題はないので、栄養管理

の改善等については特になし。 

事故牛については、令和４年１頭と多くなないが、経

営主が事故牛０を目指していることもあり、特に肺炎

等の呼吸器疾病についてはたい肥出し後に石灰を

撒くなど対応。早期発見、獣医師との連携強化を行

うよう指導。【２】 

牛舎は古く狭いため、以前３頭を入れていたマスを２

頭飼いにし調整。令和６年上半期には減頭完了予定

【3、4】 

現在 3 頭飼いから 2 頭に移行途中とのこと、群飼

する際の 1 頭あたりの牛床面積は５ｍ２以上とし、

飼槽の幅は 1 頭あたり 90cm～100cm を確保す

ることが推奨される。肥育開始体重が重いもと牛

で、枝肉重量や肉質を確保しているが、もと牛価格

が高い場合、事故の発生は経営的なダメージが大

きいので、導入時の計画的なワクチン接種プログラ

ムや肥育後期の起立不能による損耗の防止、清浄

な飲水の提供などに努める。そのためにも１牛房当

たり 2 頭への移行は推奨される。 

34-1 

課題 

・肥育回転率の低下（前年 62.5％

→58.3％） 

・肥育日数の増加（雌） 

・枝肉格付けが若干低下（去勢） 

・現状の飼養頭数、出荷頭数を維持するには、肥育

回転率からすると約 5 頭導入が少ないので、次年の

導入計画に含む。 

・雌牛については、子牛市場外導入牛（スモールなど

相対購入した牛）が日数を要した。関係機関や既存

の飼育マニュアルを基に、スモール導入した場合の

飼養管理マニュアルを作成し実行する。 

・格付け等級については、去勢は若干低下している

が、上物率は 95.9％（去勢）、100％（雌）と高い数

値であるので、現状の飼養管理を維持すると牛の観

察、環境、飼料設計など改善を図っていく。 

肥育もと牛の増頭や購入もと牛価格を抑える手段

として、乳牛への黒毛和種受精卵 ET 産子の活用

は期待される。しかし、黒毛和種のスモールからの

育成・肥育技術は、残念ながらまだ確立していると

は言えない。また、酪農家への哺育技術の指導も

十分とは言えない。相対の場合は特に、どのような

子牛を育ててほしいか、片手間ではなくしっかりと

売り物として育ててほしいことを相手先にきちんと

伝えることは重要。スモールや一貫産子で期待され

るメリットの１つは、飼い直しのない連続的な育成・

肥育で出荷月齢を短縮することであるが、市場導

入のもと牛と混在する場合、一般の飼い直し、肥育

前期に入る前後には十分群行動の観察を行うこと

が重要である。 
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41-1 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①枝肉重量の確保 

 

 

②死亡事故の低減 

 

 

③経費の低減 

①個体ごとに観察を行い牛房内の密飼いをさけ、適

正な群分けを行うことで飼料を食い損ねている牛を

確認するようにし、牛１頭毎のバラつきを抑えるよう

にしてください。冬は特に水を飲まなくなるため、鉱

塩を設置するようにし、ミネラル補給を実施してくだ

さい。また、毎日の作業を確実に実施してください。

さらに実施したことを日誌などに記録し、確認してく

ださい。 

 

②事故が発生してしまうと収入の大きな損失となり

ますので、毎日、牛の見回りを行い、飼料の残量や

行動に異常があれば状況を記録しておき、かかりつ

けの獣医師に受診してください。 

 

③経営収支を前年と比べると枝肉重量はほとんど同

じで５率は２０％と低くなっておりますが、素牛が安

い分、増加額が大きくなっています。今後は素牛価

格をできるだけ抑制してください。また、飼料高のた

め少しでも飼料の食い漏れのないように掃き寄せを

行い、経費低減を行ってください。 

１頭ごとの肥育成績のバラツキを押さえるために

は、群飼いする際の１頭あたりの牛床面積や飼槽

の長さ、衛生的で十分な飲水の確保が重要であ

る。肥育中期までは 6～8 頭の群編成でお互いに

競わせることも採食意欲を高める効果がある。た

だし、その際に群を構成するもと牛に月齢や素質

（増体系や肉質系）にバラツキがあると成長に差が

出たり、弱位の牛ができて事故につながったりする

ので注意が必要である。食い負けしている弱位の

個体がいないか、反対に濃厚飼料を多食している

個体がいないか等に注意して日常的に行動を観察

し、必要ならば別飼いを行う。 

 

４．枝肉重量増加の促進 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

41-4 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①経産牛肥育の検討 

 

②肥育成績の改善 

 

③基本的な飼養管理の徹底 

①経産牛肥育は、昨今の飼料価格高騰の状況では、

通常肥育の残飼を給与し、短期間で出荷するなどし

なければ、所得は見込めません。また、労働力がほぼ

1 人ですので、堆肥処理や飼養管理のチェックまで

十分な管理ができるように、通常肥育に専念するこ

とも検討してください。 

② 肥 育 成 績 は 、 枝 肉 重 量 397.5kg 、 上 物 率

75.6％、1 日増加額 649 円と県平均を下回ってい

ます。飼料価格が高騰していますので、1 日当たり飼

料費 665 円もまかなえていません。経営を継続する

ためには、肥育成績の改善が急務です。関係機関の

協力を得ながら定期的に現地指導が実施されてい

ますが、成果が出るまでに時間を要します。なかなか

実感を得られないと思いますが、関係機関からは牛

の状態が良くなってきているとの声も聞かれました

ので、着実に取り組みを継続してください。 

③基本的な飼養管理については、事故の発生も抑え

られているため、少しずつ改善の成果が現れてきて

います。現地で指摘があったように、飼料の掃き寄

せや添加剤給与により飼料の食い込みが向上して

いましたので、今後も継続して実施してください。日

常管理をチェックできるように、チェックシートや牛名

板を提供していますので、日々の作業管理として活

用してください。今後も定期的に現地確認を行いま

すので、現在の環境を維持できるように継続して取

り組んでください。 

雌肥育は技術的にマニュアル化が難しい面がある

ことは事実だが、特に出荷生体重、枝肉重量といっ

た増体に関する基本的な技術の不足が推測され

る。これが飼料の質や量の問題なのか牛の食い込

みの問題なのか、血統を含むもと牛の選択の問題

なのか、肥育前・中・後期のどこの時点での増体が

特に物足りないのか要因を段階毎、要素毎に整理

して飼養管理全般について再検討することが急

務。その際には、個体毎の飼料給与量や残飼の状

態、疾病の治療歴や日々の気づき等の記録を基

に、情報の共有を図りながら指導機関やかかりつ

け獣医師等からの助言を求めることが重要であ

る。 
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41-6 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①枝肉重量の改善 

 

 

 

②長期的な経営方針の検討 

①去勢の枝肉重量は当期 453 ㎏と小さく、またバラ

ツキが見られます。1 牛房４頭飼養されていることが

要因の一つと思われますが、頭数を減らすことは難

しいため、管理面での工夫が必要です。 

 

 ・牛の強弱を早期に把握する。また、飼槽への仕切

り棒の設置や簡易飼槽の設置するなど対処する。 

 

 ・去勢の給与メニューの再検討（JA や振興センタ

ー等へ依頼） 

 

 ・飼槽の掃き寄せ回数を増やす 

 

 ・こまめな水槽の清掃 

 

②肥育牛、繁殖牛、外部採卵、大規模な粗飼料の収

集・販売など、様々なことに意欲的に取り組み、経営

としても成果が出ております。今後、後継者も就農に

意欲を見せられているとのことですので 5 年後 10

年後の経営についてどうしていくのか、具体的に家

族間で話し合い検討してください。 

 

 繁殖牛（肥育牛）の増頭、粗飼料のさらなる確保な

ど様々な可能性が検討できますが、新規投資を伴う

場合は、ＪＡ等とよく相談され、長期計画をもって対

応してください。 

繁殖牛も飼育されていると言うことなので、自家育

成と市場導入牛の割合がどのぐらいか不明である

が、いずれにせよ、特に去勢で28月出荷で日増体

重が 0.8kg 程度ということであり、枝肉重量も

450～470kg 程度と不足している。一方で、雌肥

育は歩留まり・肉質等級も含めて比較的安定して

いる。増体関連の成績を見ると、去勢についても雌

肥育に合わせた飼養管理をしているように見える

が、やはり去勢を飼う意味はきちんと枝重を確保す

ることにあるので、後継者も就農意欲を示されてい

ると言うことなので、指導機関の助言を得ながら、

早急に去勢の飼料設計の見直しを中心に、肥育管

理マニュアルの確立を図ることが喫緊の課題かと

思われる。 

41-27 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①さらなる肥育技術向上 

 

②定期的な収支把握による経営管理 

 

③経営計画の見直し 

①自動給餌機導入による省力化に努めながら、従業

員全員で牛のデータを共有・把握しています。その

結果、肥育成績が順調に向上しています。今後は、

飼料給与計画や日常作業などの計画を従業員全員

に分かるように紙に書いて示し、計画通りにできたか

どうかを毎日チェックして記録してください。 

 

 ワラ取り時期などは管理不足にならないように注意

してください。 

 

 環境面については、敷料交換が遅れている部分が

ありました。ハエやクモの巣も多くみられましたので、

定期的に対策を取ってください。 

 

②借入金については積極的に繰上げ償還しており、

安全性の高い経営を意識して取り組まれています。

しかしながら、飼料価格高騰の影響を受け、販売牛1

頭当たり飼料費が 43 万円で前期 35 万円から 8 万

円高騰しているため、所得が△1 千 4 百万円となり

ました。 

 

 購買未払金が期首 1 千 6 百万円から期末 2 千 8

百万円と 1 千 2 百万円増えていますので、今後は、

収入と支出を定期的に確認しながら経営管理に努

めてください。 

 

③令和 4 年の決算により令和 5 年の経営計画を見

直し、新たに作成してください。また、今後、牛舎の補

修・改修も必要となりますので、5 年後・10 年後の計

経営規模を維持するために、月齢の割に比較的体

重の小さい安価な去勢牛を導入している可能性が

ある。一般に一日当たりの増体重が多いもと牛ほ

ど枝肉重量が多く、ロース芯も大きい傾向があり、

少ないもと牛は脂肪交雑が優れない傾向が見られ

ることや、頭数あわせに安価と言うだけで購入する

と、過去に何らかの疾病を持っていたり、購入後の

疾病リスクが高くなったりするので注意が必要であ

る。また、増体系や肉質系が混じった牛群構成にな

ると、１つの飼養管理では肥育成績のバラツキの要

因ともなりかねない。日常の確実な個体観察（採

食・飲水・休息等）と記録（飼料給与量・残飼量・治

療履歴等）の習慣付けと従業員全員でのそれら情

報の共有、データを基にしたかかりつけ獣医師や

指導機関との相談など、肥育ステージ毎に肥育成

績の向上や事故率低減の対策を検討すること。特

に、早急に去勢牛の出荷時体重、枝肉重量を増加

させるために飼料給与プログラムの確立に努める

こと。また、整理整頓され清掃が行き届いた牛舎を

心がけることは、牛にも人にも優しい環境となる。 
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画も作成できるように今のうちから検討してくださ

い。 

44-2 

(個人経営 期首 1 月) 

 

・出荷生体重 

 

 前年度よりもやや増加(768.0kg)し

ている。 

 

・事故頭数について 

 

 前年度は 0 だったが、当年度は 1 頭と

なっている。 

・出荷生体重 

 

 現状の黒毛和種の増体能力からすると、肥育期間

を延長することによって、枝肉重量はもう少し期待で

きるかもしれないが、飼料費や事故リスク等もふまえ

て、指導機関等とシミュレーションをするなどして経

営環境の変化に備えておく。 

 

・事故頭数について 

 

 個体観察に努めることが第一であるが、飼養管理・

施設の面でなにか問題点はないか点検することも重

要。 

枝肉重量で＋40kg、日増体重で 0.82 程度を目

標に飼養管理を見直すこと。昨今の急騰した飼料

価格では、十分な枝肉重量を確保しないと経営の

継続が難しいと思われるので、地域の飼料給与マ

ニュアルを参考に、肥育前期・中期・後期の飼料給

与体系を再検討する事が急務。また、敷料や水の

確保は肥育牛を飼う上での最低限必要な事項で

あり、疾病予防のみならず、より多くのエサを食い

込ませる上でも重要。R5 年には事故率が上がって

おり、飼養頭数から、１頭１頭の個体観察は可能と

思われるので、採食・飲水行動等をよく観察し、残

飼量を記録するなど記録を基にかかりつけ獣医師

等と連携して、異常をできるだけ早期に発見し、予

防や治療に当たること。 

 

５．事故防止の行動観察の改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

41-7 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①生産費の見直し 

 

②死亡事故の低減（継続課題） 

①肥育成績は 1 日増加額が 1,092 円と高い成績で

したが、損益計算書を見ると所得▲654 万円となっ

ています。 

 生産費をみると雇用費が 672 万円となっており、

同程度の額がマイナスとなっています。他経営と比

較して高くなっており、令和４年度経営診断事例で

は、販売牛１頭当たりの雇用労働費は 12,105 円と

なっていますが、貴経営においては当期 49,082 円

で 36,977 円高くなっています。販売頭数 137 頭

で計算すると 506 万円高くなっています。 

 また、配合飼料価格が高止まりしている中で、残飼

の処分が多いということでしたが、残飼については

大きな損失と考えて、飼料給与の方法についても検

討してください。 

 現在の飼養頭数を踏まえて畜産部門に対する労働

力や求める所得を今一度検討してください。 

 

②当期の死亡事故は 3 頭で事故率１.2％でした。死

亡事故による損失は 350 万円となっています。高い

素牛価格では経営に対する影響も大きくなりますの

で、事故の発生には今以上の注意が必要です。 

 ・かかりつけの獣医師と連携・相談する。 

 ・観察を徹底し、早期対応を行う。 

 ・同じ疾病が続く場合は、飼養管理を再点検する。 

全般に良好な肥育成績で、特に出荷生体重で

850kg～880kg 程度で、日増体重が 0.88～

0.91 という大変高い水準であることから、肥育初

期に適切な飼養管理をされていて、上手に食い込

みの良い牛をそろえていると思われる。一方で、残

飼が多いとのことで、特に肥育中・後期に無駄エサ

を与えていないか、強い牛が過剰に配合飼料を摂

取していないか等の行動観察や個体記録に基づい

て検討する。このことで、死亡事故の低減にもつな

がると思われる。 
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41-22 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①肉質（５率）の維持向上 

 

②事故の低減 

①令和３年の５率が５５％と低迷していたため、ＪＡで

の経営検討会で経営診断の受診を提案され、受診

されることになりました。令和５年６月までの５率は７

１.９％と県平均を上回るまで改善しました。牛の状態

を確認しながら、更なる維持・向上を目指してくださ

い。主な原因は、配合飼料の計量間違いと肥育ステ

ージごとの給与量の勘違いとのことでしたので、飼

料給与量の記録（マニュアル化）、従事者間での差を

無くすように定期的に計量チェックを行うとともに、

給与時に給与量をチェックできるようにメモするなど

『見える化』と情報の共有を行ってください。 

②令和５年６月まで１頭、令和４年３頭の死亡事故が

発生し、肥育中期から後期に死亡事故が発生してい

ます。 最も改善すべきロスですので、死亡事故は飼

養頭数の１％（年間１頭）以下を厳守してください。ま

ず、肥育牛を良く観察（見回り）し、早期対応を行っ

てください。 

 次に、獣医師に事故の原因と対策を相談し、同じ内

容の事故が発生しないように注意してください。改善

中のようですが、飼養管理チェック表を利用して、管

理の再点検を行ってください。 

飼料給与量の間違いや給与者間のさじ加減のバラ

ツキをなくすために、牛房ごとに個体番号と肥育ス

テージ、給与量を分かりやすく掲示する、全員参加

のバーンミーティングを行い、給与作業のやり方を

確認して統一する、その際は給与道具、たとえばバ

ケツやスコップ１杯が給与者１人１人でどのぐらいの

量なのか（どのぐらい違うのか）も実際に計量して

確かめると良い。特に、肥育後期では配合飼料の

過剰摂取は死亡事故に直結することを従事者全員

で理解することが重要。 

41-25 

（個人経営 期首１月） 

①導入コストの低減 

 

②死亡事故の防止 

①導入コストの低減 

・導入価格が県平均価格（去勢R4 721,438円）よ

り約 9 万円高い 818,295 円が平均価格となってい

ます。1 日当たりの増加額（904 円）が 1 日当たりの

コスト（1,014 円）を下回っており、早急な対応が必

要です。今後 1 日当たりのコストが増大することが想

定されます。 

・また、令和 5 年度の 1 日当たりの増加額は市況の

低迷も相まって 688 円に低下傾向にありますので、

早急に導入コストの低減に努めてください。 

②死亡事故の防止 

・令和 4 年度については事故が１頭、令和 5 年度は

2 頭発生しておりますが、理由が急性鼓脹症等と報

告を受けており見回りの強化による予防が急務で

す。また、濃厚飼料の給与前には粗飼料が喰いこま

れているかの確認を行い、日頃からの個体管理を強

化してください。 

肥育開始月齢、開始体重から推測されるもと牛の

能力からすると、日増体重やその結果としての枝

肉重量が物足りない。肥育後期の食い込みが若干

弱く、それを取り戻すために濃厚飼料に頼っている

可能性があるのではないか。指導にもあるように、

合わせる粗飼料の食い込みを確保するために、質

にも気を配ることが重要。また、肥育後期の食い込

みを確保するために、肥育前期の腹作り時期の飼

料給与メニューの確認も必要。牛房内で同居牛間

の闘争行動や強弱による食い負けなども、飼料設

計通りの餌が食べられないという意味では、弱い

牛のみならず強い牛にとっても疾病リスクを高め、

肉質・歩留まりを低下させる原因となる。観察によ

って把握できることなので、１頭あたりのスペースの

確保や競合が起こらないような飼槽や飲水場所の

工夫などに取り組む。 

41-26 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①今後の経営方針 

 

 

 

②事故対策 

①後継者として就農していますが、経営管理はこれ

から学んでいくところです。今後は経営方針、経営

計画を立てて、進捗を確認しながら経営管理に努め

てください。 

・耕種部門もありますので、経費については畜産部

門と分けるように管理してください。 

・肥育技術について継承できるうちに父のサポートを

しっかり受けてください。経営情報も父から継承しな

がら、経営基盤の強化に努めてください。 

・子牛価格は下がっているものの、枝肉市況低迷や

生産資材高騰により当面、肥育経営は厳しい環境が

続きますので、自給飼料生産を継続してコスト削減

に取り組んでください。 

②事故が 3 頭で事故率 4.2％となっています。目標

としては事故率 1％以内です。 

 飼養規模が 70 頭ですので、現在の規模では経営

に対する影響が非常に大きくなっています。事故対

枝肉重量はしっかり確保され、肉質評価も高い水

準を維持していることから、基本的な肥育技術は

優れたものを持っていると推測される。後継者との

ことなので、まずは父親の確立した技術の継承に

努めるとともに、日常の確実な個体観察（採食・飲

水・休息等）と記録（飼料給与量・残飼量・治療履歴

等）、それらを基にかかりつけ獣医師や指導機関と

相談するなど、肥育ステージ毎に事故率低減の対

策を検討することことを習慣づける。また、耕種部

門との作業競合など忙しければ忙しいほど、整理

整頓され清掃が行き届いた牛舎を心がけること

は、牛にも人にも優しい環境となり、作業速度の向

上や安全性の確保につながる。 
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策として、異変があれば速やかに管理獣医師や家保

へ連絡するとともに、日頃の観察時間の確保や夜間

の見回りを行ってください。特に、耕種部門も行って

いるため、農繁期の観察漏れ等に注意してください。 

41-32 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

事故対策 

・出荷重量は増加していますが、事故が増えていま

す。 

 

出荷体重 849.7kg 前期 822.9kg 

 

枝肉重量 546.8kg 前期 540.1kg 

 

事故 5 頭 前期発生なし 

 

事故率が 5％と非常に高くなっています。 

 

観察を徹底しながら、異常が見られる場合には早め

に獣医師等へ相談してください。 

肥育開始体重が330kg台と大きいことから、比較

的高価な牛を導入されていると思われ、また、出荷

体重、枝肉重量ともにしっかりと確保されている。

一方で、事故が 5 件と急増しているようだが、その

疾病名や発生時期から原因の特定に努めることが

急務。枝肉重量の確保のために、肥育後期を無理

に引っ張っていないか？飼料高・資材高の中で、

出荷月齢と枝肉重量、肉質成績のデータを基に、

出荷月齢の早期化を検討してみることも一考。 

 

６．施設・設備等の環境改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

41-8 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①後継者の育成と作業の見える化 

 

②飼育環境の改善（換気扇、給水機、敷

料、堆肥処理） 

①昨年 10 月から後継者が就農され、飼料給与等の

管理作業を３名で行われています。毎日、作業者全

員が飼料はＪＡと検討した内容で計画どおりに同じ

時間に同じ量を同じ方法で給与しなければなりませ

ん。 

 これを確実に実行するためには、まず、飼料給与マ

ニュアルを性別ごとに分けて作り、大きく（Ａ３版）印

刷して牛舎内の見えるところに貼り付けて、毎日、確

認してください。飼料給与量は給与する器（バケツな

ど）で何度か計量チェックして全員同じ量を給与する

ようにしてください。粗飼料、濃厚飼料の給与は、決

めた順番や時間に行ってください。その他、残飼の

確認、掃き寄せ、見回りなどの日常作業や敷料交換

などの定期・不定期作業の実施の有無を、毎日チェ

ックシートにチェックし記録してください。 

②飼育環境の改善（換気扇、給水器、敷料、堆肥処

理） 

 現地を見たところ、販売成績や肥育成績のロス、機

械装置の故障や飼育環境が良くないところが見られ

たので、費用と相談しながら環境改善に努めてくだ

さい。（条件が合えば伊万里市助成金が利用可） 

≪ふるさと農園旧牛舎≫ 

・換気扇や給水器が故障している牛房があり、修理

を行う。 

・換気扇は垂直方向に設置しているが、牛舎内の空

気を一方向に押し出すように斜め下を向けて設置仕

直す。 

・導入牛群の牛房は、頭数に対して給水器が少ない

ため簡易型水槽頭を追加設置する。 

・牛舎内にアンモニア臭が感じられたので、敷料交換

牛舎に大型の換気扇（送風機）を設置することや常

に新鮮で衛生的な水を自由に飲める環境を提供す

ることは、夏場の採食量の維持や疾病の防止につ

ながる重要なポイントである。反対に敷料が汚れて

いて換気が悪く臭気（アンモニア）がこもっていると

ころでは、呼吸器病や下痢などの疾病の発生のみ

ならず、増体や肉質と言った肥育成績の低下を招

く原因となる。飲水については、牛は１日に３０リット

ル以上水を飲み、飲水量が少ないと採食量の低下

や消化器系の疾病を招きやすい。群で飼養する場

合は、個体毎の飲水量の確保は飼料摂取量や増

体のバラツキの原因を減らすことになるので、飲水

器の増設や拡張などの対策を行うことは重要であ

る。実際の牛舎では、牛の食べこぼしやふん尿など

で飲水器自体が汚れており、非衛生的な環境とな

っている場合があるのでこまめな清掃が必要とな

る。牛舎の構造上、飼槽と飲水器の位置関係を離

すことができない場合は、牛の口から飼料が飲水

器に入り込むことを防ぐために、飼槽と飲水器の間

に縦に仕切り棒を設置して、飼槽から直接飲水器

に口を突っ込むことができなくするなどの工夫が必

要。 
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を早める。 

≪ふるさと農園新牛舎≫ 

・大型換気扇がなく、通路に移動式工業用換気扇を

設置されたが、牛舎全体をカバーできないため、大

型換気扇の設置を検討する。 

≪ふるさと農園堆肥舎≫ 

・堆肥搬出先が無いため、堆肥舎が満杯に近い状態

ですので、堆肥の搬出と良質堆肥の生産に努める。 

※南部団地牛舎を確認できませんでしたが、ＪＡ等と

同様に協議してください。また、ＪＡ提案のチェックシ

ートによる作業チェックを実践する。 

41-18 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①飼養環境の改善 

 

 

 

②飼料マニュアルに沿った飼料給与 

 

 

 

③牛舎ごとの管理の統一 

①飼養環境の改善 

 

 ・敷料は早期に交換してください。 

 

 ・今後は、敷料交換、堆肥の切り返し、堆肥の搬出・

散布の年間計画を作成し、これを実行し、実行したこ

とを記録してください。 

 

 ・ハエが多数発生しておりましたので、ハエ対策に

取り組んでください。 

 

 ・下の牛舎の飼料置き場は雨水が吹き込みますの

で、吹き込み対策をしてください。 

 

 ・通路、飼槽、水槽などを定期的に清掃してくださ

い。 

 

②飼料マニュアルに沿った飼料給与 

 

 ・マニュアル通りに給与してください。給与量は定

期的に計量し感覚で給与しないでください。作業が

終わったら毎日チェックしてください。 

 

 ・WCS について、一度飼料分析等を依頼してくだ

さい。 

 

③牛舎ごとの管理の統一 

 

 ・本人と父で管理を統一してください。 

 

 ・本人が牛舎全体を把握し、飼養状況等をチェック

してください。 

敷料の交換やハエの発生が指導されていることか

ら、牛舎環境、特に牛床の衛生管理に問題がある

ものと推測される。特にアンモニアは臭気の問題以

上に牛の気道や肺の粘膜を損傷し、局所免疫を低

下させ、風邪などの呼吸器疾患にかかりやすくする

ために、牛床は清潔に保ち、牛舎内の換気を良くし

（特に冬場）、牛舎内のアンモニア濃度が高まらな

いように配慮する。ハエの多発については、牛伝染

性リンパ腫の媒介等主要な衛生害虫であり、牛の

ストレスの原因ともなるので、積極的な駆除が望ま

れる。駆除法としては、ハエ取りシートによる捕殺

の他に、脱皮阻害剤等の活用を検討することが挙

げられるが、何よりも牛舎内のこまめな清掃と除

糞、適切な堆肥化処理と堆肥の積極利用による堆

肥を溜めない循環サイクルの確立が重要である。 

44-2 

(個人経営 期首 1 月) 

 

・出荷生体重 

 

 前年度よりもやや増加(768.0kg)し

ている。 

 

・事故頭数について 

 

 前年度は 0 だったが、当年度は 1 頭と

なっている。 

・出荷生体重 

 

 現状の黒毛和種の増体能力からすると、肥育期間

を延長することによって、枝肉重量はもう少し期待で

きるかもしれないが、飼料費や事故リスク等もふまえ

て、指導機関等とシミュレーションをするなどして経

営環境の変化に備えておく。 

 

・事故頭数について 

 

 個体観察に努めることが第一であるが、飼養管理・

枝肉重量の増加に向けて、飼料給与の方法など現

在の飼養管理を点検することが推奨される。その

際に、設計通りに食い込めているか、個体ごとの観

察を徹底し、特に、肥育前期・中期・後期のどこに

問題があるかを検討する。事故対策としては、飼

槽・飲水器を清浄に保ち、敷料を適切に交換するな

ど牛舎内の清掃の徹底を図った上で、可能な対策

についてかかりつけの獣医師や指導機関と相談す

ること。特に急に事故が増加した際には、記憶だけ

でだけではなく実際の記録に基づいて対策を行う

ことが重要である。 
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施設の面でなにか問題点はないか点検することも重

要。 

 

７．肉質歩留等級の改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

41-10 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①飼料給与プログラムの見直し 

 

②管理作業の再確認 

 

③コストの削減 

 

④堆肥処理の計画的実施 

①飼料給与プログラムの見直しについて 

・飼料給与量が計画どおりの量であるか計量し確認

してください。 

・飼料は JA のプログラムどおりに給与し、関係機関

の協力を得て定期的に血液検査・体測を行い、飼養

計画の検証を行ってください。 

②管理作業の再確認 

・毎日の業務を1日のスケジュール化し、紙媒体で作

成してください。 

・提供のあったチェックシートを活用し、毎日の管理

作業を行えているか確認してください。 

・備考欄に治療、ビタミン投与、個体の気づき等を記

載してください。 

③コストの削減 

・1 日増加額が 1 日当たりの経費及び飼料費を超え

ていないため、販売額を向上させるか、販売にかか

るコストを削減するかのどちらかが必須です。 

・上記①、②は販売額の向上を目指した具体的な方

策ですが、困難な場合はコストの削減を目的に、導

入価格の削減及び、自給飼料の増産を行ってくださ

い。 

④堆肥処理の計画的実施 

・現在もボロ出しから堆肥切り返し、堆肥散布まで通

年行われていますが、計画的な実行が必要です。 

・そのため、堆肥処理の年間計画を作成してくださ

い。 

・また、その計画を実施できているか確認するため、

提供のあったチェックシートにボロ出し・堆肥切り返

し・堆肥散布を行ったことを記載してください。 

近年の黒毛和種肥育成績の傾向から見ると歩留

等級 A 率や肉質等級４・５率が若干低く、また増体

に関するデータもあと一息といった状況が伺える。

特に、H５年度の肉質等級４・５率が 82.5%に低下

した理由について、飼料構成の変更等この間の変

化を再検討する。歩留等級 A 率についても、等級

を下げている要因を解析し、対策することが重要。

いずれにせよ、肥育前期の増体速度を適切な範囲

（0.75kg／日）に保つこと、肥育前期に多給できる

良質粗飼料を確保すること。その際には、近年の輸

入飼料価格高騰に対応し、堆肥を計画的に利用す

るためにも、地域内で良質な国産粗飼料（稲わら、

イネ WCS、イタリアンライグラス等飼料作物）を確

保できる体制を整えることが望まれる。 

41-24 

（個人経営 期首１月） 

①導入コストの低減 

 

②肉質低下の原因究明と対策 

①導入コストの低減 

・導入価格が県平均価格（去勢R4 721,438円）よ

り約 16 万円高い 885,667 円が平均価格となって

います。1 日当たりの増加額（1,147 円）が 1 日当た

りのコスト（1,128 円）を超過しておりましたが、飼料

費を中心とした諸費用の高騰により、今後 1 日当た

りのコストが増大することが想定されます。 

・1 日当たりの増加額は市況の低迷も相まって低下

傾向にありますので、導入コストの低減に努めてくだ

さい。 

・また、令和 5 年度については肉質の低下により 1 日

の増加額が 757 円まで減少しておりますので、特に

注意してください。 

 

②肉質低下の原因究明と対策 

・令和 5 年 2 月の出荷から肉質の低下が継続され

ています。ビタミンコントロールを失敗したのではな

いかと検討されていましたが、畜産試験場、振興セン

肥育開始月齢と肥育開始体重の関係やその後の

増体成績などから、比較的能力の高い肥育もと牛

を導入していると推察され、枝肉重量の確保と併

せて肉質の維持が経営のためには必須となってい

る。出荷体重、枝肉重量は上位 25%に位置し、１

日当たりの増体重も 0.9 を確保していて高い水準

を維持している。一方で、格付け低下に関連したビ

タミンコントロールについては、獣医師の指導の

下、一度定期的に採血し、代謝プロファイリングテ

ストを行うなどして、自分の給与技術の確認を行っ

た上で、飼料設計の見直しを行うことが望ましい。

また、肉質等級の低下と同時に事故率が上昇して

いることから、肥育前期における粗飼料の質の問

題や肥育後期であれば、肝機能障害に注意し、血

中の A/G 比や GOT、GTP、BUN 等について獣

医師の診断の上で、ビタミン剤、強肝剤の投与など

適切な処置を行う。 
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ター、JA と連携し、ビタミン分析等をつうじて原因究

明を行ってください。 

・原因が判明しましたら、上記関係機関と情報を共

有し対策を検討し、作成した対策を実行できている

かどうかの確認をカレンダーやチェックシート等を用

いて確認できるようにしてください。 

41-29 

（個人経営 期首 1 月） 

 

 

 

①自家産子牛の成績向上 

①自家産子牛の成績向上 

 令和 2 年ごろより一部一貫に取り組まれており、近

年は自家産子牛の出荷頭数が増えてきています。令

和 4 年度と令和 5 年度の成績を比較すると去勢の

成績は非常に伸長しており、外部導入牛よりもBMS

が優れている状態です。 

 しかし、メスについては外部導入よりも劣っている

状態であり、メスの育成方法について再度検証が必

要です。一貫では去勢もメスも肥育する必要がある

ため、まずは飼料プログラムの見直しを振興センター

と共に行い、飼養管理に区別をつけることから始め

てください。 

自家育成では、発育初期の衛生管理や暑熱・寒冷

環境等への対応やエサとしては良質粗飼料の確保

など、育成期の飼養管理において通常肥育に比べ

て一層の注意が必要と思われる。特に、一部一貫

とのことで、市場導入のもと牛と自家育成が混在し

ている場合、育成～（腹作り）～肥育前期の期間の

飼い方をどちらに寄せてゆくのか、難しい点があ

る。去勢については、肥育成績も安定しており、技

術的には確立されていると考えられるが、雌につい

ては枝肉重量や歩留等級など若干不安定な部分

もあると思われるので、日常の観察と記録を徹底し

て要因について検討する。 

 

８．出荷牛選定の改善 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

30-2 

１．1 日当りの増体重が 0.01kg/日減少 

２．枝肉重量が 3.2kg 減少 

３．肉質等級４・５率が 3％減少 

１．指標 0.88kg/日に対し、0.11kg/日軽い 

  出荷月齢が 31.3 ヵ月齢と長いが、R６年以降短

縮に向け取り組んでいる（約 30 ヵ月齢） 

  ただ、肉屋とのコラボで取り組んでいる独自ブラ

ンド和牛肉を提供する必要があるので、極端な肥育

期間の短縮は難しい 

 

２．県指標 530kg に対し、6.1kg 重い 

  前年並みの成績であるが、400kg 未満が 2 頭

（骨折を含む。）と極端なシケ牛とならないよう、もと

畜導入での見極めが重要となる（自身の経営に合う

血統など） 

 

３．県指標 100％に対し、3％少ない 

  出荷 33 頭の内訳は、A５が 25 頭、A4 が 7 頭、

A3 が 1 頭（骨折）であり、扉での骨折牛は以後発生

させないよう指導 

  今後 90 頭規模とするなか事故等の懸念がある

のであれば、家畜共済への加入を検討するよう指導

（先ずは見積依頼） 

肉屋とのコラボで出荷月齢の短縮が難しいとのこ

とだが、日増体重が 0.8 を下回っていることから、

少なくとも最後の1ヶ月は肉質的にはそれほどの変

化はなく、枝肉重量の増加に対して飼料代が超過

しているのではないか。飼料高・資材高の中で、ブ

ランドをどう維持してゆくかは難しい問題だが、こ

れまでの肥育成績のデータ、特に出荷月齢とに肉

質・枝肉重量の関係を精査し、肉屋とともに生き残

り戦略として出荷月齢の早期化に取り組むことが、

昨今の和牛肥育を取り巻く情勢から急務と思われ

る。 
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41-16 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①牛舎（管理者）ごとの肥育成績の把握

と飼養管理の再点検 

 

②飼料の喰い込み状況などを考慮した

出荷牛の選畜 

 

③計画的な借入金の償還 

①現在、３牛舎（管理者）があり肥育牛２５０頭を肥育

されています。肥育成績（Ｒ５）をみると、肉質はＢＭ

Ｓ平均が１０と優秀ですが、増体では６６頭中３４頭が

１日増加額０.８kg 未満であり枝肉重量などの差につ

ながっています。このため３牛舎ごとの肥育成績と管

理状況を把握し、収益性の高い飼養管理方法を検

討する必要があります。ついては、より細かな分析と

管理の把握が必要ですので、次回は３牛舎とも現地

を確認したいと思います。 

 なお、現地での聞取りでは、重量は波多津牛舎＞

南部団地上＞南部団地下とのことでした。 

 

②従業員を１名雇用でき、労力に余裕ができたとの

ことでした。 

 このため、肥育成績のロスを無くすため、出荷前の

牛を観察し、増体の見込みが無い牛は早く出荷する

など出荷牛の選畜を徹底してください。  

 

③貴経営は負債残高が過大ですので、経営安定の

ため計画的な借入金の償還を目指してください。 

 一方で、購入飼料費の高騰・高止まりにより飼料未

払金が急激に増加しており所得から返済すべきです

が、ＪＡ等と相談して長期運転資金を調達するなど飼

料未払金が増加しないように努めてください。 

経営としての肥育成績を見ると、出荷月齢 30 ヶ月

弱で出荷体重 800kg 前後、日増体重 0.80 と

0.78、枝肉重量 520kg～530kg 程度、歩留等

級 A 率 96％、肉質等級４・５率 95%以上と数字

的には問題を指摘するレベルではないが、指導に

あるように経営内に３牛舎がありそれぞれ管理者

が異なっているとなると、この数字だけでは判断で

きない問題点が隠れている可能性があるので注意

が必要。可能ならば、肉質等級の低下や事故など

の発生が特定牛舎に集中していないか、過去のデ

ータに遡って確認するとともに、平準化のためにそ

れぞれの牛舎で行っていることを管理者が相互に

現場に出向いて確認しあうことが有効。また、飼養

管理に当たる関係者全員が、管理記録の重要性を

理解して情報共有できる仕組みを整えることも重

要。 

41-20 

（個人経営 期首１月） 

①導入コストの低減 

②肥育日数の選抜 

①導入コストの低減 

・導入価格が県平均価格（去勢R4 721,438円）よ

り約 10 万円高い 821,286 円が平均価格となって

います。1 日当たりの増加額（989 円）が 1 日当たり

のコスト（951 円）を超過していましたが、飼料費を

中心とした諸費用の高騰により、今後 1 日当たりのコ

ストが増大することが想定されます。 

・1 日当たりの増加額は市況の低迷も相まって低下

傾向にありますので、導入コストの低減に努めてくだ

さい。 

 

②肥育日数の選抜 

・肥育日数の平均が令和 5 年にかけて増加傾向

（609 日➡630 日）にあります。その分出荷体重及

び枝肉重量が増大傾向にはありますが、選抜にあた

っては 1 日当たりの損が発生しないように適切に判

断するよう、振興センター及び JA と協議の上で選定

してください。 

比較的高い価格で導入したもと牛を、昨今の飼料

高・資材高の中で肥育する場合に、少しでも枝肉

重量を乗せて販売価格を稼ぎたくなるところだが、

指導にもあるように１日の増価額とエサ代の関係を

よく確認して、出荷時期の見極めを行うことが重

要。その際には、事故の発生が、いつ、どのような

原因で起こっているのかも整理して、かかりつけ獣

医師や指導機関の助言を得ながら、たとえば肥育

後期に起立不能や鼓腸症で倒しているならば、な

おさら少し早めに出荷する判断も必要かと考える。 

 

９．獣医師等との連携 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

21-1 

・出荷体重、枝肉重量は、前年に比べて

低下しているが、肥育日数約30日減少

し、平均出荷月齢が28.5か月齢と早期

集荷に努めた。 

・経営の特徴としては、90 頭収容規模

の牛舎において、自己牛 35 頭、飼育委

託牛 55 頭を飼養している（新規就農令

和 2 年、4 年目） 

・良好な肥育成績を続けているので、これを継続す

べく、今後も丁寧な飼養管理に努めていく。 

・当年は、事故牛は 1 頭であったが、尿石症を発症し

て牛は 4 頭もあり、尿石症予防のための飼養管理方

法等を家保による血液検査結果等から策っていく。 

事故率の低下のためには、日頃からの個体ごとの

観察と記録の共有が重要であることを現場で作業

する全員で理解する。特に、肥育後期の個体ごとの

摂食量については、残飼料をチェックするなどして

食い止まりに注意する。肥育中期以降、ルーメンア

シドーシス傾向になりやすいので嗜好性の良い良

質な粗飼料の増給やミネラル材の補給などについ

ても検討する。尿石症の発生が多い場合は、鉱塩
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⇒就農直後は、飼育委託収入が毎月の

現金収入（約 24 万円）が魅力であった

が、コンスタントな出荷が始まってから

は、自己牛の出荷による販売収入を増

加させるための増頭を図れない。 

委託飼育は 5 年契約の為、来年も委託

飼育牛の受入れが必要 

や水の補給に問題は無いか確認し、ミネラルバラン

スに注意することも重要。異常牛の早期発見・早期

治療に努める事が重要で、かかりつけの獣医師と

の連携、日常的な情報共有を図る。 

41-9 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①労働力に応じた飼養規模の検討 

 

②観察や飼養管理方法の徹底 

 

③素畜費の低減 

 

④資金繰りの検討 

①労働力をみると、本人、両親（２名で１名分）、常雇

１名で、肥育牛４３２頭の飼養管理と稲ＷＣＳ７.２ha、

イタリアンライグラス１.５ha、稲わら収集１０ha の粗

飼料収穫を行われており、認識のとおり明らかに労

力が不足しています。また、機械作業ができるのは

本人だけであり、作業に追われるため牛の状態を良

く観察できず、多頭数を飼育するのが精一杯で個体

管理ができていません。労力不足に起因する観察不

足の影響は、死亡事故（年３～６頭）が継続的に発生

していること、特に直近では出荷体重（７６９.３kg）、

１日増体量（０.７４８kg）まで低下しています。購入飼

料費が高止まりすると思われますので、経営収支を

改善すためには飼育頭数を減らし労働力に見合う飼

養規模とし牛をきっちり管理すること、２か所ある牛

舎を集約すること、自給粗飼料の割合を増やすこと

などで肥育成績のロスや経営収支のロスを無くすこ

とを真剣に考えてください。さらに、１群当たりの飼育

頭数を減らすことで、敷料の交換頻度を少なくでき

るため、敷料費の低減や堆肥処理に要する労力の軽

減につながります。 

②肥育成績（令和４年黒去勢）を見ると、導入価格が

高めで、その価格に見合う販売価格で販売できてい

ませんので、販売牛１頭当たりの増加額が４８３,４０２

円（販売金額１,３２６,３２８円－導入価格８４２,９２６

円）と不十分です。令和５年は途中ですが、さらに増

加額（３７２,４２９円）が低下し採算がとれていませ

ん。一方、販売牛１頭当たりの経費は、令和４年で６７

０,２８２円が掛かっていますので、牛の販売収入だけ

では経費を賄えていません。まず、ＪＡ等と打ち合わ

せた飼養管理方法と素牛レベルの導入を実践し、観

察と早期対応により発育ロス等が無いようにしてく

ださい。また、自給粗飼料は良質なものを給与する

ように徹底して下さい。 

③肥育成績を見ると、上記の課題がありますが、肥

育牛の資質を発揮できておらず、現状の販売価格に

対して導入価格が高い状態です。経営収支をプラス

にできる粗畜費を設定してください。【例】素畜費６６

万円＝販売金額１３３万円－経費６７万円（全て税

込） 

④借入状況をみると資金繰りが非常に厳しいため、Ｊ

Ａ等の金融機関に相談し、運転資金の確保に努めて

ください。また、負債整理のための償還財源は、当然

ながら所得が無ければ調達できませんので、何より

収支の改善が必要です。「損することはしない」とい

う強い意識で取り組んでください。 

去勢で肥育開始月齢 8.9 ヶ月、開始体重 300kg

強と、導入しているもと牛の資質に対して、出荷体

重が 800kg 以下で枝肉重量が 500kg 程度、歩

留等級 A 率 95%、肉質等級４・５率 90%と全般

に物足りず、R４年に対して R５で低下傾向であり、

雌についてもおおよそ同等のことが言える状況は、

飼養頭数規模 400 頭であることを考えると、非常

に深刻な状況と言える。根本原因は労働力不足と

のことであるが、まずはできるところからの改善が

肝要。かかりつけ獣医師や指導機関の助言を得

て、何よりも事故を出さないことと給与メニューの

点検を早急に行うこと。 
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41-13 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①定量かつ適切な飼料給与 

 

②コストの削減 

 

③予防接種の継続 

 

④償還計画の見直し（畜特資金の提案） 

①定量かつ適切な飼料給与 

 貴経営では 3 人の作業者が 3 つの牛舎を管理さ

れており、それぞれ飼料給与を行われています。牛

舎内の情報共有と記録を行うため、協会から提供さ

れた作業内容チェックシートを活用し、日頃行ってい

る飼料給与や掃き寄せ、掃除、個体観察等を確認し

てください。誰が、いつ、忙しい時でも飼料プログラ

ムに沿った給与ができるように、電子はかりを使用し

た給与方法を行ってください。また、備考欄には治療

歴、ビタミン投与の記録、体調を崩した等個体に係る

情報を書き留めてください。 

②コストの削減 

・1 日当たり 287 円の損失が発生しています。利益

を上げるためには販売額の向上及びコストの削減が

必要ですが、枝肉相場が見通せないため、コストの

削減を優先し以下の対策に取り組んでください。 

〇飼料費の削減を目的にさらなる自給飼料増産に

取り組み、コストの削減を行ってください。 

〇貴殿は生産コストの約 53%が素牛価格ですの

で、子牛価格の相場に関わらず導入する素牛価格を

低減することに努めてください。 

 借入金の償還額も含めると導入金額＋約６６万円

の販売金額が差し引き黒字の目安となりますので、

導入時の参考にしてください。 

③予防接種の継続 

 令和５年の１月～５月にかけて、これまで発生頻度

の少なかった肺炎による死亡事故が連続して発生し

たことを受け、導入時の予防接種に取り組まれてい

ます。導入直後から前期にかけての肺炎は、死亡事

故だけではなく肥育においても大きな損失となりま

す。今後も継続的な接種を行ってください。 

④償還計画の見直し 

 令和２年と令和５年にそれぞれ 3,000 万円の借入

をしているため、令和８年から令和１０年にかけて年

間の償還金額が約 500 万円になります。農協や金

融機関等と償還計画の話し合いを継続し、計画的な

償還計画の作成と実行、振り返りを確実に行ってく

ださい。また、畜特資金など長期の借入期間で低金

利の借入金も検討してください。 

もと牛の選定にあたっては、疾病のリスクに注意

し、導入後の観察、衛生対策に努めること。その際

の基本は個体観察で有り、疾病その他事故につな

がるリスクの早期発見・早期対応に努めることが重

要である。その際に重要となるのはかかりつけ獣医

師との連携であり、そのためにも個体毎の管理記

録、衛生記録を記帳し、情報共有を図る。導入期に

おける呼吸器病や下痢などの感染性の疾病が危

惧される場合には、臨床的な治療のみならず、適切

なワクチンプログラムについて獣医師と相談し、実

施する。呼吸器系の事故に関しては、牛舎内のアン

モニア濃度が高まらないように注意が必要である。

アンモニアは気道や肺の粘膜を傷害し、局所免疫

を低下させ風邪等の呼吸器感染症にかかりやすく

するため、牛床を清潔に保ち、牛舎内の換気を良く

し（特に冬期間）、牛舎内のアンモニア濃度が高くな

らないように注意する。 

 

１０．その他 

県－No. 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

14-3 

県内酪農家の受精卵産子を 3～4 カ月

で導入することで素畜費の低減を図っ

ている。 

酪農家によって哺育育成技術に差があ

るため導入子牛にバラツキがある。 

酪農家の哺育育成技術の良し悪しで ET 和子牛の

バラツキがあり最終的な肥育牛成績に影響がある。 

酪農家とのつながりで導入せざるを得ないケースが

ある。そのような酪農家に対して関係機関も交えて

哺育育成技術指導を行っていく。 

肥育もと牛の増頭や購入もと牛価格を抑える手段

として、乳牛への黒毛和種受精卵 ET 産子の活用

は期待される。しかし、黒毛和種のスモールからの

育成・肥育技術は、残念ながらまだ確立していると

は言えない。また、酪農家への哺育技術の指導も

十分とは言えない。相対の場合は特に、どのような

子牛を育ててほしいか、片手間ではなくしっかりと

売り物として育ててほしいことを相手先にきちんと

伝えることは重要。スモールや一貫産子で期待され

るメリットの 1 つは、飼い直しのない連続的な育成・

肥育で出荷月齢を短縮することであるが、出荷体
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重、枝肉重量の確保のためか、出荷月齢・肥育日

数が令和５年度で去勢・雌ともに伸びている。もう

少し増体速度（日増体重）を高めることは可能と思

われるので、育成期の良質粗飼料の確保とともに

濃厚飼料給与方法を検討する。 

41-5 

（個人経営 期首１月） 

 

 

 

①収益性向上のための自給飼料の生産

拡大 

 

②経営基盤強化のための法人化の検討 

①購入飼料費が高止まりしており、貴経営において

も令和 4 年と令和 3 年を比較すると、購入飼料費が

8,571 万円から 1 億 1,072 万円と 2,500 万円増

加しています。 

 このため、暑熱対策等による死亡事故の低減や肥

育成績の向上は継続課題ですが、稲わら収集

（80ha）と稲ＷＣＳ（4ha）以外にも自給飼料の生産

拡大によりコスト削減に努めるとともに、天候や労働

力や機械装置の平準化を図るため１年を通して粗飼

料を調達できる栽培計画をご検討ください。 

 幸い貴経営は、稲わら収集等を行っているため、

必要な機械装置はほぼ完備されています。 

②貴経営の経営が安定するに従って従業員も増え

つつあり、また家族にもゆとりが必要です。 

 良い機会ですので、税理士等に相談し法人化を検

討してはどうでしょうか。 

 法人や諸規定整備による従業員の安心感、従事時

間・残業代などの明確化により、従業員の定着と新

規雇用につながり易くなります。 

 このことは、貴経営の継続と安定につながります。 

出荷月齢が去勢で 28 ヶ月台、雌で 29 ヶ月と早期

出荷を心がけている様に思われるが、枝肉重量が

特に去勢で 500kg にとどいていないので、もと牛

の血統・素質を確認した上で、日増体量を増やす

方向で指導機関とも相談しながら飼料給与メニュ

ーの点検を行う。自給粗飼料については、水稲裏

作でのエンバク・イタリアンの作付けや、イネ WCS

では「たちすずか」などの高 TDN が期待される極

短穂茎葉型品種の導入を、地域の水利慣行などに

あわせた早生～晩生の品種選択や収穫適期を長

く取れ肥育向けでは立毛貯蔵可能な特性を生かし

た作業スケジュールの平準化などと組み合わせて

検討してみてはどうか。 

41-12 

（個人経営 期首１月） 

①事故発生の防止 

②導入コストの低減 

①事故発生の防止 

・令和５年度については事故が３頭発生しております

が、理由が急性鼓脹症等と報告を受けており見回り

の強化による予防が急務です。また、濃厚飼料の給

与前には粗飼料が喰いこまれているかの確認を行

い、日頃からの個体管理を強化してください。 

②導入コストの低減 

・導入価格が県平均価格（去勢R4 721,438円）よ

り約 12 万円高い 847,221 円が平均価格となって

います。1 日当たりの増加額（1,077 円）が 1 日当た

りのコスト（868 円）を超過していましたが、飼料費

を中心とした諸費用の高騰により、今後1日当たりの

コストが増大することが想定されます。 

・1 日当たりの増加額は市況の低迷も相まって低下

傾向にありますので、導入コストの低減に努めてくだ

さい。 

全般に良好な肥育成績で、去勢では出荷月齢が

29 ヶ月以下で出荷生体重 830kg 前後、日増体

重が 0.86～0.88、枝肉重量が 550kg 弱となっ

ており、雌でも出荷月齢 30 ヶ月以下で枝肉重量

500kg 超という高い水準であることから、肥育初

期に適切な飼養管理をされていて、上手に食い込

みの良い牛をそろえていると思われ、肥育期全般

にわたってほぼ飼養管理体系はできあがっている

経営と思われる。反対に技術向上による収益の増

加余地は少ないと思われるので、推定される売り

上げから適正なもと牛価格の水準、飼料費等の経

費を想定し、コストの見直しと中長期の視点も加味

した計画的な経営に努める。その際には、事故の発

生が一番の経営リスクとなるので、日常的な観察、

記録、かかりつけの獣医師等を含む関係者間での

情報共有の体制を確立する。 

 





 
 

  

 

 
 
 
 
 

 
 

Ⅴ．令和５年度の生産技術の特徴について 

 

 

本分析については前年の「令和 5 年度家畜生産技術向上へ

の改善ポイント」のデータを基に分析を行っております。 
このため、参照している「P13」などのページ番号は、本

書ではなく「令和 5 年度家畜生産技術向上への改善ポイン

ト」のページ番号です。  
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常時平均飼養頭数（北海道）
頭数の変化

全体
最⼤ 146.1
最⼩ -22.7

下位25%
最⼤ 3.3
最⼩ -4.9

上位25%
最⼤ 146.1
最⼩ -22.7

増加減少

ポイント
平均はあまり変化せず、±15頭以内の変化が多かった。⼤きな減少はあまり⾒られなかったが、「分娩間隔の
⻑期化による⼦⽜⽣産率の低下」等の事例があり、対策としては「適正な栄養管理や受精」があげられた。
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P13

⼾

常時平均飼養頭数（都府県）
頭数の変化

全体
最⼤ 20.1
最⼩ -12.7

下位25%
最⼤ 3.3
最⼩ -3.0

上位25%
最⼤ 20.1
最⼩ -11.0

増加減少

ポイント
課題としては「分娩間隔の⻑期化による⼦⽜⽣産率の低下」事例があり、対策としては「発情予定⽇の把握と
繁殖情報の共有」があげられた。最も増加した事例では「飼料⾃給率が⾼く、繁殖成績も良好」であった。
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受胎に要した種付回数（北海道）
種付回数の変化

全体
最も改善 -1.2
最も悪化 0.7

下位25%
最も改善 -1.2
最も悪化 0.7

上位25%
最も改善 -0.7
最も悪化 0.4

悪化改善
ポイント
全体的にやや改善傾向が⾒られ、±0.3回以内の変化が多かった。悪化した事例では「回数が5.0回と多く、不
受胎になる傾向が顕著」としており、対策として「授精期の栄養管理の⾒直し、⽜観察の強化」があげられた。
改善した事例は、「繁殖カレンダーや発情発⾒装置の活⽤」によるものだった。
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受胎に要した種付回数（都府県）
種付回数の変化

全体
最も改善 -1.4
最も悪化 1.2

下位25%
最も改善 -1.4
最も悪化 0.1

上位25%
最も改善 -0.4
最も悪化 0.7

悪化改善

ポイント
全体平均は変化がなかったが、下位25%で改善が⾒られた。変化は±0.5回以内がほとんどであった。改善した
事例では、「1⽇の中で、発情観察時間を必ず設ける」ことの成果が出ていた。
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分娩頭数（北海道）
分娩頭数の変化

全体
最⼤ 180
最⼩ -32

下位25%
最⼤ 13
最⼩ -9

上位25%
最⼤ 180
最⼩ -32

改善悪化
ポイント
⼤部分ではあまり変化が⾒られなかったが⼀部⼤きな改善が⾒られた。悪化事例では「初回授精開始の遅延や
個体乳量の伸⻑により⽜体回復の遅延（分娩間隔の⻑期化）」があり、対策として「適正授精と栄養管理」が
あげられた。改善した事例は、「繁殖成績が継続して良好で、⼦⽜事故率の減少傾向」によるものだった。
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分娩頭数（都府県）
分娩頭数の変化

全体
最⼤ 23
最⼩ -28

下位25%
最⼤ 4
最⼩ -8

上位25%
最⼤ 23
最⼩ -28

改善悪化

ポイント
±15頭以内の変化がほとんどであった。最も悪化した例では「夏場の受胎が少なく」対策として「暑熱対策と
して⽜舎改善」があげられた。他に、平均受胎種付回数が悪化したことも減少の理由として考えられる。
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分娩間隔（ヵ⽉）（北海道）
分娩間隔の変化

全体
最も改善 -1.9
最も悪化 3.1

下位25%
最も改善 -1.9
最も悪化 3.1

上位25%
最も改善 -0.5
最も悪化 2.1

悪化改善
ポイント
平均に変化は⾒られず、±1ヶ⽉以内の変化がほとんどであった。悪化事例では「初回授精開始の遅れ、発情の
⾒落とし」によって悪化、対策として「観察強化や繁殖カレンダー活⽤、発情発⾒装置の導⼊検討」があげら
れた。改善事例は、「給餌内容や飼養⽅法の改善により平均授精回数が減少したこと」によるものだった。
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分娩間隔（ヵ⽉）（都府県）
分娩間隔の変化

全体
最も改善 -5.0
最も悪化 2.7

下位25%
最も改善 -5.0
最も悪化 2.7

上位25%
最も改善 -0.5
最も悪化 2.1

悪化改善
ポイント
悪化は繁殖管理不⾜が原因、下位25%では「性判別精液の活⽤、⽜舎管理の⾒直し、⻑期不受胎の獣医への相
談」等が対策としてあげられた。上位の悪化事例では、夜間分娩時の事故があり「夜間⽴会の指導」があった。
5ヶ⽉の改善の理由は、平均受胎種付回数の改善（低下）が考えられる。
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供⽤年数（北海道）
供⽤年数の変化

全体
最も改善 2.6
最も悪化 -3.1

下位25%
最も改善 0.9
最も悪化 -0.7

上位25%
最も改善 2.6
最も悪化 -3.1

改善悪化

ポイント
±1年以内の変化がほとんどで、⼀部⼤きな変化が⾒られた。悪化事例では「分娩時の⼦⽜事故率が増加」して
いた。下位25%で最も改善した事例は、「繁殖成績が良好で⼦⽜事故率が低かったこと」によるものだった。

P17

3.7

2.6

5.1

3.6

2.6

5.2

0

1

2

3

4

5

6

全体
(n=60)

下位25％
(n=15)

上位25％
(n=15)

令和3年 令和4年

⼾

供⽤年数（都府県）
供⽤年数の変化

全体
最も改善 3.2
最も悪化 -1.7

下位25%
最も改善 3.2
最も悪化 -0.3

上位25%
最も改善 0.9
最も悪化 -1.6

改善悪化
ポイント
全体平均は変わらなかったが、下位25%で平均0.7年⻑くなった。⼀部⼤きな変化が⾒られ、悪化事例では「暑
熱により事故廃⽤頭数が増加」した。下位での課題は、「分娩事故を防ぐ観察」であった。上位で悪化した事
例の改善点は「飼料給与内容の⾒直し」や「検定成績の活⽤」があげられた。
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産次（産）（北海道）
産次の変化

全体
最も改善 0.6
最も悪化 -0.6

下位25%
最も改善 0.3
最も悪化 -0.3

上位25%
最も改善 0.6
最も悪化 -0.5

改善悪化

ポイント
平均はどの階層もほとんど変化がなかった。±0.2産以内の変化が多く、⼀部±0.4より⾼い（低い）変化が⾒
られた。下位25%で改善した例では、分娩時の⼦⽜事故率の低下も含めて改善した。
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産次（産）（都府県）
産次の変化

全体
最も改善 1
最も悪化 -1

下位25%
最も改善 1
最も悪化 -0.6

上位25%
最も改善 0.6
最も悪化 -1

改善悪化

ポイント
平均はどの階層でもあまり変化が⾒られなかった。±0.2産以内の変化が多く、⼀部±0.5より⾼い（低い）変
化が⾒られた。
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初産⽉齢（ヵ⽉齢）（北海道）
初産⽉齢の変化

全体
最も改善 -2.6
最も悪化 2.2

下位25%
最も改善 -2.6
最も悪化 1.9

上位25%
最も改善 -0.5
最も悪化 2.2

悪化改善
ポイント
平均的には全体で0.2ヶ⽉の遅れ、下位25％で0.2ヶ⽉の改善、上位25％で0.2ヶ⽉の遅れが⾒られた。最も悪化
した事例では、初回授精⽇にばらつきがあり、発情兆候の⾒逃しが発⽣しているため、対策として「発情カレ
ンダーの活⽤、飼養管理・観察時間の確保による確実な授精実施、発情発⾒装置導⼊の検討」が挙げられた。
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初産⽉齢（ヵ⽉齢）（都府県）
初産⽉齢の変化

全体
最も改善 -5.2
最も悪化 5.4

下位25%
最も改善 -5.2
最も悪化 1.0

上位25%
最も改善 -1.3
最も悪化 5.4

悪化改善

ポイント
下位25％で⼀部⼤きな改善が⾒られ、平均1.7ヶ⽉早くなった。最も悪化した事例（上位）では、5.4ヶ⽉遅く
なっており、対策として「観察時間の確保、繁殖カレンダーの活⽤」が挙げられた。
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分娩時の⼦⽜事故率（％）（北海道）
事故率(%)の変化

全体
最も改善 -10.5
最も悪化 10.9

下位25%
最も改善 -10.5
最も悪化 9.6

上位25%
最も改善 -2.1
最も悪化 10.9

悪化改善

ポイント
全体平均は変わらないが、下位25％で改善、上位25％で悪化が⾒られた。最も改善した事例が下位25%に、最
も悪化した事例が上位25％に属していたことによるものかもしれない。
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分娩時の⼦⽜事故率（％）（都府県）
事故率(%)の変化

全体
最も改善 -10.5
最も悪化 8.0

下位25%
最も改善 -10.5
最も悪化 1.3

上位25%
最も改善 0.0
最も悪化 8.0

悪化改善

ポイント
全体平均は⾼くなったが、下位25％では改善した。上位25％では悪化が⾒られた。最も改善した事例が下位
25%に、最も悪化した事例が上位25％に属していたことによるものかもしれない。
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機械装置の導⼊率等（北海道 n=60, 都府県 n=46）

ポイント

• 分娩監視装置を導⼊している農
家の⽅が分娩間隔や初産⽉齢が
低い傾向が⾒られた。

• 北海道では発情発⾒装置を導⼊
している農家の⽅が繁殖成績は
良く、都府県では繁殖成績に課
題がある農家が導⼊していた。
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常時平均飼養頭数
頭数の変化

全体
最⼤ 12.1
最⼩ -11.5

下位25%
最⼤ 10.5
最⼩ -2.5

上位25%
最⼤ 11.5
最⼩ -11.5

増加減少

ポイント
平均はどの階層でも微増、±5以内の変化が多く、⼤きな変化は⼀部のみに⾒られた。1割以上減少した事例の
多くは、⾼齢⽜の更新による⼀時的な減少であった。また、下位では⼤きな減少は⾒られなかった。
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受胎に要した種付回数

悪化改善

ポイント
平均は変わらず、多くが±0.5以内の変化であり、⼤きな変化は⼀部のみであった。悪化原因は、栄養管理の問
題、⾼齢⽜等⼀部受胎しにくい⽜の影響が考えられた。改善要因は、栄養管理改善やストレス軽減、発情発⾒
率改善等の影響と考えられた。

種付回数の変化

全体
最も改善 -1.6
最も悪化 1.9

下位25%
最も改善 -1.6
最も悪化 0.8

上位25%
最も改善 -0.2
最も悪化 1.9
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分娩頭数
分娩頭数の変化

全体
最も増加 27
最も減少 -25

下位25%
最も増加 7
最も減少 -6

上位25%
最も増加 20
最も減少 -25

増加減少

ポイント
平均にあまり変化は⾒られず、多くは±10以内の変化であったが、⼀部⼤きな変化が⾒られた。しかし、飼養
頭数に対する分娩頭数の割合にほとんど変化がなかったことから、飼養頭数の変化の影響が⼀因と考えられた。
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P63

⼾

分娩間隔（ヵ⽉）

悪化改善
ポイント
平均は変わらず、多くは±1.25以内の変化だったが、⼀部⼤きな変化が⾒られた。改善事例では、飼料設計や
労働⼒確保の改善や観察強化の効果の影響と考えられた。悪化事例では、栄養管理や労働⼒、⾼齢⽜の更新な
どに問題があると考えられた。分娩間隔を改善するためには受胎性の改善が重要と考えられた。

分娩間隔の変化

全体
最も改善 -4.2
最も悪化 3.8

下位25%
最も改善 -4.2
最も悪化 3.6

上位25%
最も改善 -0.6
最も悪化 2.1
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供⽤年数

増加減少

ポイント
全体の平均はほとんど変わらなかったが、下位では2年程度⻑くなった。これは、下位では⼀部⼤きな増加が⾒
られたことが原因と考えられる。上位層の平均にはあまり差が⾒られなかった。

供⽤年数の変化

全体
最も増加 9.9
最も減少 -14

下位25%
最も増加 9.6
最も減少 -2.7

上位25%
最も増加 2.3
最も減少 -14
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⼾

産次（産）
産次の変化

全体
最も増加 2.6
最も減少 -4.3

下位25%
最も増加 2.6
最も減少 -3

上位25%
最も増加 2.4
最も減少 -4.3

増加減少
ポイント
全体の平均は下がったが、微増も多かった。⼀部⼤きな悪化が⾒られ、その要因は増頭による育成⽜繰⼊の影
響や⾼齢⽜の淘汰などが考えられた。上位層は、供⽤年数が⻑く、種付回数も多い傾向があることから、繁殖
成績や遺伝的能⼒を考慮し適切に淘汰、更新する必要がある。
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初産⽉齢（ヵ⽉齢）
初産⽉齢の変化

全体
最も改善 -11
最も悪化 10.4

下位25%
最も改善 -11
最も悪化 4.6

上位25%
最も改善 -0.7
最も悪化 10.4

悪化改善
ポイント
全体で平均して0.4ヶ⽉の遅れが⾒られたが、多くは±2以内の変化であった。下位層で平均して1.4ヶ⽉の改善
が⾒られ、これは⼀部⼤きな改善があったことが原因と考えられる。上位層で⼀部⼤きな悪化が⾒られたが、
R4の上位層の平均はほぼ同じであった。
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P67

⼾

分娩時の⼦⽜事故率（％）
事故率(%)の変化

全体
最も改善 -21.5
最も悪化 19.1

下位25%
最も改善 -21.5
最も悪化 2.9

上位25%
最も改善 0.0
最も悪化 11.8

悪化改善

ポイント
全体で平均0.6ポイント低下したが、多くが5ポイント以内の変化であった。下位で⼀部⼤きな改善が⾒られた。
事故率が0％の事例は11⼾あり、繁殖データの管理、繁殖成績（種付回数・分娩間隔）が良好な傾向が⾒られた。
事故率が⾼い原因の⼀つとして、飼養頭数が多いことによる分娩観察不⾜の可能性が考えられた。
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出荷頭数

ポイント
平均は去勢で微増、雌で変化がなく、ほとんどが±10頭以内の変化であった。⼀部⼤きな変化が⾒られ、最も
増加した例は去勢で21頭、雌で16頭、最も減少した例は去勢で13頭、雌で23頭であった（いずれもR3に上位）。
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P69, 73

去勢 雌 出荷頭数の変化
去勢 雌

最⼤ 21 16
最⼩ -13 -23

最⼤ 9 9
最⼩ -3 -4

最⼤ 17 16
最⼩ -13 -23

全体

下位25％

上位25％

出荷⽇齢（⽇）

ポイント
平均はどの階層もあまり変化がなく、多くは±12.5以内の変化であった。⼀部⼤きな変化が⾒られ、最も晩期
化したケースは去勢で65⽇、雌で26⽇、最も早期化したケースは去勢で30⽇、雌で46.7⽇だった。

267.3
290.3

232.6
270.7 285.6

237.9

0

50

100

150

200

250

300

350

全体
(n=120)

下位25％
(n=30)

上位25％
(n=30)

令和3年 令和4年

P70, 74

去勢
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雌
出荷⽇齢の変化

去勢 雌

最⼤ 65 26
最⼩ -30 -46.7

最⼤ 11.2 10
最⼩ -30 -34

最⼤ 65 26
最⼩ -23 -19

全体

下位25％

上位25％
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出荷体重（kg）

ポイント
平均はあまり変わらなかったが、下位ではやや増（10kg程度増）であった。変化は±12.5kg以内が多く、最も
増加した事例は去勢で62.2kg、雌で47.5kg、最も減少した事例は去勢で57.2kg、雌で52kgであった。
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去勢 雌 出荷体重の変化（g）
去勢 雌

最⼤ 62.2 47.5
最⼩ 57.2 -52

最⼤ 62.2 47.5
最⼩ 57.2 -52

最⼤ 30 35.7
最⼩ -52.5 -43

全体

下位25％

上位25％

出荷⽇齢体重（kg/⽇）

ポイント
全体平均は変化がなかったが、下位層はわずかに増加した。どちらも変化はほとんどが±0.1kg/⽇以内で、最
⼤が0.2程度、最⼩が-0.2程度であった。去勢の上位層では出荷⽇齢が全体平均に⽐べて早い傾向が⾒られた。
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去勢 雌 出荷⽇齢体重の変化（g/⽇）
去勢 雌

最⼤ 0.2 0.21
最⼩ -0.19 -0.25

最⼤ 0.2 0.21
最⼩ -0.17 -0.18

最⼤ 0.12 0.13
最⼩ -0.19 -0.25

全体

下位25％

上位25％
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機械装置の導⼊率等（n=120）

ポイント

• 分娩監視装置を導⼊している農
場では、分娩時の⼦⽜事故率が
低い傾向が⾒られた（平均して
R3年は1.7ポイント、R4年は1.5
ポイント低い）

• 発情発⾒装置を導⼊している農
場では、受胎に要した種付回数
が多く、平均分娩間隔も⻑いこ
とから、繁殖成績に課題がある
農家が改善のために導⼊してい
る可能性が考えられた。1.7
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常時平均飼養頭数
頭数の変化

全体
最⼤ 22.5
最⼩ -11.0

下位25%
最⼤ 5.0
最⼩ -11.0

上位25%
最⼤ 22.5
最⼩ -6.6

増加減少

ポイント
平均はどの階層でも微増、±5頭以内の変化が多く、⼤きな変化は⼀部のみに⾒られた。1割以上減少した事例
の多くは、⾼齢⽜の更新による⼀時的な減少であった。また、下位では⼤きな減少は⾒られなかった。
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肥育開始⽉齢（ヵ⽉齢）

ポイント
全体平均は去勢で0.2ヶ⽉晩期化、雌で変化がなく、ほとんどが±0.5ヶ⽉以内の変化であった。去勢では⼀部
⼤きな晩期化（4.3ヶ⽉）が⾒られた。去勢上位での0.8ヶ⽉の晩期化はデータ数の増加も⼀因と考えられた。

P104, 113

去勢 雌 肥育開始⽉齢の変化
去勢 雌

最⼤ 4.3 1.3
最⼩ -0.9 -0.8

最⼤ 0.3 0.2
最⼩ -0.9 -0.8

最⼤ 4.3 1.3
最⼩ -0.3 -0.5

全体

下位25％

上位25％
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肥育開始体重（kg）

ポイント
全体平均は去勢で7.2kg増、上位で増加が⾒られた。雌では全体平均にあまり変化がなく、下位で25kg減少した。
どちらもほとんどが±25kg以内の変化であった。⼀部⼤きな変化が⾒られ、最も増加した例は去勢で64kg、雌
で50.1kg、最も減少した例は去勢で34kg、雌で35kgであった。

P105, 114

去勢 雌 肥育開始体重の変化
去勢 雌

最⼤ 64 50.1
最⼩ -34 -35

最⼤ 22.6 18
最⼩ -14.5 -31

最⼤ 64 50.1
最⼩ -11.8 -35

全体

下位25％

上位25％
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出荷⽉齢（ヵ⽉齢）

ポイント
全体平均は去勢で0.1ヶ⽉、雌で0.2ヶ⽉早期化、下位で0.4ヶ⽉早期化した。ほとんどが±1以内の変化であった。
⼀部⼤きな変化が⾒られ、最も増加した例は去勢で1.1、雌で2、最も減少した例は去勢で1.7、雌で1.9であった。

P106, 115

去勢 雌 出荷⽉齢の変化
去勢 雌

最⼤ 1.1 2
最⼩ -1.7 -1.9

最⼤ 1.1 0.5
最⼩ -1.7 -1.9

最⼤ 0.8 2
最⼩ -1.4 -1.8

全体

下位25％

上位25％
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出荷⽣体重（kg）

ポイント
全体平均はあまり変化がなく、多くが±25kg以内の変化であった。下位では、去勢で6.4kg、雌で約25kg増加
した。最も増加した例は去勢で64kg、雌で82.7kg、最も減少した例は去勢で84.3kg、雌で81kgであった。

P107, 116

去勢 雌 出荷⽣体重の変化（kg）
去勢 雌

最⼤ 64 82.7
最⼩ -84.3 -81

最⼤ 64 82.7
最⼩ -70 4.6

最⼤ 13.3 8
最⼩ -55.5 -42.2
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上位25％
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肥育⽇数

ポイント
平均は全体的に少し短期化した。多くは±25⽇以内の変化であった。⼀部⼤きな変化が⾒られ、最も⻑期化し
た例は去勢で73⽇、雌で35⽇、最も短期化した例は去勢で175⽇、雌で62⽇であった。

P108, 117

去勢 雌 肥育⽇数
去勢 雌

最⼤ 73 35
最⼩ -175 -62

最⼤ 73 34.8
最⼩ -168 -54

最⼤ 42.8 35
最⼩ -6 -17

全体

下位25％

上位25％
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1⽇当たり増体重（kg/⽇）

ポイント
平均はほとんど変化がなく、多くは±0.05kg以内の変化であった。下位では去勢で平均0.02g、雌で平均0.03g
の増加が⾒られた。

P109, 118

去勢 雌 1⽇当たり増体重の変化（kg/⽇）
去勢 雌

最⼤ 0.1 0.16
最⼩ -0.13 -0.11

最⼤ 0.1 0.16
最⼩ -0.02 -0.03

最⼤ 0.02 0.07
最⼩ -0.13 -0.11

全体

下位25％

上位25％
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枝⾁重量（kg）

ポイント
全体と下位で平均はどちらも微増、変化のほとんどが±25kg以内であった。⼀部⼤きな変化が⾒られ、最も増
加した例は去勢で42kg、雌で55.4kg、最も減少した例は去勢で57kg、雌で41kgであった。

P110, 119

去勢 雌 枝⾁重量の変化（g）
去勢 雌

最⼤ 42 55.4
最⼩ -57 -41

最⼤ 42 55.4
最⼩ -57 2.7

最⼤ 10.3 7.7
最⼩ -38.4 -16.2

全体

下位25％

上位25％
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歩留等級A率（％）

ポイント
全体と下位で平均は上昇した。去勢では±1ポイント以内の変化が多く、ほとんどが±5ポイント以内であった。
雌の⽅が変化が⼤きかったが、ほとんどが±12.5ポイント以内であった。

P111, 120
去勢 雌

歩留等級A率
去勢 雌

最⼤ 7.8 66.7
最⼩ -7.1 -27.3

最⼤ 7.8 66.7
最⼩ 0.9 -4.1

最⼤ 0 3.4
最⼩ -7.1 -27.3

全体

下位25％

上位25％
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⾁質等級4・5率（％）

ポイント
全体と下位で平均は上昇した。去勢はほとんどが±12.5ポイント以内、雌はほとんどが±10ポイント以内の変
化であった（雌は±1ポイント以内も多かった）。⼀部R3上位層で⼤きな低下が⾒られた。

P112, 121

去勢 雌
⾁質等級4・5率

去勢 雌

最⼤ 25 33.3
最⼩ -50 -24.1

最⼤ 25 33.3
最⼩ -3.1 -1.3

最⼤ 0 0
最⼩ -50 -24.1

全体

下位25％

上位25％
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事故率と機械装置の導⼊率

ポイント
事故率は平均1〜2％前後と低く、下位で改善が⾒られた。変化は±数ポイント以内が多かったが、1⼾のみ8.4
ポイントの悪化が⾒られた。疾病・事故監視装置を導⼊していたのは6.25%と低かった（3件）。
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Ⅵ．表中の生産技術項目の内容   
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１．酪農 

項 目 名 記 入 要 領 

期首経産牛飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での経産牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 

事故廃用頭数 当期に廃用となった経産牛の頭数 

未経産牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をして経産牛になった頭数 

期末経産牛飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での経産牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した経

産牛の頭数 

受胎に要した種付回数

（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 

分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した経産牛の分娩間隔の平均値 

供用年数（平均値） 当期に廃用となった経産牛のうち、未経産牛の外部導

入および自家保留であった牛の更新年数の平均値 

産次（平均値）※期中分娩

牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および

自家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導入

牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均

値 

子牛事故率※流産・奇形、

死産 

当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であっ

た牛の割合 

 
２．肉用牛繁殖 

項 目 名 記 入 要 領 

期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での成雌牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 
事故廃用頭数 当期に廃用となった成雌牛の頭数 

育成牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初回種付をして成雌牛になった頭数 

期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での成雌牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した成

雌牛の頭数 

受胎に要した種付回数

（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 

分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した成雌牛の分娩間隔の平均値 

供用年数（平均値） 当期に廃用となった牛のうち、未経産牛の外部導入およ

び自家保留であった牛の更新年数の平均値 

産次（平均値）※期中分

娩牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および自

家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導

入牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均値 

子牛事故率 当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であった

牛の割合 

出荷頭数 当期に出荷された子牛（去勢、雌）の頭数 

出荷日齢（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢の平
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項 目 名 記 入 要 領 

均値 

出荷体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷体重の平

均値 

出荷日齢体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢体重

の平均値 

 

３．肉用牛肥育  
項 目 名 記 入 要 領 

期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での肥育牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入された肥育牛の頭数 

自家保留子牛の繰入れ 当期に自家保留子牛から肥育牛に仕向けた頭数 

事故頭数 当期に事故出荷・事故廃用になった肥育牛の頭数 

出荷頭数 当期に正常出荷された肥育牛の頭数 

期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での肥育牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 
（期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した肥

育牛の頭数 

肥育開始月齢（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時月齢

の平均値 

肥育開始体重（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時体重

の平均値 

出荷月齢（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷月齢の

平均値 

出荷生体重（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷生体重

の平均値 

肥育日数（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の肥育日数の

平均値 

１日当たり増体重（平均

値）※肥育期間における 

当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の１日当たり

増体重の平均値 

枝肉重量（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の枝肉重量の

平均値 

歩留等級 A 率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち歩留等級が

A の牛の割合 

肉質等級４・５率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち肉質等級が

４以上の牛の割合 

事故率 
ここでは事故頭数/常時平均飼養頭数×100 により算出

した値を事故率としている 
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